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１．目的及び内容 

 本調査は、需要家等（一般消費者等）に対する都市ガスの安全使用等に関する広報内

容に係る検討に必要なガス消費機器等による事故事例の原因等の分析等を行うことを目

的とし、本調査によりガス消費機器等による事故事例データを整備し、事故原因等の類

型化を行うことで、国として需要家等に向けた効果的な再発防止策の検討を行い、産業

構造審議会保安・消費生活用製品安全分科会ガス安全小委員会において取りまとめのガ

ス安全高度化計画（令和３年３月）にて掲げられた「死亡事故をゼロにする」という安

全高度化目標の達成を目指すものである。 

 このため、事故原因等の分析、再発防止のための対策及び発生頻度の高い典型事例の

類型化などを検討し、取りまとめた。 

  

２．調査実施概要 

・事故事例データの分析・取りまとめ等 

産業構造審議会保安・消費生活用製品安全分科会ガス安全小委員会で公表される都市

ガス事故に関する資料等で使用するデータの分析・取りまとめ等を行った。分析・取り

まとめ等に当たっては、普遍の事故であるのか、特殊な事故であるのか、発生頻度の高

い典型的事例等を類型化し、その原因等について分析し、事故防止に資する対策を検討

した。 
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表３．２ 年別及び月別事故（累計）件数

年

月

1 2 0 1 1 2 0 0 0 2

1 2 0 1 1 2 0 0 0 2

4 2 0 1 0 2 1 0 1 0
5 4 0 2 1 4 1 0 1 2

0 1 0 0 1 0 0 0 1 1
5 5 0 2 2 4 1 0 2 3

1 0 2 0 0 1 0 0 0 0
6 5 2 2 2 5 1 0 2 3

0 0 0 0 0 1 0 0 2 0
6 5 2 2 2 6 1 0 4 3

0 1 0 0 0 0 1 0 0 0
6 6 2 2 2 6 2 0 4 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 6 2 2 2 6 2 0 4 3

0 0 1 0 0 0 0 0 1 0
6 6 3 2 2 6 2 0 5 3

0 1 1 1 0 0 0 1 1 0
6 7 4 3 2 6 2 1 6 3

0 0 1 0 0 0 0 0 2 0
6 7 5 3 2 6 2 1 8 3

2 2 0 1 0 3 0 0 0 1
8 9 5 4 2 9 2 1 8 4

0 0 0 0 1 0 0 1 3 2
8 9 5 4 3 9 2 2 11 6

合 計 8 9 5 4 3 9 2 2 11 6

2021

+ 450.0

② ガス事業法に基づくガス製造に関する事故集計表

［注］ 下線部分は各月の累計件数。

１月

２月

2020

±0.0

2013 20162014 2015

対前年比
（％）

１０月

３月

９月

４月

５月

６月

７月

８月

2022

▲ 45.5

2019

▲ 77.8+ 12.5 ▲ 44.4 ▲ 20.0 ▲ 25.0

2017 2018

+ 125.0▲ 20.0

１１月

１２月
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表３．３ 年別及び月別事故（累計）件数

年

月

22 22 16 19 17 10 20 21 25 26

22 22 16 19 17 10 20 21 25 26

14 16 17 14 16 12 16 21 22 31
36 38 33 33 33 22 36 42 47 57

10 18 20 15 16 22 15 12 14 20
46 56 53 48 49 44 51 54 61 77

12 24 15 31 7 11 21 10 16 18
58 80 68 79 56 55 72 64 77 95

7 15 16 16 12 19 27 7 13 22
65 95 84 95 68 74 99 71 90 117

12 23 24 21 15 15 17 16 25 23
77 118 108 116 83 89 116 87 115 140

9 11 30 12 25 17 35 21 26 18
86 129 138 128 108 106 151 108 141 158

16 17 29 18 19 18 21 24 28 15
102 146 167 146 127 124 172 132 169 173

21 17 27 17 11 23 24 27 19 18
123 163 194 163 138 147 196 159 188 191

23 27 23 28 33 23 36 21 19 32
146 190 217 191 171 170 232 180 207 223

17 23 20 21 31 26 27 15 14 18
163 213 237 212 202 196 259 195 221 241

21 16 21 28 20 29 19 29 23 30
184 229 258 240 222 225 278 224 244 271

合 計 184 229 258 240 222 225 278 224 244 271

2022

+ 11.1

③ ガス事業法に基づくガス供給に関する事故集計表

１月

２月

2014 2015

３月

対前年比
（％）

［注］ 下線部分は各月の累
計件数。

2020

▲ 19.4

2013 2016

１０月

９月

４月

５月

６月

７月

８月

2021

+ 8.9

2019

+ 23.6▲ 0.5 + 24.5 + 12.7 ▲ 7.0 ▲ 7.5

2017 2018

+ 1.4

１１月

１２月
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項目

575 436 269 224 181 169 161 113 110 127

0 1 1 0 0 0 0 1 0 2

3 16 13 2 7 24 9 8 3 16

10 19 12 11 11 13 13 4 12 6

※「中毒（人）」は死者数と中毒者数の合計数

項目

1 9 5 2 4 7 6 3 1 3

0 1 1 0 0 0 0 1 0 0

3 16 13 2 7 24 9 8 3 16

※「中毒（人）」には死者数と中毒者数の合計数

⑥現象別事故件数（消費段階事故）

項目

574 426 264 221 177 162 155 110 109 124

1 9 5 2 4 7 6 3 1 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

575 436 269 224 181 169 161 113 110 127

2020

2020

2020

2022

2022

2022

2021

2021

2021

2015

2015

2015

2014

2014

2014

死者（人）

件 数

2013

年

中毒（人）

中毒（人）

合 計

年

漏えい着火

排ガス中
毒

生ガス中
毒

酸欠・その
他・不明

負傷（人）

2019

2019

件 数

2013

2013

2018

2018

④年別事故件数及び死傷者数（消費段階事故）

2018 2019

2016

2016

2017

2017

2017

2016

⑤排ガス中毒年別事故件数及び死者・中毒者数（消費段階事故）

死者（人）

年
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消費機器区分 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 合計

ガス栓 15 23 17 13 13 8 18 11 11 11 140

迅速継手 3 7 7 2 7 4 7 4 3 6 50

ホースエンド 9 8 8 9 1 4 6 3 4 2 54

その他 3 8 2 2 5 0 5 4 4 3 36

ゴム管 27 36 22 29 14 23 35 15 17 27 245

迅速継手あり 11 20 11 13 8 16 19 9 9 20 136

迅速継手なし 16 16 11 16 6 6 16 6 8 7 108

不明 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

ガスコード 6 5 7 9 5 2 5 3 3 10 55

ガスストーブ 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

家庭用こんろ 8 2 11 2 0 2 1 0 1 2 29

家庭用レンジ 12 18 11 4 11 8 12 7 8 10 101

家庭用オーブン 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 8

家庭用オーブンレンジ 5 4 1 3 0 1 1 0 0 0 15

家庭用炊飯器 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2

その他家庭用 2 0 0 0 0 0 1 0 0 1 4

風呂釜 91 95 67 48 41 29 24 15 15 13 438

BF式 73 72 54 42 35 24 21 10 7 6 344

CF式 2 2 5 1 1 1 1 1 2 0 16

CF式（浴室外設置） 11 11 5 3 1 1 0 0 0 0 32

FF式 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

FE式 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

RF式 4 10 3 1 4 3 2 4 5 7 43

瞬間湯沸器（12kW超） 69 90 59 50 40 41 22 27 21 20 439

CF式 2 1 0 0 0 0 2 0 0 0 5

BF式 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

FE式 1 0 2 2 0 2 0 3 3 0 13

FF式 5 8 8 6 3 7 5 2 5 1 50

RF式 61 81 49 42 37 31 15 22 13 19 370

瞬間湯沸器（12kW以下） 314 117 30 23 14 9 10 8 10 3 538

開放式 8 1 4 3 5 4 6 2 5 2 40

FE式 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 4

FＦ式 306 116 26 20 9 5 4 3 5 0 494

その他湯沸器 0 1 2 0 0 2 0 0 1 2 8

業務用燃焼器 10 19 19 13 11 13 12 7 5 11 120

業務用こんろ 0 1 2 2 1 0 3 3 0 1 13

業務用レンジ 1 0 3 1 3 2 0 1 0 4 15

業務用オーブン 1 2 0 2 0 5 1 1 0 1 13

業務用オーブンレンジ 3 5 6 3 2 0 3 0 0 0 22

業務用めんゆで器 1 4 1 1 0 1 1 1 0 1 11

業務用フライヤー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

業務用食器洗浄機 0 2 1 0 2 1 0 0 0 2 8

業務用その他 4 5 6 4 3 4 4 1 5 2 38

工業用燃焼器 2 3 0 3 1 1 1 1 0 0 12

接続具 9 10 10 14 24 7 8 5 11 7 105

ガス栓用プラグ 1 2 2 1 5 1 0 1 2 3 18

スリムプラグ 0 1 2 1 2 2 1 0 0 0 9

器具用ソケット 3 6 6 3 10 0 4 1 3 1 37

ホースエンドアダプター 5 1 0 8 7 4 3 3 6 2 39

異形継手 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2

三叉継手 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

金属可とう管等 3 12 12 12 5 20 11 12 6 9 102

強化ガスホース 3 4 3 9 1 10 4 6 3 4 47

金属可とう管 0 7 7 3 4 8 7 6 3 5 50

金属管 0 1 2 0 0 2 0 0 0 0 5

その他 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

不明 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

合計 575 436 269 224 181 169 161 113 110 127 2365

⑦発生箇所別事故件数（消費段階事故）
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 3.2  都市ガス事故情報のデータベース化 

 ガス事業法に基づき経済産業省に報告された事故情報と過去の事故事例との類似

性及び関連性について分析するためには過去の事故事例がデータベース化されてい

ることが必要となる。 

 このため、事故詳報を画像データとして保存し、事故分類の情報とともにリンク付

けした事故事例データベースを作成することとした。当該事故事例データベースによ

り、特定のガス消費機器に関する類似の事故事例をＬＰガス・都市ガスに関わらず過

去にさかのぼって出力することが可能である。 

 また、当該データベースは、データベース構造の迅速設計機能、検索機能、集計及

び出力等の分析機能を搭載しており、例えば、事故の現象ごと、器具の種類ごと、発

生時間ごとといった複数の切り口に対して事故件数を集計することができる。 

 2022 年分の事故情報を事故事例データベースにデータ入力し、過去の事故事例と

の類似性・関連性に注目して事故の対策を検討することとした。 

 

 3.3  事故情報の整理 

 事故事例データベースには、事故の検索集計機能及び出力機能を持たせることとし

た。当該機能により、Excel 上で作成した事故情報公表用フォーマットへ検索集計結

果を一括出力することが出来る。また、出力したいデータをあらかじめフォーマット

として作成しておき、データベース検索条件内にて検索集計結果の出力位置を指定す

れば、簡便な操作により検索結果は一括で出力される。さらに、フォーマット、検索

集計条件及び出力条件を保存しておけば、常に最新の情報でフォーマットを更新する

ことが出来る。 

 当該事故事例データベースにより事故情報の分析を行い、事故情報を公表するため

の事業報告書を取りまとめることとした。 
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    以下に、ガス栓で発生頻度の高い事故の事例を紹介する。 

 

       ①未使用ガス栓誤開放 

安全機構の無い未使用ガス栓を誤開放し、ガスが漏えいするもの。対策として、安

全機構を有するガス栓への交換が望ましい。 

 

 

 

 

 

 

②未使用ガス栓誤開放（キャップ適） 

未使用ガス栓に付属のゴムキャップを被せていたが、被せ方が不完全であっ

たり、熱で劣化していたりすることで、隙間からヒューズ機構が作動しない程

度の流量でガスが漏えいするもの。器具が接続されていないゴム管が接続され

た状態や、先端にアルミホイルが被せられた状態でも同様の現象が発生する。 

 

 

 

 

 

 

③未使用ガス栓誤開放（キャップ不適） 

未使用ガス栓に被せたキャップが、こんろ等の購入時に輸送中のゴミの混

入を防ぐ目的でこんろ側のホースエンドに被せられていたものであったた

め、隙間からヒューズ機構が作動しない程度の流量でガスが漏えいするもの。 
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4.3 今後、注意を要する事故事例とその防止 

 

1)ガス栓 

ガス栓においては誤操作が多くを占めている。安全機構の無いガス栓を誤開放す

る事故も発生していることから、ホースエンドタイプのガス栓では安全機構のある

ガス栓に交換することが必要であると考える。ねじ接続の可とう管ガス栓について

は未使用となった段階でプラグ止めをすることが必要である。ただし、可とう管ガ

ス栓に取り付けられていた燃焼器を消費者が取り外してしまう事例があるため、消

費者から情報が得られないと対応が出来ないことから周知等も継続して実施する必

要があると考える。 

なお、本来、押してつまみが回る可とう管ガス栓を用いるべき末端のガス栓に中

間ガス栓であるねじガス栓を用いている事例も多く、ねじガス栓は押さなくてもつ

まみが回るため、可とう管ガス栓よりも誤操作による事故が発生しやすい。このた

め、設計の段階で使用するガス栓の選定に注意する必要があると考える。 

安全機構のあるガス栓を使用していたとしても、ガス栓の先端にキャップ等の流

量抵抗となる部材の影響を受け過流出安全機構が作動しない程度の流量でガスが漏

えいする事故が多く発生しており、周知を継続するとともに巡回時のきめ細やかな

対応が必要であると考える。 

 

2)ゴム管、ガスコード、金属管等、接続具 

       ゴム管、ガスコード、金属管等、接続具においては接続不良が多くを占めている。

接続不良となる要因は不十分な接続状態で燃焼器を使用しようとすることに起因す

る事故の他、そもそも接続具の接続方法を誤っている事例もある。また、燃焼機器

の清掃のため、燃焼機器の移動を繰り返したことにより損傷または接続不良に繋が

る場合がある。このため、ガス栓と同様、周知を継続するとともに巡回時のきめ細

やかな対応が必要であると考える。 

 

3)こんろ、レンジ、オーブン（家庭用燃焼器） 

       こんろ、レンジ、オーブンにおいては、劣化による事故ではガス通路部等の腐食

による漏えいが発生しているが、点火ミスによる事故の背景にも劣化が起因してい

るものと考えられる。特にこんろにおいては、煮こぼれによる機器内部の腐食が発

生している。また、立ち消え安全装置の無い器具の誤操作による事故は現在におい

ても発生している。このため、Ｓｉセンサーこんろの普及促進によって劣化した燃

焼器の母数を減らすことが必要であると考える。 

 

4)風呂釜、湯沸器（大型、小型） 

       風呂釜の事故はＢＦ式の異常着火の事故が多く発生している。参考２に別途記し

ているが①点火操作の繰り返し又は点火つまみの押しっぱなしで滞留した未燃ガス

に引火する異常着火、②シャワー時の誤操作により，放出・滞留した未燃ガスに引

火して異常着火、③浴室の排水不良により，浴槽からの排水で風呂釜が冠水し，機
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器内に水が浸入して，着火しにくい状況となり，放出・滞留した未燃ガスに引火し

て異常着火や炎あふれによるもので占められている。誤操作等防止のため「あんし

ん高度化」機器として安全性を向上させた風呂釜への交換等によるハード対策を進

めていく一方で、きめ細やかな周知の継続が必要であると考える。 

 

5)湯沸器（大型、小型） 

       湯沸器については、大型湯沸器において養生時の給排気口の閉塞による事故が多

く発生している。燃焼バランスが悪化することによる異常着火の事故が多いが、不

完全燃焼による排ガス（ＣＯ）中毒を引き起こす事例もある。このため、塗装工事

業者及び消費者に対して周知をすることが必要であると考える。 

       なお、ＦＦ式のレンジフード一体型給湯器の異常着火による事故が多く発生して

いた。これらの事故は、推定ではあるが電磁弁の一時的な閉弁遅れ等に起因する事

故であることが判明している。ガス事業者による対応により、事故の件数は減少し

ており、同様の事故は 2022 年に発生していないが、今後も注視する必要があると考

える。 
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図４．４．１ 排ガス中毒事故の発生場所別割合（2018年～2022年） 

 

 

過去５年の排ガス中毒事故の発生場所及び件数を見ると、住居における事故が 4

件（20％）であるのに対し、飲食店における事故が 10 件（50％）であった。飲食店

の数は住居数より少ないため、飲食店における事故発生率は高く、特に多数の業務

用燃焼器を使用する業務用厨房における事故が多い傾向にある。 

 業務用厨房においては、レンジフードが汚れにより目詰まりし、その風量が低下

し、給排気不良が発生する事例や換気扇等給排気設備のスイッチを入れ忘れる事例

が多く見られる。なお、過去に高圧ガス保安協会が実施したＬＰガスを使用する厨

房の実態調査においてスイッチ周りが雑然としている環境にあることが、換気扇等

のスイッチの入れ忘れにつながる要因の１つとして報告されているが、同様である

ものと考えられる。 

 また、燃焼器の劣化により、不完全燃焼が起こることを起因とする事故も発生し

ており、これらは、燃焼器のメンテナンスが不足していることによるものと考えら

れる。 
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2）排ガス（ＣＯ）中毒事故の防止 

業務用施設における事故が多く報告されている。高圧ガス保安協会が過去に実施し

たＬＰガス消費先における業務用施設実態調査においても、メンテナンス不足の状態

で燃焼器を使用し続けている実態が明らかとなっており、ガス種が異なっていても消

費者の行動には変わりはないため、当該調査結果を基に、排ガス中毒に関する事故の

防止について取りまとめた。 

 

①建物構造の影響等による給排気設備・能力の不足 

 業務用厨房等を見ると、建物の建設当初から厨房として設計されている場合に

は給気設備が足りていることが多い一方で、テナントとして厨房が入居した場合

には給気設備が足りないことが多く、窓や勝手口を給気口として使用している設

備が多く見られた。中には、燃焼器の上にレンジフードを設置するために十分な

スペースが無く、また限られた空間を有効活用しようと、そのスペースに棚を設

置している設備も存在していた。改善を行うにあたり、厨房機器を、すでに備え

付けられているレンジフード下の適切な位置への移動ですむ場合においては、厨

房関係者の理解を得やすいが、レンジフードの購入、買い換え等が発生する場合

には、すぐに理解を得ることが難しい。また、消費者は事業者に相談することな

く厨房機器を設置していることが多く、設置後のレンジフードの設置等、設備改

善が難しいことから、情報収集に努め、機器設置時のタイミングで給排気設備等

の確認や設備改善をすすめていくことも必要であると考える。また、厨房関係者

に排ガス中毒と給排気設備との関係等について説明すると、排気設備の重要性に

ついては理解しているものの給気設備の必要性を理解していないケースも多く見

られたことから、給気と排気のバランスについて、周知用リーフレットを利用し

ながら消費者に丁寧に説明することも、変わらず必要であると考える。 

 

 

窓や勝手口を給気口、排気口としているケース 
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レンジフードからはみ出たレンジ     

 

 

レンジフードが上に無いオーブン 

 

 

 

②不適切な使用方法による排気不良 

厨房機器や給排気のバランスを改善していたとしても消費者の不適切な使用によ

り排気不良等に陥り、事故につながることがある。例えば、調理器具の置き場に困

り、オーブンの上に調理器具が乗せた状態で使用する厨房等が存在するが、置いた

調理器具が排気口を塞いでしまい、不完全燃焼を引き起こすことにつながる可能性

がある。加えて、オーブンの排熱は高温であるため、火災を引き起こすことにつな

がる可能性もある。厨房機器をはじめとする燃焼器具の使用方法について周知用リ

ーフレットを利用しながら厨房関係者に情報提供をする必要があるものと考える。 
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オーブン上の調理器具 

 

 

   ③給排気設備の清掃 

厨房は水を使用することで、腐食が発生しやすい環境にあり、また、調理の油

分によって汚れが発生しやすく、汚れの付着する箇所によって様々な問題を引き

起こすこととなる。給気設備は外気を吸うところであるため油汚れが少なく、排

気設備と比較して清掃しやすい傾向にあるが、排気設備は給気設備と比較して油

汚れが多いため清掃が困難になっているものが多い傾向にある。 

屋外の排気出口まで油が垂れている場合には、排気ダクトの内部は更に汚れの

多い状態となっていることが推定できる。 

燃焼器周りに付着した油に引火し火災を引き起こすこともあり、また、汚れが

進行すると、清掃が困難となってしまうことも多くなるため、給排気の説明だけ

ではなく、汚れが進行する前にこまめな清掃を心掛けるよう周知すること及び火

災も含めて清掃を怠ることの危険性を伝える必要があるものと考える。 

また、事業者が消費者に対して、定期的な清掃の見本を示すことも有効である

と考える。その際に、どのような清掃道具を常備しておくと便利であるか示すこ

とも踏まえて、事業者内で議論をしておく必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚れた換気扇 
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汚れた屋外排気出口 

 

レンジ周りの油に引火した跡 

 

給気口の清掃の様子 
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④燃焼器のメンテナンス 

以下の写真のように、劣化により不完全燃焼を起こしている燃焼器も存在して

いる事がある。消費者は異常があると認識していても継続して使用するケースが

多くあるため、日々の清掃の必要性と異常を感じた際にはメンテナンスが必要で

あることについて周知用リーフレットを利用しながら厨房関係者に周知すること

が重要となると考える。 

 

 

劣化による不完全燃焼            給気口の腐食 

 

 

 

⑤給排気設備のスイッチ周りの整頓 

 厨房内はレイアウト変更や新たな器具の設置によって煩雑な状態になっている

ことが多く、給排気設備のスイッチの入れ忘れにつながる恐れがある。また、誤

接触等も引き起こし事故につながりかねないことから、スイッチ周りを整頓する

とともに、シール等で目立たせることも有効となる。 

 

雑然としているスイッチ周り       シール等の貼付 
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2）業務用施設事故の防止 

 

    ①安全器具・安全装置の設置 

     一般家庭の消費者等が使用している家庭用燃焼器には炎が立ち消えた時にガスを

遮断して漏えいを防ぐ装置である立ち消え安全装置が装着されている。一方、業務

用燃焼器には、使用勝手（点火に時間を要する・立ち消え安全装置に不具合が生じ

た場合業務を停止する必要有り等）の観点及び構造上の観点（使用環境の厳しい業

務用燃焼器では安全装置が早期に劣化）から、現在の立ち消え安全装置を装着する

ことが困難とされ、装着されていないものも多い。しかし、業務用燃焼器に立ち消

え安全装置が装着されていれば、事故を防止できた可能性が高いことから、引き続

き業務用厨房の燃焼器に立ち消え安全装置を装着することが、漏えい等事故を減少

させるためには有効であると考える。 

      また、漏えい等事故防止においてガス漏れ警報器の活用も考えられる。漏えいし

たガスを有効に検知できる範囲に設置し、かつ、当該警報器がガス漏れを検知した

ときにガス供給を停止できるようにマイコンメーター等と連動することが、漏えい

等事故を防止する上で有効であると考える。 

         そして、排ガス（ＣＯ）中毒事故の多くは、換気扇等の不使用及び換気筒不良等

の給排気設備異常を原因とした換気不良・給排気不良により燃焼器が不完全燃焼を

引き起こしたことにより発生している。排ガス（ＣＯ）中毒を防止するには、ＣＯ

警報器及び業務用換気警報器の設置、燃焼器への不完全燃焼防止装置の装着及び燃

焼器の構造上困難な場合も多いが、換気扇等の不使用防止の観点から燃焼器と換気

扇の連動が有効であると考えられる。また、ＣＯ警報器の設置にあたっては、ガス

メータ等との連動により、鳴動時にガス供給を停止することで、さらに事故防止の

効果を高めることが可能となる。 

       いずれの事故においても、安全器具等（ガス漏れ警報器、マイコンメーター、ヒ

ューズガス栓、ＣＯ警報器、業務用換気警報器）及び安全装置（不完全燃焼防止装

置、立ち消え安全装置）についての消費者の認知度を向上させることにより、安全

器具、安全装置等の設置意識が高まり、事故防止へとつながるものと考える。この

ため、安全器具、安全装置が設置されていれば、事故（漏えい等事故、排ガス（Ｃ

Ｏ）消費者中毒事故等）が防止できた可能性が高いことを示すと共に、安全器具、

安全装置等についての認識を向上させる消費者への啓発が必要と考えられる。 

 

 

    ②ガス事故防止のための消費者への周知等 

      ガス事故を防止するためには、使用者である消費者への必要な知識等の周知や

安全な使用のための啓発を行う必要がある。特に、ガス漏えい時の換気方法やガス

漏えい時にしてはいけないこと（換気扇を廻す、電気のスイッチを入れる等）につ

いて、啓発する必要があると考えられる。中でも、業務用厨房設備においては、換

気扇等不使用及び給排気筒不良等を原因とした換気不良・排気不良による排ガス

（ＣＯ）中毒が一般消費者に比べて高い確率で発生していることから、換気不良等
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により排ガス（ＣＯ）中毒が発生するメカニズム（不完全燃焼となるしくみ、条件

等）、排ガス（ＣＯ）中毒を防止する方法（燃焼器を使用する時には必ず換気する。

給気口及び排気口を荷物、ガムテープ等で塞がない。）を消費者へ啓発する必要が

あると考えられる。また、業務用の燃焼器は、手動点火も多くかつ立ち消え安全装

置の装着率も低いことから、安全装置等の認知度の向上等にあわせ燃焼器の点火時

等の注意点に関する啓発を行う必要があると考えられる。加えて業務用厨房で働く

店主、従業員等にきめ細かく説明し、当該内容を店主・従業員等が自ら理解するこ

とによって、事故防止を適切に図っていくことが求められる。このためには、ガス

使用に際して、従業員教育等に使用できる活用しやすい資料等を作成し、認識を高

めていく必要と幅広くガスの使用について情報を提供していくために、ガス事業者

以外の情報提供ルートの検討を行い、多チャンネル化を図る必要があると考えられ

る。 

 

 

     ③燃焼器等の維持管理等 

     安全を担保するために日常どのような維持管理が燃焼器等に必要かを消費者に

積極的に啓発を行い、消費者における自己の保安意識の確立・向上を図る必要があ

ると考えられる。   

なお、業務用燃焼器の中には、一般財団法人日本ガス機器検査協会の検査を受け

ていないものも多く存在する。過去に実施した当該事業において有識者による委員

会を開催した際には、これらの業務用燃焼器についても検査を受けるよう省令改正

することで、一定の安全レベルを持たせることも検討するべきとの規制強化に関す

る意見があった。 
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図４．６．１ ヒューマンエラーによる事故（ガス栓・ゴム管・接続具等）の内訳 
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図４．６．２ ヒューマンエラーによる事故（燃焼器）の内訳 

 

3）ヒューマンエラーによる事故とその防止 

  ヒューマンエラーによる事故を集計した結果は、ガス栓、ゴム管、接続具等で発生す

る事故の約 67.2％（64 件中 43 件）と高い割合を占めた。このため、消費者に対し、具

体的な不適切事例や必要に応じて実物等を示しながら、適切な使用について継続的な周

知を行うことが必要であると考える。また、燃焼器についてもヒューマンエラーによる

事故が燃焼器の事故全体の約 47.6％（63 件中 30 件）とヒューマンエラーによる事故が

発生している。事故の原因には、給排気口の閉塞によるものが多いことから、日常的な

清掃を行うよう周知を実施することや、異常を感じた際に事業者等に相談してもらえる

よう、密な関係を築くことが必要と考える。 
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め
水

を
か

け
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

不
明

9.
 5

m
m

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

不
明

13
A

3
2
02

2
/1

/
9*

北
海

道
札

幌
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
家

族
よ

り
、

給
湯

暖
房

機
を

使
用

し
た

と
こ

ろ
音

が
し

て
本

体
が

変
形

し
た

と
の

連
絡

を
受

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

給
湯

暖
房

機
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

の
外

れ
、

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
ビ

ス
の

破
損

を
確

認
し

た
。

ガ
ス

配
管

に
漏

え
い

は
な

か
っ

た
が

、
給

排
気

筒
ト

ッ
プ

が
氷

に
よ

り
閉

塞
し

て
い

た
。

給
湯

暖
房

機
本

体
に

ガ
ス

漏
え

い
及

び
排

気
漏

れ
が

な
い

こ
と

を
確

認
。

原
因

は
、

需
要

家
が

長
期

入
院

で
不

在
期

間
中

の
風

雪
や

上
階

か
ら

の
排

気
凝

縮
水

が
給

排
気

筒
ト

ッ
プ

に
着

氷
し

、
排

気
が

適
切

に
行

わ
れ

な
い

状
態

で
使

用
し

異
常

着
火

し
た

も
の

と
推

定
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

三
洋

電
機

空
調

（株
）

G
S
-F

20
4D

-L
F
5

20
03

/6
/1

13
A

4
20

22
/
1/

1
3*

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

協
力

企
業

よ
り

、
定

期
保

安
点

検
に

訪
問

し
た

需
要

家
の

給
湯

器
が

変
形

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
、

メ
ー

カ
ー

と
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
R

F
式

給
湯

器
の

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

当
該

機
器

内
部

の
ガ

ス
・水

通
路

部
に

漏
え

い
は

な
く
、

点
火

・火
移

り
性

能
、

燃
焼

状
態

に
お

い
て

異
常

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

パ
イ

プ
シ

ャ
フ

ト
扉

の
塗

装
工

事
に

伴
う

養
生

に
よ

り
、

当
該

機
器

の
排

気
口

が
閉

塞
さ

れ
、

こ
の

状
態

で
着

火
動

作
を

繰
り

返
す

こ
と

に
よ

り
、

機
器

内
に

未
燃

焼
ガ

ス
が

滞
留

し
、

着
火

動
作

時
の

ス
パ

ー
ク

が
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
1年

程
前

に
当

該
機

器
が

設
置

さ
れ

て
い

る
パ

イ
プ

シ
ャ

フ
ト

扉
の

塗
装

工
事

を
お

こ
な

っ
た

が
、

使
用

中
に

大
き

な
音

等
が

し
た

記
臆

は
な

く
、

変
形

に
つ

い
て

も
指

摘
さ

れ
る

ま
で

気
付

か
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

Q
-1

63
7W

S
-T

20
14

/6
/1

13
A

5
20

22
/
1/

1
4*

奈
良

奈
良

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

「給
湯

器
使

用
時

、
大

き
な

音
が

し
、

機
器

が
変

形
し

て
い

る
、

マ
ン

シ
ョ

ン
全

体
改

修
工

事
を

し
て

お
り

、
排

気
部

に
テ

ー
プ

が
貼

ら
れ

て
い

る
。

」と
の

通
報

を
受

け
出

動
。

建
物

に
ビ

ニ
ー

ル
養

生
が

あ
り

、
当

該
需

要
家

宅
に

て
給

湯
暖

房
機

の
前

板
変

形
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

灯
内

内
管

漏
え

い
調

査
（機

器
含

む
）異

常
な

し
を

確
認

。
原

因
は

、
給

湯
暖

房
機

の
排

気
筒

先
端

部
分

を
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

に
て

養
生

し
た

こ
と

に
よ

り
、

排
気

閉
塞

が
発

生
。

そ
の

状
態

で
機

器
を

使
用

し
た

こ
と

で
機

器
内

に
滞

留
し

た
未

燃
ガ

ス
に

着
火

・燃
焼

し
、

給
湯

暖
房

機
機

器
本

体
の

前
板

の
変

形
、

機
器

内
部

電
気

回
路

の
配

線
部

の
焼

損
及

び
防

滴
カ

バ
ー

の
熱

変
形

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
「外

壁
塗

装
工

事
は

数
力

月
前

よ
り

実
施

。
本

日
給

湯
器

を
使

用
し

た
際

、
大

き
な

音
が

鳴
り

、
給

湯
器

を
確

認
し

た
際

に
給

湯
器

本
体

の
変

形
し

て
い

る
の

が
わ

か
っ

た
。

」と
の

こ
と

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

Q
H

-2
44

3A
W

X
D

-
T
B

20
17

/9
/1

13
A

48



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

6
2
02

2
/1

/
21

埼
玉

越
谷

市
漏

え
い

着
火

0
0

1

導
管

事
業

者
が

ガ
ス

漏
え

い
通

報
に

よ
り

出
動

し
た

際
、

業
務

用
レ

ン
ジ

の
オ

ー
ブ

ン
の

着
火

に
よ

り
女

性
が

火
傷

を
負

い
病

院
へ

搬
送

さ
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
業

務
用

レ
ン

ジ
の

オ
ー

ブ
ン

の
器

具
栓

を
開

け
た

状
態

で
放

置
し

た
こ

と
に

よ
り

、
庫

内
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
し

た
。

そ
の

状
態

で
、

点
火

棒
か

ら
庫

内
の

バ
ー

ナ
ー

に
点

火
し

よ
う

と
し

た
た

め
、

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
と

推
測

。
負

傷
者

：1
名

（軽
傷

）
業

務
用

レ
ン

ジ
タ

ニ
コ

ー
（株

）
T
T
S
-T

G
R

-1
50

20
04

/1
/1

13
A

7
20

22
/
1/

2
4*

東
京

台
東

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
修

理
に

訪
問

し
た

需
要

家
宅

の
風

呂
釜

が
変

形
し

て
い

る
と

の
連

絡
を

受
け

、
メ

ー
カ

ー
と

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

Ｒ
Ｆ

式
風

呂
釜

の
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

が
変

形
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
機

器
内

部
の

ガ
ス

・水
通

路
部

に
漏

え
い

は
な

く
、

点
火

・火
移

り
性

能
、

燃
焼

状
態

に
お

い
て

異
常

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

風
呂

釜
に

自
転

車
の

カ
バ

ー
を

か
け

た
こ

と
に

よ
り

排
気

口
を

塞
い

だ
状

態
と

な
っ

た
。

そ
の

状
状

態
で

機
器

の
運

転
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

燃
焼

バ
ラ

ン
ス

が
崩

れ
機

器
内

部
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
し

、
点

火
動

作
時

の
ス

パ
ー

ク
が

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
先

日
雪

が
降

っ
た

の
で

凍
結

防
止

の
た

め
風

呂
釜

に
自

転
車

の
カ

バ
ー

を
掛

け
そ

の
ま

ま
に

し
た

。
そ

の
後

、
風

呂
釜

使
用

の
際

に
大

き
な

音
が

し
て

使
用

で
き

な
く
な

っ
た

た
め

修
理

を
依

頼
し

た
。

機
器

の
変

形
に

つ
い

て
は

指
摘

を
受

け
る

ま
で

気
付

か
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。

風
呂

釜
（株

）ノ
ー

リ
ツ

G
T
-

C
16

32
(S

)A
W

X
-1

20
09

/1
0/

1
13

A

8
2
02

2
/1

/
25

東
京

日
野

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

際
、

ガ
ス

栓
付

近
に

火
が

着
い

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
一

部
が

焦
げ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
現

場
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
こ

ん
ろ

を
需

要
家

が
交

換
し

た
際

、
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
を

再
使

用
し

た
が

、
、

ガ
ス

栓
と

当
該

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
接

続
が

不
完

全
な

状
態

で
、

ガ
ス

栓
接

続
部

よ
り

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

微
量

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

り
、

そ
の

状
態

で
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
使

用
し

た
た

め
、

燃
焼

炎
が

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

購
入

し
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
及

び
ゴ

ム
管

を
再

使
用

し
て

設
置

し
使

用
し

て
い

た
が

、
数

日
後

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
着

い
た

た
め

水
を

か
け

て
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
J
G

20
0 

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

(S
型

）
19

97
/1

/1
13

A

9
20

22
/
1/

2
6*

東
京

江
東

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
「車

が
飛

び
込

み
ガ

ス
管

を
破

損
し

た
。

噴
出

音
と

ガ
ス

臭
気

が
あ

る
」と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

灯
外

内
管

 （
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
)か

ら
の

ガ
ス

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

飛
込

に
よ

る
灯

外
内

管
の

破
損

。
当

該
管

は
不

使
用

管
の

た
め

、
本

管
面

で
プ

ラ
グ

止
め

し
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：2
名

避
難

時
間

：2
0分

間
交

通
規

制
：2

0分
間

ガ
ス

コ
ー

ド
N

IT
T
O

不
明

不
明

13
A

1
0

2
02

2
/2

/
5*

東
京

足
立

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

定
期

保
安

点
検

に
訪

問
し

た
需

要
家

宅
の

B
F
式

風
呂

釜
が

変
形

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
、

メ
ー

カ
ー

と
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
B

F
式

風
呂

釜
の

ケ
ー

シ
ン

グ
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

当
該

機
器

内
部

の
ガ

ス
・水

通
路

部
に

漏
え

い
は

な
く
、

点
火

・火
移

り
性

能
、

燃
焼

状
態

に
お

い
て

も
異

常
は

な
い

が
、

機
器

内
部

に
冠

水
の

痕
が

あ
る

こ
と

を
確

認
。

原
因

は
、

冠
水

等
の

要
因

に
よ

り
口

火
が

点
火

し
に

く
い

状
態

と
な

っ
た

ま
ま

、
繰

り
返

し
点

火
操

作
を

行
っ

た
た

め
機

器
内

部
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
し

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

が
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
点

火
操

作
を

繰
り

返
し

行
っ

た
際

に
大

き
な

音
が

し
た

と
の

こ
と

。
機

器
の

変
形

に
つ

い
て

は
、

指
摘

を
受

け
る

ま
で

気
が

付
か

な
か

っ
た

と
の

こ
と

。

風
呂

釜
（株

）ノ
ー

リ
ツ

G
U

Q
-5

A
20

03
/9

/1
13

A

49



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

1
1

2
02

2
/2

/
5*

大
阪

高
槻

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
「更

地
で

音
が

す
る

ぐ
ら

い
ガ

ス
漏

れ
が

し
て

い
る

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

敷
地

内
埋

設
の

不
使

用
灯

外
内

管
 (
32

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
）管

体
部

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

灯
外

内
管

（立
管

部
）に

何
ら

か
の

外
力

が
加

わ
り

、
埋

設
部

分
の

灯
外

内
管

管
体

部
が

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

当
該

管
は

不
使

用
管

の
た

め
、

支
管

面
で

プ
ラ

グ
止

め
し

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：1

0名
避

難
時

間
：3

5分
間

交
通

規
制

：3
5分

間

接
続

具
（
器

具
用

ソ
ケ

ッ
ト

）
日

東
工

器
（株

）
ガ

ス
タ

ッ
チ

D
型

G
3S

S
-D

不
明

13
A

1
2

2
02

2
/2

/
7*

京
都

京
都

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

会
社

よ
り

「需
要

家
宅

に
て

風
呂

釜
の

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
の

焼
損

を
確

認
し

た
。

」と
の

連
絡

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
風

呂
釜

、
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

及
び

壁
面

の
焼

損
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

灯
内

内
管

漏
え

い
検

査
を

実
施

し
、

異
常

な
し

を
確

認
。

需
要

家
の

承
諾

を
得

ら
れ

ず
詳

細
調

査
は

実
施

で
き

な
か

っ
た

が
、

風
呂

釜
ま

た
は

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
に

お
い

て
、

何
ら

か
の

原
因

（経
年

劣
化

、
外

部
要

因
等

）で
ガ

ス
漏

え
い

が
発

生
。

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

風
呂

釜
の

点
火

時
の

炎
が

引
火

し
、

風
呂

釜
、

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
及

び
壁

面
の

焼
損

に
至

っ
た

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

「風
呂

に
入

る
た

め
に

、
浴

槽
の

水
は

り
を

行
い

、
湯

沸
か

し
操

作
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

大
き

な
爆

発
音

が
起

き
た

。
風

呂
釜

を
見

る
と

炎
が

で
て

い
た

た
め

、
水

で
消

火
し

ガ
ス

栓
を

閉
め

た
と

の
こ

と
。

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
（株

）十
川

ゴ
ム

不
明

不
明

13
A

1
3

20
22

/
2/

1
0*

東
京

清
瀬

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

か
ら

、
ガ

ス
栓

不
具

合
修

理
に

訪
問

し
た

需
要

家
宅

に
お

い
て

、
小

型
湯

沸
器

よ
り

出
火

が
あ

っ
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

小
型

湯
沸

器
本

体
・固

定
板

・周
辺

壁
の

一
部

焼
損

、
及

び
電

池
ケ

ー
ス

・金
属

可
と

う
管

外
装

の
一

部
が

熔
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

ガ
ス

栓
の

つ
ま

み
が

外
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

ガ
ス

栓
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
小

型
湯

沸
器

の
火

が
着

火
し

た
も

の
。

つ
ま

み
が

外
れ

た
原

因
つ

い
て

は
不

明
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

昨
日

昼
頃

、
ガ

ス
栓

を
開

け
て

小
型

湯
沸

器
を

使
用

し
た

際
に

小
型

湯
沸

器
の

電
池

ケ
ー

ス
付

近
か

ら
出

火
し

た
と

の
こ

と
。

ガ
ス

栓
（
ネ

ジ
ガ

ス
栓

）
ミ

ツ
ワ

ガ
ス

機
器

（株
）

ノ
ッ

ク
ハ

ン
ド

ル
コ

ッ
ク

19
82

/6
/1

13
A

1
4

20
22

/
2/

1
0*

神
奈

川
鎌

倉
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

台
所

に
設

置
し

て
あ

る
ガ

ス
こ

ん
ろ

用
の

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

が
焦

げ
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

、
ゴ

ム
管

止
め

及
び

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
一

部
溶

解
並

び
に

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

一
部

に
焦

げ
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

が
な

い
こ

と
及

び
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

と
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
の

接
続

部
分

に
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

。
原

因
は

、
需

要
家

が
接

続
し

た
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
と

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
差

し
込

み
が

不
足

し
て

い
た

こ
と

か
ら

接
続

部
よ

り
微

量
の

末
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

使
用

時
の

燃
焼

炎
が

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（
株

）ダ
ン

ロ
ツ

プ
ホ

ー
ム

プ
ロ

ダ
ク

ツ
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
(9

.5
m

m
)

20
21

/1
1/

1
13

A

1
5

2
02

2
/3

/
9*

千
葉

佐
倉

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

点
火

ボ
タ

ン
が

押
さ

れ
て

い
る

状
態

で
煙

が
出

て
い

た
と

の
通

報
を

受
け

、
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
台

所
に

設
置

し
て

あ
る

ガ
ス

こ
ん

ろ
右

側
バ

ー
ナ

ー
の

点
火

ボ
タ

ン
が

押
さ

れ
て

い
る

状
態

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

器
具

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

器
具

栓
操

作
部

の
部

品
に

煮
こ

ぼ
れ

が
固

着
し

、
点

火
操

作
し

た
際

に
固

着
し

た
煮

こ
ぼ

れ
が

部
品

に
嚙

み
込

み
、

そ
こ

か
ら

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

が
燃

焼
炎

に
引

火
し

部
品

の
周

り
に

あ
っ

た
埃

が
燃

え
、

点
火

ボ
タ

ン
及

び
器

具
栓

の
樹

脂
部

分
が

溶
解

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

ガ
ス

こ
ん

ろ
使

用
後

、
し

ば
ら

く
し

て
台

所
に

戻
っ

て
み

た
ら

右
側

バ
ー

ナ
ー

の
点

火
ボ

タ
ン

が
壊

れ
て

お
り

煙
が

少
し

出
て

い
た

と
の

こ
と

。

家
庭

用
レ

ン
ジ

リ
ン

ナ
イ

（株
）

R
G

F
-3

0A
4S

19
99

/7
/1

13
A

50



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

1
6

2
02

2
/3

/
9*

大
阪

大
阪

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
費

機
器

調
査

員
が

屋
外

式
瞬

間
湯

沸
器

の
前

板
変

形
を

確
認

し
た

。
需

要
家

に
よ

る
と

「普
通

に
使

用
出

来
て

お
り

異
常

は
感

じ
て

い
な

い
。

変
形

し
て

い
る

事
は

今
ま

で
知

ら
な

か
っ

た
。

ガ
ス

臭
は

感
じ

て
い

な
い

。
」と

の
こ

と
。

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
の

変
形

状
況

か
ら

機
器

内
部

か
ら

異
常

着
火

に
よ

る
異

常
圧

が
掛

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
が

、
事

故
発

生
日

時
、

発
生

状
況

等
の

詳
細

は
不

明
。

機
器

動
作

確
認

等
よ

り
当

該
機

器
に

異
常

が
み

ら
れ

な
い

こ
と

、
お

よ
び

建
物

管
理

人
と

メ
ー

カ
ー

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
よ

り
塗

装
工

事
が

20
16

年
8月

か
ら

10
月

頃
に

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

事
故

原
因

は
過

去
の

塗
装

工
事

に
お

い
て

排
気

筒
を

養
生

し
、

当
該

機
器

を
使

用
し

た
こ

と
に

よ
る

異
常

着
火

と
推

定
さ

れ
る

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

T
-1

61
4S

A
W

S
-

T
B

20
05

/1
1/

1
13

A

1
7

20
22

/
3/

1
8*

京
都

木
津

川
市

漏
え

い
着

火
2

0
1

消
防

か
ら

「集
合

住
宅

で
火

災
。

2、
3階

に
延

焼
中

、
爆

発
音

も
あ

り
」で

受
付

け
出

動
。

、
爆

発
火

災
事

故
が

発
生

し
て

お
り

、
3名

が
死

傷
し

た
こ

と
が

判
明

。
ま

た
、

爆
発

は
建

屋
の

損
傷

状
況

か
ら

リ
ビ

ン
グ

ル
ー

ム
で

発
生

し
た

も
の

と
推

定
。

原
因

は
、

建
屋

内
の

損
傷

が
激

し
く
不

明
で

あ
る

が
、

同
室

内
か

ら
損

傷
し

た
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
が

発
見

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

何
ら

か
の

要
因

で
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
が

外
れ

か
け

た
状

態
で

ガ
ス

コ
ン

セ
ン

ト
の

ヒ
ュ

ー
ズ

機
能

が
動

作
し

な
い

範
囲

で
ガ

ス
が

漏
れ

続
け

、
ガ

ス
が

滞
留

し
た

と
こ

ろ
、

何
ら

か
の

火
花

等
で

着
火

・爆
発

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
死

者
：2

名
、

負
傷

者
：1

名
（軽

傷
）

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

不
明

不
明

不
明

13
A

1
8

20
22

/
3/

2
4*

千
葉

千
葉

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
機

器
修

理
に

伺
っ

た
需

要
家

宅
の

風
呂

釜
内

部
が

焼
損

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
、

メ
ー

カ
ー

と
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
R

F
式

風
呂

釜
内

部
配

線
の

溶
解

及
び

カ
バ

ー
の

一
部

焦
げ

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
が

、
当

該
機

器
に

漏
え

い
が

あ
っ

た
。

メ
ー

カ
ー

報
告

に
よ

る
と

原
因

は
、

機
器

内
部

ガ
ス

通
路

部
と

電
磁

弁
の

接
合

部
よ

り
ガ

ス
が

漏
出

し
、

燃
焼

炎
が

機
器

内
部

に
滞

留
し

た
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
が

、
ガ

ス
通

路
部

と
電

磁
弁

の
接

合
部

よ
り

ガ
ス

が
漏

出
し

た
原

因
は

不
明

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

数
か

月
前

に
点

火
し

ず
ら

い
こ

と
が

あ
っ

た
が

問
題

な
く
使

用
し

て
い

た
と

の
こ

と
。

風
呂

釜
（株

）ノ
ー

リ
ツ

G
S
Y
-1

32
D

20
17

/1
/1

13
A

1
9

20
22

/
3/

2
6*

大
阪

大
阪

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

会
社

よ
り

「需
要

家
か

ら
給

湯
暖

房
機

点
火

不
良

の
修

理
依

頼
を

受
け

、
現

場
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
機

器
の

前
板

変
形

を
確

認
し

た
。

」と
の

内
容

を
受

付
け

訪
問

。
給

湯
暖

房
機

の
前

板
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
灯

内
内

管
漏

え
い

検
査

の
結

果
、

ガ
ス

漏
え

い
は

な
く
、

機
器

内
部

に
つ

い
て

調
査

を
し

た
と

こ
ろ

、
燃

焼
時

に
回

転
す

る
給

湯
排

気
フ

ァ
ン

の
羽

部
分

が
破

損
（欠

落
）し

て
い

る
こ

と
を

確
認

。
原

因
は

、
給

湯
排

気
フ

ァ
ン

に
お

け
る

樹
脂

製
の

羽
部

分
が

、
経

年
劣

化
に

よ
り

段
階

的
に

欠
落

。
そ

の
状

態
で

給
湯

暖
房

機
を

使
用

し
た

こ
と

で
、

排
気

が
適

切
に

排
出

さ
れ

ず
機

器
内

部
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
し

、
点

火
時

に
未

燃
ガ

ス
ヘ

引
火

・異
常

着
火

し
、

前
板

変
形

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

松
下

電
器

産
業

（株
）

A
T
-

28
01

A
R

S
S
W

3Q
-E

20
05

/4
/1

13
A

2
0

20
22

/
3/

2
8*

埼
玉

川
越

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

集
合

住
宅

の
管

理
会

社
か

ら
、

瞬
間

湯
沸

器
が

変
形

し
て

い
る

の
で

点
検

し
て

欲
し

い
と

の
連

絡
が

入
り

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

屋
外

式
瞬

間
湯

沸
器

の
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

左
下

部
が

変
形

を
確

認
し

た
。

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

機
器

ま
で

の
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
調

査
の

結
果

、
機

器
内

部
で

の
ガ

ス
漏

え
い

も
な

く
、

燃
焼

状
態

も
正

常
で

あ
っ

た
。

異
常

着
火

の
真

因
は

特
定

で
き

な
か

っ
た

が
、

何
ら

か
の

理
由

で
器

具
内

に
未

燃
焼

ガ
ス

が
滞

留
し

、
着

火
時

の
ス

パ
ー

ク
を

引
火

源
と

し
て

異
常

着
火

し
た

と
も

の
と

推
定

。
な

お
、

管
理

会
社

に
よ

る
と

、
消

費
者

が
給

湯
を

使
用

し
た

と
こ

ろ
ボ

ン
と

異
音

が
し

た
。

翌
日

朝
、

玄
関

横
に

あ
る

瞬
間

湯
沸

器
本

体
の

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
の

膨
ら

み
を

確
認

し
た

と
の

こ
と

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

Q
-2

03
9W

S
20

18
/2

/1
L
P
G

2
1

20
22

/
4/

1
茨

城
高

萩
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

帰
宅

し
ガ

ス
ス

ト
ー

ブ
を

使
用

中
に

気
付

い
た

ら
火

が
出

て
い

た
旨

の
連

絡
が

あ
り

、
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
コ

ー
ド

が
溶

け
ガ

ス
ス

ト
ー

ブ
の

下
部

に
ス

ス
が

付
い

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
く
、

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

に
も

異
常

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

コ
ー

ド
（2

ｍ
）を

ス
ト

ー
ブ

に
巻

き
付

け
使

用
し

て
お

り
、

巻
き

つ
け

た
ガ

ス
コ

ー
ド

が
上

に
あ

が
り

、
熱

せ
ら

れ
て

溶
け

た
箇

所
よ

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

ガ
ス

コ
ー

ド
不

明
不

明
不

明
L
P
G

51



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

2
2

20
22

/
4/

7
神

奈
川

相
模

原
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

点
火

し
た

際
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
後

方
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

及
び

油
飛

び
は

ね
防

止
シ

ー
ト

の
一

部
焦

げ
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

及
び

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

器
具

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

移
動

し
た

際
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

が
引

っ
張

ら
れ

ガ
ス

栓
と

接
続

不
足

の
状

態
に

な
り

、
過

流
出

安
全

機
構

が
作

動
し

な
い

程
度

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

た
め

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
2日

前
に

掃
除

の
た

め
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

動
か

し
た

。
掃

除
後

に
戻

し
、

昨
日

は
使

用
せ

ず
本

日
使

用
し

た
と

こ
ろ

火
が

着
い

た
た

め
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
な

し
）

不
明

9.
5m

m
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
20

15
/3

/1
13

A

2
3

2
02

2
/4

/
7*

埼
玉

草
加

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

部
屋

の
中

で
ガ

ス
の

臭
気

が
あ

り
ガ

ス
こ

ん
ろ

が
溶

け
て

い
る

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
点

火
ツ

マ
ミ

の
根

元
部

分
が

溶
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
が

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

に
漏

え
い

が
あ

っ
た

。
原

因
は

、
繰

り
返

し
煮

こ
ぼ

れ
が

機
器

内
部

に
流

れ
込

ん
だ

こ
と

に
よ

り
、

ガ
ス

入
り

口
ア

ダ
プ

タ
の

ア
ル

ミ
ダ

イ
カ

ス
ト

材
が

腐
食

し
、

点
火

操
作

な
ど

の
負

荷
に

よ
り

ク
ラ

ッ
ク

が
生

じ
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

も
し

く
は

燃
焼

炎
が

機
器

内
部

に
滞

留
し

た
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
や

か
ん

で
お

湯
を

沸
か

そ
う

と
し

た
ら

火
が

出
た

の
で

、
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

て
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

家
庭

用
こ

ん
ろ

（株
）パ

ロ
マ

P
D

-1
M

H
-B

20
02

/1
1/

1
13

A

2
4

2
02

2
/4

/
9*

静
岡

掛
川

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

か
ら

、
ガ

ス
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

に
接

続
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

コ
ー

ド
が

焼
け

て
い

る
旨

の
連

絡
が

あ
り

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

コ
ー

ド
の

一
部

焼
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

コ
ー

ド
が

収
納

棚
と

引
き

戸
の

間
を

通
し

て
あ

り
、

引
き

戸
の

開
け

閉
め

に
よ

る
摩

擦
に

よ
り

ガ
ス

コ
ー

ド
が

擦
れ

穴
が

開
き

そ
こ

か
ら

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

引
き

戸
の

戸
車

か
ら

出
た

火
花

が
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
ガ

ス
コ

ー
ド

が
焼

け
た

と
き

に
は

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
は

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
。

ガ
ス

コ
ー

ド
の

火
は

濡
れ

タ
オ

ル
を

被
せ

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

ガ
ス

コ
ー

ド
不

明
不

明
不

明
13

A

2
5

20
22

/
4/

1
0*

東
京

新
宿

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

よ
り

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

付
近

の
火

災
通

報
で

出
動

し
た

案
件

が
あ

り
、

ガ
ス

漏
え

い
検

査
及

び
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
調

査
を

お
願

い
し

た
い

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
家

庭
用

オ
ー

ブ
ン

庫
内

の
照

明
ス

イ
ッ

チ
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
用

点
火

ス
パ

ー
ク

ス
イ

ッ
チ

、
本

体
正

面
の

一
部

が
焦

げ
て

い
た

。
調

査
の

結
果

、
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
も

の
の

、
当

該
機

器
に

漏
え

い
が

あ
っ

た
。

原
因

は
、

点
火

つ
ま

み
が

経
年

劣
化

に
よ

り
抜

け
て

し
ま

い
、

そ
こ

か
ら

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
家

庭
用

オ
ー

ブ
ン

の
こ

ん
ろ

左
手

前
バ

ー
ナ

ー
に

て
調

理
後

、
消

火
の

際
に

点
火

つ
ま

み
が

抜
け

そ
こ

か
ら

火
が

出
た

た
め

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

家
庭

用
オ

ー
ブ

ン
ク

ラ
リ

オ
ン

商
事

（株
）

G
4-

L
U

X
E

19
77

/4
/1

13
A

2
6

20
22

/
4/

1
1*

大
阪

堺
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

協
力

会
社

に
て

、
開

栓
時

に
固

着
が

認
め

ら
れ

た
台

所
ガ

ス
栓

の
取

替
を

行
っ

た
後

に
給

湯
器

の
燃

焼
確

認
を

実
施

。
給

湯
器

が
点

火
し

な
か

っ
た

た
め

、
3回

繰
り

返
し

操
作

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

給
湯

器
の

排
気

口
よ

り
炎

が
溢

れ
、

給
水

配
管

お
よ

び
エ

ア
コ

ン
冷

媒
配

管
が

一
部

焼
損

し
た

。
原

因
は

、
点

火
操

作
の

繰
り

返
し

に
よ

り
機

器
内

部
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
。

そ
の

状
態

で
給

湯
器

の
点

火
を

再
度

行
っ

た
こ

と
で

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

が
一

気
に

燃
焼

、
異

常
着

火
と

な
り

排
気

口
か

ら
炎

が
溢

れ
て

付
近

設
備

の
一

部
焼

損
に

至
っ

た
と

推
定

。
瞬

間
湯

沸
器

（
大

型
）

リ
ン

ナ
イ

（株
）

R
U

Z
-1

6W
O

 〔
屋

外
(R

F
) 
式

〕
19

87
/6

/1
13

A

52



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

2
7

20
22

/
4/

1
7*

埼
玉

川
越

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

家
庭

用
こ

ん
ろ

と
ガ

ス
栓

が
燃

え
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

及
び

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

並
び

に
家

庭
用

こ
ん

ろ
左

側
内

部
の

一
部

焼
損

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

か
っ

た
。

原
因

は
、

家
庭

用
こ

ん
ろ

下
に

引
き

回
し

さ
れ

た
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

熱
劣

化
ま

た
は

接
続

不
完

全
等

の
要

因
に

よ
り

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
本

体
ま

た
は

接
続

部
か

ら
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
、

こ
ん

ろ
の

燃
焼

炎
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

家
庭

用
こ

ん
ろ

点
火

後
し

ば
ら

く
し

て
付

近
よ

り
燃

え
広

が
り

を
確

認
し

た
た

め
、

水
を

か
け

て
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
な

し
）

不
明

9.
5m

m
 ソ

フ
ト

コ
ー

ド
不

明
13

A

2
8

2
02

2
/4

/
18

宮
崎

延
岡

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

よ
り

火
災

発
生

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

台
所

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
習

慣
的

に
ガ

ス
栓

を
操

作
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

誤
っ

て
2口

ガ
ス

栓
右

側
（こ

れ
ま

で
炊

飯
器

が
接

続
さ

れ
て

い
た

が
現

在
は

未
設

置
）を

開
放

状
態

に
し

た
た

め
、

未
燃

焼
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
使

用
中

の
ガ

ス
コ

ン
ロ

燃
焼

炎
に

漏
出

し
た

未
燃

焼
ガ

ス
が

着
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

ガ
ス

炊
飯

器
を

電
気

炊
飯

器
に

取
り

替
え

、
ガ

ス
炊

飯
器

は
電

気
店

が
取

り
外

し
を

行
っ

た
と

の
こ

と
（ゴ

ム
キ

ャ
ッ

プ
取

付
は

不
明

）。
ガ

ス
栓

（
安

全
機

構
な

し
）

光
陽

産
業

（株
）

G
53

2
不

明
13

A

2
9

20
22

/
4/

2
6*

埼
玉

さ
い

た
ま

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

リ
フ

ォ
ー

ム
業

者
よ

り
、

浴
室

の
リ

フ
ォ

ー
ム

工
事

後
、

R
F
式

風
呂

釜
の

点
火

確
認

を
し

た
際

に
機

器
か

ら
大

き
な

音
が

し
て

変
形

し
た

と
の

通
報

が
あ

り
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
R

F
式

風
呂

釜
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

メ
ー

タ
ー

か
ら

器
具

ま
で

漏
え

い
は

な
か

っ
た

。
原

因
は

、
何

ら
か

の
要

因
（排

気
口

閉
塞

又
は

給
気

口
閉

塞
に

よ
る

燃
焼

空
気

不
足

）に
よ

り
途

中
消

火
し

、
そ

の
状

態
で

点
火

操
作

を
行

っ
た

こ
と

で
機

器
内

に
未

燃
ガ

ス
が

滞
留

し
、

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

が
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
風

呂
釜

（株
）長

府
製

作
所

G
F
K
-S

20
31

W
A

20
17

/6
/1

13
A

3
0

20
22

/
4/

2
7*

神
奈

川
海

老
名

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
機

器
修

理
に

伺
っ

た
需

要
家

宅
の

ガ
ス

こ
ん

ろ
内

部
が

焼
損

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
家

庭
用

こ
ん

ろ
内

部
の

コ
ネ

ク
タ

ー
の

一
部

に
焼

損
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

家
庭

用
こ

ん
ろ

器
具

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
が

、
ガ

ス
コ

ー
ド

に
漏

え
い

が
あ

っ
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
コ

ー
ド

に
お

い
て

、
ソ

ケ
ッ

ト
パ

ッ
キ

ン
部

に
異

物
が

嚙
み

こ
み

ガ
ス

栓
と

の
接

続
部

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
家

庭
用

こ
ん

ろ
内

部
に

滞
留

、
家

庭
用

こ
ん

ろ
に

お
い

て
は

、
器

具
栓

操
作

部
の

ロ
ッ

ド
に

煮
こ

ぼ
れ

が
固

着
し

点
火

時
に

シ
ー

ル
性

が
低

下
し

漏
え

い
し

た
ガ

ス
が

こ
ん

ろ
内

部
に

滞
留

、
こ

ん
ろ

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

が
こ

れ
ら

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
で

お
湯

を
沸

か
し

な
が

ら
炊

飯
器

を
使

用
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

左
バ

ー
ナ

ー
の

火
力

調
節

ツ
マ

ミ
か

ら
火

が
出

た
た

め
水

を
か

け
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

ガ
ス

コ
ー

ド
日

東
工

器
（株

）
F
型

20
09

/1
0/

1
13

A

3
1

2
02

2
/5

/
2*

大
阪

大
阪

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
「コ

ン
ロ

使
用

時
に

ガ
ス

栓
で

火
が

着
い

た
。

現
在

は
自

身
で

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
火

が
消

え
ガ

ス
の

臭
気

も
な

い
。

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

が
少

し
燃

え
た

か
も

し
れ

な
い

」と
の

内
容

を
受

付
け

訪
問

。
ガ

ス
栓

 (
2ロ

ペ
ア

ガ
ス

栓
）左

側
の

コ
ン

ロ
接

続
の

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

お
よ

び
右

側
の

ガ
ス

機
器

未
接

続
部

分
に

装
着

さ
れ

て
い

る
ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

が
一

部
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
栓

の
ガ

ス
機

器
未

接
続

側
を

誤
開

放
時

、
装

着
不

完
全

と
な

っ
て

い
た

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
の

隙
間

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
コ

ン
ロ

使
用

時
の

炎
が

引
火

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
お

よ
び

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
の

一
部

を
焼

損
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
「コ

ン
ロ

を
使

用
す

る
際

に
ガ

ス
栓

 （
2ロ

ペ
ア

ガ
ス

栓
）両

方
を

開
け

て
し

ま
っ

た
。

ガ
ス

栓
右

側
の

ガ
ス

機
器

未
接

続
部

分
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

着
火

、
一

部
焼

損
を

し
た

の
で

は
と

思
う

。
心

配
に

な
り

通
報

を
し

た
」と

の
こ

と
。

ガ
ス

栓
（
迅

速
継

手
）

（
株

）藤
井

合
金

製
作

所
15

1-
26

6
不

明
13

A

53



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

3
2

2
02

2
/5

/
5*

兵
庫

神
戸

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

「台
所

ガ
ス

栓
の

誤
開

放
に

よ
り

小
型

湯
沸

器
使

用
時

に
着

火
。

直
ぐ

に
消

火
を

し
た

が
、

小
型

湯
沸

器
の

下
部

が
溶

け
た

た
め

一
度

見
て

欲
し

い
」と

の
内

容
を

受
付

け
訪

問
。

小
型

湯
沸

器
下

部
の

湯
出

口
管

お
よ

び
水

抜
き

栓
付

近
が

一
部

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

栓
の

ガ
ス

機
器

未
接

続
側

を
誤

開
放

時
、

装
着

不
完

全
と

な
っ

て
い

た
ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

の
隙

間
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

小
型

湯
沸

器
使

用
時

の
炎

が
引

火
、

小
型

湯
沸

器
下

部
お

よ
び

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
の

一
部

を
焼

損
し

た
も

の
と

推
定

。
需

要
家

に
よ

る
と

、
「ガ

ス
機

器
未

接
続

部
分

の
ガ

ス
栓

（左
側

）に
つ

い
て

は
、

冬
場

に
ガ

ス
ス

ト
ー

ブ
を

接
続

し
使

用
し

て
い

た
こ

と
も

あ
っ

て
、

癖
で

誤
っ

て
開

け
て

し
ま

っ
た

。
ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

に
つ

い
て

も
、

ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

を
取

り
外

し
た

際
に

し
っ

つ
か

り
と

装
着

で
き

て
い

な
か

っ
た

可
能

性
が

あ
る

」と
の

こ
と

。

ガ
ス

栓
（
迅

速
継

手
）

（
株

）藤
井

合
金

製
作

所
１

５
１

－
３

３
８

20
07

/5
/1

13
A

3
3

20
22

/
5/

1
1*

兵
庫

西
宮

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
「露

出
ガ

ス
管

か
ら

着
火

し
た

、
直

ぐ
に

水
で

消
火

。
メ

ー
タ

ー
付

近
の

ガ
ス

栓
を

閉
め

て
ガ

ス
臭

気
な

し
。

」で
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
業

務
用

こ
ん

ろ
行

き
金

属
可

と
う

管
の

亀
裂

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

清
掃

時
に

機
器

を
移

動
し

た
こ

と
で

金
属

可
と

う
管

に
繰

り
返

し
曲

げ
が

加
え

ら
れ

金
属

疲
労

割
れ

が
発

生
。

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

が
業

務
用

こ
ん

ろ
の

火
に

着
火

し
、

金
属

可
と

う
管

の
被

覆
の

一
部

焼
損

に
至

っ
た

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

業
務

用
こ

ん
ろ

を
使

用
す

る
際

に
ガ

ス
の

様
な

臭
い

を
感

じ
て

い
た

が
、

そ
の

ま
ま

使
用

し
て

い
た

。
使

用
中

に
露

出
ガ

ス
管

か
ら

着
火

し
た

た
め

、
直

ぐ
に

水
を

か
け

消
火

さ
せ

た
と

の
こ

と
。

金
属

可
と

う
管

J
F
E
継

手
（株

）
メ

タ
ル

ホ
ー

ス
Ⅱ

型
20

07
/1

/1
13

A

3
4

20
22

/
5/

1
2*

東
京

新
宿

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
機

器
修

理
に

訪
問

し
た

需
要

家
の

給
湯

器
が

変
形

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
屋

外
式

給
湯

暖
房

機
の

燃
焼

フ
ァ

ン
の

羽
割

れ
に

よ
る

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
及

び
ケ

ー
シ

ン
グ

の
変

形
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
給

湯
用

樹
脂

フ
ァ

ン
の

羽
根

が
欠

落
し

始
め

た
状

態
で

使
用

し
た

た
め

燃
焼

用
空

気
が

不
足

し
、

リ
モ

コ
ン

に
エ

ラ
ー

表
示

さ
せ

て
消

火
し

た
が

、
そ

の
後

も
運

転
操

作
を

行
っ

た
こ

と
で

全
周

の
羽

根
が

割
れ

、
当

該
機

器
内

部
に

末
燃

ガ
ス

が
滞

留
す

る
状

態
と

な
り

、
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
が

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
 数

日
前

お
湯

を
出

し
た

際
に

異
常

音
が

聞
こ

え
、

そ
の

後
も

同
様

の
状

態
が

続
い

て
い

た
。

 昨
日

、
使

用
時

給
湯

器
付

近
か

ら
大

き
な

音
が

聞
こ

え
た

後
、

給
湯

器
リ

モ
コ

ン
に

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

が
点

滅
し

、
お

湯
が

出
な

く
な

っ
た

の
で

修
理

を
依

頼
し

た
と

の
こ

と
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

（株
）

A
T
-

42
00

A
R

S
2A

W
3Q

-
56

-F
20

04
/1

2/
1

13
A

3
5

2
02

2
/5

/
12

福
岡

北
九

州
市

漏
え

い
着

火
0

0
1

需
要

家
よ

り
「屋

外
設

置
の

湯
沸

器
か

ら
大

き
な

着
火

音
が

し
た

」と
の

通
報

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
湯

沸
器

本
体

（フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
）の

変
形

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

外
壁

塗
装

業
者

が
建

物
の

外
壁

塗
装

工
事

に
伴

い
、

当
該

湯
沸

器
の

排
気

ト
ッ

プ
部

を
養

生
シ

ー
ト

で
覆

っ
た

状
態

で
使

用
し

た
た

め
、

正
常

な
燃

焼
と

な
ら

ず
未

燃
ガ

ス
が

機
器

内
部

に
滞

留
し

た
。

こ
の

状
態

で
着

火
操

作
を

繰
り

返
し

た
こ

と
で

、
点

火
ス

パ
ー

ク
に

よ
り

異
常

燃
焼

し
湯

沸
器

の
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

が
変

形
し

た
も

の
。

な
お

、
隣

の
需

要
家

も
湯

沸
器

の
調

子
が

悪
い

と
の

こ
と

で
、

状
況

を
確

認
す

る
た

め
（ガ

ス
事

業
者

社
員

が
）パ

イ
プ

シ
ャ

フ
ト

前
に

い
た

と
こ

ろ
、

湯
沸

し
器

が
異

常
着

火
し

た
際

に
開

い
た

パ
イ

プ
シ

ャ
フ

ト
扉

に
接

触
し

、
右

肩
へ

軽
度

の
打

撲
を

負
っ

た
。

負
傷

者
：1

名
（軽

傷
）

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

T
H

-
24

17
A

W
X
6H

-T
B

20
04

/1
/1

13
A

3
6

2
02

2
/5

/
16

長
野

岡
谷

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

よ
り

、
火

災
発

生
し

ガ
ス

コ
ン

ロ
付

近
か

ら
出

火
し

た
よ

う
だ

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
コ

ン
ロ

接
続

口
に

取
り

付
け

て
あ

っ
た

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
の

ゴ
ム

の
部

分
に

亀
裂

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

に
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
コ

ン
ロ

接
続

口
に

取
付

け
た

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
の

ゴ
ム

の
部

分
に

設
置

状
況

か
ら

応
力

が
常

時
か

か
り

、
経

年
劣

化
で

亀
裂

を
生

じ
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
ガ

ス
コ

ン
ロ

が
着

火
源

と
な

り
引

火
し

た
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

出
火

前
に

ガ
ス

コ
ン

ロ
付

近
で

音
が

し
て

お
り

コ
ン

ロ
が

使
え

る
か

気
に

な
っ

た
の

で
点

火
し

た
と

こ
ろ

引
火

し
た

と
の

こ
と

。
ま

た
、

ガ
ス

コ
ン

ロ
の

接
続

は
需

要
家

自
身

が
行

っ
た

と
の

こ
と

。

接
続

具
（
ガ

ス
栓

用
プ

ラ
グ

）
（株

）ハ
ー

マ
ン

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
不

明
13

A

54



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

3
7

20
22

/
5/

1
9*

兵
庫

芦
屋

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

導
管

ガ
ス

事
業

者
が

屋
外

式
瞬

間
楊

沸
器

の
前

板
変

形
疑

い
を

確
認

。
連

絡
を

受
け

た
小

売
り

ガ
ス

事
業

者
が

需
要

家
を

訪
問

。
需

要
家

に
よ

る
と

「現
在

、
外

壁
塗

装
工

事
中

。
た

だ
し

、
屋

外
式

瞬
間

湯
沸

器
か

ら
爆

発
音

等
の

異
音

は
聞

い
た

こ
と

が
な

い
。

」と
の

こ
と

。
な

お
、

当
該

住
戸

付
近

の
塗

装
は

完
了

し
て

お
り

、
養

生
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
ま

た
、

当
該

機
器

の
前

板
の

変
形

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

外
壁

塗
装

工
事

に
お

い
て

排
気

筒
を

養
生

し
、

当
該

機
器

を
使

用
し

た
こ

と
に

よ
る

異
常

着
火

と
推

定
さ

れ
る

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

Q
-1

62
7A

W
X
-T

20
12

/4
/1

13
A

3
8

20
22

/
5/

2
0*

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

定
期

保
安

調
査

訪
問

時
に

、
風

呂
釜

側
面

の
変

形
を

確
認

。
原

因
は

、
連

続
し

て
種

火
の

点
火

操
作

を
行

っ
た

こ
と

で
、

機
器

本
体

内
に

滞
留

し
た

未
燃

焼
ガ

ス
に

、
点

火
操

作
に

よ
る

ス
パ

ー
ク

が
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

い
つ

か
ら

変
形

し
て

い
た

か
は

不
明

と
の

こ
と

 。
風

呂
釜

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

U
Q

-5
A

20
06

/1
2/

1
L
P
G

3
9

20
22

/
5/

2
5*

東
京

世
田

谷
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

際
、

ガ
ス

栓
付

近
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
破

損
及

び
一

部
が

焦
げ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
機

器
ま

で
漏

え
い

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
摺

動
環

ま
た

は
ソ

ケ
ッ

ト
カ

バ
ー

の
破

損
に

よ
り

、
ガ

ス
栓

と
の

接
続

が
不

完
全

な
状

態
と

な
り

、
過

流
出

安
全

機
構

が
作

動
し

な
い

程
度

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

こ
と

で
燃

焼
炎

が
末

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

際
に

、
ガ

ス
栓

付
近

に
火

が
着

い
た

た
め

、
水

を
か

け
て

消
火

し
ガ

ス
栓

か
ら

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

を
外

し
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

日
東

工
器

（株
）

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

(S
型

)
不

明
13

A

4
0

2
02

2
/5

/
26

岩
手

釜
石

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

よ
り

「当
該

需
要

家
か

ら
火

災
と

思
わ

れ
る

連
絡

が
あ

り
。

コ
ン

ロ
付

近
が

焼
損

の
為

、
現

場
確

認
お

願
い

し
た

い
。

」で
出

動
。

需
要

家
に

よ
る

と
、

こ
ん

ろ
使

用
中

に
機

器
前

よ
り

火
が

出
た

為
、

火
を

消
そ

う
と

点
火

ボ
タ

ン
を

押
し

た
が

熱
で

変
形

し
操

作
出

来
ず

、
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

た
後

に
、

水
に

て
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

原
因

は
、

当
該

消
費

機
器

を
30

年
に

わ
た

る
長

期
使

用
に

よ
り

経
年

劣
化

し
、

電
磁

弁
付

近
よ

り
漏

れ
た

ガ
ス

に
コ

ン
ロ

の
火

が
引

火
し

た
と

推
定

 。
家

庭
用

レ
ン

ジ
リ

ン
ナ

イ
（株

）
R

T
S
-3

S
B

D
-L

19
92

/3
/1

L
P
G

4
1

20
22

/
6/

7
新

潟
長

岡
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

小
型

湯
沸

器
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

小
型

湯
沸

器
本

体
お

よ
び

壁
面

に
一

部
焼

損
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

前
日

に
行

わ
れ

た
水

道
工

事
業

者
に

よ
る

小
型

湯
沸

器
の

給
水

管
入

替
作

業
に

お
い

て
、

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
に

何
ら

か
の

力
が

加
え

ら
れ

た
こ

と
で

接
続

部
が

緩
み

、
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
よ

る
と

、
小

型
湯

沸
器

を
使

用
す

る
た

め
に

ガ
ス

栓
を

開
け

点
火

し
た

と
こ

ろ
、

機
器

の
下

部
か

ら
出

火
し

た
た

め
、

需
要

家
自

身
で

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
消

火
器

を
用

い
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

（株
）十

川
ゴ

ム
13

m
m

 強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
不

明
13

A

4
2

2
02

2
/6

/
8*

東
京

新
宿

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
ガ

ス
栓

付
近

に
火

が
着

い
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

に
接

続
し

て
い

る
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
及

び
傷

付
き

防
止

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
の

一
部

が
焦

げ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
掃

除
の

た
め

ガ
ス

栓
か

ら
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
を

脱
着

し
た

際
に

接
続

が
不

完
全

と
な

り
、

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

未
燃

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
又

は
燃

焼
炎

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

調
理

の
た

め
こ

ん
ろ

右
バ

ー
ナ

ー
を

点
火

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
付

近
に

火
が

着
い

た
の

で
水

を
か

け
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。
ま

た
、

10
日

程
前

に
当

該
ソ

ケ
ッ

ト
を

外
し

て
掃

除
し

た
後

、
ガ

ス
臭

気
を

感
じ

た
が

脱
着

時
の

臭
気

と
思

い
気

に
留

め
な

か
っ

た
こ

と
、

普
段

か
ら

ガ
ス

こ
ん

ろ
使

用
後

は
ガ

ス
栓

を
閉

め
て

い
る

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
）

不
明

13
A

55



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

4
3

2
02

2
/6

/
8*

神
奈

川
川

崎
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
用

の
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
と

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

を
交

換
し

た
際

、
ガ

ス
臭

い
気

が
す

る
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

取
外

し
て

あ
る

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
焼

損
及

び
誤

操
作

防
止

用
ガ

ス
栓

カ
バ

ー
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

か
ご

、
調

味
料

容
器

の
一

部
に

溶
解

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
に

漏
え

い
は

な
く
、

ガ
ス

栓
の

過
流

出
安

全
機

構
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
何

ら
か

の
外

的
要

因
に

よ
り

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

が
不

完
全

な
接

続
状

態
に

な
り

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

湾
曲

に
よ

る
反

力
に

よ
り

ガ
ス

栓
側

に
押

さ
れ

る
力

が
働

き
離

脱
せ

ず
、

ガ
ス

栓
接

続
部

よ
り

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

微
長

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

た
め

、
燃

焼
炎

が
漏

出
し

た
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
 5

月
23

日
に

ガ
ス

こ
ん

ろ
左

バ
ー

ナ
ー

を
使

用
中

、
目

を
離

し
た

際
、

安
全

装
置

の
作

動
音

に
気

づ
き

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
火

は
出

て
い

な
か

っ
た

も
の

の
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
上

部
の

棚
に

置
か

れ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

か
ご

、
調

味
料

容
器

の
溶

解
及

び
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
の

焦
げ

、
誤

操
作

防
止

用
ガ

ス
栓

カ
バ

ー
が

溶
解

し
て

い
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
）

不
明

13
A

4
4

2
02

2
/6

/
9*

兵
庫

宝
塚

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

定
期

保
安

巡
回

担
当

よ
り

「本
日

、
定

期
保

安
巡

回
で

訪
間

し
た

需
要

家
宅

で
給

湯
器

の
前

板
変

形
を

発
見

」と
の

内
容

を
受

付
け

訪
間

。
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
給

湯
器

の
前

板
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

要
因

に
よ

り
給

湯
器

の
給

排
気

閉
塞

が
発

生
し

、
そ

の
状

態
で

使
用

し
た

こ
と

で
機

器
内

に
未

燃
ガ

ス
が

滞
留

し
、

点
火

動
作

の
際

に
、

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

が
一

気
に

燃
焼

、
給

湯
器

前
板

の
一

部
変

形
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

。
需

要
家

に
よ

る
と

、
「前

板
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
今

回
指

摘
さ

れ
る

ま
で

気
付

か
な

か
っ

た
。

こ
れ

ま
で

問
題

な
く
使

用
で

き
て

お
り

、
爆

発
音

な
ど

が
あ

っ
た

記
憶

は
な

い
。

ま
た

、
給

湯
器

や
排

気
筒

の
先

端
を

養
生

す
る

よ
う

な
工

事
等

も
こ

れ
ま

で
に

な
い

」と
の

こ
と

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

Q
-2

43
7W

S
-C

〔屋
外

 (
R

F
) 
式

〕
20

13
/1

/1
13

A

4
5

20
22

/
6/

1
0*

広
島

広
島

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

1週
間

前
に

小
型

湯
沸

器
が

異
常

着
火

し
た

た
め

修
理

か
取

替
か

確
認

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
の

連
絡

が
あ

り
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
器

具
本

体
に

変
形

等
の

異
常

は
な

い
が

、
網

戸
が

一
部

熱
で

溶
け

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
点

火
し

て
い

な
い

状
態

で
、

連
続

し
て

点
火

操
作

を
繰

り
返

し
た

た
め

、
器

具
内

に
未

燃
ガ

ス
が

滞
留

し
、

点
火

し
た

タ
イ

ミ
ン

グ
で

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

に
着

火
し

た
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

一
回

の
操

作
で

点
火

し
な

か
っ

た
た

め
、

何
度

か
点

火
操

作
を

繰
り

返
し

て
い

る
と

異
常

着
火

し
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。

瞬
間

湯
沸

器
（
小

型
）

リ
ン

ナ
イ

（株
）

R
U

S
-V

51
V

T
20

08
/1

1/
1

13
A

4
6

20
22

/
6/

1
4*

大
阪

茨
木

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
「今

朝
、

コ
ン

ロ
使

用
時

に
ガ

ス
栓

付
近

か
ら

火
が

で
た

為
、

確
認

希
望

」で
受

付
け

訪
問

。
調

査
の

結
果

、
業

務
用

こ
ん

ろ
行

き
金

属
可

と
う

管
の

被
覆

一
部

溶
け

及
び

焦
げ

を
確

認
。

ま
た

、
溶

け
及

び
焦

げ
箇

所
よ

り
ガ

ス
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

金
属

可
と

う
管

接
続

状
態

の
業

務
用

こ
ん

ろ
を

持
ち

上
げ

毎
日

清
掃

し
て

い
る

た
め

、
金

属
可

と
う

管
に

繰
り

返
し

曲
げ

が
加

え
ら

れ
亀

裂
が

発
生

。
漏

出
し

た
未

燃
ガ

ス
が

業
務

用
こ

ん
ろ

の
火

に
よ

り
着

火
し

、
金

属
可

と
う

管
の

被
覆

の
一

部
焼

損
に

至
っ

た
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
仕

込
み

の
た

め
業

務
用

こ
ん

ろ
を

使
用

中
に

業
務

用
こ

ん
ろ

行
き

金
属

可
と

う
管

に
着

火
。

着
火

後
は

す
ぐ

に
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

、
水

を
か

け
消

火
さ

せ
た

と
の

こ
と

。

金
属

可
と

う
管

J
F
E
継

手
（株

）
メ

タ
ル

ホ
ー

ス
 I
I型

20
18

/1
/1

13
A

4
7

20
22

/
6/

1
6*

大
阪

河
内

長
野

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

よ
り

「需
要

家
が

風
呂

を
沸

か
し

て
い

た
際

に
近

所
の

人
か

ら
風

呂
釜

が
燃

え
て

い
る

こ
と

を
教

え
て

も
ら

っ
た

た
め

、
水

道
ホ

ー
ス

で
消

火
し

風
呂

釜
の

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
た

。
」と

の
連

絡
を

受
け

出
動

。
漏

え
い

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

に
ガ

ス
漏

え
い

は
な

く
風

呂
釜

の
ガ

ス
栓

の
下

流
側

で
ガ

ス
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ゴ

ム
製

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

に
使

用
状

況
や

環
境

的
な

要
因

な
ど

か
ら

経
年

的
な

劣
化

が
進

行
し

、
ゴ

ム
の

柔
軟

性
が

低
下

し
た

事
で

使
用

に
よ

る
応

動
の

負
荷

か
ら

亀
裂

が
発

生
し

た
と

推
定

。
な

お
、

当
該

風
呂

釜
は

リ
コ

ー
ル

対
象

品
と

し
て

20
07

年
に

当
該

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

を
含

む
部

位
を

交
換

し
て

い
る

。

風
呂

釜
（株

）オ
カ

キ
ン

バ
ー

ナ
ー

部
：（

株
）世

田
谷

製
作

所
O

K
-B

R
型

ー
L
E

19
98

/1
1/

1
13

A

56



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

4
8

20
22

/
6/

1
7*

東
京

大
田

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

学
校

関
係

者
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

ガ
ス

栓
付

近
に

火
が

つ
い

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

及
び

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
、

ゴ
ム

管
止

め
の

一
部

焼
損

、
な

ら
び

に
ガ

ス
栓

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

後
側

面
、

シ
ン

ク
の

壁
に

一
部

焦
げ

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

器
具

ま
で

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

ソ
ケ

ッ
ト

が
不

完
全

な
状

態
で

ガ
ス

栓
に

接
続

さ
れ

て
い

た
こ

と
、

及
び

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

の
反

力
で

ガ
ス

栓
側

に
押

さ
れ

る
力

が
働

き
離

脱
せ

ず
、

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
す

る
状

態
と

な
っ

た
。

そ
の

状
態

で
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
使

用
し

た
た

め
、

燃
焼

炎
が

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
学

校
関

係
者

に
よ

る
と

、
家

庭
科

の
授

業
で

生
徒

が
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
を

ガ
ス

栓
に

取
り

付
け

た
後

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
点

火
し

た
際

、
ガ

ス
栓

付
近

に
火

が
つ

い
た

の
で

、
濡

れ
た

雑
巾

に
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
）

不
明

13
A

4
9

20
22

/
6/

2
0*

東
京

港
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

協
力

企
業

よ
り

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
交

換
に

訪
問

し
た

学
校

施
設

に
て

、
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
の

一
部

が
焦

げ
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
 訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
家

庭
科

室
の

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
一

部
が

焦
げ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
何

ら
か

の
要

因
に

よ
り

、
異

物
が

噛
み

込
ん

だ
こ

と
、

ま
た

は
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

不
完

全
な

状
態

で
ガ

ス
栓

に
接

続
さ

れ
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

の
湾

曲
に

よ
る

反
力

で
ガ

ス
栓

側
に

押
さ

れ
る

力
が

働
き

、
当

該
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

離
脱

せ
ず

、
過

流
出

安
全

機
構

が
作

動
し

な
い

程
度

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

っ
た

こ
と

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

た
め

、
燃

焼
炎

が
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

学
校

関
係

者
に

よ
る

と
、

家
庭

科
の

授
業

で
生

徒
が

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
上

が
り

、
学

校
関

係
者

が
家

庭
科

室
の

分
岐

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ま
た

、
事

象
発

生
時

に
ガ

ス
臭

気
は

な
か

っ
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
）

不
明

13
A

5
0

20
22

/
6/

2
2*

埼
玉

戸
田

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
業

務
用

食
器

洗
浄

機
使

用
中

に
出

火
し

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

機
器

の
信

号
線

及
び

フ
ロ

ン
ト

パ
ネ

ル
の

一
部

焼
損

、
並

び
に

ウ
イ

ン
ド

ウ
パ

ネ
ル

が
溶

解
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
機

器
付

近
に

あ
っ

た
多

数
の

食
器

（皿
）が

当
該

機
器

の
接

続
具

に
崩

れ
落

ち
、

衝
撃

に
よ

り
機

器
側

接
続

部
の

ね
じ

山
が

折
れ

末
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

、
燃

焼
炎

が
漏

出
し

た
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

当
該

機
器

を
使

用
中

、
当

該
機

器
の

横
に

あ
る

棚
か

ら
多

数
の

食
器

（皿
）が

接
続

具
の

上
に

崩
れ

落
ち

た
あ

と
出

火
し

た
た

め
、

消
火

器
に

て
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

業
務

用
食

器
洗

浄
機

ホ
シ

ザ
キ

（株
）

W
B

-2
5H

-J
W

20
15

/1
0/

1
13

A

5
1

20
22

/
6/

2
2*

兵
庫

西
宮

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

学
校

関
係

者
か

ら
「理

科
室

に
て

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

使
用

中
に

、
 元

栓
よ

り
火

が
出

た
。

 消
火

済
み

で
怪

我
人

な
し

」を
受

付
け

出
動

。
調

査
の

結
果

、
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
と

ガ
ス

栓
に

接
続

し
て

い
る

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

（迅
速

継
ぎ

手
あ

り
）の

迅
速

継
ぎ

手
に

一
部

焼
損

を
確

認
し

た
。

ガ
ス

栓
と

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

（迅
速

継
ぎ

手
あ

り
）の

接
続

部
よ

り
漏

え
い

を
確

認
。

 内
管

ゲ
ー

ジ
テ

ス
ト

異
常

な
し

を
確

認
。

原
因

は
、

ガ
ス

栓
側

の
迅

速
継

ぎ
手

の
パ

ッ
キ

ン
の

経
年

劣
化

に
よ

り
、

迅
速

継
ぎ

手
か

ら
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

し
、

バ
ー

ナ
ー

の
炎

に
引

火
し

、
迅

速
継

ぎ
手

を
一

部
焼

損
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

学
校

関
係

者
に

よ
る

と
「生

徒
が

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

（迅
速

継
ぎ

手
あ

り
）を

カ
チ

ッ
と

音
を

確
認

し
ガ

ス
栓

に
接

続
し

た
。

ガ
ス

臭
い

と
感

じ
て

い
た

が
、

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

に
点

火
後

、
迅

速
継

ぎ
手

付
近

か
ら

高
さ

15
cm

程
度

の
炎

を
確

認
し

た
。

濡
れ

雑
巾

に
て

火
炎

部
分

を
抑

え
て

、
火

炎
を

消
火

し
、

元
栓

を
閉

止
し

た
。

」と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
08

1-
04

60
型

19
89

/8
/1

13
A

57



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

5
2

2
02

2
/6

/
23

東
京

国
分

寺
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

後
方

か
ら

火
が

上
が

っ
た

と
の

連
絡

を
受

け
、

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

台
所

の
ガ

ス
栓

か
ら

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

が
外

れ
て

い
る

状
態

で
、

当
該

ソ
ケ

ッ
ト

の
一

部
に

破
損

及
び

焦
げ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
く
、

ガ
ス

栓
の

過
流

出
安

全
機

構
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
摺

動
環

ま
た

は
ソ

ケ
ッ

ト
カ

バ
ー

の
破

損
に

よ
り

、
ガ

ス
栓

と
の

接
続

が
不

完
全

な
状

態
と

な
り

、
過

流
出

安
全

機
構

が
作

動
し

な
い

程
度

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

こ
と

で
燃

焼
炎

が
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
左

バ
ー

ナ
ー

点
火

後
、

燃
焼

炎
が

小
さ

く
な

っ
て

き
た

た
め

、
右

バ
ー

ナ
ー

も
点

火
し

確
認

し
た

と
こ

ろ
両

バ
ー

ナ
ー

の
炎

が
消

え
て

、
ガ

ス
栓

付
近

よ
り

火
が

上
が

っ
た

た
め

、
濡

れ
雑

巾
を

被
せ

て
消

火
し

た
。

尚
最

近
、

ガ
ス

栓
付

近
の

清
掃

や
当

該
ソ

ケ
ッ

ト
脱

着
は

行
っ

て
い

な
い

こ
と

、
及

び
ガ

ス
臭

気
は

感
じ

な
か

っ
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

日
東

工
器

（株
）

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

(S
型

）
不

明
13

A

5
3

20
22

/
6/

2
5*

東
京

杉
並

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

に
て

修
理

で
訪

問
し

た
需

要
家

宅
の

風
呂

釜
内

部
に

焦
げ

が
あ

る
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

 B
F
式

風
呂

釜
内

部
の

一
部

焼
損

及
び

冠
水

痕
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
機

器
内

部
一

次
側

ま
で

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

浴
室

の
排

水
不

良
に

よ
り

繰
り

返
し

機
器

下
部

が
冠

水
し

た
こ

と
で

、
機

器
内

部
の

部
品

の
一

部
が

錆
に

よ
り

腐
食

し
、

錆
び

た
金

属
が

剥
が

れ
落

ち
、

ガ
ス

の
通

路
部

が
塞

が
れ

た
こ

と
に

よ
り

ノ
ズ

ル
か

ら
あ

ふ
れ

出
た

ガ
ス

が
バ

ー
ナ

ー
内

を
流

れ
ず

機
器

内
部

に
滞

留
し

た
。

そ
の

状
態

で
点

火
操

作
を

お
こ

な
っ

た
た

め
、

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

日
頃

か
ら

浴
室

の
排

水
が

悪
い

状
態

で
あ

っ
た

が
、

特
に

気
に

せ
ず

使
用

し
て

い
た

と
の

こ
と

。

風
呂

釜
パ

ー
パ

ス
（株

）
T
P

-D
P

S
40

20
06

/1
1/

1
13

A

5
4

2
02

2
/6

/
30

東
京

渋
谷

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
に

接
続

さ
れ

た
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
機

器
側

接
続

部
に

焦
げ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
い

が
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

の
機

器
側

接
続

部
の

亀
裂

か
ら

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
が

調
理

後
、

毎
回

清
掃

す
る

た
め

機
器

本
体

を
動

か
し

て
い

た
為

、
当

該
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
に

負
荷

が
か

か
り

機
器

側
接

続
部

に
亀

裂
が

生
じ

、
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
そ

の
状

態
で

繰
り

返
し

点
火

操
作

を
行

っ
た

た
め

、
漏

出
し

た
未

燃
ガ

ス
に

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

も
し

く
は

燃
焼

炎
が

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

繰
り

返
し

点
火

操
作

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

付
近

よ
り

火
が

出
た

為
、

水
を

か
け

て
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
な

し
）

（株
）十

川
ゴ

ム
9.

 5
m

m
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
不

明
13

A

5
5

20
22

/
7/

1
福

岡
北

九
州

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
コ

ン
ロ

使
用

後
、

コ
ン

ロ
背

面
付

近
に

て
大

き
な

炎
が

上
が

っ
た

と
の

通
報

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
コ

ン
ロ

本
体

及
び

コ
ン

ロ
横

の
台

所
側

壁
が

焼
損

し
て

い
る

事
を

確
認

し
た

。
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

コ
ン

ロ
側

接
続

部
を

中
心

に
焼

損
が

認
め

ら
れ

た
。

ま
た

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
が

硬
化

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
原

因
は

、
コ

ン
ロ

側
接

続
部

に
ス

キ
が

生
じ

微
量

の
ガ

ス
漏

え
い

が
発

生
し

、
何

ら
か

の
着

火
源

に
よ

り
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
家

庭
用

レ
ン

ジ
（株

）パ
ロ

マ
IC

-8
00

F
-1

L
20

14
/8

/1
13

A

5
6

20
22

/
7/

2
東

京
練

馬
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

点
火

し
た

際
、

ガ
ス

栓
に

火
が

着
い

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

一
部

焦
げ

及
び

汚
れ

防
止

用
ア

ル
ミ

シ
ー

ト
の

一
部

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

を
9.

5m
m

L
B

ヒ
ュ

ー
ズ

ガ
ス

栓
の

ホ
ー

ス
エ

ン
ド

に
誤

接
続

し
使

用
し

た
こ

と
で

、
過

流
出

安
全

機
構

が
作

動
し

な
い

程
度

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
そ

の
状

態
で

点
火

操
作

を
お

こ
な

っ
た

た
め

、
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
が

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

点
火

し
た

際
に

ガ
ス

栓
か

ら
火

が
出

た
た

め
、

タ
オ

ル
で

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
)

不
明

13
A

58



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

5
7

20
22

/
7/

5
福

岡
北

九
州

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

よ
り

火
災

通
報

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
台

所
 2

口
ヒ

ュ
ー

ズ
ガ

ス
栓

、
コ

ン
ロ

用
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
、

近
傍

の
ガ

ス
フ

レ
キ

管
被

覆
が

焼
損

し
て

い
る

事
を

確
認

し
た

。
コ

ン
ロ

は
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
を

用
い

2口
ガ

ス
栓

右
側

ホ
ー

ス
エ

ン
ド

へ
接

続
さ

れ
、

需
要

家
が

開
操

作
さ

れ
た

ガ
ス

栓
左

側
は

ガ
ス

機
器

未
接

続
の

コ
ン

セ
ン

ト
タ

イ
プ

で
あ

っ
た

と
推

察
さ

れ
る

。
(需

要
家

は
接

続
状

況
を

把
握

し
て

お
ら

ず
）

原
因

は
、

ガ
ス

機
器

未
接

続
ガ

ス
栓

を
誤

開
放

し
た

こ
と

に
加

え
、

旧
型

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
(気

密
性

な
し

)老
朽

に
よ

り
ヒ

ュ
ー

ズ
機

能
が

働
か

な
い

程
度

の
微

量
ガ

ス
流

出
が

発
生

、
コ

ン
ロ

の
点

火
ス

パ
ー

ク
に

よ
り

引
火

し
、

ガ
ス

栓
本

体
・ソ

フ
ト

コ
ー

ド
、

及
び

近
傍

の
ガ

ス
フ

レ
キ

管
被

覆
が

焼
損

し
た

と
推

定
。

ガ
ス

栓
（
迅

速
継

手
）

藤
井

合
金

（株
）

不
明

不
明

13
A

5
8

2
02

2
/7

/
8*

東
京

荒
川

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

か
ら

点
検

に
伺

っ
て

い
る

需
要

家
宅

の
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
一

部
が

熔
解

し
て

い
る

と
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

点
火

ツ
マ

ミ
が

一
部

熔
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

当
該

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
も

の
の

、
当

該
機

器
内

部
の

1次
側

に
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
何

ら
か

の
要

因
に

よ
り

機
器

内
部

の
ガ

ス
通

路
部

電
磁

弁
の

結
合

部
の

ビ
ス

に
緩

み
が

生
じ

、
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
こ

の
状

態
で

点
火

操
作

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
も

し
く
は

、
燃

焼
炎

が
機

器
内

部
に

滞
留

し
た

末
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
 1

年
ほ

ど
前

に
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
使

用
す

る
と

ガ
ス

臭
く
感

じ
る

こ
と

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

炎
が

高
く
上

が
る

こ
と

が
あ

り
、

そ
の

後
は

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

ガ
ス

栓
を

閉
め

使
用

を
や

め
て

い
た

。
尚

、
点

火
ツ

マ
ミ

は
、

そ
の

頃
に

焼
損

し
た

と
思

わ
れ

る
と

の
こ

と
。

家
庭

用
こ

ん
ろ

（株
）パ

ロ
マ

P
D

-1
M

H
19

93
/6

/1
13

A

5
9

2
02

2
/7

/
13

東
京

港
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

店
舗

管
理

者
よ

り
、

フ
ラ

イ
ヤ

ー
を

使
用

中
、

火
が

出
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ラ
イ

ヤ
ー

に
接

続
さ

れ
て

い
る

金
属

可
と

う
管

の
被

覆
が

熔
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
も

の
の

、
フ

ラ
イ

ヤ
ー

に
接

続
さ

れ
た

金
属

可
と

う
管

に
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
日

頃
か

ら
、

フ
ラ

イ
ヤ

ー
の

下
に

収
納

し
て

い
た

油
缶

を
出

し
入

れ
す

る
際

、
金

属
可

と
う

管
に

繰
り

返
し

ぶ
つ

け
て

い
た

こ
と

に
よ

り
、

衝
撃

で
金

属
可

と
う

管
に

亀
裂

が
生

じ
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

使
用

し
た

こ
と

に
よ

り
燃

焼
炎

が
湘

出
し

た
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

フ
ラ

イ
ヤ

ー
を

使
用

中
、

当
該

機
器

下
部

か
ら

煙
が

出
て

き
た

た
め

、
フ

ラ
イ

ヤ
ー

下
部

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

金
属

可
と

う
管

か
ら

火
が

出
て

い
た

の
で

、
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

て
水

を
か

け
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

金
属

可
と

う
管

不
明

不
明

不
明

13
A

6
0

2
02

2
/7

/
15

高
知

高
知

市
排

ガ
ス

中
毒

0
4

0

消
防

か
ら

保
育

園
で

C
O

中
毒

事
故

の
疑

い
が

あ
る

と
連

絡
が

あ
り

出
動

。
給

食
室

で
ス

チ
ー

ム
オ

ー
ブ

ン
使

用
時

C
O

中
毒

が
発

生
し

た
も

の
。

灯
内

内
管

、
灯

外
内

管
の

ガ
ス

漏
れ

検
査

を
実

施
し

、
異

常
の

な
い

こ
と

を
確

認
。

ま
た

、
当

該
オ

ー
ブ

ン
に

つ
い

て
、

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
点

検
を

実
施

し
て

異
常

の
な

い
こ

と
を

確
認

。
原

因
は

、
換

気
を

す
る

こ
と

で
外

気
が

入
り

室
内

の
温

度
が

高
く
な

る
と

の
理

由
か

ら
換

気
ダ

ク
ト

の
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

た
り

切
っ

た
り

し
て

十
分

換
気

す
る

こ
と

を
怠

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
。

C
O

中
毒

：4
名

（軽
傷

）

業
務

用
オ

ー
ブ

ン
ホ

シ
ザ

キ
（株

）
M

IC
-6

H
S
C

-G
-L

（L
P
）

20
19

/1
2/

1
L
P
G

6
1

20
22

/
7/

1
6*

兵
庫

西
宮

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

会
社

よ
り

、
「需

要
家

か
ら

コ
ン

ロ
使

用
時

に
火

が
出

た
と

の
内

容
で

点
検

の
依

頼
あ

り
」で

受
付

け
訪

間
。

コ
ン

ロ
の

ガ
ス

栓
に

接
続

の
迅

速
継

ぎ
手

、
ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

お
よ

び
コ

ン
ロ

上
部

に
あ

る
レ

ン
ジ

フ
ー

ド
の

フ
ィ

ル
タ

ー
が

一
部

焼
損

、
溶

融
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
灯

内
内

管
漏

え
い

検
査

の
結

果
、

異
常

は
な

し
。

原
因

は
、

ガ
ス

栓
と

迅
速

継
ぎ

手
が

差
し

込
み

不
十

分
に

よ
り

不
完

全
な

接
続

状
態

に
あ

っ
た

も
の

の
ガ

ス
が

コ
ン

ロ
ヘ

流
れ

る
状

況
を

維
持

さ
れ

て
い

た
中

、
何

ら
か

の
理

由
で

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

コ
ン

ロ
使

用
時

の
火

に
引

火
。

迅
速

継
ぎ

手
、

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
お

よ
び

コ
ン

ロ
上

部
に

あ
る

レ
ン

ジ
フ

ー
ド

の
フ

ィ
ル

タ
ー

が
一

部
焼

損
、

溶
融

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

昨
晩

右
側

コ
ン

ロ
に

て
や

か
ん

の
湯

沸
か

し
を

し
て

い
た

際
、

少
し

目
を

離
し

た
隙

に
コ

ン
ロ

背
面

の
ガ

ス
栓

付
近

か
ら

 4
0セ

ン
チ

ほ
ど

火
が

上
が

っ
て

い
た

た
め

、
自

身
で

水
を

掛
け

て
消

火
し

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
た

と
こ

こ
と

。

接
続

具
（
ガ

ス
栓

用
プ

ラ
グ

）
（株

）ハ
ー

マ
ン

J
G

20
1

20
11

/1
1/

1
13

A

59



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

6
2

2
02

2
/7

/
18

東
京

立
川

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
一

部
が

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
な

ん
ら

か
の

要
因

に
よ

り
、

当
該

ソ
ケ

ッ
ト

と
ガ

ス
栓

と
の

接
続

が
不

完
全

な
状

態
と

な
っ

た
こ

と
及

び
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

の
湾

曲
に

よ
る

反
力

に
よ

り
ガ

ス
栓

側
に

押
さ

れ
る

力
が

働
き

当
該

ソ
ケ

ッ
ト

が
ガ

ス
栓

か
ら

離
脱

せ
ず

、
ガ

ス
栓

を
「開

」に
す

る
と

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
す

る
状

態
と

な
っ

た
。

そ
の

状
態

で
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
使

用
し

た
た

め
、

燃
焼

炎
が

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

使
用

中
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
出

た
為

、
水

で
濡

ら
し

た
雑

巾
を

押
し

当
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
)

不
明

13
A

6
3

20
22

/
7/

1
9*

東
京

町
田

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
機

器
修

理
に

訪
問

し
た

需
要

家
宅

の
給

湯
器

が
変

形
し

て
い

る
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

レ
ン

ジ
フ

ー
ド

一
体

型
F
F
式

給
湯

器
の

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
及

び
ケ

ー
シ

ン
グ

が
変

形
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
器

具
栓

ま
で

に
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
何

ら
か

の
要

因
に

よ
り

排
気

口
が

閉
塞

さ
れ

た
こ

と
、

も
し

く
は

元
電

磁
弁

が
一

時
的

な
閉

弁
遅

れ
と

な
っ

た
こ

と
で

燃
焼

室
内

に
未

燃
ガ

ス
が

滞
留

し
、

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

あ
る

い
は

バ
ー

ナ
一

部
に

残
っ

た
燃

焼
炎

が
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
当

該
機

器
使

用
中

に
大

き
な

音
も

す
る

こ
と

な
く
、

異
常

は
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。

瞬
間

湯
沸

器
（
小

型
）

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

（株
）

G
W

-5
R

H
5F

20
00

/1
0/

1
13

A

6
4

20
22

/
7/

1
9*

兵
庫

神
戸

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

か
ら

「社
会

福
祉

法
人

に
お

い
て

1か
月

程
前

に
業

務
用

炊
飯

器
接

続
の

ガ
ス

ホ
ー

ス
付

近
よ

り
火

が
出

た
。

付
近

の
焼

損
な

し
。

以
降

業
務

用
炊

飯
器

は
使

用
し

て
い

な
い

。
本

日
の

昼
か

ら
機

器
の

点
検

を
希

望
さ

れ
て

い
る

。
」で

受
付

け
出

動
。

 現
場

調
査

の
結

果
、

業
務

用
炊

飯
器

側
接

続
部

ゴ
ム

管
継

手
を

巻
い

た
ビ

ニ
ー

ル
テ

ー
プ

の
焦

げ
及

び
熔

解
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
亀

裂
が

入
っ

て
い

た
ゴ

ム
管

継
手

を
再

使
用

し
て

い
た

こ
と

と
、

バ
ン

ド
を

使
用

し
て

い
な

い
と

い
う

誤
っ

た
接

続
方

法
で

あ
る

こ
と

及
び

ゴ
ム

管
継

手
に

何
ら

か
の

外
的

要
因

で
負

荷
が

か
か

り
、

シ
ー

ル
性

が
さ

ら
に

損
な

わ
れ

、
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

、
業

務
用

炊
飯

器
の

炎
に

引
火

し
、

炊
飯

器
側

面
及

び
ビ

ニ
ー

ル
テ

ー
プ

を
部

分
的

に
焼

損
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
「従

業
員

が
5月

頃
、

炊
飯

器
の

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
、

点
火

し
た

後
、

機
器

側
接

続
部

の
ゴ

ム
管

継
手

付
近

か
ら

高
さ

10
ｃ
ｍ

程
度

の
炎

を
確

認
し

た
｡ガ

ス
栓

の
元

弁
を

閉
止

し
、

火
炎

を
消

火
し

た
」と

の
こ

と
｡

接
続

具
（
異

径
継

手
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
８

１
－

２
４

１
型

（２
０

０
８

年
２

月
２

１
日

売
止

）
20

02
/1

/1
13

A

6
5

20
22

/
7/

2
2*

神
奈

川
横

須
賀

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
需

要
家

宅
に

お
い

て
ガ

ス
開

通
の

た
め

点
火

試
験

を
お

こ
な

っ
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

。
調

査
の

結
果

、
当

該
機

器
内

部
配

線
の

一
部

及
び

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

用
フ

ロ
ー

図
の

焼
損

、
並

び
に

シ
ス

テ
ム

キ
ッ

チ
ン

の
天

板
の

一
部

焦
げ

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

の
漏

え
い

は
な

い
が

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

か
ら

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

購
入

し
た

当
該

機
器

の
設

置
を

依
頼

さ
れ

た
設

置
業

者
が

、
取

付
け

の
際

、
当

該
機

器
の

底
部

の
機

器
単

独
設

置
用

底
シ

ー
ル

栓
の

取
付

け
を

失
念

し
た

た
め

、
ガ

ス
栓

を
開

に
す

る
と

当
該

機
器

の
底

部
か

ら
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

点
火

操
作

を
お

こ
な

っ
た

た
め

、
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
が

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

家
庭

用
レ

ン
ジ

リ
ン

ナ
イ

（株
）

R
B

31
A

W
21

B
33

R
2-

V
W

20
20

/8
/1

13
A

6
6

2
02

2
/7

/
22

福
岡

北
九

州
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
が

ガ
ス

コ
ン

ロ
を

点
火

し
た

と
こ

ろ
、

二
ロ

ガ
ス

栓
右

側
の

つ
ま

み
部

か
ら

出
火

し
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

が
焦

げ
る

事
象

が
発

生
。

 出
火

後
す

ぐ
に

メ
ー

タ
ー

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
た

こ
と

で
自

然
に

鎮
火

し
た

。
原

因
は

、
需

要
家

が
ガ

ス
コ

ン
ロ

の
使

用
の

都
度

、
ガ

ス
栓

（旧
型

）の
開

閉
を

実
施

し
て

い
た

た
め

、
ガ

ス
栓

の
開

閉
操

作
を

繰
り

返
す

う
ち

に
、

徐
々

に
ガ

ス
栓

つ
ま

み
を

固
定

し
て

い
る

ナ
ッ

ト
が

緩
み

脱
落

、
つ

ま
み

部
か

ら
ガ

ス
漏

れ
が

生
じ

、
ガ

ス
コ

ン
ロ

の
火

が
引

火
し

た
と

推
定

。
ガ

ス
栓

（
ホ

ー
ス

エ
ン

ド
）

不
明

不
明

不
明

13
A

60



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

6
7

20
22

/
7/

2
3*

大
阪

大
阪

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

定
期

保
安

巡
回

で
訪

問
し

た
需

要
家

宅
に

て
、

給
湯

器
の

前
板

変
形

を
発

見
と

の
内

容
を

受
付

け
訪

問
。

給
湯

器
本

体
の

前
板

変
形

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
灯

内
内

管
漏

え
い

検
査

お
よ

び
燃

焼
状

態
に

つ
い

て
異

常
は

な
か

っ
た

が
、

当
該

給
湯

器
内

部
の

熱
交

換
器

部
分

よ
り

燃
焼

時
の

排
気

が
一

部
溢

れ
出

る
こ

と
を

確
認

。
原

因
は

、
何

ら
か

の
要

因
に

よ
り

給
湯

器
の

給
排

気
閉

塞
が

発
生

 し
、

そ
の

状
態

で
使

用
し

た
こ

と
で

機
器

内
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
。

そ
の

後
、

再
度

の
点

火
動

作
の

際
に

、
滞

留
し

た
未

燃
ガ

ス
が

一
気

に
燃

焼
、

給
湯

器
前

板
の

一
部

変
形

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

「前
板

が
変

形
し

て
い

る
こ

と
を

今
回

指
摘

さ
れ

る
ま

で
気

付
か

な
か

っ
た

。
こ

れ
ま

で
問

題
な

く
使

用
で

き
て

お
り

、
爆

発
音

な
ど

が
あ

っ
た

記
憶

は
な

い
と

の
こ

と
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

Q
-1

62
7A

W
X
-

T
B

-D
X
 〔

屋
外

 (
R

F
)

式
〕

20
17

/1
2/

1
13

A

6
8

20
22

/
7/

2
5*

大
阪

大
阪

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

会
社

か
ら

、
「需

要
家

よ
り

湯
沸

器
か

ら
エ

ラ
ー

音
が

出
て

い
る

と
の

こ
と

で
修

理
の

申
し

込
み

が
あ

り
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
湯

沸
器

上
部

の
カ

バ
ー

ケ
ー

ス
部

分
が

は
ず

れ
て

一
部

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
」と

の
内

容
を

受
付

け
訪

問
。

貯
湯

式
湯

沸
器

上
部

に
あ

る
カ

バ
ー

ケ
ー

ス
部

分
が

は
ず

れ
、

ビ
ス

止
め

固
定

箇
所

が
衝

撃
で

一
部

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

排
気

ダ
ク

ト
先

端
内

部
に

あ
る

フ
ィ

ル
タ

一
部

分
へ

の
埃

付
着

も
し

く
は

何
ら

か
の

要
因

に
よ

り
排

気
閉

塞
が

発
生

。
そ

の
状

態
で

貯
湯

式
湯

沸
器

を
使

用
し

た
こ

と
で

機
器

内
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
。

そ
の

後
、

点
火

動
作

の
際

に
滞

留
し

た
未

燃
ガ

ス
が

一
気

に
燃

焼
、

機
器

の
一

部
は

ず
れ

、
変

形
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
「昨

日
、

午
前

中
に

貯
湯

式
湯

沸
器

を
使

用
し

、
外

出
。

午
後

に
帰

宅
し

た
際

に
エ

ラ
ー

音
が

し
て

い
る

こ
と

に
気

付
い

た
。

爆
発

音
等

の
異

常
に

は
気

付
か

な
か

っ
た

」と
の

こ
と

 。

そ
の

他
湯

沸
器

（株
）ハ

ー
マ

ン
Y
K
19

02
20

21
/9

/1
13

A

6
9

2
02

2
/8

/
1*

奈
良

生
駒

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

会
社

よ
り

、
「開

栓
で

訪
問

し
て

い
る

需
要

家
宅

に
て

、
風

呂
釜

の
点

火
確

認
を

実
施

後
、

焦
げ

く
さ

い
臭

い
を

感
じ

た
た

め
風

呂
釜

を
確

認
す

る
と

本
体

か
ら

火
が

出
て

い
た

。
水

を
掛

け
て

消
火

し
、

使
用

禁
止

を
行

っ
た

」と
の

内
容

を
受

付
け

訪
問

。
風

呂
釜

内
部

の
一

部
焼

損
を

確
認

し
た

。
風

呂
釜

内
部

の
ガ

ス
通

路
部

を
検

知
器

に
て

調
査

 し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

。
原

因
は

、
当

該
風

呂
釜

は
リ

コ
ー

ル
対

象
で

あ
り

、
ガ

ス
供

給
圧

力
の

変
動

に
応

動
す

る
弁

（ガ
バ

ナ
部

の
ゴ

ム
製

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

）に
過

大
な

応
力

が
加

わ
っ

た
こ

と
、

お
よ

び
経

年
劣

化
に

よ
る

影
響

で
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
に

亀
裂

が
発

生
。

亀
裂

部
よ

り
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
燃

焼
時

の
火

が
引

火
し

、
事

故
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

開
栓

を
実

施
し

た
協

力
会

社
に

よ
る

と
「灯

内
内

管
漏

え
い

検
査

の
異

常
な

し
を

確
認

後
、

風
呂

釜
の

点
火

操
作

を
行

っ
た

。
点

火
操

作
時

に
は

異
常

は
感

じ
な

か
っ

た
が

、
そ

の
後

、
焦

げ
く
さ

い
臭

い
が

し
た

」
と

の
こ

と
。

風
呂

釜
（株

）オ
カ

キ
ン

O
K
-C

-1
 〔

R
 F

式
〕

不
明

13
A

7
0

2
02

2
/8

/
2*

北
海

道
札

幌
市

漏
え

い
着

火
0

0
1

需
要

家
よ

り
「コ

ー
ヒ

ー
焙

煎
機

の
点

火
操

作
を

数
回

繰
り

返
し

た
と

こ
ろ

爆
着

し
た

」と
の

入
電

を
受

け
て

出
動

。
現

地
調

査
に

て
男

性
の

顔
と

手
の

火
傷

と
コ

ー
ヒ

ー
焙

煎
機

の
煙

突
の

一
部

破
損

及
び

天
井

の
傷

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
ガ

ス
配

管
及

び
コ

ー
ヒ

ー
焙

煎
機

に
ガ

ス
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
煙

突
清

掃
に

訪
れ

た
作

業
員

が
誤

っ
た

操
作

手
順

で
コ

ー
ヒ

ー
焙

煎
機

の
点

火
操

作
を

し
た

こ
と

に
よ

り
、

コ
ー

ヒ
ー

焙
煎

機
の

燃
焼

室
及

び
煙

突
内

に
未

燃
ガ

ス
が

滞
留

し
、

そ
の

状
態

で
ラ

イ
タ

ー
を

使
用

し
て

点
火

操
作

を
繰

り
返

し
た

た
め

、
ラ

イ
タ

ー
の

炎
が

着
火

源
と

な
り

異
常

着
火

（爆
着

）に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

負
傷

者
：1

名
（軽

傷
）

業
務

用
そ

の
他

（株
）富

士
珈

機
R

-1
10

19
90

/1
/1

13
A

7
1

20
22

/
8/

2
福

岡
福

岡
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

鋳
物

コ
ン

ロ
点

火
時

に
点

火
棒

ホ
ー

ス
接

続
部

に
着

火
し

た
と

の
通

報
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

鋳
物

コ
ン

ロ
に

接
続

さ
れ

た
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

の
機

器
側

接
続

部
が

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

当
該

鋳
物

コ
ン

ロ
器

具
接

続
部

よ
り

検
知

器
反

応
あ

り
。

原
因

は
、

点
火

の
為

、
鋳

物
コ

ン
ロ

を
手

前
に

移
動

さ
せ

た
際

、
器

具
側

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
接

続
部

に
過

度
な

応
力

が
か

か
り

微
量

な
ガ

ス
漏

え
い

が
発

生
。

こ
の

ガ
ス

に
、

点
火

棒
の

炎
が

着
火

原
と

な
り

着
火

、
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

が
焼

損
し

た
も

の
と

推
定

。
業

務
用

こ
ん

ろ
タ

チ
バ

ナ
製

作
所

T
S
21

0H
不

明
13

A

61



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

7
2

2
02

2
/8

/
4*

新
潟

新
潟

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

給
湯

器
リ

モ
コ

ン
の

電
源

が
入

ら
な

い
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

Ｒ
Ｆ

式
給

湯
器

の
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

が
変

形
し

て
い

る
こ

と
及

び
機

器
内

部
で

ガ
ス

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

器
内

底
部

に
お

い
て

、
降

雨
等

で
侵

入
し

た
水

分
と

長
期

間
接

触
し

た
こ

と
に

よ
る

と
思

わ
れ

る
腐

食
が

全
体

的
に

発
生

し
て

い
た

。
ま

た
、

同
部

に
あ

る
ガ

ス
通

路
部

の
継

手
接

合
部

に
は

、
腐

食
が

内
部

ま
で

進
行

す
る

こ
と

で
発

生
し

た
亀

裂
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

こ
の

亀
裂

か
ら

漏
え

い
し

た
未

燃
焼

ガ
ス

が
機

器
内

部
に

滞
留

し
、

着
火

動
作

時
の

ス
パ

ー
ク

が
当

該
未

燃
焼

ガ
ス

に
引

火
す

る
こ

と
で

異
常

着
火

が
発

生
、

機
器

内
部

の
圧

力
が

上
昇

す
る

こ
と

に
よ

り
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

が
変

形
し

た
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

前
日

に
給

湯
器

か
ら

大
き

な
音

が
し

た
が

、
お

湯
が

使
え

る
状

態
で

あ
っ

た
の

で
給

湯
器

の
確

認
等

は
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

使
用

し
て

い
た

と
の

こ
と

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

T
-2

41
2S

A
W

19
97

/1
0/

1
13

A

7
3

20
22

/
8/

1
2*

東
京

板
橋

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
「こ

ん
ろ

使
用

時
、

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

が
焦

げ
て

ガ
ス

臭
気

あ
り

。
」と

導
管

事
業

者
へ

通
報

が
あ

り
訪

問
。

灯
内

内
管

ガ
ス

栓
ま

で
ゲ

ー
ジ

テ
ス

ト
異

常
な

し
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
接

続
部

が
こ

ん
ろ

と
不

完
全

な
接

続
状

態
も

し
く
は

劣
化

に
よ

り
、

こ
ん

ろ
接

続
部

よ
り

ガ
ス

漏
え

い
が

発
生

。
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
こ

ん
ろ

の
炎

が
引

火
し

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
接

続
部

が
焼

損
し

物
損

事
故

と
な

っ
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
こ

ん
ろ

使
用

前
ガ

ス
臭

気
な

し
。

鍋
で

お
湯

を
沸

か
す

た
め

に
こ

ん
ろ

の
左

側
バ

ー
ナ

ー
を

点
火

後
、

そ
の

ま
ま

20
分

程
寝

て
し

ま
い

台
所

に
戻

っ
た

際
に

、
こ

ん
ろ

と
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

接
続

部
か

ら
火

が
出

て
い

た
為

、
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
な

し
）

不
明

不
明

不
明

13
A

7
4

20
22

/
8/

2
3*

静
岡

浜
松

市
排

ガ
ス

中
毒

0
11

0

導
管

事
業

者
よ

り
、

需
要

家
の

社
員

食
堂

用
厨

房
内

に
あ

る
洗

浄
室

付
近

で
業

務
用

食
器

洗
浄

機
の

使
用

者
等

14
名

が
、

C
O

中
毒

の
疑

い
で

病
院

へ
搬

送
さ

れ
た

と
の

連
絡

を
受

け
る

。
警

察
及

び
消

防
の

調
査

の
結

果
、

当
該

洗
浄

室
内

に
あ

る
給

排
気

設
備

が
何

ら
か

の
理

由
で

稼
働

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

事
故

の
原

因
は

、
業

務
用

食
器

洗
浄

機
を

、
給

排
気

設
備

を
稼

働
さ

せ
ず

使
用

し
た

た
め

、
軽

度
の

 C
O

中
毒

と
な

っ
た

も
の

。
C

O
中

毒
：1

1名
（軽

症
）

業
務

用
食

器
洗

浄
機

（株
）ア

イ
ホ

ー
A

E
N

2-
3N

P
特

(B
S
G

-2
1)

20
16

/1
/1

13
A

7
5

20
22

/
9/

1
埼

玉
久

喜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ふ
ろ

給
湯

器
の

不
点

火
修

理
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
前

面
カ

バ
ー

裏
面

の
樹

脂
部

及
び

点
火

装
置

が
焼

損
・溶

融
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

と
原

因
は

、
機

器
内

部
に

あ
る

バ
ー

ナ
ー

ケ
ー

ス
と

燃
焼

管
接

合
部

の
パ

ッ
キ

ン
の

シ
ー

ル
不

足
に

よ
り

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
が

可
燃

濃
度

に
達

し
た

際
に

異
常

燃
焼

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

。
パ

ッ
キ

ン
の

シ
ー

ル
不

足
の

原
因

は
、

機
器

製
造

工
程

で
ズ

レ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
と

の
こ

と
。

な
お

、
機

器
内

の
樹

脂
部

品
は

自
己

消
火

型
の

樹
脂

を
採

用
し

て
い

る
こ

と
、

過
熱

が
進

行
し

て
も

過
熱

防
止

装
置

の
作

動
に

よ
り

機
器

が
停

止
す

る
こ

と
か

ら
拡

大
被

害
の

発
生

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

T
-2

42
8S

A
W

X
20

06
/4

/1
13

A

7
6

2
02

2
/9

/
10

東
京

港
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
一

部
が

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

が
な

い
こ

と
及

び
当

該
ゴ

ム
管

の
漏

え
い

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

な
ん

ら
か

の
要

因
に

よ
り

、
当

該
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
と

ガ
ス

栓
と

の
接

続
が

不
完

全
な

状
態

と
な

り
、

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

末
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

た
。

そ
の

状
態

で
ガ

ス
こ

ん
ろ

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

も
し

く
は

燃
焼

炎
が

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

左
側

バ
ー

ナ
ー

に
て

調
理

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
付

近
よ

り
火

が
出

た
た

め
水

を
か

け
て

消
火

し
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
)

不
明

13
A

62



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

7
7

2
02

2
/9

/
17

千
葉

茂
原

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
「台

所
で

炊
飯

器
を

点
火

後
、

コ
ン

ロ
（ヤ

カ
ン

）を
点

火
し

た
と

こ
ろ

ガ
ス

栓
付

近
よ

り
火

が
上

が
っ

た
。

コ
ン

ロ
を

消
し

た
が

火
は

消
え

ず
、

ス
プ

レ
ー

式
消

火
器

で
消

火
し

、
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

た
」と

の
通

報
が

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
の

つ
ま

み
及

び
（炊

飯
器

用
）ソ

フ
ト

コ
ー

ド
迅

速
継

ぎ
手

の
一

部
焼

損
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

灯
内

内
管

の
漏

え
い

検
査

を
実

施
し

漏
え

い
が

な
い

こ
と

及
び

ガ
ス

栓
の

ヒ
ュ

ー
ズ

機
構

が
正

常
に

作
動

す
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

要
因

で
当

該
迅

速
継

ぎ
手

が
ガ

ス
栓

に
差

し
込

み
不

完
全

な
状

態
と

な
り

、
炊

飯
器

使
用

の
た

め
炊

飯
器

側
の

ガ
ス

栓
を

開
け

た
こ

と
で

、
ヒ

ュ
ー

ズ
機

構
が

働
か

な
い

程
度

の
ガ

ス
漏

え
い

が
発

生
し

、
コ

ン
ロ

を
点

火
し

た
こ

と
で

、
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）十

川
ゴ

ム
S
型

（迅
速

継
ぎ

手
：ハ

ー
マ

ン
）

不
明

13
A

7
8

2
02

2
/9

/
18

福
岡

北
九

州
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
コ

ン
ロ

下
部

か
ら

炎
が

上
が

っ
た

と
の

通
報

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
強

化
ガ

ス
ホ

 ー
ス

の
接

続
が

ワ
イ

ヤ
ー

バ
ン

ド
と

共
に

外
れ

て
お

り
近

傍
の

浄
水

器
用

水
道

ホ
ー

ス
が

焼
損

し
て

い
る

事
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
日

常
的

に
コ

ン
ロ

を
持

ち
上

げ
て

テ
ー

ブ
ル

の
清

掃
を

実
施

し
て

お
り

、
そ

の
際

に
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

接
続

部
を

回
転

さ
せ

る
力

が
生

じ
る

こ
と

で
緩

み
が

生
じ

、
微

量
の

ガ
ス

漏
え

い
が

発
生

し
コ

ン
ロ

の
炎

が
着

火
原

と
な

っ
て

引
火

事
故

に
つ

な
が

っ
た

も
の

と
推

定
。

業
務

用
レ

ン
ジ

山
岡

金
属

工
業

（株
）

不
明

不
明

13
A

7
9

2
02

2
/9

/
20

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

台
所

の
ガ

ス
こ

ん
ろ

用
ガ

ス
栓

に
接

続
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
の

一
部

が
焦

げ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
も

の
の

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

に
接

続
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
の

ゴ
ム

部
分

か
ら

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

栓
付

近
の

掃
除

の
際

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
動

か
す

な
ど

、
何

ら
か

の
要

因
で

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
ゴ

ム
部

分
に

負
担

を
か

け
た

事
で

亀
裂

が
生

じ
、

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
す

る
状

態
と

な
っ

 た
。

そ
の

状
態

で
、

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

が
漏

え
い

し
た

末
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
最

近
ガ

ス
臭

気
を

感
じ

た
こ

と
は

あ
っ

た
が

、
そ

の
ま

ま
使

用
し

て
い

た
と

の
こ

と
。

接
続

具
（
ガ

ス
栓

用
プ

ラ
グ

）
（株

）ハ
ー

マ
ン

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
19

90
/1

1/
1

13
A

8
0

20
22

/
9/

2
0*

奈
良

奈
良

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
「台

所
で

瞬
間

湯
沸

器
を

点
け

た
と

こ
ろ

、
機

器
接

続
箇

所
か

ら
火

が
出

た
。

元
栓

を
閉

め
た

ら
火

が
消

え
た

。
火

傷
な

し
。

消
防

へ
は

連
絡

し
て

い
な

い
。

」で
受

付
け

導
管

事
業

者
が

出
動

。
 現

場
調

査
の

結
果

、
瞬

間
湯

沸
器

接
続

部
か

ら
ガ

ス
漏

れ
検

知
器

反
応

確
認

。
併

せ
て

瞬
間

湯
沸

器
下

部
（電

池
ケ

ー
ス

カ
バ

ー
付

近
）の

焼
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

瞬
間

湯
沸

器
の

交
換

を
行

っ
た

際
に

、
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

取
替

を
行

わ
ず

に
接

続
し

た
た

め
、

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
金

属
継

手
部

か
ら

ガ
ス

漏
れ

が
発

生
し

、
瞬

間
湯

沸
器

の
炎

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
瞬

間
湯

沸
器

は
1週

間
ほ

ど
前

に
業

者
に

設
置

し
て

も
ら

っ
た

と
の

こ
と

。

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
大

阪
ガ

ス
（株

）
不

明
不

明
13

A

8
1

20
22

/
9/

2
0*

兵
庫

西
宮

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
（喫

茶
店

従
業

員
）か

ら
、

業
務

用
フ

ラ
イ

ヤ
ー

の
周

辺
で

火
が

出
た

と
の

連
絡

を
受

け
導

管
事

業
者

が
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

一
部

が
焦

げ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

、
原

因
は

、
清

掃
後

に
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
を

再
接

続
す

る
際

の
差

し
込

み
が

浅
く
、

隙
間

よ
り

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

が
当

該
機

器
の

炎
に

よ
り

着
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

定
期

的
に

当
該

機
器

の
周

辺
を

清
掃

し
て

お
り

、
そ

の
際

に
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
を

着
脱

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
な

し
）

（株
）十

川
ゴ

ム
08

0-
02

24
20

14
/7

/1
13

A

8
2

2
02

2
/9

/
23

千
葉

千
葉

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

屋
外

に
設

置
し

て
あ

る
風

呂
釜

よ
り

大
き

な
音

が
し

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

R
F
式

風
呂

釜
の

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
が

変
形

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

水
通

路
部

の
安

全
弁

か
ら

の
少

量
の

漏
水

に
よ

り
、

ガ
ス

機
構

部
を

つ
な

ぐ
ガ

ス
パ

イ
プ

に
腐

食
割

れ
が

生
じ

、
漏

出
し

た
末

燃
ガ

ス
が

機
器

内
部

に
滞

留
し

た
。

そ
の

状
態

で
当

該
機

器
を

運
転

さ
せ

た
こ

と
に

よ
り

、
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
が

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
朝

、
お

湯
を

使
う

た
め

蛇
口

を
開

け
た

と
こ

ろ
風

呂
釜

付
近

か
ら

大
き

な
音

が
し

た
。

屋
外

に
出

て
風

呂
釜

を
見

る
と

、
本

体
ケ

ー
シ

ン
グ

及
び

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
が

変
形

し
ガ

ス
の

臭
気

を
感

じ
た

と
の

こ
と

。

風
呂

釜
（株

）ノ
ー

リ
ツ

G
T
-2

41
0S

A
R

19
98

/7
/1

13
A

63



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

8
3

2
02

2
/9

/
24

東
京

新
宿

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
、

ガ
ス

栓
付

近
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

及
び

、
誤

操
作

防
止

用
ガ

ス
栓

カ
バ

ー
の

一
部

が
熔

解
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

が
な

い
こ

と
及

び
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

を
新

品
に

交
換

後
、

再
接

続
し

た
ガ

ス
こ

ん
ろ

ま
で

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

な
ん

ら
か

の
要

因
に

よ
り

、
当

該
ソ

ケ
ッ

ト
と

ガ
ス

栓
と

の
接

続
が

不
完

全
な

状
態

と
な

っ
た

こ
と

及
び

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

湾
曲

に
よ

る
反

力
に

よ
り

ガ
ス

栓
側

に
押

さ
れ

る
力

が
働

き
当

該
ソ

ケ
ッ

ト
が

ガ
ス

栓
か

ら
離

脱
せ

ず
、

ガ
ス

栓
を

「開
」に

す
る

と
過

流
出

安
全

機
構

が
作

動
し

な
い

程
度

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

た
め

、
燃

焼
炎

が
末

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

右
側

バ
ー

ナ
ー

で
お

湯
を

沸
か

し
て

い
る

最
中

に
ガ

ス
栓

付
近

よ
り

火
が

見
え

た
た

め
、

小
型

湯
沸

器
か

ら
直

接
水

を
か

け
て

消
火

し
た

。
今

ま
で

ガ
ス

の
臭

気
を

感
じ

た
こ

と
は

な
く
、

ガ
ス

機
器

使
用

時
は

換
気

扇
を

ま
わ

し
て

い
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
(S

型
）

不
明

13
A

8
4

20
22

/
9/

2
6*

兵
庫

神
戸

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
「コ

ン
ロ

使
用

時
、

ガ
ス

栓
よ

り
火

が
出

た
。

調
査

希
望

」で
、

導
管

事
業

者
が

受
付

け
出

動
。

現
場

調
査

の
結

果
、

既
に

需
要

家
に

て
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

消
火

済
み

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

栓
の

誤
開

放
に

よ
り

、
ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

の
隙

間
か

ら
微

量
の

ガ
ス

漏
れ

が
発

生
し

、
家

庭
用

こ
ん

ろ
の

炎
に

引
火

し
、

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
お

よ
び

ゴ
ム

管
を

一
部

焼
損

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

炒
め

物
を

す
る

際
に

家
庭

用
こ

ん
ろ

を
使

用
し

よ
う

と
未

使
用

ガ
ス

栓
（ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

有
）を

誤
開

放
し

た
と

の
こ

と
。

ガ
ス

栓
（
ホ

ー
ス

エ
ン

ド
）

（
株

）藤
井

合
金

製
作

所
15

1-
36

6
不

明
13

A

8
5

20
22

/
10

/
4*

茨
城

土
浦

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

厨
房

で
ガ

ス
臭

い
よ

う
な

気
が

す
る

と
の

連
絡

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

に
接

続
さ

れ
て

い
る

迅
速

継
手

の
接

続
不

良
と

、
当

該
迅

速
継

手
接

続
不

良
部

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

テ
ー

ブ
ル

こ
ん

ろ
と

ガ
ス

栓
の

接
続

に
使

用
さ

れ
て

い
た

迅
速

継
手

が
、

清
掃

時
に

加
わ

っ
た

外
力

に
よ

り
、

ガ
ス

栓
と

の
接

続
が

外
れ

て
差

し
込

み
不

足
の

状
態

に
な

っ
た

こ
と

で
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
テ

ー
ブ

ル
こ

ん
ろ

の
炎

が
引

火
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
ガ

ス
テ

ー
ブ

ル
こ

ん
ろ

を
点

火
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
迅

速
継

手
部

分
に

炎
が

引
火

し
た

た
め

、
濡

れ
雑

巾
で

消
火

し
、

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
た

と
の

こ
と

。
ま

た
、

ガ
ス

テ
ー

プ
ル

こ
ん

ろ
周

辺
は

毎
日

清
掃

し
て

お
り

、
清

掃
時

に
ガ

ス
ホ

ー
ス

や
迅

速
継

手
に

触
れ

る
こ

と
が

あ
る

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
J
G

20
0

不
明

13
A

8
6

2
02

2
/1

0
/6

東
京

調
布

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

コ
ー

ド
の

ガ
ス

栓
側

ソ
ケ

ッ
ト

部
の

一
部

焦
げ

及
び

ガ
ス

コ
ー

ド
用

キ
ャ

ッ
プ

の
一

部
焦

げ
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
コ

ー
ド

を
ホ

ー
ス

エ
ン

ド
形

状
の

ガ
ス

栓
に

接
続

し
た

こ
と

で
、

ガ
ス

栓
の

安
全

ア
ダ

プ
タ

ー
が

作
動

し
な

い
程

度
の

末
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

、
何

ら
か

の
要

因
に

よ
り

漏
出

し
た

末
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
使

用
の

た
め

ガ
ス

コ
ー

ド
を

ホ
ー

ス
エ

ン
ド

形
状

の
ガ

ス
栓

へ
接

続
し

、
ガ

ス
栓

を
開

に
し

た
と

こ
ろ

、
接

続
部

付
近

か
ら

火
が

出
た

為
、

息
を

吹
き

か
け

火
を

消
し

た
と

の
こ

と
。

ガ
ス

コ
ー

ド
光

陽
産

業
（株

）
ガ

ス
コ

ー
ド

 (
S
L
自

在
型

）
20

21
/1

1/
1

13
A

8
7

2
02

2
/1

0
/6

東
京

中
央

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

店
舗

管
理

者
よ

り
、

業
務

用
焼

物
器

を
使

用
中

、
機

器
側

ガ
ス

接
続

部
分

か
ら

火
が

出
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
業

務
用

焼
物

器
に

接
続

さ
れ

て
い

る
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
の

一
部

焦
げ

を
確

認
し

た
。

ま
た

。
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
い

も
の

の
、

当
該

機
器

の
機

器
側

ガ
ス

接
続

部
に

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

機
器

側
ガ

ス
接

続
部

の
ア

ダ
プ

タ
ー

ね
じ

部
が

何
ら

か
の

要
因

で
緩

ん
だ

こ
と

に
よ

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
燃

焼
炎

が
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
。

店
舗

管
理

者
に

よ
る

と
、

仕
込

み
の

た
め

業
務

用
焼

物
器

の
種

火
を

点
火

し
そ

の
場

を
一

旦
離

れ
戻

っ
た

と
こ

ろ
、

当
該

機
器

後
ろ

右
側

の
ガ

ス
接

続
部

付
近

か
ら

火
が

見
え

た
た

め
、

近
く
の

水
道

蛇
 口

か
ら

ホ
ー

ス
に

て
水

を
か

け
て

消
火

し
ガ

ス
栓

を
閉

め
た

と
の

こ
と

。

業
務

用
焼

き
物

器
土

岐
津

産
業

（株
）

S
G

R
-N

65
20

12
/5

/1
13

A

64



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

8
8

2
02

2
/1

0
/7

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
ガ

ス
こ

ん
ろ

使
用

時
、

ガ
ス

栓
付

近
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

消
防

に
て

取
外

し
た

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

の
一

部
熔

解
、

破
損

及
び

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
の

一
部

焼
損

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
器

具
栓

ま
で

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ソ
ケ

ッ
ト

カ
バ

ー
に

破
損

が
あ

り
、

ガ
ス

栓
と

の
接

続
が

不
完

全
な

状
態

と
な

り
、

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

末
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

、
燃

焼
炎

が
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
使

用
時

、
ガ

ス
栓

付
近

よ
り

火
が

出
た

た
め

、
鍋

蓋
で

扇
ぎ

火
を

消
し

た
と

の
こ

と
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

日
東

工
器

（株
）

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

(S
型

）
不

明
13

A

8
9

20
22

/
10

/
8*

静
岡

浜
松

市
排

ガ
ス

中
毒

0
1

0

消
防

よ
り

、
ラ

ー
メ

ン
店

厨
房

で
従

業
員

 2
名

が
気

分
を

悪
く
し

て
病

院
に

搬
送

さ
れ

た
と

の
通

報
を

受
け

現
場

確
認

す
る

と
、

開
店

準
備

中
に

麺
ゆ

で
器

を
使

用
し

て
い

た
従

業
員

 1
名

が
気

分
を

悪
く
し

て
倒

れ
て

い
る

と
こ

ろ
を

、
近

隣
姉

妹
店

か
ら

様
子

を
見

に
来

た
従

業
員

 1
名

が
発

見
し

店
長

に
連

絡
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
な

お
、

病
院

に
搬

送
さ

れ
た

 2
名

の
内

 1
名

は
軽

度
の

 C
O

中
毒

と
診

断
さ

れ
た

こ
と

を
後

日
確

認
し

た
。

原
因

は
、

事
故

発
生

時
の

換
気

設
備

稼
働

の
有

無
は

不
明

で
あ

る
が

、
設

備
点

検
結

果
に

異
常

が
無

い
こ

と
か

ら
、

換
気

設
備

が
稼

働
し

て
い

な
い

状
態

で
当

該
機

器
を

使
用

し
た

た
め

不
完

全
燃

焼
を

起
こ

し
軽

度
の

 C
O

中
毒

に
な

っ
た

と
推

定
さ

れ
る

。
C

O
中

毒
：1

名
（軽

症
）

業
務

用
め

ん
ゆ

で
器

（株
）マ

ル
ゼ

ン
M

R
F
-0

66
R

C
（開

放
燃

焼
式

）
不

明
13

A

9
0

20
22

/
10

/
11

岡
山

倉
敷

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
の

連
絡

を
受

け
ガ

ス
事

業
者

が
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

が
ガ

ス
テ

ー
ブ

ル
の

炎
に

引
火

し
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

及
び

ガ
ス

栓
が

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
が

ガ
ス

栓
開

放
時

に
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
に

接
触

す
る

な
ど

何
ら

か
の

要
因

で
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

ガ
ス

栓
か

ら
外

れ
か

け
た

状
態

に
な

り
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

燃
焼

中
の

ガ
ス

テ
ー

ブ
ル

炎
が

引
火

し
た

と
推

測
さ

れ
る

。
ガ

ス
栓

（
迅

速
継

手
）

（
株

）藤
井

合
金

製
作

所
二

ロ
ヒ

ュ
ー

ズ
ガ

ス
栓

19
95

/1
/1

13
A

9
1

20
22

/
10

/
13

東
京

荒
川

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
使

用
時

に
ガ

ス
栓

付
近

よ
り

火
が

出
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
コ

ン
セ

ン
ト

床
埋

込
ガ

ス
栓

の
プ

レ
ー

ト
及

び
ガ

ス
コ

ー
ド

の
一

部
が

焦
げ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

灯
内

内
管

か
ら

器
具

ま
で

及
び

当
該

ガ
ス

コ
ー

ド
に

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

ガ
ス

コ
ー

ド
の

ガ
ス

栓
側

ソ
ケ

ッ
ト

パ
ッ

キ
ン

部
に

異
物

が
混

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
栓

に
ガ

ス
コ

ー
ド

を
接

続
す

る
と

微
最

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

り
、

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
の

燃
焼

炎
が

漏
出

し
た

末
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
ガ

ス
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

を
使

用
し

た
際

、
ガ

ス
栓

付
近

か
ら

火
が

出
た

為
、

足
で

消
し

た
と

の
こ

と
。

ガ
ス

コ
ー

ド
日

東
工

器
（株

）
ガ

ス
コ

ー
ド

 (
F
型

）
20

02
/4

/1
13

A

9
2

20
22

/
10

/2
0
*

大
阪

大
阪

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

定
期

保
安

巡
回

で
伺

っ
た

需
要

家
宅

に
て

、
ク

ッ
キ

ン
グ

テ
ー

ブ
ル

の
機

器
側

接
続

部
の

一
部

焼
損

を
発

見
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ク
ッ

キ
ン

グ
テ

ー
ブ

ル
の

機
器

側
接

続
部

が
一

部
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
機

器
側

接
続

部
ソ

ケ
ッ

ト
内

部
に

埃
等

の
異

物
が

付
着

し
た

こ
と

に
よ

り
、

気
密

性
が

低
下

し
ガ

ス
漏

え
い

が
発

生
。

当
該

ク
ッ

キ
ン

グ
テ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

際
の

火
が

漏
え

い
し

た
ガ

ス
へ

引
火

し
、

焼
損

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

「よ
く
覚

え
て

い
な

い
が

、
20

19
年

頃
に

調
理

の
た

め
に

ク
ッ

キ
ン

グ
テ

ー
ブ

ル
を

使
用

、
コ

ン
ロ

部
分

の
点

火
を

し
た

際
に

ク
ッ

キ
ン

グ
テ

ー
ブ

ル
の

機
器

側
接

続
部

よ
り

火
が

出
た

た
め

使
用

を
中

止
し

た
。

ガ
ス

の
臭

気
は

感
じ

な
か

っ
た

。
そ

の
後

、
自

身
で

接
続

し
て

い
た

ゴ
ム

管
を

廃
棄

し
、

使
用

を
控

え
て

い
る

」と
の

こ
と

。

そ
の

他
家

庭
用

松
下

電
器

産
業

（株
）

K
C

-2
00

C
D

19
84

/1
/1

13
A

65



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

9
3

20
22

/
10

/
22

山
梨

富
士

吉
田

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
お

湯
が

出
な

い
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

 R
F
式

給
湯

器
の

前
面

パ
ネ

ル
の

変
形

が
見

ら
れ

、
本

体
全

面
に

養
生

シ
ー

ト
が

設
置

さ
れ

て
い

た
形

跡
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
塗

装
業

者
が

設
置

し
た

養
生

シ
ー

ト
を

需
要

家
が

知
ら

ず
に

給
湯

器
を

使
用

し
た

た
め

、
未

燃
ガ

ス
が

滞
留

し
点

火
操

作
時

の
ス

パ
ー

ク
が

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
瞬

間
湯

沸
器

（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

T
H

-
C

24
50

S
A

W
3H

20
16

/1
0/

1
13

A

9
4

20
22

/
10

/
26

新
潟

新
潟

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

こ
ん

ろ
の

中
か

ら
火

が
出

た
と

の
連

絡
が

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

内
ガ

ス
栓

付
近

の
フ

レ
キ

管
の

焼
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
内

部
に

て
フ

レ
キ

管
と

鍋
が

接
触

を
繰

り
返

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ガ
ス

栓
差

し
込

み
部

付
近

の
フ

レ
キ

管
が

変
形

し
、

漏
え

い
し

た
未

燃
ガ

ス
が

グ
リ

ル
及

び
こ

ん
ろ

内
に

滞
留

し
、

こ
ん

ろ
使

用
に

よ
り

着
火

し
た

も
の

と
推

定
。

フ
レ

キ
管

及
び

ガ
ス

栓
を

入
れ

替
え

復
旧

済
み

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
こ

ん
ろ

を
使

用
し

た
際

、
グ

リ
ル

排
気

口
か

ら
煙

が
上

が
り

、
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
内

を
覗

い
た

と
こ

ろ
、

こ
ん

ろ
下

の
フ

レ
キ

Ｕ
Ｌ

ね
じ

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
着

火
し

、
10

秒
程

度
で

自
然

に
火

が
消

え
た

と
の

こ
と

。

ガ
ス

栓
（
フ

レ
キ

ガ
ス

栓
）

光
陽

産
業

（株
）

フ
レ

キ
 U

L
ネ

ジ
ガ

ス
栓

 (
15

A
 G

33
3S

P
4)

20
05

/5
/1

13
A

9
5

20
22

/
10

/
26

東
京

世
田

谷
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

協
力

企
業

よ
り

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

修
理

検
分

に
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
需

要
家

宅
の

ガ
ス

コ
ー

ド
の

一
部

に
焦

げ
が

あ
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

に
接

続
さ

れ
て

い
る

ガ
ス

コ
ー

ド
ガ

ス
栓

側
ソ

ケ
ッ

ト
の

一
部

に
焦

げ
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
灯

内
内

管
か

ら
機

器
ま

で
漏

え
い

が
無

い
こ

と
及

び
、

過
流

出
安

全
機

構
に

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
需

要
家

に
よ

る
ガ

ス
コ

ー
ド

の
脱

着
等

何
ら

か
の

要
因

で
、

ガ
ス

コ
ー

ド
ガ

ス
栓

側
ソ

ケ
ッ

ト
に

異
物

が
混

入
し

ガ
ス

栓
と

の
接

続
が

不
完

全
な

状
態

と
な

り
、

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

末
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
ま

た
は

燃
焼

炎
が

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

際
、

ガ
ス

栓
付

近
か

ら
火

が
出

た
為

、
ガ

ス
栓

を
閉

め
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。
ま

た
、

事
象

発
生

時
、

厨
房

内
に

ガ
ス

臭
気

が
あ

っ
た

と
の

こ
と

。

ガ
ス

コ
ー

ド
住

友
ゴ

ム
工

業
（株

）
ガ

ス
コ

ー
ド

 (
S
L
自

在
型

）
不

明
13

A

9
6

20
22

/
10

/2
9
*

新
潟

三
条

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
の

連
絡

に
よ

り
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

の
背

面
と

内
部

の
一

部
が

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
に

接
続

さ
れ

て
い

る
ガ

ス
コ

ー
ド

（機
器

側
）の

パ
ッ

キ
ン

が
消

失
し

て
お

り
、

接
続

部
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

た
。

原
因

は
、

当
該

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
に

接
続

さ
れ

て
い

る
ガ

ス
コ

ー
ド

（機
器

側
）の

継
手

内
部

の
パ

ッ
キ

ン
が

確
認

で
き

ず
、

ガ
ス

が
漏

え
い

す
る

状
態

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

背
面

の
給

気
口

よ
り

流
入

し
た

当
該

漏
え

い
ガ

ス
が

、
点

火
時

ス
パ

ー
ク

若
し

く
は

燃
焼

時
の

炎
に

引
火

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
ガ

ス
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

及
び

ガ
ス

コ
ー

ド
を

撤
去

し
措

置
済

み
。

ガ
ス

コ
ー

ド
日

東
工

器
（株

）
不

明
20

01
/1

2/
1

13
A

9
7

20
22

/
10

/3
1
*

神
奈

川
横

須
賀

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

小
型

湯
沸

器
の

ガ
ス

接
続

部
付

近
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

機
器

ガ
ス

接
続

口
に

巻
い

て
あ

る
テ

ー
プ

が
熔

け
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
い

も
の

の
、

小
型

湯
沸

器
ガ

ス
接

続
ロ

と
ゴ

ム
管

口
接

続
部

よ
り

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
に

て
小

型
湯

沸
器

を
交

換
し

た
際

、
ゴ

ム
管

口
の

パ
ッ

キ
ン

を
未

取
付

で
接

続
し

て
し

ま
い

、
ね

じ
山

部
よ

り
微

量
の

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
す

る
状

態
と

な
っ

た
。

定
期

保
安

点
検

時
に

、
改

善
す

る
ま

で
使

用
禁

止
を

受
け

た
が

拒
否

し
、

未
改

善
の

ま
ま

小
型

湯
沸

器
を

使
用

し
た

た
め

、
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
も

し
く
は

燃
焼

炎
が

漏
出

し
た

末
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

定
期

保
安

点
検

時
に

小
型

湯
沸

器
の

ガ
ス

接
続

部
に

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
指

摘
さ

れ
た

。
 翌

日
、

未
改

善
の

ま
ま

点
火

操
作

を
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
接

続
部

付
近

に
着

火
し

た
の

で
息

を
吹

き
か

け
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

接
続

具
（
ホ

ー
ス

エ
ン

ド
ア

ダ
プ

タ
ー

）
不

明
ゴ

ム
管

口
不

明
13

A

66



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

9
8

20
22

/
11

/
1*

東
京

足
立

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

よ
り

ガ
ス

こ
ん

ろ
が

焼
損

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ビ

ル
ト

イ
ン

コ
ン

ロ
内

部
左

側
バ

ー
ナ

ー
の

ガ
ス

機
構

部
及

び
ボ

タ
ン

軸
組

立
セ

ッ
ト

部
品

の
一

部
が

熔
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

メ
ー

カ
ー

に
て

調
査

中
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

前
日

に
点

火
不

良
で

機
器

修
理

を
依

頼
し

、
修

理
後

は
異

常
無

か
っ

た
が

翌
日

使
用

し
た

と
こ

ろ
、

点
火

ボ
タ

ン
の

隙
間

よ
り

炎
が

見
え

た
た

め
元

栓
を

閉
止

し
水

を
か

け
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。
家

庭
用

レ
ン

ジ
（株

）パ
ロ

マ
J
T
-6

10
W

V
-6

0G
K

20
17

/7
/1

13
A

9
9

2
02

2
/1

1
/2

東
京

練
馬

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

か
ら

需
要

家
の

小
型

湯
沸

器
の

下
部

が
焦

げ
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
機

器
配

線
、

電
池

ボ
ッ

ク
ス

及
び

出
湯

管
の

機
器

側
接

続
部

分
の

一
部

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
需

要
家

に
て

小
型

湯
沸

器
の

交
換

作
業

を
行

っ
た

際
、

ゴ
ム

管
口

を
再

使
用

し
パ

ッ
キ

ン
の

装
着

を
失

念
し

た
こ

と
で

、
ね

じ
山

部
か

ら
微

量
の

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

、
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
も

し
く
は

燃
焼

炎
が

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

購
入

し
た

小
型

湯
沸

器
を

取
り

付
け

後
、

使
用

し
た

こ
ろ

、
機

器
側

ガ
ス

接
続

部
よ

り
火

が
出

た
の

で
息

を
吹

き
か

け
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

接
続

具
（
ホ

ー
ス

エ
ン

ド
ア

ダ
プ

タ
ー

）
不

明
ゴ

ム
管

口
不

明
13

A

10
0

20
22

/
11

/
5*

東
京

武
蔵

野
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

導
管

事
業

者
よ

り
、

協
力

事
業

者
に

よ
る

 R
F
式

湯
沸

器
修

理
の

際
、

内
部

点
火

部
分

に
焼

損
痕

あ
り

、
灯

内
内

管
ゲ

ー
ジ

テ
ス

ト
を

実
施

し
ガ

ス
栓

ま
で

異
常

が
な

い
こ

と
を

確
認

と
の

連
絡

あ
り

。
原

因
は

、
組

立
工

程
で

の
パ

ッ
キ

ン
の

ず
れ

に
よ

り
、

燃
焼

管
と

パ
ッ

キ
ン

の
隙

間
か

ら
微

量
の

混
合

ガ
ス

漏
れ

が
発

生
し

、
湯

沸
器

を
点

火
し

た
際

、
燃

焼
管

の
外

で
着

火
・燃

焼
し

た
こ

と
で

バ
ー

ナ
ー

ケ
ー

ス
が

過
熱

さ
れ

、
輻

射
熱

に
よ

り
イ

グ
ナ

イ
タ

の
溶

損
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

T
-2

42
8（

S
）A

R
X

20
08

/1
0/

1
13

A

10
1

20
22

/
11

/
7*

東
京

北
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
使

用
中

、
ガ

ス
の

臭
気

を
感

じ
た

た
め

、
ガ

ス
栓

付
近

に
マ

ッ
チ

の
火

を
近

づ
け

た
と

こ
ろ

火
が

着
い

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
に

接
続

さ
れ

て
い

る
ガ

ス
コ

ー
ド

の
ガ

ス
栓

側
接

続
部

分
が

焦
げ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
も

の
の

、
当

該
ガ

ス
コ

ー
ド

の
ガ

ス
栓

側
接

続
部

に
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
ガ

ス
コ

ー
ド

の
長

期
間

使
用

に
よ

る
ガ

ス
栓

側
ソ

ケ
ッ

ト
内

部
へ

の
異

物
堆

積
に

よ
っ

て
、

ガ
ス

栓
と

の
接

続
が

不
完

全
と

な
り

、
過

流
出

安
全

機
構

が
作

動
し

な
い

程
度

の
微

量
の

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

た
。

そ
の

状
態

で
、

需
要

家
が

マ
ッ

チ
の

火
を

ガ
ス

栓
付

近
に

近
づ

け
た

た
め

引
火

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

11
月

6日
（前

日
）、

収
納

し
て

あ
る

ガ
ス

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
を

出
し

使
用

中
ガ

ス
コ

ー
ド

を
接

続
し

た
ガ

ス
栓

付
近

か
ら

ガ
ス

の
臭

気
を

感
じ

た
た

め
、

マ
ッ

チ
の

火
を

近
づ

け
た

と
こ

ろ
種

火
程

度
の

火
が

着
い

た
の

で
、

ガ
ス

コ
ー

ド
を

取
外

し
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ガ
ス

コ
ー

ド
日

東
工

器
（株

）
ガ

ス
コ

ー
ド

 (
F
型

）
20

05
/8

/1
13

A

10
2

2
02

2
/1

1
/8

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
か

ら
、

ガ
ス

栓
付

近
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
に

被
せ

て
い

た
サ

ラ
ン

ラ
ッ

プ
及

び
輪

ゴ
ム

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
需

要
家

が
お

湯
を

沸
か

す
際

、
誤

っ
て

ニ
ロ

ガ
ス

栓
の

未
接

続
側

を
開

に
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

の
先

端
が

サ
ラ

ン
ラ

ッ
プ

で
覆

わ
れ

て
い

た
た

め
、

過
流

出
安

全
機

構
が

作
動

し
な

い
程

度
の

微
量

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

す
る

た
め

点
火

操
作

時
の

ス
パ

ー
ク

が
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
点

火
操

作
を

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
に

被
せ

て
い

た
サ

ラ
ン

ラ
ッ

プ
及

び
輪

ゴ
ム

に
火

が
着

い
た

た
め

、
水

を
か

け
て

ガ
ス

栓
を

閉
止

し
て

消
火

し
た

と
の

こ
と

。

ガ
ス

栓
（
迅

速
継

手
）

不
明

L
B

ペ
ア

ヒ
ュ

ー
ズ

ガ
ス

栓
 (
R

ホ
ー

ス
）

不
明

13
A

67



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

10
3

20
22

/
11

/1
0
*

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

消
防

よ
り

導
管

事
業

者
に

火
災

通
報

の
連

絡
が

あ
り

、
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
需

要
家

か
ら

、
21

時
過

ぎ
に

こ
ん

ろ
付

近
で

ガ
ス

臭
気

が
あ

り
、

こ
ん

ろ
の

点
火

ス
イ

ッ
チ

が
下

が
っ

て
い

る
と

思
い

押
し

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
天

板
内

で
「ボ

ン
」と

音
が

し
、

点
火

ス
イ

ッ
チ

の
隙

間
を

覗
く
と

火
が

見
え

た
た

め
、

消
防

へ
通

報
し

た
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

原
因

は
メ

ー
カ

ー
調

査
に

よ
る

と
、

吹
き

こ
ぼ

れ
や

ペ
ッ

ト
（猫

）の
し

尿
の

跡
が

多
量

に
こ

ん
ろ

内
部

に
残

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

が
要

因
で

こ
ん

ろ
内

部
部

品
が

腐
食

し
ガ

ス
漏

え
い

が
発

生
。

こ
ん

ろ
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
に

よ
っ

て
焼

損
事

故
に

至
っ

た
と

推
定

。

家
庭

用
レ

ン
ジ

（株
）パ

ロ
マ

Ｐ
３

６
３

４
Ａ

０
Ｗ

Ｈ
Ｖ

20
18

/1
1/

1
13

A

10
4

20
22

/
11

/1
0
*

兵
庫

芦
屋

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

か
ら

連
絡

を
受

け
た

導
管

事
業

者
が

需
要

家
宅

へ
出

動
。

瞬
間

湯
沸

器
、

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
お

よ
び

機
器

周
辺

壁
面

の
一

部
焼

損
を

確
認

。
ま

た
、

瞬
間

湯
沸

器
下

部
の

二
口

ガ
ス

栓
(未

使
用

側
)の

誤
開

放
お

よ
び

ガ
ス

栓
キ

ャ
ッ

プ
浮

き
あ

り
の

た
め

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

栓
の

誤
開

放
に

よ
り

、
ガ

ス
栓

キ
ャ

ッ
プ

の
隙

間
か

ら
微

量
の

ガ
ス

漏
れ

が
発

生
し

た
た

め
と

推
定

。
ガ

ス
栓

（
迅

速
継

手
）

（
株

）藤
井

合
金

製
作

所
15

1-
36

6
不

明
13

A

10
5

20
22

/
11

/
11

神
奈

川
小

田
原

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

ガ
ス

事
業

者
開

栓
担

当
者

よ
り

、
ビ

ル
ト

イ
ン

こ
ん

ろ
の

点
火

試
験

を
行

っ
た

際
に

火
が

着
い

た
と

の
連

絡
が

あ
り

、
保

安
部

門
に

て
訪

問
し

た
と

こ
ろ

ビ
ル

ト
イ

ン
こ

ん
ろ

底
板

部
が

一
部

焦
げ

て
い

た
。

原
因

は
、

開
栓

担
当

者
が

こ
ん

ろ
の

器
具

ガ
ス

栓
を

開
け

て
漏

え
い

確
認

を
行

わ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

金
属

可
と

う
管

接
続

部
よ

り
漏

え
い

し
た

と
思

わ
れ

る
ガ

ス
に

、
こ

ん
ろ

点
火

試
験

実
施

に
よ

り
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
金

属
可

と
う

管
接

続
部

か
ら

の
漏

え
い

（機
器

側
及

び
ガ

ス
栓

側
の

２
か

所
）の

原
因

は
、

リ
フ

ォ
ー

ム
業

者
が

機
器

取
替

の
際

に
ガ

ス
栓

側
に

接
続

さ
れ

て
い

た
ニ

ッ
プ

ル
（ユ

ニ
オ

ン
ね

じ
）が

固
着

し
て

い
た

こ
と

か
ら

こ
れ

を
取

ら
ず

に
、

金
属

可
と

う
管

の
ガ

ス
栓

側
と

機
器

側
を

逆
に

し
て

接
続

し
た

た
め

、
ね

じ
部

の
シ

ー
ル

が
不

完
全

と
な

り
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
。

金
属

可
と

う
管

不
明

金
属

可
と

う
管

不
明

13
A

10
6

20
22

/
11

/
13

神
奈

川
藤

沢
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

小
型

湯
沸

器
の

ガ
ス

接
続

部
付

近
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

小
型

湯
沸

器
の

電
池

ケ
ー

ス
の

一
部

が
焦

げ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
自

身
に

て
小

型
湯

沸
器

の
交

換
作

業
を

行
っ

た
際

に
、

金
属

可
と

う
管

を
再

利
用

し
た

こ
と

で
器

具
側

接
続

部
か

ら
微

量
の

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
す

る
状

態
と

な
っ

た
。

そ
の

状
態

で
点

火
ラ

イ
タ

ー
の

火
を

近
づ

け
た

こ
と

に
よ

り
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

小
型

湯
沸

器
を

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ョ
ッ

プ
で

購
入

し
、

以
前

使
用

し
て

い
た

小
型

湯
沸

器
の

金
属

可
と

う
管

を
再

利
用

し
て

、
自

ら
取

付
け

を
行

っ
た

。
翌

日
ガ

ス
の

臭
気

を
感

じ
た

の
で

点
火

ラ
イ

タ
ー

に
火

を
付

け
近

づ
け

た
と

こ
ろ

機
器

側
接

続
部

に
火

が
着

い
た

と
の

こ
と

。

金
属

可
と

う
管

不
明

金
属

可
と

う
管

不
明

13
A

10
7

20
22

/
11

/1
5
*

埼
玉

さ
い

た
ま

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
導

管
事

業
者

に
、

こ
ん

ろ
清

掃
後

の
点

火
確

認
時

、
ガ

ス
栓

用
継

手
部

よ
り

火
が

上
が

っ
て

い
た

た
め

濡
れ

雑
巾

に
て

消
火

し
た

と
の

通
報

が
あ

り
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
迅

速
継

手
が

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
に

よ
る

こ
ん

ろ
清

掃
時

、
迅

速
継

ぎ
手

を
取

外
し

た
際

に
内

部
に

異
物

が
入

り
込

み
、

ガ
ス

栓
と

接
続

し
た

こ
と

で
接

続
箇

所
に

隙
間

が
で

き
微

量
の

ガ
ス

漏
え

い
が

発
生

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
迅

速
継

ぎ
手

に
付

着
し

て
い

た
異

物
に

つ
い

て
は

、
ゴ

ム
製

の
様

な
物

だ
っ

た
が

何
か

は
わ

か
ら

な
か

っ
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
不

明
不

明
13

A

68



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

10
8

20
22

/
11

/1
6
*

東
京

千
代

田
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

消
防

よ
り

火
災

発
生

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

厨
房

内
の

業
務

用
中

華
レ

ン
ジ

前
面

カ
バ

ー
上

部
及

び
機

器
内

部
に

一
部

焦
げ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
機

器
二

次
側

通
路

部
の

メ
イ

ン
開

閉
コ

ッ
ク

の
固

定
用

ビ
ス

４
本

中
２

本
が

何
ら

か
の

理
由

で
脱

落
し

、
メ

イ
ン

開
閉

コ
ッ

ク
が

固
定

さ
れ

て
い

な
い

状
態

で
繰

り
返

し
開

閉
操

作
が

行
わ

れ
た

こ
と

に
よ

り
二

次
側

金
属

フ
レ

キ
管

に
干

渉
し

、
応

力
に

よ
り

亀
裂

が
生

じ
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

し
た

。
そ

の
状

態
で

使
用

し
た

こ
と

で
口

火
ま

た
は

燃
焼

炎
に

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

が
引

火
し

た
も

の
。

な
お

、
店

舗
管

理
者

に
よ

る
と

、
従

業
員

が
業

務
用

中
華

レ
ン

ジ
を

使
用

後
、

当
該

機
器

の
前

面
カ

バ
ー

上
部

よ
り

 黒
い

煙
が

見
え

た
の

で
店

舗
管

理
者

へ
伝

え
、

店
舗

管
理

者
に

て
消

火
器

で
消

火
を

行
い

、
消

防
へ

通
報

し
た

と
の

こ
と

。

業
務

用
レ

ン
ジ

（株
）マ

ル
ゼ

ン
M

R
-0

57
B

E
-H

20
13

/1
/1

13
A

10
9

20
22

/
11

/1
9
*

東
京

中
野

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

に
て

、
修

理
で

伺
っ

た
需

要
家

の
ガ

ス
こ

ん
ろ

内
部

配
線

の
一

部
が

焼
損

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
機

器
天

板
の

変
色

及
び

内
部

配
線

の
一

部
が

焼
損

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
器

具
ま

で
漏

え
い

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
煮

こ
ぼ

れ
で

炎
口

が
塞

が
れ

る
な

ど
し

て
機

器
内

部
に

燃
焼

炎
が

繰
り

返
し

入
り

込
み

、
左

バ
ー

ナ
ー

の
高

圧
コ

ー
ド

を
焼

損
さ

せ
た

。
そ

の
影

響
で

点
火

電
極

か
ら

外
れ

て
し

ま
い

、
メ

イ
ン

ノ
ズ

ル
付

近
で

ス
パ

ー
ク

す
る

状
態

と
な

り
、

繰
り

返
し

点
火

操
作

を
お

こ
な

っ
た

こ
と

に
よ

り
未

燃
ガ

ス
が

機
器

内
部

に
滞

留
し

、
点

火
時

の
ス

パ
ー

ク
が

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

11
月

14
日

、
当

該
機

器
左

バ
ー

ナ
ー

で
お

湯
を

沸
か

す
た

め
に

点
火

操
作

を
し

た
が

点
火

し
な

い
た

め
、

繰
り

返
し

点
火

操
作

を
お

こ
な

っ
た

と
こ

ろ
、

天
板

が
変

色
し

て
き

た
た

め
使

用
を

中
止

し
、

修
理

依
頼

を
し

た
と

の
こ

と
。

家
庭

用
レ

ン
ジ

リ
ン

ナ
イ

（株
）

U
R

G
-6

55
T
S
-L

20
13

/1
1/

1
13

A

11
0

20
22

/
11

/2
3
*

東
京

足
立

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
宅

の
訪

問
者

よ
り

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

に
接

続
し

て
あ

る
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
よ

り
火

が
出

た
と

の
連

絡
が

あ
り

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
側

面
及

び
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
、

ＩＨ
コ

ン
ロ

電
源

コ
ー

ド
の

焦
げ

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

下
に

敷
い

て
あ

る
ア

ル
ミ

シ
ー

ト
が

溶
け

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

ガ
ス

栓
ま

で
漏

え
い

は
な

い
も

の
の

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

か
ら

漏
え

い
が

あ
っ

た
。

原
因

は
、

需
要

家
が

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

際
に

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

が
ガ

ス
こ

ん
ろ

の
五

徳
の

脇
を

通
っ

て
い

た
こ

と
で

熱
影

響
に

よ
り

ソ
フ

ト
コ

ー
ド

が
焼

損
し

、
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

ガ
ス

こ
ん

ろ
を

使
用

し
た

た
め

、
燃

焼
炎

が
漏

出
し

た
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
訪

問
者

に
よ

る
と

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
が

焦
げ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

も
の

の
お

湯
を

沸
か

す
た

め
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
使

用
し

た
と

こ
ろ

、
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
に

火
が

着
い

た
の

で
手

で
あ

お
い

で
消

し
た

と
の

こ
と

。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
な

し
）

不
明

不
明

不
明

13
A

11
1

20
22

/
11

/
24

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

店
舗

管
理

者
よ

り
、

業
務

用
レ

ン
ジ

の
点

火
ツ

マ
ミ

か
ら

火
が

出
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
機

器
点

火
ツ

マ
ミ

付
近

の
前

面
パ

ネ
ル

の
熔

解
及

び
店

舗
管

理
者

の
衣

服
の

一
部

焼
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

機
器

内
部

左
バ

ー
ナ

ー
の

器
具

栓
部

品
が

点
火

操
作

時
に

破
損

し
閉

止
部

分
が

ず
れ

た
こ

と
で

、
機

器
内

部
に

未
燃

ガ
ス

が
漏

出
し

滞
留

す
る

状
態

と
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

使
用

し
た

こ
と

で
燃

焼
炎

が
末

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
な

お
、

店
舗

管
理

者
に

よ
る

と
、

当
該

機
器

に
て

味
噌

汁
を

温
め

て
い

た
と

こ
ろ

、
点

火
ツ

マ
ミ

付
近

か
ら

火
が

出
て

き
て

衣
服

に
燃

え
移

り
手

で
煽

り
消

火
し

た
後

、
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

て
当

該
機

器
の

火
を

消
し

た
と

の
こ

と
。

業
務

用
レ

ン
ジ

不
明

不
明

不
明

13
A

11
2

20
2
2/

1
1/

2
8*

東
京

西
東

京
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

協
力

企
業

よ
り

、
機

器
点

検
で

お
伺

い
し

た
需

要
家

宅
に

て
、

ガ
ス

コ
ー

ド
の

一
部

に
焼

損
が

あ
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
コ

ー
ド

の
ガ

ス
栓

側
ソ

ケ
ッ

ト
の

一
部

に
焦

げ
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
い

が
、

ガ
ス

コ
ー

ド
の

ガ
ス

栓
側

ソ
ケ

ッ
ト

に
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
ガ

ス
コ

ー
ド

の
長

期
間

使
用

に
よ

る
ガ

ス
栓

側
ソ

ケ
ッ

ト
内

部
へ

の
多

量
の

異
物

混
入

及
び

、
シ

ー
ル

部
品

へ
の

異
物

付
着

に
よ

り
ソ

ケ
ッ

ト
か

ら
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

に
な

っ
た

。
そ

の
状

態
で

、
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
使

用
し

た
為

、
燃

焼
炎

が
未

燃
ガ

ス
に

引
火

し
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
1か

月
ほ

ど
前

に
ガ

ス
フ

ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

を
台

所
の

ガ
ス

栓
に

接
続

し
使

用
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

付
近

か
ら

ガ
ス

の
臭

気
を

感
じ

て
い

た
が

、
気

の
せ

い
だ

と
思

い
そ

の
ま

ま
使

用
し

て
い

た
。

そ
の

状
態

で
ガ

ス
こ

ん
ろ

を
使

用
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
栓

付
近

か
ら

火
が

出
た

為
、

水
を

か
け

て
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

ガ
ス

コ
ー

ド
日

東
工

器
（株

）
ガ

ス
コ

ー
ド

（Ｓ
型

）
19

98
/5

/1
13

A

69



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

11
3

20
2
2/

1
1/

2
8*

東
京

練
馬

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
修

理
で

伺
っ

た
需

要
家

宅
の

給
湯

器
が

変
形

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
 R

F
式

給
湯

機
の

ﾌ
ﾛ
ﾝ
ﾄｶ

ﾊ
ﾞｰ

が
変

形
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、

当
該

機
器

内
部

の
ガ

ス
・水

通
路

部
に

漏
え

い
は

な
く
、

点
火

 ・
火

移
り

性
能

、
燃

焼
状

態
に

お
い

て
異

常
は

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

外
壁

塗
装

工
事

に
伴

う
養

生
に

よ
り

、
当

該
機

器
の

排
気

口
が

閉
塞

さ
れ

、
こ

の
状

態
で

着
火

動
作

を
繰

り
返

す
こ

と
に

よ
り

、
機

器
内

に
末

燃
焼

ガ
ス

が
滞

留
し

、
そ

の
滞

留
し

た
未

燃
焼

ガ
ス

に
着

火
動

作
時

の
ス

パ
ー

ク
が

引
火

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
11

月
1日

か
ら

家
の

外
壁

塗
装

工
事

を
お

こ
な

っ
て

い
る

が
、

使
用

中
に

大
き

な
音

等
が

し
た

こ
と

も
な

く
、

変
形

に
つ

い
て

も
指

摘
さ

れ
る

ま
で

気
が

付
か

な
か

っ
た

と
の

こ
と

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）長

府
製

作
所

G
K
-1

60
0K

19
94

/1
1/

1
13

A

11
4

20
2
2/

1
1/

3
0*

東
京

目
黒

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
導

管
事

業
者

に
、

コ
ン

ロ
の

ゴ
ム

管
焦

げ
た

、
熱

影
響

あ
り

、
周

辺
物

損
な

し
。

ガ
ス

栓
開

け
る

と
臭

う
と

の
通

報
を

受
け

、
導

管
事

業
者

が
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ゴ

ム
管

用
ソ

ケ
ッ

ト
が

一
部

溶
け

て
い

た
。

導
管

事
業

者
に

よ
る

調
査

の
結

果
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

と
ガ

ス
栓

用
プ

ラ
グ

の
接

続
部

に
て

ガ
ス

漏
え

い
が

あ
っ

た
。

原
因

は
、

一
口

コ
ン

ロ
の

位
置

が
奥

側
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

ゴ
ム

管
用

ソ
ケ

ッ
ト

及
び

ガ
ス

栓
用

プ
ラ

グ
に

応
力

が
か

か
り

、
接

続
部

か
ら

漏
れ

が
発

生
、

そ
の

状
態

で
一

口
コ

ン
ロ

使
用

時
の

ス
パ

ー
ク

も
し

く
は

燃
焼

炎
に

よ
り

着
火

し
た

も
の

と
推

定
。

ゴ
ム

管
（
迅

速
継

手
あ

り
）

不
明

不
明

不
明

13
A

11
5

20
2
2/

1
2/

6
東

京
江

東
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

協
力

企
業

よ
り

、
機

器
修

理
で

お
伺

い
し

た
需

要
家

の
R

F
給

湯
暖

房
機

の
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

が
変

形
し

て
い

る
と

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

機
器

の
フ

ロ
ン

ト
カ

バ
ー

が
変

形
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
機

器
の

給
排

気
部

が
何

ら
か

の
要

因
に

よ
り

一
時

的
に

閉
塞

さ
れ

る
状

態
と

な
っ

た
。

そ
の

状
態

で
点

火
動

作
が

繰
り

返
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
機

器
内

部
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
し

、
点

火
動

作
時

の
ス

パ
ー

ク
が

滞
留

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

朝
、

床
暖

房
を

使
用

す
る

為
、

リ
モ

コ
ン

を
操

作
し

た
と

こ
ろ

、
リ

モ
コ

ン
よ

り
警

報
音

が
嗚

り
、

床
暖

房
が

使
用

で
き

な
く
な

っ
た

為
、

修
理

依
頼

し
た

と
の

こ
と

。
変

形
に

つ
い

て
は

、
修

理
作

業
員

に
指

摘
さ

れ
る

ま
で

気
づ

か
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

（株
）

A
T
-

28
01

A
C

S
S
W

3Q
-H

20
05

/4
/1

13
A

11
6

20
2
2/

1
2/

1
4*

東
京

北
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

R
F
式

給
湯

器
か

ら
火

が
出

て
消

火
器

に
て

消
火

し
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
機

器
本

体
カ

バ
ー

の
変

色
及

び
建

物
外

壁
の

一
部

焦
げ

、
給

湯
配

管
、

ガ
ス

フ
レ

キ
管

の
被

覆
が

一
部

熔
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
,消

防
に

て
機

器
を

回
収

し
後

日
調

査
予

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
当

該
機

器
は

以
前

か
ら

お
湯

が
出

た
り

出
な

か
っ

た
り

し
て

い
た

と
の

こ
と

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ノ

ー
リ

ツ
G

Q
-1

61
R

19
92

/9
/1

13
A

11
7

2
02

2
/1

2
/1

5
千

葉
市

川
市

漏
え

い
着

火
0

0
1

消
防

よ
り

こ
ん

ろ
周

辺
で

火
が

出
た

と
の

通
報

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
需

要
家

の
女

性
 1

名
が

火
傷

を
負

い
病

院
へ

搬
送

さ
れ

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
需

要
家

が
ガ

ス
台

一
体

型
オ

ー
ブ

ン
に

設
置

さ
れ

て
い

た
家

庭
用

こ
ん

ろ
を

清
掃

の
た

め
動

か
そ

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

こ
ん

ろ
側

接
続

部
か

ら
ソ

フ
ト

コ
ー

ド
が

外
れ

て
ガ

ス
が

漏
出

し
、

衣
服

の
静

電
気

に
よ

り
着

火
し

た
も

の
と

推
定

。
負

傷
者

：1
名

（軽
傷

）
ゴ

ム
管

（
迅

速
継

手
な

し
）

不
明

9.
5m

m
 ソ

フ
ト

コ
ー

ド
不

明
13

A

70



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

11
8

20
2
2/

1
2/

1
5*

茨
城

牛
久

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

未
使

用
時

に
警

報
器

鳴
動

の
連

絡
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

こ
ん

ろ
の

漏
え

い
及

び
内

部
に

焦
げ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
修

理
作

業
に

伴
い

、
機

器
の

部
品

を
交

換
し

た
際

、
ガ

ス
通

路
部

と
器

具
栓

部
品

と
の

接
続

部
分

に
パ

ッ
キ

ン
取

付
を

失
念

し
た

た
め

、
接

続
部

よ
り

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

点
火

操
作

時
の

ス
パ

ー
ク

が
引

火
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
当

日
9時

ご
ろ

か
ら

協
力

企
業

に
よ

る
修

理
が

行
わ

れ
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

た
め

、
協

力
企

業
作

業
員

に
問

診
し

た
と

こ
ろ

、
部

品
交

換
後

、
漏

え
い

検
査

を
行

っ
た

後
に

点
火

し
た

と
こ

ろ
機

器
内

部
か

ら
煙

が
上

が
っ

た
た

め
、

後
日

再
度

部
品

交
換

を
行

う
予

定
だ

っ
た

と
の

こ
と

。

家
庭

用
レ

ン
ジ

（株
）パ

ロ
マ

IC
-3

60
W

A
-R

20
15

/1
1/

1
13

A

11
9

2
02

2
/1

2
/1

6
鹿

児
島

鹿
児

島
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

消
防

よ
り

、
こ

ん
ろ

使
用

に
伴

う
火

災
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
こ

ん
ろ

の
左

バ
ー

ナ
ー

点
火

操
作

ボ
タ

ン
が

焼
損

し
、

落
下

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
の

漏
え

い
検

査
に

異
常

は
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
コ

ン
ロ

を
分

解
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
バ

ル
ブ

が
焼

損
し

て
お

り
、

ス
ピ

ン
ド

ル
か

ら
の

漏
え

い
と

推
測

さ
れ

る
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
左

側
バ

ー
ナ

ー
に

鍋
を

置
き

点
火

し
、

 5
分

後
ほ

ど
経

っ
て

様
子

を
見

る
と

、
点

火
操

作
ボ

タ
ン

の
と

こ
ろ

よ
り

火
が

出
て

い
た

為
、

水
を

か
け

て
消

火
し

、
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

た
と

の
こ

と
。

家
庭

用
レ

ン
ジ

リ
ン

ナ
イ

（株
）

R
B

G
-3

0A
3

19
93

/5
/1

13
A

12
0

20
2
2/

1
2/

1
6*

千
葉

千
葉

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

よ
り

、
機

器
点

検
に

訪
問

し
た

需
要

家
の

給
湯

器
が

変
形

し
て

い
る

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
レ

ン
ジ

フ
ー

ド
一

体
型

F
F
式

給
湯

器
の

フ
ロ

ン
ト

カ
バ

ー
及

び
ケ

ー
シ

ン
グ

が
変

形
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

か
ら

器
具

栓
ま

で
に

漏
え

い
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

要
因

に
よ

り
排

気
口

が
閉

塞
さ

れ
た

こ
と

、
も

し
く
は

元
電

磁
弁

が
一

時
的

な
閉

弁
遅

れ
と

な
っ

た
こ

と
で

燃
焼

室
内

に
末

燃
ガ

ス
が

滞
留

し
、

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

あ
る

い
は

バ
ー

ナ
一

部
に

残
っ

た
燃

焼
炎

が
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

当
該

機
器

使
用

中
に

大
き

な
音

も
す

る
こ

と
な

く
、

異
常

は
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。

瞬
間

湯
沸

器
（
小

型
）

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

（株
）

G
W

-5
R

H
5F

20
02

/9
/1

13
A

12
1

20
2
2/

1
2/

1
8*

東
京

立
川

市
漏

え
い

着
火

0
0

1

需
要

家
よ

り
導

管
事

業
者

に
、

給
湯

器
よ

り
火

が
出

た
、

消
火

済
み

と
の

通
報

が
あ

り
、

導
管

事
業

者
に

て
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
B

F
式

風
呂

釜
の

焼
損

及
び

変
形

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
需

要
家

本
人

が
左

手
中

指
に

切
り

傷
お

よ
び

煤
と

煙
を

吸
っ

て
い

る
た

め
病

院
に

搬
送

さ
れ

た
。

何
ら

か
の

原
因

で
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
、

風
呂

釜
の

火
が

引
火

し
、

火
災

と
な

っ
た

も
の

と
思

わ
れ

る
が

、
風

呂
釜

及
び

接
続

具
は

焼
損

し
て

お
り

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
箇

所
は

特
定

で
き

て
お

ら
ず

、
後

日
、

消
防

、
機

器
メ

ー
カ

ー
に

よ
る

機
器

調
査

を
実

施
予

定
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

、
20

時
過

ぎ
に

風
呂

釜
で

追
い

炊
き

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

火
災

警
報

器
が

鳴
動

し
、

浴
室

の
風

呂
釜

下
部

及
び

側
面

か
ら

炎
が

上
が

っ
て

い
た

た
め

、
需

要
家

に
て

絨
毯

で
消

火
し

た
と

の
こ

と
。

負
傷

者
：1

名
（軽

傷
）

風
呂

釜
（株

）ガ
ス

タ
ー

Ｓ
Ｒ

‐１
３

５
Ｓ

Ｎ
20

05
/1

0/
1

13
A

12
2

20
2
2/

1
2/

2
0*

大
阪

大
阪

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
「給

湯
暖

房
機

の
使

用
中

に
エ

ラ
ー

表
示

が
出

て
、

お
湯

が
出

な
く
な

っ
た

。
浴

室
内

で
ガ

ス
の

に
お

い
が

す
る

気
が

し
た

」と
の

内
容

を
受

付
け

訪
問

。
灯

内
内

管
漏

え
い

検
査

に
つ

い
て

、
異

常
は

無
か

っ
た

が
、

給
湯

暖
房

機
の

前
板

が
一

部
変

形
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
給

湯
暖

房
機

の
排

気
筒

先
端

へ
誤

っ
て

防
火

ダ
ン

パ
ー

（ガ
ス

機
器

排
気

箇
へ

の
取

り
付

け
禁

止
分

）を
取

り
付

け
た

こ
と

に
よ

り
、

機
器

使
用

時
に

お
け

る
排

気
の

熱
で

ダ
ン

パ
ー

が
作

動
し

排
気

閉
塞

が
発

生
。

そ
の

状
態

で
使

用
し

た
こ

と
で

点
火

動
作

の
際

に
、

機
器

内
に

未
燃

ガ
ス

が
滞

留
し

一
気

に
燃

焼
、

異
常

着
火

と
な

り
、

機
器

本
体

の
前

板
変

形
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

「本
日

、
給

湯
暖

房
機

を
使

用
し

て
い

た
ら

大
き

な
音

が
し

た
。

マ
ン

シ
ョ

ン
の

外
壁

工
事

な
ど

ガ
ス

機
器

を
養

生
閉

塞
す

る
よ

う
な

工
事

は
行

わ
れ

て
お

ら
ず

、
変

形
し

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は

知
ら

な
か

っ
た

」と
の

こ
と

。
ま

た
、

防
火

ダ
ン

パ
ー

の
施

工
業

者
に

よ
る

と
、

給
湯

暖
房

機
の

排
気

筒
先

端
部

に
あ

る
ガ

ラ
リ

の
取

り
替

え
工

事
を

行
っ

た
が

、
取

り
付

け
予

定
の

ガ
ラ

リ
が

納
期

遅
れ

と
な

っ
た

関
係

で
入

手
が

出
来

ず
、

保
有

し
て

い
た

在
庫

品
の

中
か

ら
誤

っ
て

防
火

ダ
ン

パ
ー

を
取

り
付

け
て

し
ま

い
、

今
回

の
事

象
が

発
生

し
た

と
の

こ
と

。

瞬
間

湯
沸

器
（
大

型
）

（株
）ハ

ー
マ

ン
Y
G

24
67

R
M

20
15

/1
/1

13
A

71



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
（
＊

は
覚

知
年

月
日

）
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

機
種

メ
ー

カ
ー

形
式

製
造

年
月

ガ
ス 種

12
3

20
2
2/

1
2/

2
1*

兵
庫

西
宮

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
「台

所
の

コ
ン

ロ
内

部
か

ら
火

が
見

え
た

。
ガ

ス
漏

え
い

調
査

を
希

望
」と

の
内

容
を

受
付

け
訪

問
。

ビ
ル

ト
イ

ン
コ

ン
ロ

が
一

部
焼

損
し

、
消

火
器

が
噴

霧
さ

れ
た

状
態

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

灯
内

内
管

漏
え

い
検

査
に

つ
い

て
は

、
ビ

ル
ト

イ
ン

コ
ン

ロ
部

分
で

ガ
ス

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
使

用
中

の
煮

こ
ぼ

れ
が

ビ
ル

ト
イ

ン
コ

ン
ロ

の
機

器
内

部
底

面
へ

多
量

に
溜

ま
っ

た
こ

と
で

、
付

近
に

あ
る

ガ
ス

一
次

配
管

が
腐

食
し

ガ
ス

が
漏

え
い

し
、

ビ
ル

ト
イ

ン
コ

ン
ロ

使
用

時
の

火
が

引
火

し
た

こ
と

で
、

機
器

本
体

の
一

部
焼

損
に

至
っ

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

、
需

要
家

に
よ

る
と

「深
夜

 2
時

頃
に

コ
ン

ロ
の

グ
リ

ル
に

て
調

理
を

実
施

。
今

朝
 9

時
半

頃
に

コ
ン

ロ
を

確
認

す
る

と
、

熱
く
な

っ
て

お
り

、
コ

ン
ロ

内
部

か
ら

火
が

出
て

い
る

の
が

見
え

た
た

め
、

自
身

で
消

火
器

を
噴

霧
し

て
消

火
し

た
」と

の
こ

と
。

家
庭

用
レ

ン
ジ

（株
）パ

ロ
マ

P
K
D

-3
51

-L
20

02
/7

/1
13

A

12
4

20
2
2/

1
2/

2
3*

広
島

呉
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
が

屋
外

式
風

呂
釜

を
使

用
中

に
異

臭
を

感
じ

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

屋
外

式
風

呂
釜

よ
り

出
火

し
た

と
の

入
電

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

屋
外

式
風

呂
釜

の
焼

損
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

内
管

漏
え

い
検

査
の

結
果

、
配

管
か

ら
の

漏
れ

は
無

く
、

屋
外

式
風

呂
釜

よ
り

ガ
ス

漏
れ

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
ガ

バ
ナ

の
ダ

イ
ヤ

フ
ラ

ム
に

亀
裂

が
生

じ
た

こ
と

に
よ

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
燃

焼
時

に
バ

ー
ナ

ー
の

炎
に

よ
っ

て
引

火
し

た
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

な
お

、
当

該
機

器
は

 2
00

7年
 4

月
 1

9日
か

ら
リ

コ
ー

ル
を

実
施

し
て

い
る

が
、

当
該

需
要

家
は

未
対

応
で

あ
っ

た
。

風
呂

釜
（株

）オ
カ

キ
ン

O
K
-B

R
-L

E
不

明
13

A

12
5

2
02

2
/1

2
/2

5
長

崎
佐

世
保

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
ガ

ス
機

器
使

用
中

に
炎

が
で

た
と

の
連

絡
が

あ
り

出
動

し
た

。
調

査
の

結
果

、
当

該
機

器
か

ら
微

量
の

漏
え

い
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
灯

内
内

管
及

び
ガ

ス
栓

の
ガ

ス
漏

え
い

は
な

し
。

 ま
た

、
当

該
機

器
内

部
配

線
部

の
一

部
焼

損
と

機
器

外
面

側
面

部
の

一
部

焦
げ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

機
器

が
設

置
後

 2
0年

以
上

経
過

し
て

お
り

、
日

々
の

点
火

作
業

等
の

振
動

に
よ

り
、

機
器

接
続

部
の

ビ
ス

が
緩

み
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
風

呂
釜

（株
）ノ

ー
リ

ツ
Ｇ

Ｂ
Ｓ

－
６

Ｅ
20

01
/7

/1
13

A

12
6

2
02

2
/1

2
/2

7
東

京
足

立
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
よ

り
小

型
湯

沸
器

の
ガ

ス
接

続
部

よ
り

火
が

出
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
小

型
湯

沸
器

の
接

続
口

に
巻

い
て

あ
る

テ
ー

プ
及

び
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

施
工

者
名

記
入

シ
ー

ル
の

一
部

焦
げ

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
栓

ま
で

漏
え

い
は

な
い

が
、

小
型

湯
沸

器
と

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
接

続
部

に
漏

え
い

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
需

要
家

が
小

型
湯

沸
器

の
交

換
作

業
を

お
こ

な
っ

た
際

、
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

を
再

使
用

し
た

こ
と

、
及

び
パ

ッ
キ

ン
を

未
取

り
付

け
で

接
続

し
た

こ
と

で
、

器
具

側
接

続
部

か
ら

微
最

の
未

燃
ガ

ス
が

漏
出

す
る

状
態

と
な

り
、

点
火

時
の

ス
パ

ー
ク

も
し

く
は

燃
焼

炎
が

漏
出

し
た

未
燃

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
、

小
型

湯
沸

器
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

購
入

し
、

 以
前

使
用

し
て

い
た

小
型

湯
沸

器
の

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
を

再
利

用
し

接
続

を
行

っ
た

。
 翌

日
、

朝
に

小
型

湯
沸

器
を

点
火

を
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
接

続
部

に
火

が
着

い
た

た
め

、
ガ

ス
栓

を
閉

め
て

消
火

し
た

。
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

を
接

続
し

て
か

ら
使

用
す

る
ま

で
ガ

ス
栓

は
開

い
て

い
た

が
、

ガ
ス

臭
気

は
感

じ
な

か
っ

た
と

の
こ

と
。

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
不

明
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

不
明

13
A

12
7

2
02

2
/1

2
/3

0
千

葉
浦

安
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

消
防

よ
り

業
務

用
湯

沸
器

周
辺

で
火

が
出

た
と

の
通

報
を

受
け

訪
問

し
た

と
こ

ろ
、

業
務

用
湯

沸
器

に
一

部
焼

損
が

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
の

漏
え

い
検

査
に

異
常

は
な

い
が

、
業

務
用

湯
沸

器
の

強
化

ガ
ス

ホ
ー

ス
接

続
部

に
漏

え
い

箇
所

が
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
強

化
ガ

ス
ホ

ー
ス

接
続

の
経

年
劣

化
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
な

お
、

需
要

家
に

よ
る

と
衣

服
を

取
り

に
当

該
湯

沸
器

が
設

置
さ

れ
た

部
屋

へ
入

室
し

た
際

、
焦

げ
る

臭
い

に
気

づ
き

、
当

該
湯

沸
器

の
下

部
及

び
側

面
よ

り
火

が
見

え
た

た
め

、
お

客
さ

ま
自

ら
消

火
器

に
よ

り
消

火
し

、
消

防
に

通
報

し
た

と
の

こ
と

。
そ

の
他

湯
沸

器
（
株

）サ
ン

キ
工

作
所

S
R

H
Ⅱ

-1
00

S
S
F
E
M

20
06

/3
/1

13
A

72



 4
.1

0
  

2
0
2
2
年

製
造

段
階

事
故

概
要

整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
原

因
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

設
備

区
分

ガ
ス

種

1
20

22
/1

/8
長

野
北

安
曇

郡
松

川
村

製
・ガ

ス
切

れ
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

風
呂

釜
点

火
操

作
後

、
給

湯
を

使
用

し
た

際
に

音
が

し
て

、
風

呂
釜

本
体

の
正

面
カ

バ
ー

ね
じ

が
外

れ
た

の
で

使
用

を
控

え
元

栓
を

停
止

し
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
風

呂
釜

水
抜

き
線

が
外

れ
、

本
体

正
面

に
ケ

ー
シ

ン
グ

変
形

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
漏

え
い

検
査

で
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
。

原
因

に
つ

い
て

は
、

メ
ー

カ
ー

で
風

呂
釜

を
回

収
し

調
査

中
の

た
め

不
明

。

ガ
ス

発
生

設
備

L
P

G

2
20

22
/1

/9
新

潟
新

潟
市

自
然

現
象

（落
雷

）
0

0
0

製
造

所
近

傍
に

落
雷

が
あ

り
製

造
所

が
緊

急
停

止
し

た
。

落
雷

に
よ

り
損

傷
し

た
制

御
監

視
装

置
内

の
機

器
を

修
理

す
る

間
、

製
造

支
障

と
な

っ
た

。
な

お
、

、
同

一
エ

リ
ア

内
の

他
の

製
造

所
の

製
造

量
を

増
量

す
る

こ
と

で
当

該
製

造
所

の
停

止
に

よ
る

減
少

分
を

補
え

た
こ

と
か

ら
、

損
傷

箇
所

の
修

理
を

優
先

し
た

た
め

製
造

再
開

ま
で

12
 時

間
31

分
を

要
し

た
も

の
。

原
因

は
、

落
雷

に
よ

る
サ

ー
ジ

電
流

が
屋

外
配

線
か

ら
侵

入
し

制
御

監
視

装
置

内
の

デ
ー

タ
入

出
力

カ
ー

ド
や

ヒ
ュ

ー
ズ

、
リ

レ
ー

等
が

損
傷

し
た

こ
と

に
よ

り
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
作

動
し

た
も

の
。

ガ
ス

発
生

設
備

13
A

3
20

22
/3

/1
6

福
島

相
馬

郡
新

地
町

自
然

現
象

（地
震

）
0

0
0

3月
16

日
23

時
36

分
に

地
震

（震
度

6弱
）が

発
生

し
、

23
時

37
分

に
導

管
送

ガ
ス

お
よ

び
発

電
向

け
送

ガ
ス

が
緊

急
停

止
し

た
。

津
波

注
意

報
が

解
除

さ
れ

た
の

ち
、

現
場

確
認

を
開

始
し

、
特

別
高

圧
変

圧
器

の
異

常
表

示
、

気
化

器
に

L
N

G
を

送
出

す
る

セ
カ

ン
ダ

リ
ー

ポ
ン

プ
と

配
管

の
基

礎
間

の
不

等
沈

下
等

が
確

認
さ

れ
た

。
応

急
措

置
等

を
行

い
、

各
設

備
の

健
全

性
を

確
認

し
た

の
ち

、
翌

日
18

時
00

分
に

導
管

向
け

送
ガ

ス
を

開
始

し
、

発
電

向
け

送
ガ

ス
は

準
備

完
了

状
態

と
な

っ
た

。
（製

造
支

障
時

間
：1

8時
間

23
分

）
原

因
は

、
地

震
発

生
に

よ
る

特
別

高
圧

受
電

の
停

電
に

よ
り

、
導

管
送

ガ
ス

お
よ

び
発

電
向

け
送

ガ
ス

が
緊

急
停

止
し

、
健

全
性

の
確

認
及

び
復

旧
に

時
間

を
要

し
た

。

ガ
ス

発
生

設
備

4
20

22
/1

1/
2

静
岡

静
岡

市
ガ

ス
工

作
物

の
誤

操
作

0
0

0

付
近

住
人

か
ら

、
特

定
製

造
所

に
て

ホ
ー

ス
の

破
裂

音
が

し
て

水
蒸

気
の

よ
う

な
も

の
が

出
て

い
る

と
の

連
絡

が
あ

り
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
特

定
製

造
所

内
ス

ト
レ

ー
ジ

タ
ン

ク
の

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

受
入

用
ホ

ー
ス

に
亀

裂
が

入
り

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

前
日

に
実

施
し

た
ス

ト
レ

ー
ジ

タ
ン

ク
へ

の
ガ

ス
充

填
後

、
受

入
用

ホ
ー

ス
の

ス
ト

レ
ー

ジ
タ

ン
ク

側
バ

ル
ブ

を
閉

に
し

た
こ

と
に

よ
り

ホ
ー

ス
内

が
液

封
状

態
と

な
り

、
当

日
気

温
が

上
昇

し
た

こ
と

に
よ

り
液

封
状

態
の

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

が
液

膨
張

を
起

こ
し

ホ
ー

ス
に

亀
裂

が
入

っ
た

も
の

と
推

定
。

な
お

、
受

入
用

ホ
ー

ス
内

の
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
が

漏
え

い
し

き
っ

た
こ

と
に

よ
り

漏
え

い
は

停
止

し
た

。
交

通
規

制
：4

0分
間

ガ
ス

発
生

設
備

L
P

G
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整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
原

因
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

設
備

区
分

ガ
ス

種

5
20

22
/1

2/
21

香
川

高
松

市
製

・ガ
ス

切
れ

0
0

0

需
要

家
か

ら
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
連

絡
が

あ
り

、
出

動
。

現
地

到
着

後
、

ボ
ン

ベ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

供
給

圧
力

 0
kP

a、
50

kg
型

サ
イ

フ
ォ

ン
容

器
 4

0本
 2

系
列

全
て

空
の

状
態

に
な

っ
て

お
り

、
供

給
支

障
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

、
点

検
者

の
定

期
巡

視
に

お
い

て
、

自
動

切
替

装
置

の
錘

が
落

ち
た

こ
と

の
み

で
残

量
確

認
し

て
お

り
、

使
用

側
と

予
備

側
の

ガ
ス

ボ
ン

ベ
内

の
残

枇
確

認
を

行
う

た
め

に
、

ガ
ス

ボ
ン

ベ
を

揺
す

る
等

の
確

認
方

法
が

点
検

者
の

知
識

と
理

解
不

足
に

よ
り

、
行

っ
て

い
な

か
っ

た
。

そ
の

た
め

、
予

備
側

の
ガ

ス
ボ

ン
ベ

内
の

ガ
ス

残
量

も
少

な
か

っ
た

こ
と

に
、

気
づ

か
ず

12
月

 2
1日

夜
に

ガ
ス

切
れ

が
発

生
し

た
も

の
。

供
給

支
障

件
数

：1
39

戸
供

給
支

障
時

間
：4

4分
間

ガ
ス

発
生

設
備

L
P

G

6
20

22
/1

2/
25

埼
玉

入
間

郡
三

芳
町

製
・ガ

ス
切

れ
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

が
出

な
い

と
の

通
報

を
受

け
、

特
定

製
造

所
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

全
て

の
バ

ル
ク

容
器

の
残

ガ
ス

量
が

少
な

く
な

っ
て

い
た

こ
と

か
ら

、
供

給
圧

力
が

低
下

し
供

給
支

障
が

発
生

し
た

も
の

。
原

因
は

、
配

送
管

理
ミ

ス
に

よ
る

。
12

月
6日

（月
）１

時
05

分
に

復
旧

済
み

。
供

給
支

障
件

数
：3

22
戸

供
給

支
障

時
間

：2
時

間
30

分
ガ

ス
発

生
設

備
L
P

G

74



 4
.1

1
  

2
0
2
2
年

供
給

段
階

事
故

概
要

整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
20

2
2/

1
/3

東
京

港
区

交
通

困
難

0
0

0

通
行

人
よ

り
道

路
上

に
て

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
建

物
敷

地
内

に
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
50

m
m

) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

灯
外

内
管

か
ら

、
何

ら
か

の
理

由
に

よ
り

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

漏
え

い
箇

所
の

特
定

が
出

来
な

い
（掘

削
不

可
）た

め
、

漏
え

い
に

至
る

原
因

は
不

明
。

交
通

規
制

：3
5分

間
灯

外
内

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
20

2
2/

1
/6

東
京

北
区

交
通

困
難

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

風
呂

釜
点

火
操

作
後

、
給

湯
を

使
用

し
た

際
に

音
が

し
て

、
風

呂
釜

本
体

の
正

面
カ

バ
ー

ね
じ

が
外

れ
た

の
で

使
用

を
控

え
元

栓
を

停
止

し
た

と
の

連
絡

を
受

け
訪

問
し

た
と

こ
ろ

、
風

呂
釜

水
抜

き
線

が
外

れ
、

本
体

正
面

に
ケ

ー
シ

ン
グ

変
形

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
漏

え
い

検
査

で
異

常
が

な
い

こ
と

を
確

認
。

原
因

に
つ

い
て

は
、

メ
ー

カ
ー

で
風

呂
釜

を
回

収
し

調
査

中
の

た
め

不
明

。

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

3
20

2
2/

1
/7

東
京

町
田

市
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
「作

業
中

に
ガ

ス
の

臭
気

が
す

る
た

め
、

ガ
ス

管
を

傷
つ

け
た

か
も

し
れ

な
い

」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（
白

管
：
 2

5
m

m
)

か
ら

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

が
経

年
劣

化
に

よ
り

腐
食

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
漏

え
い

箇
所

上
流

側
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：3

0分
間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

4
20

2
2/

1
/8

東
京

豊
島

区
交

通
困

難
0

0
0

近
隣

住
民

か
ら

、
「裏

の
ア

パ
ー

ト
の

ガ
ス

警
報

器
が

1時
間

く
ら

い
鳴

動
し

て
い

る
」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

建
物

2階
の

不
在

宅
よ

り
ガ

ス
警

報
器

が
作

動
し

て
お

り
、

ド
ア

隙
間

部
よ

り
ガ

ス
濃

度
反

応
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（
白

管
：
 3

2
m

m
) 
の

継
手

か
ら

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

の
継

手
が

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
。

漏
え

い
箇

所
の

取
替

工
事

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

05
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

5
20

2
2/

1
/8

山
形

酒
田

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
か

ら
、

コ
ン

ロ
使

用
時

に
ガ

ス
爆

発
し

た
と

の
通

報
が

あ
り

出
動

し
状

況
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

需
要

家
で

爆
発

事
故

の
痕

跡
が

確
認

さ
れ

た
。

隣
り

の
敷

地
で

解
体

工
事

中
に

灯
外

内
管

を
重

機
で

引
っ

か
け

、
以

前
使

用
し

て
い

た
共

同
内

管
が

当
該

需
要

家
の

敷
地

内
で

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
漏

え
い

し
た

ガ
ス

は
、

下
水

管
付

近
を

通
じ

て
当

該
需

要
家

建
物

に
入

り
込

み
、

ガ
ス

コ
ン

ロ
の

着
火

に
よ

り
、

シ
ン

ク
下

収
納

ボ
ッ

ク
ス

内
で

爆
発

し
、

内
壁

な
ど

を
破

損
し

た
と

推
定

。
原

因
は

、
不

使
用

内
管

に
関

す
る

埋
設

表
示

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

及
び

事
前

に
協

議
が

な
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

。
灯

外
内

管
鋼

管
無

敷
地

内
13

A

75



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

6
20

2
2/

1
/1

0
愛

知
江

南
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

消
防

よ
り

道
路

上
で

ガ
ス

臭
が

す
る

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
汚

水
圧

送
ポ

ン
プ

の
制

御
盤

の
扉

が
破

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
調

査
の

結
果

、
汚

水
マ

ン
ホ

ー
ル

内
及

び
汚

水
圧

送
ポ

ン
プ

用
制

御
盤

の
電

線
防

護
管

内
で

微
小

の
ガ

ス
反

応
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

ガ
ス

爆
発

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
原

因
は

、
本

支
管

の
継

手
部

の
腐

食
孔

か
ら

漏
え

い
し

た
ガ

ス
が

、
汚

水
マ

ン
ホ

ー
ル

内
に

侵
入

し
、

マ
ン

ホ
ー

ル
内

か
ら

電
線

防
護

管
を

伝
わ

っ
て

、
電

柱
に

設
置

し
て

あ
る

汚
水

圧
送

ポ
ン

プ
用

制
御

盤
内

部
に

滞
留

し
、

制
御

盤
内

部
の

電
気

設
備

が
何

ら
か

の
要

因
で

着
火

源
と

な
り

、
引

火
し

た
と

推
定

。
本

支
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

7
20

2
2/

1
/1

1
福

岡
飯

塚
市

供
給

支
障

0
0

0

団
地

の
駐

車
場

に
お

い
て

、
照

明
の

電
源

ケ
ー

ブ
ル

の
支

持
物

（
ポ

ー
ル

）
を

重
機

に
て

撤
去

中
、

誤
っ

て
本

支
管

（Ｐ
Ｅ

管
）を

損
傷

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

70
戸

の
供

給
支

障
が

発
生

し
た

も
の

。
原

因
は

、
他

工
事

業
者

か
ら

の
連

絡
も

な
く
、

事
前

協
議

が
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

た
め

、
本

支
管

の
位

置
も

把
握

し
な

い
ま

ま
、

掘
削

作
業

を
行

っ
た

た
め

。
供

給
支

障
件

数
：7

0戸
供

給
支

障
時

間
：2

時
間

07
分

本
支

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

無
敷

地
内

L
P

G

8
20

2
2/

1
/1

4
東

京
多

摩
市

供
給

支
障

0
0

0

協
力

企
業

員
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
サ

ン
ド

プ
ラ

ス
ト

に
よ

る
供

給
支

障
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

水
道

給
水

管
か

ら
の

漏
水

に
よ

る
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

に
よ

り
、

近
接

し
て

埋
設

さ
れ

て
い

た
低

圧
本

管
(1

50
m

m
：ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）に

穴
が

あ
き

、
流

入
し

た
水

道
水

が
ガ

ス
管

を
閉

塞
し

た
た

め
、

供
給

支
障

と
な

っ
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：3

70
戸

供
給

支
障

時
間

：2
4時

間
18

分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

9
20

2
2/

1
/1

5
京

都
京

都
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

ガ
ス

臭
気

あ
り

と
の

通
報

で
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
側

溝
付

近
に

て
検

知
反

応
お

よ
び

ガ
ス

臭
気

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

等
に

よ
り

、
灯

外
内

管
 (
32

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
に

て
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

。
当

該
管

は
不

使
用

管
の

た
め

、
道

路
面

に
て

プ
ラ

グ
止

め
し

復
旧

完
了

済
。

交
通

規
制

：2
時

間
38

分
灯

外
内

管
被

覆
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

10
20

2
2/

1
/1

6
兵

庫
神

戸
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

需
要

家
か

ら
「車

が
飛

び
込

み
ガ

ス
管

を
破

損
し

た
。

噴
出

音
と

ガ
ス

臭
気

が
あ

る
」
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

灯
外

内
管

 （
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
)か

ら
の

ガ
ス

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

飛
込

に
よ

る
灯

外
内

管
の

破
損

。
当

該
管

は
不

使
用

管
の

た
め

、
本

管
面

で
プ

ラ
グ

止
め

し
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：2
名

避
難

時
間

：2
0分

間
交

通
規

制
：2

0分
間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

76



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

11
20

2
2/

1
/1

7
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

テ
ナ

ン
ト

ビ
ル

従
業

員
よ

り
「店

内
で

ガ
ス

臭
気

が
す

る
。

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

店
内

ト
イ

レ
で

臭
気

及
び

ガ
ス

を
検

知
し

ゲ
ー

ジ
テ

ス
ト

の
結

果
、

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
灯

内
内

管
 (
20

m
m

亜
鉛

引
き

鋼
管

：
架

空
）
か

ら
の

漏
え

い
と

推
定

。
配

管
工

事
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：約
20

名
程

度
避

難
時

間
：1

時
間

06
分

交
通

規
制

：1
時

間
06

分

灯
内

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

12
20

2
2/

1
/1

9
兵

庫
神

戸
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

需
要

家
か

ら
「更

地
で

音
が

す
る

ぐ
ら

い
ガ

ス
漏

れ
が

し
て

い
る

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

敷
地

内
埋

設
の

不
使

用
灯

外
内

管
 (
32

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
）管

体
部

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

灯
外

内
管

（立
管

部
）に

何
ら

か
の

外
力

が
加

わ
り

、
埋

設
部

分
の

灯
外

内
管

管
体

部
が

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

当
該

管
は

不
使

用
管

の
た

め
、

支
管

面
で

プ
ラ

グ
止

め
し

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：1

0名
避

難
時

間
：3

5分
間

交
通

規
制

：3
5分

間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

13
20

2
2/

1
/1

9
大

阪
枚

方
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

需
要

家
か

ら
、

「2
～

3日
前

よ
り

玄
関

を
出

た
道

路
面

に
て

ガ
ス

臭
気

が
す

る
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

道
路

面
に

て
ガ

ス
臭

気
が

あ
り

、
掘

削
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
中

圧
本

管
 (
1
5
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

）管
体

部
に

破
損

 (
5～

10
m

m
程

度
の

穴
）を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
水

道
引

込
管

か
ら

の
漏

水
に

て
発

生
し

た
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

で
、

中
圧

本
管

 が
破

損
し

た
も

の
。

避
難

人
数

：1
世

帯
 1

名
避

難
時

間
：1

時
間

20
分

交
通

規
制

：5
時

間
24

分

本
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

14
20

2
2/

1
/1

9
兵

庫
伊

丹
市

供
給

支
障

0
0

0

設
備

工
事

業
者

よ
り

、
「建

物
内

排
水

工
事

中
に

ガ
ス

管
を

チ
ッ

パ
ー

で
破

損
し

た
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
 (
50

m
m

塩
化

ビ
ニ

ル
ラ

イ
ニ

ン
鋼

管
）の

破
損

を
確

認
し

た
。

保
安

確
保

の
た

め
サ

ー
ビ

ス
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
と

に
よ

り
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
敷

地
内

は
つ

り
工

事
中

に
誤

っ
て

チ
ッ

パ
ー

に
て

灯
外

内
管

を
破

損
し

た
も

の
と

推
定

。
破

損
箇

所
の

一
部

取
替

修
繕

を
完

了
。

供
給

支
障

件
数

：7
6戸

供
給

支
障

時
間

：7
時

間
41

分

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
無

敷
地

内
13

A

15
20

2
2/

1
/1

9
広

島
広

島
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

、
ガ

ス
臭

が
あ

る
と

の
通

報
を

受
け

て
出

動
。

た
だ

ち
に

、
道

路
掘

削
を

行
な

い
ガ

ス
漏

え
い

箇
所

を
特

定
し

た
た

め
、

テ
ー

プ
巻

き
に

て
仮

手
当

を
実

施
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
白

ガ
ス

管
ネ

ジ
接

合
部

が
折

損
し

た
も

の
と

推
定

。
交

通
規

制
：5

8分
間

支
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

16
20

2
2/

1
/2

0
東

京
府

中
市

交
通

困
難

0
0

0

道
路

除
草

作
業

者
か

ら
歩

道
と

電
線

共
同

溝
付

近
よ

り
ガ

ス
臭

気
あ

り
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

低
圧

支
管

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

支
管

(5
0m

m
：ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
）の

経
年

劣
化

に
よ

る
管

体
及

び
継

手
部

腐
食

漏
え

い
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
交

通
規

制
： 

3時
間

55
分

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

77



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

17
20

2
2/

1
/2

0
愛

知
名

古
屋

市
供

給
支

障
0

0
0

マ
ン

シ
ョ

ン
構

内
の

排
水

工
事

に
て

、
1階

共
用

廊
下

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
斫

り
作

業
時

に
、

灯
外

内
管

を
損

傷
。

漏
え

い
し

た
ガ

ス
を

停
止

す
る

た
め

、
引

込
管

ガ
ス

遮
断

装
置

を
閉

止
し

、
同

マ
ン

シ
ョ

ン
の

4
0
 戸

が
供

給
停

止
と

な
っ

た
も

の
。

原
因

は
、

他
工

事
業

者
が

斫
り

場
所

に
ガ

ス
管

が
無

い
と

思
い

込
ん

で
お

り
、

事
前

の
照

会
を

実
施

し
な

い
ま

ま
作

業
を

行
っ

た
た

め
、

ガ
ス

管
の

損
傷

に
至

っ
た

。
損

傷
箇

所
入

替
修

理
済

み
。

供
給

支
障

件
数

：4
0戸

供
給

支
障

時
間

：5
時

間
05

分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

18
20

2
2/

1
/2

3
大

阪
箕

面
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

「道
路

付
近

で
臭

気
。

」で
受

付
け

出
動

し
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

の
結

果
、

道
路

と
敷

地
の

境
界

付
近

で
ガ

ス
を

検
知

し
た

。
灯

外
内

管
部

の
漏

え
 い

検
査

を
実

施
し

た
結

果
、

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

。
原

因
は

、
灯

外
内

管
 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）に

当
時

使
用

し
て

い
た

メ
カ

ニ
カ

ル
継

手
部

の
経

年
劣

化
等

に
よ

る
ガ

ス
漏

え
い

と
推

定
。

供
給

管
で

キ
ャ

ッ
プ

止
め

に
て

修
繕

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

18
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

19
20

2
2/

1
/2

3
京

都
京

都
市

交
通

困
難

0
0

0

協
力

工
事

会
社

よ
り

「交
差

点
付

近
を

水
道

工
事

中
舗

装
カ

ッ
タ

ー
で

ガ
ス

菅
破

損
し

た
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
と

ガ
ス

を
検

知
。

掘
削

調
査

し
た

結
果

、
本

管
 (
1
0
0
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

）管
体

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

水
道

工
事

業
者

が
舗

装
カ

ッ
タ

一
切

り
作

業
中

に
、

本
管

を
誤

っ
て

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

破
損

箇
所

を
ス

ト
ラ

プ
ク

ラ
ン

プ
巻

に
て

修
繕

し
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：4

時
間

19
分

本
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

有
道

路
13

A

20
20

2
2/

1
/2

4
京

都
京

都
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

「道
路

に
て

ガ
ス

の
臭

い
が

す
る

。
」で

受
付

け
出

動
し

掘
削

調
査

の
結

果
、

支
管

 (
5
0
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
 ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

）継
手

部
か

ら
 の

亀
裂

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
支

管
継

手
部

に
亀

裂
が

生
じ

、
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
。

金
属

テ
ー

プ
シ

ー
ル

エ
法

に
て

修
繕

し
、

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：3

世
帯

 7
人

避
難

時
間

：3
時

間
 1

8分
交

通
規

制
：3

時
間

 1
8分

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

21
20

2
2/

1
/2

6
大

阪
泉

大
津

市
交

通
困

難
0

0
0

定
期

保
安

点
検

者
よ

り
「道

路
復

旧
跡

で
臭

気
及

び
検

知
反

応
あ

り
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
敷

地
内

及
び

道
路

汚
水

マ
ン

ホ
ー

ル
に

て
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
供

給
管

 (
2
5
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

）の
管

体
部

腐
食

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

供
給

管
 の

腐
食

漏
え

い
。

不
使

用
管

に
つ

き
、

本
管

面
に

て
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

43
分

供
給

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

22
20

2
2/

1
/2

6
京

都
京

都
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

、
「道

路
面

で
ガ

ス
臭

気
が

す
る

」で
受

付
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
道

路
面

側
溝

際
に

て
ガ

ス
臭

気
及

び
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
 (
25

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
）
管

体
部

及
び

継
手

部
の

腐
食

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
腐

食
漏

え
い

と
推

定
。

漏
え

い
箇

所
切

断
し

、
一

部
配

管
取

替
え

復
旧

済
。

交
通

規
制

：2
時

間
10

分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

78



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

23
20

2
2/

1
/2

7
千

葉
千

葉
市

漏
え

い
着

火
0

0
2

建
物

解
体

に
伴

い
、

官
民

境
界

で
ガ

ス
管

切
断

プ
ラ

グ
止

め
作

業
を

行
う

際
、

灯
外

内
管

の
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
（2

5ｍ
ｍ

）の
継

手
部

を
切

断
す

る
た

め
電

動
工

具
（セ

イ
バ

ー
ソ

ー
）
を

使
用

し
た

と
こ

ろ
、

漏
出

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

、
当

該
作

業
を

行
っ

て
い

た
協

力
会

社
の

作
業

員
2
名

が
火

傷
（
Ⅰ

度
熱

傷
）
を

負
っ

た
。

原
因

は
、

活
管

状
態

で
手

動
パ

イ
プ

カ
ッ

タ
ー

に
よ

る
切

断
が

、
支

障
物

に
よ

り
施

工
で

き
な

か
っ

た
が

、
ガ

ス
事

業
者

に
施

工
方

法
の

変
更

に
つ

い
て

、
連

絡
・協

議
せ

ず
、

作
業

者
の

判
断

で
電

動
工

具
（
セ

イ
バ

ー
ソ

ー
）を

使
用

し
た

こ
と

か
ら

着
火

負
傷

に
至

っ
た

も
の

。
負

傷
者

：2
名

（軽
傷

）

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

24
20

2
2/

1
/2

7
鹿

児
島

鹿
児

島
市

避
難

0
0

0

消
防

よ
り

外
壁

塗
装

工
事

中
の

現
場

に
て

ガ
ス

臭
あ

り
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
50

A
の

土
間

立
上

り
部

ネ
ジ

山
の

腐
食

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

被
覆

鋼
管

と
エ

ル
ボ

(S
G

P
)の

接
合

部
の

テ
ー

プ
巻

き
箇

所
が

経
年

劣
化

に
よ

り
テ

ー
プ

が
剥

離
し

、
腐

食
が

進
行

し
て

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
。

漏
え

い
部

ガ
ス

管
取

替
本

修
理

完
了

。
避

難
人

数
：2

2名
避

難
時

間
：1

時
間

24
分

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

25
20

2
2/

1
/2

8
東

京
葛

飾
区

交
通

困
難

0
0

0

水
道

工
事

の
施

工
者

か
ら

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

中
圧

本
管

が
損

傷
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

水
道

工
事

施
工

者
が

不
明

管
を

撤
去

し
た

後
、

当
初

の
計

画
と

異
な

る
位

置
を

掘
削

し
、

露
出

し
た

中
圧

本
管

分
岐

部
(4

00
X
15

0m
m

：ｱ
ｽ

ﾌ
ｧ
ﾙ

ﾄｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

被
覆

鋼
管

）
を

不
明

管
と

誤
認

し
、

電
動

工
具

で
切

断
中

に
ガ

ス
が

漏
出

し
た

も
の

。
計

画
変

更
後

の
照

会
は

な
か

っ
た

。
外

面
修

理
テ

ー
プ

巻
き

に
て

応
急

修
理

完
了

。
交

通
規

制
： 

3時
間

12
分

本
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

有
道

路
13

A

26
20

2
2/

1
/2

8
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

警
察

よ
り

「交
通

事
故

に
よ

り
車

が
メ

ー
タ

ー
に

飛
込

み
臭

気
あ

り
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
メ

ー
タ

ー
上

流
、

及
び

メ
ー

タ
ー

ガ
ス

栓
下

流
の

灯
内

内
管

（2
0m

m
亜

鉛
引

き
鋼

管
：
架

空
部

）
 の

ね
じ

部
に

お
け

る
破

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
交

差
点

内
で

の
出

会
い

頭
に

よ
る

交
通

事
故

に
よ

る
車

両
飛

込
に

て
灯

内
内

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

破
損

箇
所

上
流

側
の

供
給

管
に

て
切

断
・プ

ラ
グ

止
め

行
い

、
修

繕
完

了
。

避
難

人
数

：2
名

避
難

時
間

：5
2分

間
交

通
規

制
：5

2分
間

灯
内

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

27
20

2
2/

2
/3

大
阪

大
阪

市
避

難
0

0
0

1F
店

舗
従

業
員

よ
り

「屋
外

メ
ー

タ
ー

付
近

で
臭

気
あ

り
。

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

臭
気

と
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
 (
80

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
継

手
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
灯

外
内

管
継

手
漏

え
い

と
推

定
。

継
手

増
締

め
に

て
、

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：従

業
員

14
名

（顧
客

の
避

難
人

数
は

不
明

）
避

難
時

間
：2

時
間

15
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

79



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

28
20

2
2/

2
/4

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

協
力

工
事

会
社

よ
り

、
「水

道
工

事
中

に
カ

ッ
タ

ー
切

り
に

て
ガ

ス
管

を
破

損
。

ガ
ス

噴
出

中
で

ガ
ス

臭
気

あ
り

。
」で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
及

び
噴

出
音

を
確

認
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

供
給

管
 (
5
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）継
手

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

水
道

工
事

業
者

が
、

カ
ッ

タ
一

切
り

に
て

供
給

管
を

破
損

し
た

も
の

。
不

使
用

管
に

つ
き

、
道

路
面

に
て

プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
05

分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

有
道

路
13

A

29
20

2
2/

2
/4

福
岡

福
岡

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

飲
食

店
で

開
店

の
準

備
中

、
店

舗
内

の
ガ

ス
機

器
(鋳

物
コ

ン
ロ

)に
点

火
し

た
と

こ
ろ

爆
発

し
た

と
の

通
報

が
入

り
、

ガ
ス

事
業

者
が

調
査

し
た

結
果

、
店

舗
内

の
灯

内
内

管
(露

出
部

)か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

に
よ

り
腐

食
し

た
ガ

ス
管

（白
ガ

ス
管

：1
5m

m
）か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
コ

ン
ロ

の
着

火
操

作
が

着
火

源
と

な
り

爆
発

し
た

も
の

と
推

定
。

灯
内

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

30
20

2
2/

2
/5

神
奈

川
横

須
賀

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

か
ら

、
乗

用
車

2台
の

交
通

事
故

に
よ

り
事

故
車

両
が

ガ
ス

管
に

衝
突

し
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

車
両

が
住

宅
1階

駐
車

場
の

鉄
骨

柱
背

面
に

設
置

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

ガ
ス

管
に

衝
突

し
た

こ
と

で
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

上
流

側
立

ち
上

が
り

直
近

の
接

続
部

及
び

メ
ー

タ
ー

ガ
ス

栓
直

下
の

接
続

部
（被

覆
鋼

管
： 

25
m

m
)が

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

建
物

付
近

を
当

該
車

両
が

走
行

中
、

わ
き

見
運

転
の

車
両

に
側

面
か

ら
衝

突
さ

れ
、

そ
の

弾
み

で
ガ

ス
管

に
衝

突
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

の
取

替
工

事
を

完
了

。
交

通
規

制
：5

0分
間

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

31
20

2
2/

2
/7

東
京

新
宿

区
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
「工

事
中

に
着

火
し

た
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
解

体
工

事
業

者
が

戸
建

て
改

修
工

事
に

伴
う

解
体

作
業

中
に

ガ
ス

管
（白

管
： 

25
m

m
) 
を

損
傷

し
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

作
業

範
囲

内
に

ガ
ス

管
が

配
管

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

作
業

員
は

認
識

し
て

い
た

が
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

が
外

さ
れ

て
い

た
こ

と
（休

止
状

態
）等

か
ら

ガ
ス

が
通

じ
て

い
な

い
残

置
管

で
あ

る
と

思
い

込
み

、
ガ

ス
事

業
者

へ
事

前
照

会
を

行
う

こ
と

な
く
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
漏

出
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

た
も

の
。

損
傷

箇
所

上
流

側
で

の
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
00

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

32
20

2
2/

2
/7

大
阪

貝
塚

市
交

通
困

難
0

0
0

下
水

工
事

会
社

よ
り

、
「工

事
中

に
ガ

ス
管

を
破

損
。

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

供
給

管
 (
2
5
m

m
塩

化
ピ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）管

体
ね

じ
部

の
破

損
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

下
水

工
事

業
者

が
、

掘
削

機
に

て
掘

削
中

に
供

給
管

を
破

損
し

た
も

の
と

推
定

。
破

損
箇

所
の

配
管

工
事

を
行

い
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
29

分
供

給
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
有

道
路

13
A

33
20

2
2/

2
/7

大
阪

茨
木

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
「工

事
中

に
引

込
み

管
を

掘
削

機
で

破
損

し
た

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

敷
地

内
汚

水
桝

で
ガ

ス
を

検
知

。
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
 (
25

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
）
継

手
部

破
損

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
門

柱
工

事
業

者
が

敷
地

側
溝

付
近

コ
ン

ク
リ

ー
ト

部
を

チ
ッ

パ
ー

で
研

り
作

業
中

、
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
 。

当
該

他
工

事
施

工
会

社
か

ら
の

事
前

協
議

等
な

し
。

破
損

箇
所

の
配

管
工

事
を

行
 い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
7分

間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

80



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

34
20

2
2/

2
/7

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

建
築

工
事

会
社

よ
り

、
「工

事
中

に
ア

イ
オ

ン
で

ガ
ス

管
を

破
損

。
臭

気
大

。
」
で

受
け

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

臭
気

が
あ

り
灯

外
内

管
 (
50

m
m

塩
化

ビ
ニ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

）
管

体
の

破
損

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

施
工

し
た

結
果

、
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
破

損
箇

所
上

流
側

で
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

17
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
有

敷
地

内
13

A

35
20

2
2/

2
/7

北
海

道
札

幌
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

需
要

家
よ

り
「屋

根
か

ら
の

落
雪

後
、

メ
ー

タ
ー

付
近

で
ガ

ス
臭

い
気

が
す

る
」
と

の
入

電
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

宅
内

に
て

ガ
ス

濃
度

を
検

知
し

た
た

め
、

住
人

1名
の

避
難

誘
導

を
実

施
。

ま
た

、
消

防
に

て
付

近
道

路
の

交
通

規
制

を
実

施
。

原
因

は
、

建
物

貫
通

後
の

隠
ぺ

い
配

管
（継

手
部

）に
、

屋
根

か
ら

の
落

雪
お

よ
び

積
雪

荷
重

に
よ

る
外

力
が

加
わ

り
ガ

ス
管

が
損

傷
し

、
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

避
難

人
数

：1
名

避
難

時
間

：不
明

交
通

規
制

：5
5分

間

灯
外

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

36
20

2
2/

2
/8

東
京

北
区

漏
え

い
着

火
・交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
解

体
現

場
で

ガ
ス

管
を

折
損

し
着

火
あ

り
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
建

物
の

解
体

に
伴

う
ブ

ロ
ッ

ク
塀

解
体

作
業

中
に

、
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（
白

管
：
 2

5
m

m
)を

電
動

工
具

に
て

損
傷

し
た

際
に

着
火

し
、

濡
れ

タ
オ

ル
を

被
せ

て
消

火
済

み
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

業
者

の
作

業
員

が
、

地
境

撤
去

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

当
該

敷
地

内
に

ガ
ス

管
は

な
い

も
の

と
思

い
込

み
、

灯
外

内
管

が
ブ

ロ
ッ

ク
塀

解
体

作
業

範
囲

に
出

て
き

た
が

、
ブ

ロ
ッ

ク
塀

の
補

強
材

と
誤

認
し

電
動

工
具

に
て

作
業

を
行

っ
た

結
果

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

の
取

替
工

事
を

完
了

。
交

通
規

制
：2

1分
間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

37
20

2
2/

2
/9

愛
知

蒲
郡

市
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

0
0

0

他
工

事
業

者
よ

り
、

電
話

管
路

敷
設

中
に

バ
ッ

ク
ホ

ー
で

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
引

火
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
他

工
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
を

指
示

し
、

掘
削

時
に

は
立

会
い

が
必

要
な

旨
を

伝
え

て
あ

っ
た

が
、

未
連

絡
で

掘
削

工
事

を
実

施
し

た
。

加
え

て
、

標
識

シ
ー

ト
を

認
識

し
て

い
た

に
も

関
わ

ら
ず

手
掘

り
で

の
確

認
を

怠
り

、
バ

ッ
ク

ホ
ー

に
よ

る
掘

削
を

継
続

し
た

た
め

。
交

通
規

制
：2

時
間

20
分

本
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
有

道
路

13
A

38
20

2
2/

2
/1

3
大

阪
富

田
林

市
避

難
0

0
0

消
防

か
ら

「集
合

住
宅

住
人

よ
り

建
物

共
用

部
で

ガ
ス

臭
気

あ
り

と
の

通
報

」
で

受
付

け
出

動
。

集
合

住
宅

共
用

部
に

て
ガ

ス
臭

気
が

あ
り

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

 (
40

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
の

継
手

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

等
に

よ
る

灯
外

内
管

の
継

手
部

漏
え

い
と

推
定

。
継

手
締

め
直

し
に

よ
り

、
修

繕
完

了
。

避
難

人
数

： 
6名

避
難

時
間

：4
7分

間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

81



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

39
20

2
2/

2
/1

4
群

馬
高

崎
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

ガ
ス

事
業

者
作

業
員

か
ら

、
解

体
工

事
現

場
で

ガ
ス

管
を

抜
か

れ
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
： 

25
m

m
)付

近
の

埋
設

物
を

重
機

で
動

か
し

た
際

、
供

給
管

（被
覆

鋼
管

： 
25

m
m

)が
引

っ
張

ら
れ

た
こ

と
で

損
傷

し
、

接
続

部
か

ら
ガ

ス
が

漏
出

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
社

員
の

立
会

い
時

に
、

灯
外

内
管

付
近

に
大

き
な

石
が

見
え

た
た

め
重

機
作

業
の

停
止

を
指

示
し

た
。

手
掘

り
に

よ
る

作
業

が
必

要
と

判
断

し
、

ガ
ス

事
業

者
作

業
員

が
車

両
に

工
具

を
取

り
に

行
き

現
場

へ
戻

っ
た

と
こ

ろ
、

解
体

工
事

業
者

は
作

業
時

間
短

縮
の

た
め

独
自

判
断

で
重

機
に

よ
る

掘
削

を
再

開
し

、
供

給
管

継
手

部
を

損
傷

さ
せ

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
支

管
上

で
の

切
断

措
置

完
了

。
避

難
人

数
：6

名
避

難
時

間
：2

3分
間

交
通

規
制

：2
3分

間

供
給

管
被

覆
鋼

管
有

敷
地

内
13

A

40
20

2
2/

2
/1

4
東

京
新

宿
区

供
給

支
障

0
0

0

協
力

企
業

員
よ

り
「マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
復

帰
作

業
中

、
隣

の
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
も

作
動

し
、

供
給

圧
力

に
あ

お
り

が
あ

る
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

を
行

っ
た

結
果

、
ガ

ス
管

内
へ

の
差

水
に

よ
る

供
給

支
障

で
あ

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
過

去
に

発
生

し
た

差
水

の
残

留
水

が
、

ピ
ー

ク
期

に
お

け
る

ガ
ス

の
流

れ
等

何
ら

か
の

理
由

に
よ

っ
て

、
本

管
(1

00
m

m
：ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）お

よ
び

供
給

管
(7

5
m

m
:ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）
の

管
内

を
移

動
・

滞
留

し
、

供
給

支
障

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

当
該

地
区

は
20

21
年

8月
（2

02
1関

東
11

3）
に

本
管

へ
の

差
水

に
よ

る
供

給
支

障
が

発
生

し
て

い
た

。
供

給
支

障
件

数
：5

8戸
供

給
支

障
時

間
：8

時
間

3分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

41
20

2
2/

2
/1

5
東

京
多

摩
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

需
要

家
か

ら
、

屋
内

で
ガ

ス
臭

い
、

帰
宅

途
中

の
道

路
上

で
も

ガ
ス

の
臭

い
を

感
じ

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
通

報
宅

台
所

シ
ン

ク
下

の
排

水
口

貫
通

部
に

て
ガ

ス
濃

度
反

応
を

確
認

。
ま

た
、

帰
宅

経
路

上
の

新
築

工
事

現
場

に
お

い
て

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（
白

管
：
 2

5
m

m
) 
の

継
手

部
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
外

構
工

事
に

お
い

て
元

請
け

業
者

と
外

構
工

事
業

者
間

で
ガ

ス
管

位
置

情
報

の
引

継
ぎ

が
適

切
に

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

作
業

員
は

掘
削

作
業

範
囲

内
に

は
ガ

ス
管

は
な

い
も

の
と

思
い

重
機

で
作

業
し

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
上

流
側

で
の

切
断

措
置

完
了

。
避

難
人

数
：9

5名
避

難
時

間
：1

時
間

00
分

交
通

規
制

：2
時

間
21

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

42
20

2
2/

2
/1

6
東

京
北

区
交

通
困

難
0

0
0

消
防

か
ら

、
「外

で
ガ

ス
臭

い
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
の

継
手

部
（白

管
： 

25
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
の

継
手

部
が

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
。

本
管

上
で

の
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
45

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

43
20

2
2/

2
/1

7
大

阪
藤

井
寺

市
交

通
困

難
0

0
0

建
築

工
事

業
者

か
ら

「手
す

り
取

付
工

事
時

に
、

コ
ア

ド
リ

ル
（直

径
1
0
㎝

）
で

ガ
ス

管
を

破
損

。
手

当
不

可
。

」で
受

け
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
 (
40

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
）
継

手
部

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

協
議

等
行

わ
ず

に
施

工
し

た
結

果
、

灯
外

内
管

を
破

損
し

た
も

の
と

推
定

。
破

損
箇

所
を

取
替

え
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

5分
間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

82



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

44
20

2
2/

2
/1

8
東

京
世

田
谷

区
避

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
樹

木
の

撤
去

作
業

中
に

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

ブ
ロ

ッ
ク

塀
設

置
に

伴
う

樹
木

の
撤

去
作

業
中

に
、

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

： 
30

m
m

)を
電

動
工

具
に

て
損

傷
し

、
ガ

ス
が

漏
出

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

作
業

員
が

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
位

置
か

ら
樹

木
の

撤
去

作
業

付
近

に
ガ

ス
の

通
じ

て
い

る
ガ

ス
管

が
埋

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

た
も

の
の

撤
去

作
業

の
支

障
に

な
ら

な
い

と
思

い
込

み
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
の

位
置

確
認

の
照

会
を

行
う

こ
と

な
く
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
の

一
部

取
替

工
事

を
完

了
。

避
難

人
数

：2
名

避
難

時
間

：4
3分

間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

45
20

2
2/

2
/1

8
東

京
渋

谷
区

交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

の
元

請
会

社
か

ら
、

解
体

工
事

中
に

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

解
体

工
事

業
者

の
作

業
員

が
、

重
機

に
て

当
該

建
物

の
擁

壁
を

解
体

し
た

際
に

、
擁

壁
内

に
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
25

m
m

)が
損

傷
し

、
ガ

ス
が

漏
出

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

管
の

切
断

位
置

に
つ

い
て

認
識

し
て

い
た

た
め

、
ガ

ス
管

切
断

位
置

か
ら

距
離

を
と

り
擁

壁
解

体
作

業
を

行
っ

て
い

た
も

の
の

、
擁

壁
を

解
体

す
る

こ
と

で
ガ

ス
管

が
損

傷
す

る
と

は
思

わ
ず

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
連

絡
を

行
う

こ
と

な
く
重

機
に

て
解

体
作

業
を

進
め

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
上

流
側

で
の

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

20
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

46
20

2
2/

2
/2

1
北

海
道

札
幌

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

「ガ
ス

漏
れ

警
戒

」の
入

電
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

屋
外

ガ
ス

機
器

周
辺

に
て

ガ
ス

臭
気

を
確

認
し

た
た

め
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

閉
止

に
よ

り
ガ

ス
漏

え
い

を
停

止
。

ま
た

、
消

防
に

て
付

近
道

路
の

交
通

規
制

を
実

施
。

原
因

は
、

ガ
ス

管
・ガ

ス
機

器
に

例
年

よ
り

多
く
の

積
雪

に
よ

る
外

力
が

加
わ

り
、

ガ
ス

管
が

損
傷

し
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

交
通

規
制

：4
0分

間
灯

内
内

管
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

47
20

2
2/

2
/2

3
東

京
中

野
区

漏
え

い
着

火
0

0
0

舗
装

業
者

が
電

気
工

事
後

の
敷

地
内

駐
車

場
の

舗
装

工
事

時
に

カ
ッ

タ
ー

工
作

業
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
た

め
、

出
動

し
た

ガ
ス

事
業

者
が

復
旧

措
置

を
実

施
中

、
損

傷
箇

所
付

近
の

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

の
研

り
作

業
を

し
て

い
た

際
に

、
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

、
近

傍
の

水
道

給
水

管
保

護
テ

ー
プ

の
一

部
が

焼
損

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

の
作

業
員

が
、

ガ
ス

管
損

傷
箇

所
の

ガ
ス

漏
え

い
抑

制
措

置
後

の
ア

ス
フ

ァ
ル

卜
舗

装
の

研
り

作
業

に
お

い
て

、
作

業
手

順
を

理
解

し
て

い
た

も
の

の
着

火
防

止
措

置
を

失
念

し
た

た
め

、
電

動
工

具
使

用
時

に
発

生
し

た
火

花
が

着
火

源
と

な
り

、
損

傷
し

た
ガ

ス
管

か
ら

漏
出

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

の
一

部
取

替
工

事
を

完
了

。

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

48
20

2
2/

2
/2

3
岡

山
倉

敷
市

交
通

困
難

0
0

0

車
両

が
誤

っ
て

需
要

家
の

給
湯

器
・灯

内
内

管
に

衝
突

し
、

灯
内

内
管

が
折

損
し

た
た

め
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

原
因

は
、

車
両

運
転

者
が

飲
酒

運
転

を
し

て
お

り
、

運
転

操
作

を
誤

り
衝

突
し

た
も

の
。

交
通

規
制

：2
時

間
16

分
灯

内
内

管
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

83



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

49
20

2
2/

2
/2

4
千

葉
千

葉
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
ガ

ス
臭

気
現

場
へ

の
出

動
要

請
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（被
覆

鋼
管

： 
50

m
m

) 
の

継
手

部
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

が
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
管

が
埋

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

た
が

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
が

閉
栓

中
で

あ
っ

た
こ

と
等

よ
り

、
ガ

ス
が

通
じ

て
い

な
い

残
置

管
で

あ
る

と
の

認
識

か
ら

ガ
ス

事
業

者
ヘ

ガ
ス

管
の

位
置

確
認

等
の

事
前

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

重
機

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
上

流
側

で
の

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：3

8分
間

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

50
20

2
2/

2
/2

5
千

葉
船

橋
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

、
戸

建
新

築
中

の
現

場
付

近
で

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

調
査

の
結

果
、

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

た
灯

外
内

管
の

損
傷

お
よ

び
損

傷
部

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

敷
地

内
の

ガ
ス

管
（灯

外
内

管
：ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

2
5
m

m
）
が

何
ら

か
の

要
因

に
よ

り
損

傷
し

、
ガ

ス
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

。
な

お
、

事
故

発
生

日
の

数
日

前
か

ら
新

築
工

事
が

行
わ

れ
て

い
た

が
、

新
築

工
事

会
社

へ
問

診
し

た
結

果
、

当
該

ガ
ス

管
に

影
響

の
な

い
工

事
用

看
板

の
設

置
の

み
で

あ
り

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
事

実
確

認
を

得
ら

れ
な

か
っ

た
。

敷
地

内
に

て
灯

外
内

管
を

切
断

、
キ

ャ
ッ

プ
止

め
に

よ
り

ガ
ス

遮
断

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

8分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
敷

地
内

13
A

51
20

2
2/

2
/2

5
北

海
道

札
幌

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

需
要

家
よ

り
「落

雪
後

か
ら

ガ
ス

が
出

ず
、

屋
内

で
ガ

ス
臭

い
気

が
す

る
」
と

の
入

電
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

建
物

一
部

の
倒

壊
、

立
ち

上
り

部
ガ

ス
管

（継
手

部
）の

損
傷

、
お

よ
び

屋
外

で
の

ガ
ス

臭
気

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

積
雪

荷
重

に
よ

り
建

物
の

一
部

が
倒

壊
し

た
た

め
、

屋
外

ガ
ス

管
が

損
傷

し
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

。
避

難
人

数
：1

4名
避

難
時

間
：3

時
間

00
分

交
通

規
制

：3
時

間
00

分

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

52
20

2
2/

2
/2

6
北

海
道

札
幌

市
交

通
困

難
0

0
0

需
要

家
よ

り
屋

外
で

ガ
ス

漏
れ

と
の

入
電

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
破

損
及

び
灯

外
内

管
折

損
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

宅
地

内
水

道
メ

ー
タ

ー
桝

よ
り

ガ
ス

濃
度

を
検

知
し

た
。

原
因

は
、

屋
外

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

上
部

（屋
根

）に
雪

庇
が

発
生

し
気

温
上

昇
に

よ
り

落
雪

し
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
及

び
灯

外
内

管
に

ぶ
つ

か
り

折
損

漏
え

い
し

た
と

推
測

。
交

通
規

制
：3

5分
間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

L
P

G

53
20

2
2/

2
/2

7
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

「付
近

の
コ

ン
ピ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
ー

店
員

よ
り

ガ
ス

臭
気

通
報

あ
り

」
で

受
け

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

歩
道

面
で

、
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
供

給
管

 (
32

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
継

手
部

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
や

交
通

振
動

等
に

よ
り

供
給

管
 継

手
部

よ
り

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

。
一

部
取

替
え

に
て

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：2

5分
間

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

84



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

54
20

2
2/

2
/2

8
東

京
中

野
区

漏
え

い
着

火
・交

通
困

難
・避

難
0

0
0

消
防

か
ら

、
「ガ

ス
管

が
損

傷
し

、
着

火
あ

り
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
建

設
工

事
業

者
が

手
摺

の
取

り
付

け
工

事
に

伴
う

ア
ン

カ
ー

設
置

の
際

に
、

ガ
ス

管
（灯

外
内

管
継

手
部

：
白

菅
2
5
㎜

）
を

損
傷

し
、

漏
出

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
敷

地
内

の
階

段
へ

の
手

摺
設

置
工

事
に

あ
た

り
、

施
工

範
囲

内
に

ガ
ス

管
が

埋
設

さ
れ

て
い

る
と

認
識

し
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
作

業
し

た
結

果
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
灯

外
内

管
一

部
取

替
工

事
完

了
。

避
難

人
数

：3
名

避
難

時
間

：5
2分

間
交

通
規

制
：1

時
間

35
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

55
20

2
2/

2
/2

8
千

葉
山

武
郡

九
十

九
里

町

漏
え

い
着

火
・交

通
困

難
0

0
0

敷
地

内
陥

没
に

よ
る

灯
外

P
E
管

露
出

部
で

、
需

要
家

が
枯

草
を

焼
却

し
た

と
こ

ろ
、

P
E
2
5
A

管
が

溶
融

し
ガ

ス
漏

れ
が

発
生

・着
火

し
た

。
付

近
住

民
か

ら
の

連
絡

で
ガ

ス
事

業
者

が
出

動
し

土
砂

を
掛

け
消

火
・
ガ

ス
管

キ
ャ

ッ
プ

止
め

措
置

を
実

施
し

た
。

原
因

は
、

合
併

浄
化

槽
の

排
水

管
と

道
路

U
字

溝
接

続
部

の
モ

ル
タ

ル
充

填
不

足
か

ら
土

砂
流

出
に

よ
り

敷
地

内
陥

没
を

起
こ

し
埋

設
灯

外
P

E
管

が
露

出
。

P
E
管

が
露

出
し

た
陥

没
穴

で
枯

草
を

焼
却

処
分

し
た

た
め

。
交

通
規

制
：4

3分
間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
12

A

56
20

2
2/

2
/2

8
東

京
葛

飾
区

供
給

支
障

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
建

物
解

体
に

伴
う

重
機

で
の

作
業

中
に

、
ガ

ス
管

（灯
外

内
管

：被
覆

鋼
管

32
m

m
)と

水
道

管
を

損
傷

さ
せ

た
こ

と
で

、
近

隣
複

数
の

建
物

に
お

い
て

供
給

支
障

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
解

体
工

事
業

者
の

作
業

員
は

、
ガ

ス
管

表
示

杭
等

の
位

置
に

て
お

お
よ

そ
の

ガ
ス

管
の

位
置

を
確

認
し

て
は

い
た

も
の

の
、

建
物

解
体

に
伴

う
重

機
作

業
時

に
お

い
て

、
誤

っ
て

ガ
ス

管
と

水
道

管
を

損
傷

し
た

も
の

で
、

損
傷

し
た

ガ
ス

管
内

へ
同

時
に

損
傷

し
た

水
道

管
か

ら
の

水
が

流
入

し
供

給
支

障
が

発
生

し
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：1

40
戸

供
給

支
障

時
間

：1
4時

間
26

分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

57
20

2
2/

3
/1

東
京

世
田

谷
区

交
通

困
難

0
0

0

近
隣

住
民

か
ら

、
私

道
で

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
32

m
m

) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

建
物

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
か

ら
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

。
な

お
、

漏
え

い
箇

所
の

掘
削

が
で

き
な

い
（
掘

削
不

可
）
た

め
、

漏
え

い
に

至
る

原
因

は
不

明
。

漏
え

い
箇

所
上

流
側

で
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
20

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

85



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

58
20

2
2/

3
/7

東
京

青
梅

市
供

給
支

障
・

交
通

困
難

0
0

0

敷
地

内
に

て
解

体
工

事
を

施
工

中
の

作
業

員
よ

り
「境

界
に

面
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

を
取

り
壊

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

臭
気

を
認

知
し

た
」と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

周
辺

に
て

強
い

ガ
ス

臭
気

を
感

じ
る

と
共

に
、

バ
ッ

ク
ホ

ウ
に

て
押

し
倒

し
に

よ
り

解
体

中
で

あ
っ

た
当

該
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

の
下

部
付

近
よ

り
多

量
の

ガ
ス

漏
出

と
推

測
さ

れ
る

漏
出

音
を

確
認

し
た

。
な

お
、

当
該

箇
所

の
付

近
に

は
解

体
済

古
家

へ
の

灯
外

内
管

（被
覆

鋼
管

2
5
m

m
) 
が

埋
設

さ
れ

て
い

る
状

況
で

あ
っ

た
為

、
早

急
な

保
安

確
保

及
び

損
傷

箇
所

へ
の

修
復

作
業

が
必

要
と

判
断

し
、

8
箇

所
の

道
路

上
ガ

ス
遮

断
バ

ル
ブ

（本
支

管
バ

ル
ブ

）を
閉

止
し

た
事

か
ら

、
約

3.
4
km

の
区

間
に

お
け

る
供

給
停

止
及

び
21

2戸
へ

の
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
に

つ
い

て
は

、
ガ

ス
管

の
埋

設
位

置
か

ら
離

れ
た

場
所

か
ら

バ
ッ

ク
ホ

ウ
に

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

の
押

し
倒

し
を

開
始

し
た

も
の

の
、

当
該

コ
ン

ク
リ

ー
ト

壁
が

解
体

工
事

作
業

員
の

想
定

以
上

に
堅

固
か

つ
連

続
し

た
構

造
で

あ
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
壁

の
み

な
ら

ず
地

中
の

ベ
ー

ス
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ご

と
持

ち
上

が
っ

て
し

ま
っ

た
結

果
、

灯
外

内
管

部
の

継
手

に
過

大
な

応
力

が
加

わ
っ

た
こ

と
で

継
手

部
が

破
損

し
ガ

ス
が

漏
出

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
供

給
支

障
件

数
：2

12
戸

供
給

支
障

時
間

：7
時

間
5分

交
通

規
制

： 
3時

間
43

分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

59
20

2
2/

3
/7

北
海

道
小

樽
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

通
行

人
よ

り
「建

物
屋

外
の

ガ
ス

管
付

近
で

ガ
ス

臭
い

気
が

す
る

」
と

の
入

電
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

消
防

に
よ

る
周

辺
道

路
の

交
通

規
制

を
確

認
。

ま
た

、
立

ち
上

り
部

付
近

で
ガ

ス
管

（
継

手
部

）
の

損
傷

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

管
に

大
き

な
積

雪
外

力
が

加
わ

り
、

損
傷

し
漏

え
い

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
。

避
難

人
数

：3
名

避
難

時
間

：4
1分

間
交

通
規

制
：4

7分
間

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

60
20

2
2/

3
/8

大
阪

寝
屋

川
市

供
給

支
障

0
0

0

協
力

工
事

会
社

か
ら

「本
管

入
替

工
事

時
に

、
仮

カ
ッ

プ
が

外
れ

、
圧

力
損

失
に

て
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
が

2
0

件
程

度
遮

断
。

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

既
に

本
管

仮
カ

ッ
プ

を
押

し
込

み
、

応
急

措
置

済
み

。
影

響
範

囲
を

調
査

し
、

 2
13

戸
の

供
給

支
障

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

本
管

入
替

工
事

に
お

い
て

、
掘

削
作

業
の

支
障

と
な

る
た

め
、

 一
時

的
に

ガ
ス

を
止

め
る

治
具

（仮
カ

ッ
プ

）の
外

枠
（抜

止
め

）を
作

業
員

が
外

し
た

状
態

で
掘

削
機

に
て

近
傍

を
再

掘
削

し
た

際
、

内
栓

が
ず

れ
ガ

ス
が

噴
出

し
た

こ
と

に
よ

り
圧

力
降

下
が

発
生

し
供

給
支

障
と

な
っ

た
も

の
。

供
給

支
障

件
数

：2
13

戸
供

給
支

障
時

間
：6

時
間

57
分

本
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

61
20

2
2/

3
/9

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

屋
外

で
臭

気
と

の
通

報
で

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

道
路

境
界

付
近

で
ガ

ス
臭

気
が

あ
り

掘
削

調
査

の
結

果
、

支
管

 （
50

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）管

体
部

で
ガ

ス
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

や
交

通
振

動
等

に
よ

り
支

管
 の

継
手

部
よ

り
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
。

当
該

支
管

に
供

給
先

は
な

く
、

漏
え

い
を

特
定

し
た

区
間

の
上

流
側

で
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
24

分
支

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

62
20

2
2/

3
/9

北
海

道
札

幌
市

交
通

困
難

0
0

0

需
要

家
よ

り
落

雪
が

あ
り

ガ
ス

臭
が

す
る

と
の

連
絡

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
消

防
が

、
既

に
屋

外
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

閉
止

済
及

び
灯

内
内

管
の

折
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

落
雪

（雪
庇

）に
よ

り
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
及

び
灯

内
内

管
に

ぶ
つ

か
り

折
損

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

。
交

通
規

制
：1

時
間

05
分

灯
内

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

L
P

G

86



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

63
20

2
2/

3
/1

0
大

阪
枚

方
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

「車
が

ガ
ス

管
付

近
に

突
っ

込
み

臭
気

有
」で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
 (
2
5
m

m
塩

化
ビ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）根

元
の

管
体

ね
じ

部
の

折
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

衝
突

に
よ

る
灯

外
内

管
損

傷
。

配
管

工
事

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

11
分

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

64
20

2
2/

3
/1

3
東

京
杉

並
区

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
ガ

ス
臭

気
現

場
へ

の
出

動
要

請
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
需

要
家

が
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

灯
内

内
管

（フ
レ

キ
管

：2
5m

m
) 
を

根
切

り
用

工
具

に
て

損
傷

さ
せ

、
ガ

ス
が

漏
出

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
が

行
な

っ
て

い
た

植
木

の
根

切
り

作
業

付
近

に
ガ

ス
の

通
じ

た
ガ

ス
管

は
埋

設
さ

れ
て

い
な

い
と

思
い

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
有

無
及

び
位

置
確

認
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
作

業
し

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
し

た
ガ

ス
管

の
取

替
工

事
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
05

分

灯
内

内
管

フ
レ

キ
管

無
敷

地
内

13
A

65
20

2
2/

3
/1

3
宮

崎
宮

崎
市

供
給

支
障

0
0

0

需
要

家
か

ら
「マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
が

遮
断

し
、

復
帰

し
な

い
」と

の
通

報
を

受
け

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

周
辺

の
需

要
家

、
55

戸
の

ガ
ス

が
止

ま
っ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
給

水
引

込
管

が
老

朽
化

の
た

め
破

損
し

発
生

し
た

漏
水

に
よ

り
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

が
起

こ
り

、
当

該
需

要
家

の
ガ

ス
供

給
管

を
損

傷
し

、
流

入
し

た
水

が
ガ

ス
支

管
(5

0
A

) 
を

閉
塞

し
て

供
給

支
障

が
発

生
し

た
も

の
。

供
給

支
障

件
数

：5
5戸

供
給

支
障

時
間

：1
1時

間
50

分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

66
20

2
2/

3
/1

5
大

阪
枚

方
市

供
給

支
障

0
0

0

需
要

家
よ

り
ガ

ス
が

出
な

い
と

の
通

報
を

受
け

出
動

。
調

査
の

結
果

、
漏

水
修

繕
箇

所
で

支
管

 (
5
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

）の
管

体
部

が
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

に
よ

り
損

傷
し

供
給

支
障

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

水
道

給
水

管
 の

亀
裂

漏
水

に
よ

る
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

に
て

、
支

管
へ

差
し

水
が

発
生

し
た

も
の

。
破

損
箇

所
を

一
部

切
り

取
り

、
取

り
替

え
修

繕
完

了
。

供
給

支
障

件
数

：3
2戸

供
給

支
障

時
間

：1
1時

間
20

分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

67
20

2
2/

3
/1

6
大

阪
藤

井
寺

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

遺
跡

掘
削

調
査

業
者

よ
り

、
 「

遺
跡

掘
削

調
査

中
に

ガ
ス

管
破

損
。

」
 と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

臭
気

が
あ

り
、

敷
地

内
を

バ
ッ

ク
ホ

ー
に

て
掘

削
中

に
支

管
 (
5
0
m

m
ポ

リ
 エ

チ
レ

ン
管

）
を

破
損

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

連
絡

な
く
施

工
し

た
結

果
、

支
管

を
破

損
し

た
も

の
。

破
損

箇
所

の
上

流
側

で
切

断
キ

ャ
ッ

プ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：3
4名

避
難

時
間

：1
時

間
5分

交
通

規
制

：4
0分

間

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

87



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

68
20

2
2/

3
/1

6
北

海
道

札
幌

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

下
水

道
業

者
が

、
定

期
点

検
作

業
中

に
マ

ン
ホ

ー
ル

内
よ

り
ガ

ス
臭

を
感

じ
可

燃
性

ガ
ス

の
検

知
が

あ
っ

た
た

と
の

連
絡

を
受

け
出

動
。

 ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
に

て
ガ

ス
検

知
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
灯

外
内

管
（白

管
20

m
m

) 
よ

り
経

年
劣

化
に

よ
る

腐
食

で
漏

え
い

し
た

と
推

定
。

避
難

人
数

：3
名

避
難

時
間

：不
明

交
通

規
制

：3
時

間
33

分
灯

外
内

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
L
P

G

69
20

2
2/

3
/1

7
神

奈
川

横
浜

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

か
ら

「ト
ラ

ッ
ク

が
ガ

ス
管

へ
衝

突
し

た
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
車

両
が

露
出

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（被

覆
鋼

管
：2

5m
m

) 
に

衝
突

し
た

際
に

、
継

手
部

を
損

傷
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
車

両
の

運
転

手
が

当
該

需
要

家
宅

横
の

坂
道

に
駐

車
し

た
際

に
、

サ
イ

ド
プ

レ
ー

キ
の

引
き

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

、
及

び
積

載
物

の
重

量
に

よ
り

車
両

が
動

い
て

し
ま

い
、

敷
地

境
界

近
傍

よ
り

立
ち

上
が

っ
て

い
た

灯
外

内
管

に
衝

突
し

た
こ

と
で

継
手

部
よ

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
。

傷
箇

所
周

辺
の

取
替

工
事

を
完

了
。

交
通

規
制

：4
1分

間

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

70
20

2
2/

3
/1

7
東

京
小

平
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

需
要

家
か

ら
敷

地
内

で
ガ

ス
臭

い
と

い
う

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
供

給
管

接
続

部
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
低

圧
供

給
管

継
手

部
(2

5m
m

:ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

継
手

）
の

緩
み

漏
れ

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

避
難

人
数

：1
世

帯
 1

名
避

難
時

間
：1

時
間

19
分

間
交

通
規

制
：2

時
間

15
分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

71
20

2
2/

3
/2

2
兵

庫
伊

丹
市

交
通

困
難

0
0

0

需
要

家
よ

り
「使

用
が

な
く
て

も
風

呂
付

近
で

ガ
ス

臭
い

気
が

す
る

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
道

路
設

置
の

下
水

マ
ン

ホ
ー

ル
に

て
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
支

管
 (
5
0
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
） 

の
管

体
腐

食
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
 に

よ
る

支
管

 の
管

体
部

の
腐

食
漏

え
い

。
金

属
テ

ー
 プ

シ
ー

ル
巻

を
施

し
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

26
分

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

72
20

2
2/

3
/2

3
神

奈
川

横
浜

市
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
： 

20
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

ガ
ス

管
は

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

て
お

り
、

敷
地

内
で

の
他

工
事

に
よ

る
重

機
作

業
の

影
響

も
受

け
た

も
の

。
な

お
、

応
急

対
応

時
に

着
火

し
た

も
の

の
直

ち
に

消
火

し
、

そ
の

他
の

工
作

物
に

物
損

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

損
傷

箇
所

上
流

側
で

の
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：5
5分

間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

88



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

73
20

2
2/

3
/2

3
大

阪
富

田
林

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

警
察

よ
り

 「
車

両
が

側
溝

に
脱

輪
し

、
ガ

ス
管

に
接

触
し

た
。

若
干

臭
気

が
す

る
。

 」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
あ

り
。

敷
地

内
及

び
道

路
面

を
掘

削
調

査
し

た
結

果
、

灯
外

内
管

 (
2
5
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

）ね
じ

継
手

部
（管

体
部

）の
折

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
車

両
が

側
溝

に
脱

輪
し

た
こ

と
に

よ
り

側
溝

渡
り

の
供

給
管

へ
乗

り
上

げ
折

損
・
ガ

ス
漏

え
い

し
た

と
推

定
。

供
給

管
及

び
灯

外
内

管
の

一
部

を
取

替
え

、
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：2
名

避
難

時
間

：2
時

間
13

分
交

通
規

制
：3

時
間

01
分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

74
20

2
2/

3
/2

8
東

京
足

立
区

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
ガ

ス
臭

気
現

場
へ

の
出

動
要

請
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

： 
50

m
m

) 
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
確

認
し

た
。

原
因

は
、

地
盤

改
良

工
事

に
お

い
て

前
居

住
者

が
プ

ロ
パ

ン
需

要
家

だ
っ

た
こ

と
等

か
ら

作
業

範
囲

内
に

は
ガ

ス
管

は
な

い
も

の
と

思
い

込
ん

で
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
の

位
置

確
認

の
照

会
を

行
う

こ
と

な
く
作

業
し

た
結

果
、

重
機

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
上

流
側

で
の

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：5

0分
間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

75
20

2
2/

3
/2

8
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

需
要

家
よ

り
「屋

外
排

水
溝

付
近

で
臭

気
。

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

建
物

内
排

水
口

に
て

ガ
ス

を
検

知
。

敷
地

内
掘

削
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
 (
50

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
の

継
手

漏
れ

を
確

認
し

た
。

な
お

、
保

安
確

保
の

た
め

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

事
に

よ
り

1
4
戸

の
供

給
支

障
 （

保
安

閉
栓

）
が

発
生

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
灯

外
内

管
の

継
手

部
漏

え
い

と
推

定
。

継
手

締
め

直
し

に
よ

り
、

修
繕

完
了

。
交

通
規

制
：3

0分
間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

76
20

2
2/

3
/2

8
香

川
丸

亀
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

ガ
ス

B
O

X
（バ

ル
ブ

）に
て

音
が

出
て

い
る

旨
を

受
け

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

漏
出

大
の

た
め

、
区

間
バ

ル
ブ

閉
止

、
管

内
ガ

ス
減

圧
に

て
ガ

ス
漏

出
を

止
め

、
付

近
ガ

ス
反

応
な

し
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
バ

ル
ブ

と
本

管
の

フ
ラ

ン
ジ

接
続

部
ボ

ル
ト

の
経

年
劣

化
に

よ
る

締
め

付
け

不
良

に
よ

る
も

の
。

接
合

部
の

ボ
ル

ト
ナ

ッ
ト

、
パ

ッ
キ

ン
取

替
、

締
直

し
に

て
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
15

分
本

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

77
20

2
2/

4
/1

和
歌

山
和

歌
山

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

よ
り

「家
屋

解
体

中
、

立
管

根
元

付
近

を
破

損
。

手
当

て
す

る
も

臭
気

が
止

ま
ら

ず
。

」
 で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
 (
25

m
m

亜
鉛

引
き

鋼
管

） 
の

立
管

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

敷
地

内
に

て
家

屋
解

体
工

事
中

、
重

機
（破

砕
機

）に
て

破
損

し
た

も
の

と
推

定
 。

不
使

用
管

に
つ

き
破

損
箇

所
上

流
側

で
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：2

名
避

難
時

間
：1

時
間

51
分

交
通

規
制

：3
時

間
27

分

灯
外

内
管

鋼
管

有
敷

地
内

13
A

89



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

78
20

2
2/

4
/3

大
阪

大
阪

市
供

給
支

障
0

0
0

需
要

家
か

ら
「本

日
ガ

ス
が

出
な

く
な

り
復

旧
し

て
も

ら
っ

た
が

、
同

様
に

出
な

く
な

っ
た

。
隣

の
メ

ー
タ

ー
も

点
滅

し
て

い
る

。
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

通
報

宅
含

む
当

該
高

層
建

物
全

体
で

圧
力

低
下

し
て

い
る

た
め

、
引

込
管

遮
断

バ
ル

プ
を

閉
止

し
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
ま

た
、

掘
削

調
査

の
結

果
、

支
管

(8
0m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

） 
継

手
部

か
ら

 の
漏

え
い

を
 2

箇
所

確
認

し
た

。
原

因
は

、
支

管
の

経
年

劣
化

等
に

よ
る

継
手

部
漏

れ
箇

所
か

ら
管

内
に

地
下

水
が

浸
入

 ・
滞

留
し

た
こ

と
に

よ
り

供
給

支
障

が
発

生
し

た
と

推
定

。
継

手
を

増
締

め
し

修
繕

完
了

。
供

給
支

障
件

数
： 

40
戸

供
給

支
障

時
間

：1
4時

間
 5

7分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

79
20

2
2/

4
/4

神
奈

川
鎌

倉
市

供
給

支
障

0
0

0

ガ
ス

事
業

者
関

連
会

社
よ

り
「需

要
家

宅
2戸

で
圧

力
低

下
遮

断
が

発
生

し
た

」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

差
水

に
よ

る
供

給
支

障
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

低
圧

支
管

(4
0m

m
：ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ

ﾄｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

き
鋼

管
）の

管
体

腐
食

孔
よ

り
、

地
下

水
が

流
入

し
、

ガ
ス

管
内

に
滞

留
し

た
た

め
、

供
給

支
障

と
な

っ
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：1

08
戸

供
給

支
障

時
間

：1
5時

間
51

分
支

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

80
20

2
2/

4
/4

長
崎

諫
早

市
供

給
支

障
0

0
0

L
N

G
サ

テ
ラ

イ
ト

基
地

（プ
ラ

ン
ト

）で
の

計
装

空
気

用
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

の
破

損
（
固

定
ナ

ッ
ト

の
緩

み
に

よ
る

シ
リ

ン
ダ

ー
破

損
及

び
空

気
配

管
フ

レ
ア

ー
部

破
損

）に
よ

り
、

ガ
ス

製
造

プ
ラ

ン
ト

の
す

べ
て

の
自

動
弁

が
駆

動
で

き
な

く
な

り
、

プ
ラ

ン
ト

が
安

全
側

に
移

行
し

停
止

し
た

め
、

諫
早

市
の

供
給

区
域

全
域

に
ガ

ス
の

供
給

が
で

き
な

く
な

っ
た

。
ま

た
、

一
部

ガ
バ

ナ
ー

の
運

転
状

況
が

安
定

し
な

い
状

況
が

発
生

し
、

一
部

復
旧

が
遅

れ
た

。
4月

5日
12

時
頃

復
旧

完
了

。
供

給
支

障
件

数
：1

97
46

戸
そ

の
他

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

81
20

2
2/

4
/7

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

消
防

よ
り

「商
店

街
店

舗
付

近
の

屋
外

で
ガ

ス
臭

い
。

」で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

側
溝

付
近

で
ガ

ス
を

検
知

。
道

路
面

を
掘

削
調

査
し

た
結

果
、

供
給

管
 (
25

rn
rn

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

 ニ
ン

グ
鋼

管
）
の

亀
裂

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
や

交
通

振
動

等
に

よ
 り

供
給

管
バ

ル
ブ

チ
ー

ね
じ

継
手

部
よ

 り
亀

裂
漏

え
い

し
た

と
推

定
。

供
給

管
を

取
替

え
、

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：2

名
避

難
時

間
：1

時
間

40
分

交
通

規
制

：1
時

間
40

分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

82
20

2
2/

4
/8

東
京

北
区

交
通

困
難

0
0

0

警
察

か
ら

、
ガ

ス
臭

気
現

場
へ

の
出

動
要

請
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
： 

20
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

が
経

年
劣

化
に

よ
り

腐
食

し
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
。

支
管

上
で

の
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：4
0分

間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

90



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

83
20

2
2/

4
/9

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

か
ら

、
「通

行
人

よ
り

店
舗

シ
ャ

ッ
タ

ー
内

か
ら

臭
気

が
す

る
。

」
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
の

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
灯

外
内

管
の

経
年

劣
化

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
本

管
面

に
て

プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：5
9分

間
灯

外
内

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

84
20

2
2/

4
/1

2
東

京
杉

並
区

供
給

支
障

・
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
中

に
ガ

ス
臭

い
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
解

体
工

事
業

者
の

作
業

員
が

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（被

覆
鋼

管
：8

0m
m

) 
を

重
機

に
て

引
っ

掛
け

た
際

、
供

給
管

（ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
： 

75
m

m
) 
が

引
っ

張
ら

れ
、

接
続

部
が

損
傷

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

二
次

災
害

防
止

の
た

め
、

近
隣

の
一

般
集

合
建

物
の

引
込

管
ガ

ス
遮

断
装

置
、

及
ぴ

一
般

住
宅

の
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
を

閉
止

し
た

こ
と

で
計

44
戸

の
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
解

体
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
管

が
埋

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

た
が

、
供

給
管

撤
去

工
事

は
完

了
し

て
お

り
ガ

ス
の

通
じ

て
い

る
ガ

ス
管

は
な

い
と

思
い

込
ん

で
、

重
機

に
て

解
体

作
業

を
行

っ
た

結
果

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

本
管

上
で

の
切

断
措

置
完

了
。

供
給

支
障

件
数

：4
4戸

供
給

支
障

時
間

：1
時

間
39

分
交

通
規

制
2時

間
05

分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

85
20

2
2/

4
/1

3
東

京
足

立
区

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
ガ

ス
臭

気
現

場
へ

の
出

動
要

請
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
の

継
手

部
（白

管
： 

25
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

の
継

手
部

が
経

年
劣

化
に

よ
り

腐
食

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
漏

え
い

箇
所

上
流

側
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：4

5分
間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

86
20

2
2/

4
/1

3
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

建
築

工
事

会
社

よ
り

、
 「

建
物

土
間

の
ハ

ッ
リ

工
事

時
に

ガ
ス

管
を

破
損

し
引

火
し

た
。

」
で

受
付

け
出

動
。

建
築

工
事

会
社

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
た

結
果

、
「防

水
工

事
の

た
め

土
間

の
ハ

ツ
リ

時
に

、
充

電
式

デ
ィ

ス
ク

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

で
誤

っ
て

ガ
ス

管
を

切
断

し
着

火
し

た
。

」と
の

こ
と

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

施
工

し
た

結
果

、
誤

っ
て

灯
内

内
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

破
損

箇
所

上
流

側
で

切
断

・プ
ラ

グ
止

め
し

修
繕

完
了

。
交

通
規

制
：9

分
間

灯
内

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
無

敷
地

内
13

A

87
20

2
2/

4
/1

3
和

歌
山

和
歌

山
市

交
通

困
難

0
0

0

建
築

工
事

会
社

よ
 り

、
「敷

地
内

で
外

構
工

事
中

、
コ

ア
抜

き
作

業
時

に
ガ

ス
管

を
破

損
。

手
当

で
き

ず
。

」
で

受
付

け
出

動
し

掘
削

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

 (
32

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
 ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
 ：

不
使

用
管

）
の

破
損

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

施
工

し
た

結
果

、
コ

ア
ド

リ
ル

で
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
、

破
損

箇
所

上
流

側
で

切
断

 ・
プ

ラ
グ

止
め

 し
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：4

4分
間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

91



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

88
20

2
2/

4
/1

4
鹿

児
島

鹿
児

島
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

ガ
ス

管
に

車
両

が
衝

突
し

ガ
ス

が
噴

出
し

て
い

る
と

の
通

報
が

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

灯
外

内
管

20
A

の
立

上
り

部
か

ら
の

ガ
ス

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

灯
外

内
管

に
車

両
が

衝
突

し
折

損
し

た
こ

と
に

よ
る

ガ
ス

が
噴

出
し

た
も

の
。

な
お

、
接

触
車

両
は

逃
走

し
詳

細
状

況
は

不
明

。
損

傷
個

所
の

ね
じ

山
部

を
取

外
し

プ
ラ

グ
止

め
に

て
修

理
完

了
。

交
通

規
制

：3
5分

間
供

給
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

89
20

2
2/

4
/1

9
東

京
清

瀬
市

交
通

困
難

0
0

0

ガ
ス

事
業

者
職

員
が

別
の

件
名

で
現

場
に

出
動

し
付

近
の

道
路

上
の

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

低
圧

支
管

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

原
因

は
、

支
管

(5
0m

m
:ｱ

ｽ
7ァ

ル
ト

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

き
鋼

管
）の

経
年

劣
化

に
よ

る
管

体
腐

食
に

よ
る

漏
え

い
。

交
通

規
制

： 
2時

間
00

分
支

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

90
20

2
2/

4
/2

2
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

 「
付

近
住

民
か

ら
道

路
面

で
臭

気
が

す
る

。
」で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
道

路
面

で
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
供

給
管

 (
40

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
の

継
手

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

や
交

通
振

動
等

に
よ

り
供

給
管

継
手

部
よ

り
漏

え
い

し
た

と
推

定
。

継
手

を
締

め
直

し
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：4
4分

間
供

給
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

91
20

2
2/

4
/2

2
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

定
期

保
安

点
検

者
よ

り
「1

階
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
内

と
天

井
点

検
口

に
て

検
知

器
反

応
あ

り
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
及

び
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
本

管
 (
3
0
0
m

m
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）
の

継
手

漏
れ

を
確

認
し

た
。

保
安

確
保

の
た

め
引

込
管

遮
断

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

2
5
戸

を
保

安
閉

栓
実

施
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

や
交

通
振

動
等

に
よ

り
本

管
継

手
部

よ
り

漏
え

い
と

推
定

。
継

手
を

締
め

直
し

修
繕

完
了

。
避

難
人

数
：1

名
避

難
時

間
：3

時
間

49
分

交
通

規
制

：3
時

間
49

分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

92
20

2
2/

4
/2

6
東

京
江

戸
川

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

協
力

企
業

の
ガ

ス
工

事
作

業
員

か
ら

、
工

事
中

に
灯

外
内

管
よ

り
火

が
出

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
工

事
作

業
員

が
リ

フ
ォ

ー
ム

に
伴

う
灯

外
内

管
（白

管
：
2
5
m

m
) 
撤

去
の

切
断

作
業

時
に

、
切

断
作

業
箇

所
よ

り
も

上
流

側
の

埋
設

管
立

ち
上

が
り

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

、
当

該
建

物
外

壁
の

一
部

が
焼

損
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
の

ガ
ス

管
は

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

て
お

り
、

撤
去

に
伴

う
切

断
作

業
時

の
影

響
に

よ
り

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

。
な

お
、

作
業

員
に

よ
る

と
ガ

ス
管

切
断

箇
所

直
近

の
分

岐
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

パ
ー

ジ
（
減

圧
）
を

し
た

後
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

切
断

し
て

い
た

際
に

、
分

岐
バ

ル
ブ

直
下

の
埋

設
立

ち
上

が
り

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
、

電
動

工
具

か
ら

発
生

し
た

火
花

が
着

火
源

と
な

り
着

火
し

た
と

の
こ

と
。

漏
え

い
箇

所
上

流
側

で
切

断
措

置
完

了
。

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

92



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

93
20

2
2/

4
/2

8
東

京
調

布
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

解
体

工
事

会
社

か
ら

、
基

礎
解

体
作

業
を

実
施

し
て

い
た

と
こ

ろ
地

境
切

断
箇

所
よ

り
だ

い
ぶ

臭
う

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
基

礎
解

体
作

業
中

に
、

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
に

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（被

覆
鋼

管
： 

25
m

m
) 
を

、
重

機
で

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ご
と

引
っ

掛
け

た
際

、
供

給
管

（
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

： 
30

m
m

) 
が

引
っ

張
ら

れ
接

続
部

が
損

傷
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
管

が
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
周

知
し

て
い

た
が

、
解

体
工

事
業

者
内

で
の

引
き

継
ぎ

の
不

備
に

よ
り

工
事

範
囲

内
に

ガ
ス

の
通

じ
て

い
る

ガ
ス

管
は

な
い

も
の

と
思

い
込

ん
で

作
業

し
た

結
果

、
重

機
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

上
流

側
で

の
切

断
措

置
完

了
。

避
難

人
数

：2
7名

避
難

時
間

::：
18

分
間

交
通

規
制

：5
0分

間

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

94
20

2
2/

4
/3

0
千

葉
松

戸
市

交
通

困
難

0
0

0

他
工

事
施

工
者

よ
り

、
建

物
解

体
中

の
現

場
で

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

調
査

を
行

な
っ

た
と

こ
ろ

、
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
た

灯
外

内
管

の
損

壊
お

よ
び

損
壊

部
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
敷

地
内

に
お

け
る

ガ
ス

管
の

有
無

に
つ

い
て

意
識

せ
ず

に
建

物
解

体
作

業
を

実
施

し
た

結
果

、
重

機
に

て
灯

外
内

管
を

損
壊

し
た

も
の

。
当

該
他

工
事

施
工

会
社

か
ら

の
事

前
照

会
な

し
。

当
該

敷
地

内
に

て
灯

外
内

管
を

切
断

、
プ

ラ
グ

止
め

を
実

施
。

交
通

規
制

：2
8分

間
灯

外
内

管
白

ガ
ス

管
無

敷
地

内
13

A

95
20

2
2/

5
/2

埼
玉

新
座

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

近
隣

住
民

か
ら

、
「雷

が
付

近
の

家
に

落
ち

て
ガ

ス
漏

れ
し

て
い

る
」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

建
物

の
給

湯
器

付
近

に
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
内

内
管

（
フ

レ
キ

管
：
 1

0
m

m
) 
に

焼
損

跡
が

あ
り

、
そ

こ
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
、

並
び

に
外

壁
の

一
部

が
焼

損
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
事

故
発

生
日

に
発

生
し

た
雷

が
付

近
の

電
柱

に
落

ち
、

雷
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

当
該

建
物

に
配

管
さ

れ
て

い
た

ガ
ス

管
を

損
傷

し
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

も
の

。
損

傷
し

た
ガ

ス
管

の
取

替
工

事
完

了
。

灯
内

内
管

フ
レ

キ
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

96
20

2
2/

5
/6

神
奈

川
川

崎
市

交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
工

事
作

業
中

に
重

機
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（被
覆

鋼
管

： 
25

m
m

)を
重

機
に

て
引

っ
掛

け
た

際
、

供
給

管
（被

覆
鋼

管
：3

2m
m

)が
引

っ
張

ら
れ

接
続

部
が

損
傷

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

建
物

所
有

者
と

解
体

工
事

業
者

間
で

ガ
ス

管
切

断
位

置
に

つ
い

て
の

引
継

ぎ
が

不
備

で
、

作
業

員
は

解
体

作
業

範
囲

内
に

ガ
ス

管
は

な
い

も
の

と
思

い
込

ん
で

作
業

を
行

っ
た

結
果

、
重

機
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

支
管

上
で

の
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
40

分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

97
20

2
2/

5
/6

埼
玉

川
口

市
供

給
支

障
0

0
0

灯
外

内
管

取
替

工
事

中
の

当
該

建
物

の
需

要
家

か
ら

、
ガ

ス
が

出
な

い
と

の
連

絡
を

受
付

け
出

動
。

現
場

確
認

を
し

た
と

こ
ろ

、
協

力
企

業
の

ガ
ス

工
事

作
業

員
が

、
既

設
灯

外
内

管
系

統
の

分
岐

バ
ル

ブ
を

誤
っ

て
閉

止
し

た
た

め
、

当
該

建
物

の
需

要
家

計
59

戸
の

供
給

支
障

が
発

生
し

た
も

の
。

原
因

は
、

新
設

し
た

灯
外

内
管

系
統

の
エ

ア
パ

ー
ジ

作
業

時
に

、
新

設
し

た
分

岐
バ

ル
ブ

を
開

と
し

た
が

一
時

的
に

現
場

を
離

れ
る

際
に

、
新

設
灯

外
内

管
系

統
の

分
岐

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
よ

う
と

し
た

と
こ

ろ
誤

っ
て

隣
接

し
て

い
た

既
設

灯
外

内
管

系
統

の
分

岐
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
結

果
、

供
給

支
障

と
な

っ
た

。
供

給
支

障
件

数
：5

9戸
供

給
支

障
時

間
：6

時
間

45
分

灯
外

内
管

不
明

敷
地

内
13

A

93



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

98
20

2
2/

5
/6

大
阪

泉
大

津
市

交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

会
社

よ
り

、
「解

体
工

事
中

に
、

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
及

び
ガ

ス
を

検
知

。
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
(3

2m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
：
不

使
用

管
）
管

体
の

ね
じ

継
手

部
の

破
損

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

施
工

し
た

結
果

、
掘

削
機

で
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

不
使

用
管

に
 つ

き
、

破
損

箇
所

上
流

側
で

切
断

・ 
プ

ラ
グ

止
め

し
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：3

6分
間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

99
20

2
2/

5
/7

東
京

国
分

寺
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

消
防

か
ら

屋
外

ガ
ス

臭
気

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
支

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
支

管
(4

0m
m

:ｱ
ｽ

7ァ
ル

ト
ｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

き
鋼

管
）の

経
年

劣
化

に
よ

る
管

体
腐

食
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

避
難

人
数

：9
世

帯
17

名
避

難
時

間
：2

時
間

45
分

交
通

規
制

：3
時

間
25

分

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
00

20
2
2/

5
/9

新
潟

長
岡

市
供

給
支

障
0

0
0

複
数

の
需

要
家

か
ら

ガ
ス

が
出

な
い

と
の

通
報

を
受

け
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

本
管

（
1
0
0
㎜

）
に

設
置

し
た

水
取

器
が

水
で

閉
塞

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
、

91
戸

の
供

給
支

障
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

集
合

住
宅

の
建

物
解

体
工

事
に

お
い

て
、

工
事

業
者

が
解

体
作

業
中

に
建

物
内

の
ガ

ス
管

（
灯

外
内

管
：白

管
 4

0 
㎜

）及
び

水
道

管
を

損
傷

し
、

ガ
ス

管
損

傷
箇

所
か

ら
流

入
し

た
水

道
水

が
本

管
に

流
れ

込
ん

で
閉

塞
し

、
供

給
支

障
が

発
生

し
た

と
推

定
。

損
傷

し
た

灯
外

内
管

の
切

断
措

置
完

了
。

供
給

支
障

件
数

：9
1戸

供
給

支
障

時
間

：1
0時

間
19

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

1
01

20
2
2/

5
/9

滋
賀

蒲
生

郡
竜

王
町

交
通

困
難

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

 「
玄

関
門

柱
付

近
ハ

ツ
リ

工
事

時
に

ガ
ス

管
を

破
損

。
」
 で

受
付

け
出

動
し

掘
削

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
） 

管
体

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
自

身
が

敷
地

内
で

電
動

ブ
レ

ー
カ

ー
に

て
ハ

ツ
リ

作
業

中
に

灯
外

内
管

 を
破

損
し

た
も

の
。

な
お

、
需

要
家

か
ら

事
前

協
議

等
な

し
。

破
損

箇
所

を
取

替
え

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：5
5分

間
灯

外
内

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

無
敷

地
内

13
A

1
02

20
2
2/

5
/1

2
東

京
世

田
谷

区
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
「通

行
人

か
ら

警
察

ヘ
ガ

ス
臭

気
通

報
」と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
25

m
m

) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

か
ら

、
何

ら
か

の
理

由
に

よ
り

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

漏
え

い
箇

所
の

特
定

が
出

来
な

い
（掘

削
不

可
）
た

め
、

漏
え

い
に

至
る

原
因

は
不

明
。

交
通

規
制

時
：1

時
間

3分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

94



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
03

20
2
2/

5
/1

2
大

阪
池

田
市

供
給

支
障

0
0

0

協
力

会
社

（遠
隔

監
視

セ
ン

タ
ー

）よ
り

「圧
力

上
昇

遮
断

、
複

数
件

確
認

。
」
で

受
付

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

支
管

 (
80

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）へ

の
差

し
水

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
影

響
範

囲
を

調
査

し
た

結
果

、
41

9戸
の

供
給

支
障

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

水
道

管
 か

ら
の

漏
水

に
よ

る
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

で
支

管
へ

の
差

し
水

が
発

生
し

 供
給

支
障

と
な

っ
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：4

19
戸

供
給

支
障

時
間

：5
7時

間
10

分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
04

20
2
2/

5
/1

2
大

阪
門

真
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

 「
車

飛
込

に
よ

り
、

ガ
ス

管
が

破
損

。
」 

で
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

消
防

に
て

灯
外

内
管

(2
5m

m
フ

レ
キ

管
）の

破
損

箇
所

を
粘

土
で

応
急

措
置

済
み

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

衝
突

に
よ

り
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

。
配

管
工

事
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
07

分
灯

外
内

管
フ

レ
キ

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
05

20
2
2/

5
/1

2
和

歌
山

和
歌

山
市

避
難

0
0

0

外
構

工
事

会
社

よ
り

、
「庭

の
手

入
れ

作
業

中
に

灯
外

内
管

を
破

損
。

砂
を

か
ぶ

せ
て

 い
る

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

協
議

等
行

わ
ず

に
施

工
し

た
結

果
、

掘
削

機
（
バ

ッ
グ

ホ
ー

）
に

て
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

破
損

箇
所

を
取

替
修

繕
し

、
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：3
名

避
難

時
間

：3
3分

間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

1
06

20
2
2/

5
/1

3
大

阪
河

内
長

野
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

消
防

よ
り

、
当

該
需

要
家

か
ら

「離
れ

の
お

風
呂

が
燃

え
て

い
る

。
」
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

風
呂

釜
付

近
で

ガ
ス

の
噴

出
音

お
よ

び
検

知
器

で
漏

え
い

反
応

が
あ

り
、

風
呂

釜
後

方
の

水
溜

ま
り

箇
所

で
気

泡
の

発
生

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
調

査
の

結
果

、
灯

内
内

管
（白

ガ
ス

管
 2

0
m

m
)が

露
出

し
て

お
り

、
管

体
に

腐
食

孔
を

確
認

し
た

。
灯

内
内

管
の

腐
食

孔
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

が
、

何
ら

か
の

原
因

に
よ

り
着

火
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
が

、
着

火
原

因
に

つ
い

て
は

不
明

。
灯

内
内

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
07

20
2
2/

5
/1

5
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

「道
路

沿
い

で
ガ

ス
 臭

気
あ

り
 、

消
防

出
動

中
。

」で
受

付
け

出
動

し
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
(2

5m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

）維
手

部
の

腐
食

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

等
に

よ
り

灯
外

内
管

継
手

部
の

腐
食

漏
え

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
、

漏
え

い
箇

所
上

流
側

で
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：4

1分
間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
08

20
2
2/

5
/1

8
大

阪
東

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

需
要

家
よ

り
、

機
器

販
売

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

店
を

通
じ

て
ガ

ス
臭

気
あ

り
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
の

結
果

、
添

架
橋

（歩
行

者
通

行
可

）に
添

架
さ

れ
て

い
る

50
ｍ

ｍ
支

管
（
鋼

管
）
ネ

ジ
部

で
折

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
外

部
応

力
等

に
よ

り
支

管
管

体
部

で
折

損
漏

え
い

し
た

も
の

と
推

定
。

橋
梁

管
の

両
護

岸
付

近
で

切
断

・プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

修
繕

完
了

。
交

通
規

制
：1

5分
間

支
管

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

95



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
09

20
2
2/

5
/1

8
大

阪
堺

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

需
要

家
よ

り
「解

体
工

事
現

場
付

近
（更

地
）か

ら
匂

う
気

が
す

る
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
及

び
ガ

ス
を

検
知

。
調

査
の

結
果

、
不

使
用

灯
外

内
管

 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）
の

管
体

及
び

継
手

部
の

破
損

漏
れ

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

協
議

等
行

わ
ず

に
施

工
し

た
結

果
、

灯
外

内
管

を
破

損
し

た
も

の
と

推
定

。
不

使
用

管
に

つ
き

、
破

損
箇

所
上

流
側

の
灯

外
内

管
で

キ
ャ

ッ
プ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：2

9名
11

世
帯

避
難

時
間

：1
時

間
37

分
交

通
規

制
：1

時
間

30
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

1
10

20
2
2/

5
/2

0
京

都
京

都
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

「通
行

人
よ

り
屋

外
で

ガ
ス

臭
い

。
」と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

掘
削

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

(2
5m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

)か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
灯

外
内

管
か

ら
の

漏
え

い
と

推
定

。
灯

外
内

管
の

取
替

え
工

事
を

実
施

し
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

20
分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
11

20
2
2/

5
/2

1
徳

島
徳

島
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
通

行
人

か
ら

ガ
ス

の
臭

い
が

す
る

と
の

こ
と

で
通

報
を

受
け

出
動

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
供

給
管

の
継

手
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
を

接
続

す
る

機
械

的
継

手
の

経
年

劣
化

に
よ

る
締

め
付

け
不

良
に

よ
る

も
の

。
不

使
用

の
供

給
管

の
た

め
道

路
本

管
上

で
プ

ラ
グ

止
め

実
施

し
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：3
世

帯
5名

避
難

時
間

：不
明

交
通

規
制

：3
時

間
30

分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
12

20
2
2/

5
/2

4
千

葉
八

千
代

市
交

通
困

難
0

0
0

需
要

家
（店

舗
の

責
任

者
）か

ら
、

壁
に

ビ
ス

を
打

ち
込

ん
だ

際
に

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

建
物

 1
階

の
店

舗
壁

面
に

棚
を

取
付

け
る

た
め

に
ビ

ス
を

打
っ

た
際

、
壁

内
隠

ぺ
い

部
に

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（フ

レ
キ

管
：2

5m
m

）を
損

傷
さ

せ
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

店
舗

の
責

任
者

は
、

ビ
ス

を
打

つ
場

所
に

は
ガ

ス
管

が
配

管
さ

れ
て

い
る

と
は

思
わ

な
か

っ
た

た
め

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
有

無
及

び
位

置
確

認
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
電

動
工

具
に

て
作

業
し

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
し

た
ガ

ス
管

の
取

替
工

事
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
01

分

灯
外

内
管

フ
レ

キ
管

無
敷

地
内

13
A

1
13

20
2
2/

5
/2

5
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

建
物

オ
ー

ナ
ー

よ
り

「消
防

設
備

点
検

時
、

空
き

テ
ナ

ン
ト

で
ガ

ス
の

臭
い

が
す

る
。

」
で

受
け

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

建
物

内
地

下
店

舗
に

て
ガ

ス
を

検
知

。
調

査
の

結
果

、
地

下
店

舗
内

配
管

の
ネ

ジ
継

手
（
管

体
部

）
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
に

よ
る

灯
内

内
管

 の
ね

じ
継

手
漏

れ
と

推
定

。
漏

れ
箇

所
上

流
側

で
切

断
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
修

繕
完

了
。

避
難

人
数

：3
名

避
難

時
間

：1
時

間
33

分
交

通
規

制
：1

時
間

24
分

灯
内

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

96



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
14

20
2
2/

5
/2

6
東

京
品

川
区

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

地
盤

改
良

工
事

業
者

か
ら

、
杭

打
ち

作
業

後
に

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
地

盤
改

良
工

事
に

伴
う

杭
打

ち
作

業
中

に
、

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（
白

管
：
 2

5
m

m
)を

重
機

に
て

損
傷

し
た

際
に

、
供

給
管

（白
管

： 
25

m
m

)が
引

っ
張

ら
れ

た
こ

と
で

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
地

盤
改

良
工

事
業

者
及

び
元

請
け

工
事

会
社

ヘ
ガ

ス
管

位
置

情
報

の
引

き
継

ぎ
が

適
切

に
な

さ
れ

て
お

ら
ず

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
有

無
及

び
位

置
確

認
の

照
会

な
し

に
施

工
し

た
結

果
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

上
流

側
で

の
切

断
措

置
完

了
。

避
難

人
数

：1
名

避
難

時
間

：2
時

間
00

分
交

通
規

制
：2

時
間

35
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

1
15

20
2
2/

5
/2

7
埼

玉
上

尾
市

交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
重

機
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
可

能
性

あ
り

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

工
事

作
業

中
に

、
敷

地
内

に
配

管
さ

れ
て

い
た

中
圧

灯
外

内
管

（被
覆

鋼
管

：
 1

0
0
m

m
)を

電
動

工
具

に
て

損
傷

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

作
業

員
が

元
請

け
業

者
か

ら
「ガ

ス
は

道
路

で
止

ま
っ

て
い

る
た

め
敷

地
内

の
ガ

ス
管

に
ガ

ス
は

通
じ

て
い

な
い

」と
い

う
誤

っ
た

情
報

を
聞

い
て

い
た

た
め

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
有

無
及

び
位

置
確

認
の

照
会

な
し

に
施

工
し

た
結

果
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
し

た
ガ

ス
管

の
応

急
修

理
を

完
了

。
交

通
規

制
：3

時
間

50
分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
16

20
2
2/

5
/2

8
兵

庫
芦

屋
市

交
通

困
難

0
0

0

植
栽

業
者

よ
り

、
「樹

木
撤

去
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
破

損
、

ガ
ス

噴
出

中
で

手
当

な
し

。
」
 で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
敷

地
内

で
ガ

ス
臭

気
及

び
ガ

ス
を

検
知

。
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
 (
2
5
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）
管

体
部

の
破

損
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

協
議

等
行

わ
ず

に
施

工
し

た
結

果
、

造
園

バ
ー

ル
に

て
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

破
損

箇
所

を
取

替
え

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：3
0分

間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

1
17

20
2
2/

6
/1

東
京

武
蔵

野
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

解
体

工
事

会
社

よ
り

、
地

境
撤

去
済

み
の

場
所

iか
ら

離
れ

た
場

所
の

ガ
ス

管
で

ガ
ス

が
漏

れ
て

い
る

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
解

体
作

業
中

に
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
：2

5m
m

)を
重

機
で

持
ち

上
げ

た
際

、
そ

の
先

の
上

流
側

灯
外

内
管

継
手

部
（
被

覆
鋼

管
：
 2

5
m

m
)

が
引

っ
張

ら
れ

た
こ

と
で

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

内
に

て
ガ

ス
管

切
断

作
業

時
の

説
明

結
果

が
適

切
に

引
き

継
が

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
の

有
無

及
び

位
置

確
認

の
照

会
な

し
に

施
工

し
た

結
果

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

上
流

側
で

の
切

断
措

置
完

了
。

避
難

人
数

：1
名

避
難

時
間

：4
0分

間
交

通
規

制
：1

時
間

03
分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
18

20
2
2/

6
/1

大
阪

堺
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

 「
車

の
飛

び
込

み
で

ガ
ス

管
が

曲
が

っ
て

い
る

。
消

防
出

動
中

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
 (

25
m

m
亜

鉛
メ

ッ
キ

鋼
管

：架
空

 ・
不

使
用

管
）ね

じ
継

手
部

の
折

損
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

衝
突

に
よ

る
、

灯
外

内
管

の
破

損
と

推
定

。
破

損
箇

所
上

流
側

の
共

用
灯

外
内

管
部

で
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：3
4分

間
灯

外
内

管
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A
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整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
19

20
2
2/

6
/1

大
阪

堺
市

交
通

困
難

0
0

0

警
察

よ
り

「隣
の

車
が

メ
ー

タ
ー

に
当

た
り

ガ
ス

臭
い

。
」で

受
付

け
出

動
。

灯
外

内
管

 (
3
2
m

m
塩

化
ビ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
 ：

不
使

用
管

（閉
栓

中
））

立
管

ね
じ

継
手

部
折

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
車

両
衝

突
に

よ
る

、
灯

外
内

管
 の

破
損

と
推

定
。

破
損

箇
所

上
流

側
で

プ
ラ

グ
止

め
施

工
を

行
い

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：4

4分
間

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
20

20
2
2/

6
/2

大
阪

堺
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

道
路

工
事

業
者

よ
り

、
「道

路
側

溝
改

修
工

事
時

に
ガ

ス
管

を
破

損
し

た
。

ガ
ス

臭
気

も
あ

る
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
側

溝
内

よ
り

ガ
ス

の
噴

出
音

を
確

認
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

支
管

 (
5
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）管
体

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

側
溝

改
修

工
事

中
に

支
管

を
破

損
し

た
も

の
。

金
属

テ
ー

プ
シ

ー
ル

エ
法

に
て

修
繕

完
了

。
避

難
人

数
：2

世
帯

 5
名

避
難

時
間

：1
時

間
01

分
交

通
規

制
：1

時
間

11
分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
有

道
路

13
A

1
21

20
2
2/

6
/5

大
阪

八
尾

市
交

通
困

難
0

0
0

警
察

よ
り

「建
物

 1
階

部
分

に
車

両
が

接
触

し
、

ガ
ス

臭
気

及
び

流
音

あ
り

。
」
で

受
付

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

 （
32

㎜
塩

化
ビ

ニ
ル

ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ鋼

管
）の

ね
じ

継
手

部
折

損
を

確
認

し
た

。
引

込
み

管
遮

断
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

、
応

急
措

置
実

施
に

よ
り

16
戸

が
供

給
支

障
。

原
因

は
、

車
両

衝
突

に
よ

る
、

共
用

の
灯

外
内

管
破

損
と

推
定

。
破

損
箇

所
を

取
替

え
を

実
施

し
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：3
2分

間
灯

外
内

管
塩

化
ビ

ニ
ー

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
22

20
2
2/

6
/6

東
京

日
野

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

消
防

か
ら

ガ
ス

臭
気

が
あ

り
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
支

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
支

管
 (
50

m
m

：ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

き
鋼

管
）の

経
年

劣
化

に
よ

る
管

体
腐

食
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

外
面

修
理

テ
ー

プ
巻

き
に

て
本

修
理

完
了

。
避

難
人

数
：3

世
帯

10
名

避
難

時
間

：1
時

間
33

分
交

通
規

制
：2

時
間

13
分

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
23

20
2
2/

6
/7

大
阪

藤
井

寺
市

交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

よ
り

 「
解

体
工

事
時

に
バ

ッ
ク

ホ
ー

で
掘

削
中

に
ガ

ス
臭

気
あ

り
。

 」
で

受
付

け
出

動
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

供
給

管
 (
25

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
：
不

使
用

管
）
管

体
部

で
腐

食
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
腐

食
漏

え
い

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
 、

供
給

管
取

出
し

部
に

て
プ

ラ
グ

止
め

を
行

 い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

08
分

供
給

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
24

20
2
2/

6
/8

埼
玉

所
沢

市
交

通
困

難
0

0
0

当
該

建
物

に
お

い
て

外
構

工
事

業
者

が
門

扉
設

置
の

た
め

の
コ

ア
抜

き
を

行
っ

て
い

た
と

こ
ろ

誤
っ

て
灯

外
内

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
原

因
は

、
ガ

ス
管

の
有

無
に

つ
い

て
意

識
せ

ず
、

工
事

範
囲

に
ガ

ス
管

が
な

い
も

の
と

思
い

込
み

、
作

業
を

進
め

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

。
交

通
規

制
時

間
：記

載
な

し
灯

外
内

管
無

敷
地

内
13

A
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整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
25

20
2
2/

6
/1

0
神

奈
川

川
崎

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

建
設

工
事

業
者

か
ら

、
仮

囲
い

設
置

工
事

中
に

ガ
ス

管
を

損
傷

し
、

消
火

器
を

使
用

し
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

仮
囲

い
設

置
作

業
中

に
当

該
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

隣
家

の
需

要
家

宅
の

灯
外

内
管

（ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
 ：

30
m

m
) 
を

損
傷

し
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

仮
囲

い
設

置
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
の

通
じ

た
ガ

ス
管

は
な

い
も

の
と

思
い

込
ん

で
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
の

有
無

及
び

位
置

確
認

の
照

会
な

し
に

施
工

し
た

結
果

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

個
所

の
一

部
取

替
工

事
完

了
。

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

1
26

20
2
2/

6
/1

0
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

定
期

保
安

点
検

者
よ

り
「1

F
の

管
理

事
務

所
ト

イ
レ

及
び

 7
F
の

湯
沸

器
室

付
近

で
ガ

ス
臭

気
が

す
る

。
」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
1F

の
ト

イ
レ

排
水

口
に

て
ガ

ス
を

検
知

し
た

。
建

物
の

サ
ー

ビ
ス

バ
ル

ブ
を

閉
止

 し
、

1戸
の

供
給

支
障

が
発

生
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
灯

内
内

管
の

腐
食

漏
え

い
と

推
定

。
な

お
、

掘
削

不
可

の
た

め
漏

え
い

箇
所

の
特

定
は

出
来

ず
。

避
難

人
数

：5
0人

避
難

時
間

：4
8分

間
交

通
規

制
；4

8分
間

灯
内

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
27

20
2
2/

6
/1

3
千

葉
白

井
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

、
道

路
上

で
ガ

ス
臭

い
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
の

結
果

、
供

給
管

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

白
ガ

ス
管

（供
給

管
 2

5m
m

）の
管

体
部

が
腐

食
し

漏
え

い
に

至
っ

た
も

の
。

道
路

部
に

て
供

給
管

を
切

断
、

プ
ラ

グ
止

め
に

よ
り

ガ
ス

遮
断

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

10
分

供
給

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
28

20
2
2/

6
/1

4
神

奈
川

横
浜

市
交

通
困

難
0

0
0

工
事

立
合

い
中

の
ガ

ス
事

業
者

社
員

か
ら

、
解

体
工

事
現

場
で

基
礎

に
巻

か
れ

た
ガ

ス
管

を
損

傷
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
解

体
工

事
業

者
の

作
業

員
が

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（被

覆
鋼

管
：2

5m
m

) 
を

重
機

で
損

傷
し

て
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
擁

壁
の

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
重

機
で

壊
し

て
持

ち
上

げ
た

際
、

ガ
ス

管
が

当
該

基
礎

に
巻

か
れ

て
い

た
た

め
一

緒
に

持
ち

上
が

り
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
支

管
上

で
の

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：3

時
間

54
分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

有
敷

地
内

13
A

1
33

20
2
2/

6
/2

3
東

京
葛

飾
区

供
給

支
障

0
0

0

マ
ン

シ
ョ

ン
管

理
人

よ
り

「 
1階

ト
ラ

ン
ク

ル
ー

ム
に

て
ガ

ス
の

臭
い

が
す

る
」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
。

安
全

確
保

の
た

め
需

要
家

遮
断

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

こ
と

に
よ

り
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
管

新
設

時
に

既
設

管
と

新
設

管
と

の
芯

出
し

が
不

十
分

な
ま

ま
接

合
作

業
を

行
っ

こ
と

に
よ

る
融

着
不

良
。

供
給

支
障

件
数

：5
6戸

供
給

支
障

時
間

：6
時

間
29

分
本

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

99



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
34

20
2
2/

6
/2

6
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

通
行

人
よ

り
「道

路
通

行
中

に
ガ

ス
漏

れ
警

報
器

が
鳴

動
し

て
い

る
 。

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

押
す

も
不

在
の

様
子

。
」で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
警

報
器

の
鳴

動
を

確
認

す
る

と
と

も
に

ド
ア

の
隙

間
、

換
気

扇
か

ら
ガ

ス
を

検
知

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
灯

外
内

管
 (
25

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
）
か

ら
の

漏
え

い
と

推
定

。
二

次
側

灯
内

内
管

の
配

管
工

事
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
42

分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
35

20
2
2/

6
/2

7
広

島
広

島
市

交
通

困
難

0
0

0

敷
地

内
外

構
工

事
中

に
掘

削
機

に
て

灯
外

内
管

（不
使

用
管

）を
破

損
。

原
因

は
、

工
事

範
囲

に
ガ

ス
管

が
無

い
と

思
い

込
み

、
掘

削
機

に
て

埋
設

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

も
の

。
ガ

ス
管

破
損

部
を

切
断

プ
ラ

グ
止

め
し

、
修

理
完

了
。

交
通

規
制

：4
4分

間
灯

外
内

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

不
明

敷
地

内
13

A

1
36

20
2
2/

6
/2

9
東

京
世

田
谷

区
漏

え
い

着
火

0
0

0

建
設

工
事

業
者

か
ら

、
「ガ

ス
管

を
損

傷
し

着
火

し
た

」と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

新
築

工
事

中
に

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（被
覆

鋼
管

：8
0
m

m
) 
を

ガ
ス

バ
ー

ナ
ー

で
損

傷
し

、
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
作

業
員

が
作

業
範

囲
内

に
切

断
済

の
ガ

ス
管

が
あ

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
た

が
、

ガ
ス

は
通

じ
て

い
な

い
も

の
と

思
い

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
照

会
を

行
う

こ
と

な
く
ガ

ス
管

切
断

作
業

を
行

っ
た

結
果

、
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
で

ガ
ス

管
を

損
傷

し
、

損
傷

し
た

ガ
ス

管
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
ガ

ス
バ

ー
ナ

ー
の

火
が

着
火

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
上

流
側

で
の

切
断

措
置

完
了

。

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
37

20
2
2/

6
/2

9
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

「臭
気

通
報

に
て

消
防

出
動

。
現

地
に

て
ガ

ス
臭

気
を

確
認

。
」
で

受
付

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

集
合

住
宅

行
き

供
給

管
(4

0m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）継

手
部

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

る
供

給
管

及
び

灯
外

内
管

継
手

部
か

ら
の

ガ
ス

の
漏

え
い

と
推

定
。

供
給

管
部

分
を

取
替

、
灯

外
内

管
の

配
管

工
事

を
行

い
、

修
繕

完
了

。
交

通
規

制
：4

0分
間

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
・敷

地
内

13
A

1
38

20
2
2/

6
/3

0
東

京
台

東
区

交
通

困
難

0
0

0

建
設

工
事

業
者

か
ら

、
新

築
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
新

築
工

事
作

業
中

に
、

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（被

覆
鋼

管
：
 3

2
m

m
)を

重
機

に
て

引
っ

掛
け

た
際

、
供

給
管

（被
覆

鋼
管

：3
2m

m
)が

引
っ

張
ら

れ
継

手
部

が
損

傷
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
依

頼
を

受
け

実
施

し
た

ガ
ス

管
の

切
断

位
置

に
つ

い
て

、
建

設
工

事
業

者
間

の
引

継
ぎ

が
適

切
に

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
の

有
無

及
び

位
置

確
認

の
照

会
を

行
わ

な
ず

施
行

し
た

結
果

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

本
管

上
で

の
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：3
時

間
08

分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
39

20
2
2/

6
/3

0
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

建
築

工
事

会
社

か
ら

「新
築

基
礎

工
事

中
に

、
掘

削
機

で
ガ

ス
管

を
破

損
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
を

確
認

す
る

と
と

も
に

大
割

破
砕

機
に

よ
る

灯
外

内
管

 (
2
5
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

：
不

使
用

館
）継

手
部

の
破

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

施
工

し
た

結
果

、
重

機
に

て
灯

外
内

管
を

損
傷

し
た

も
の

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
支

管
面

で
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：2

8分
間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
無

敷
地

内
13

A

100



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
40

20
2
2/

7
/4

千
葉

松
戸

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

ガ
ス

臭
あ

り
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
の

結
果

、
供

給
管

か
ら

の
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

白
管

（供
給

管
 2

5m
m

）の
管

体
部

が
腐

食
し

漏
え

い
に

至
っ

た
も

の
。

漏
え

い
箇

所
の

入
替

工
事

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

21
分

供
給

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
41

20
2
2/

7
/4

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

建
築

工
事

業
者

か
ら

「敷
地

内
で

の
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

時
に

 、
ガ

ス
管

破
損

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
及

び
噴

出
音

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

協
議

等
行

わ
ず

に
施

工
し

た
結

果
、

ボ
ー

リ
ン

グ
マ

シ
ン

に
て

灯
外

内
管

(4
0m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

）を
破

損
し

た
も

の
と

推
定

。
配

管
を

取
替

え
 、

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：2

名
 1

世
帯

避
難

時
間

：5
2分

間
交

通
規

制
：5

2分
間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
42

20
2
2/

7
/5

熊
本

熊
本

市
供

給
支

障
0

0
0

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
連

絡
を

受
け

調
査

し
た

結
果

、
当

該
地

区
の

ガ
ス

管
内

に
水

が
流

入
し

滞
水

し
て

供
給

支
障

が
発

生
し

た
も

の
。

原
因

は
、

給
水

管
の

漏
水

に
伴

う
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

に
よ

り
当

該
ガ

ス
管

の
一

部
を

損
傷

し
、

当
該

箇
所

か
ら

水
道

水
が

流
入

し
た

こ
と

に
よ

る
。

供
給

支
障

件
数

：3
1戸

供
給

支
障

時
間

：1
4時

間
52

分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
43

20
2
2/

7
/6

京
都

京
都

市
交

通
困

難
0

0
0

需
要

家
か

ら
 「

風
呂

場
付

近
で

給
湯

器
を

使
用

し
な

く
て

も
ガ

ス
臭

い
。

薬
品

を
置

い
て

い
る

の
で

薬
品

の
臭

い
か

も
。

」で
受

付
け

出
動

。
隣

の
更

地
の

灯
外

内
管

 (
32

m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
 ト

巻
鋼

管
：
敷

地
内

工
事

に
備

え
事

前
に

切
断

し
た

不
使

用
管

）箇
所

に
て

ガ
ス

を
検

知
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

の
管

体
の

ね
じ

継
手

部
の

折
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

が
整

地
工

事
時

に
ガ

ス
管

を
破

損
し

た
も

の
で

あ
る

が
気

づ
か

ず
、

需
要

家
か

ら
の

通
報

に
よ

っ
て

発
見

に
至

っ
た

も
の

。
当

該
他

工
事

施
工

会
社

か
ら

の
事

前
協

議
等

な
し

。
不

使
用

管
に

つ
き

破
損

箇
所

上
流

側
で

切
断

プ
ラ

グ
止

め
に

て
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：5
0分

間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
44

20
2
2/

7
/7

北
海

道
岩

見
沢

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

消
防

か
ら

ガ
ス

事
業

者
に

通
報

が
あ

り
、

出
動

。
現

地
及

び
ガ

ス
栓

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
検

査
孔

の
ね

じ
が

外
れ

て
お

り
、

ガ
ス

栓
が

中
途

開
栓

だ
っ

た
。

ま
た

、
ガ

ス
栓

は
メ

ー
カ

ー
に

て
確

認
し

た
と

こ
ろ

気
密

に
異

常
は

無
く
、

ガ
ス

管
側

も
漏

え
い

検
査

は
異

常
は

無
い

こ
と

を
確

認
し

た
。

何
ら

か
の

原
因

で
検

査
孔

の
ね

じ
が

外
れ

て
し

ま
っ

た
と

思
わ

れ
る

が
、

着
火

原
因

に
つ

い
て

は
現

在
も

消
防

に
て

調
査

中
。

な
お

、
需

要
家

に
よ

る
と

ガ
ス

コ
ン

ロ
で

調
理

中
に

コ
ン

ロ
グ

リ
ル

排
気

口
よ

り
出

火
し

た
た

め
、

台
所

ビ
ル

ト
イ

ン
コ

ン
ロ

下
の

引
き

出
し

を
開

け
た

と
こ

ろ
、

ガ
ス

栓
よ

り
火

が
出

て
い

る
事

を
確

認
、

火
は

す
ぐ

に
消

え
た

と
の

こ
と

。

そ
の

他
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

101



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
45

20
2
2/

7
/8

東
京

中
野

区
交

通
困

難
0

0
0

消
防

か
ら

ガ
ス

臭
気

現
場

へ
の

出
動

要
請

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
建

物
の

 1
階

店
舗

厨
房

内
に

露
出

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

内
内

管
（白

管
： 

20
m

m
)か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

店
舗

厨
房

内
の

業
務

用
冷

蔵
庫

の
下

部
に

露
出

配
管

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

が
、

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
漏

え
い

箇
所

上
流

側
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：4

0分
間

灯
内

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
46

20
2
2/

7
/1

1
千

葉
千

葉
市

交
通

困
難

0
0

0

近
隣

住
民

か
ら

、
敷

地
と

道
路

の
境

界
付

近
で

ガ
ス

臭
を

感
じ

る
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

：
 3

0
m

m
) 
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
確

認
し

た
。

原
因

は
、

作
業

員
が

門
柱

設
置

作
業

範
囲

内
に

は
ガ

ス
の

通
じ

て
い

る
ガ

ス
管

は
な

い
も

の
と

思
い

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
位

置
確

認
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
作

業
し

た
結

果
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
し

た
ガ

ス
管

の
取

替
工

事
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
19

分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

1
47

20
2
2/

7
/1

1
東

京
中

央
区

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

店
舗

責
任

者
か

ら
、

仕
入

れ
に

来
た

方
か

ら
ガ

ス
臭

い
と

言
わ

れ
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
建

物
地

下
1階

の
厨

房
内

に
露

出
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（
白

管
 ：

2
5
m

m
) 
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
確

認
し

た
。

原
因

は
、

灯
外

内
管

が
経

年
劣

化
に

よ
り

腐
食

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
漏

え
い

箇
所

の
取

替
工

事
完

了
。

避
難

人
数

：2
名

避
難

時
間

：1
時

間
11

分
交

通
規

制
：1

時
間

53
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
48

20
2
2/

7
/1

1
大

阪
泉

南
郡

岬
町

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

建
築

工
事

業
者

か
ら

「新
築

工
事

中
に

掘
削

機
で

ガ
ス

管
破

損
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
(2

5m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
：不

使
用

管
）の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

協
議

等
行

わ
ず

に
施

工
し

た
結

果
、

掘
削

機
に

て
、

灯
外

内
管

を
破

損
し

た
も

の
と

推
定

。
不

使
用

管
に

つ
き

、
破

損
箇

所
上

流
側

で
プ

ラ
グ

止
め

を
実

施
し

、
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：1
名

 1
世

帯
避

難
時

間
：5

1分
間

交
通

規
制

：4
1分

間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
49

20
2
2/

7
/1

3
東

京
武

蔵
野

市
交

通
困

難
0

0
0

需
要

家
か

ら
、

車
両

が
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
付

近
に

ぶ
つ

か
り

、
ガ

ス
管

が
折

れ
て

い
る

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

車
両

が
ガ

ス
管

並
び

に
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
に

衝
突

し
た

こ
と

で
、

メ
ー

タ
ー

ガ
ス

栓
上

流
側

の
接

続
部

（被
覆

鋼
管

： 
25

m
m

)、
下

流
側

露
出

配
管

の
管

体
（金

属
フ

レ
キ

管
：
 2

0
m

m
)、

及
び

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

本
体

が
損

傷
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
車

両
の

運
転

手
が

、
駐

車
場

か
ら

出
る

際
に

運
転

操
作

を
誤

り
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
周

辺
配

管
の

取
替

工
事

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

23
分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

102



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
50

20
2
2/

7
/1

3
神

奈
川

鎌
倉

市
交

通
困

難
0

0
0

警
察

か
ら

、
車

両
が

ガ
ス

管
に

衝
突

し
、

ガ
ス

臭
気

を
感

じ
る

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

車
両

が
当

該
建

物
に

衝
突

し
た

こ
と

で
、

壁
面

に
設

置
さ

れ
て

い
た

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

上
流

側
埋

設
管

立
ち

上
が

り
の

継
手

部
（ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

： 
25

m
m

）、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
下

流
側

立
下

り
 の

継
手

部
（
白

管
：
 2

0
m

m
) 
及

び
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
本

体
が

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

前
面

道
路

を
走

行
中

の
当

該
車

両
運

転
手

が
運

転
操

作
を

誤
り

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

周
辺

配
管

の
取

替
工

事
完

了
。

交
通

規
制

：3
0分

間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
51

20
2
2/

7
/1

3
兵

庫
尼

崎
市

交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

「解
体

工
事

中
、

バ
ッ

ク
ホ

ー
で

ガ
ス

管
を

破
損

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
灯

外
内

管
 (

32
m

m
塩

化
ビ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
：不

使
用

管
）が

引
き

抜
か

れ
て

い
る

の
を

確
認

し
た

。
敷

地
内

掘
削

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

管
体

の
ね

じ
継

手
部

の
破

損
を

確
認

。
原

因
は

、
解

体
業

者
が

残
置

管
と

思
い

込
み

掘
削

機
（バ

ッ
ク

ホ
ー

）
に

て
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

。
不

使
用

管
に

つ
き

、
本

管
取

出
部

に
て

供
給

管
を

切
断

し
キ

ャ
ッ

プ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
08

分
灯

外
内

管
塩

化
ビ

ニ
ー

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
52

20
2
2/

7
/1

5
北

海
道

函
館

市
供

給
支

障
0

0
0

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
通

報
が

入
り

、
調

査
の

結
果

、
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

に
よ

る
ガ

ス
管

の
穴

と
水

道
水

の
流

入
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
影

響
範

囲
の

特
定

を
行

い
、

通
報

宅
を

含
む

周
辺

需
要

家
31

 戸
を

供
給

停
止

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
管

（ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

 5
0m

m
）と

近
接

し
て

埋
設

さ
れ

て
い

た
水

道
管

本
体

の
亀

裂
か

ら
漏

水
が

発
生

し
、

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
現

象
で

ガ
ス

管
に

穴
（直

径
 3

m
m

）
が

あ
き

、
水

道
水

が
流

入
し

て
ガ

ス
管

内
を

閉
塞

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
。

供
給

支
障

件
数

：3
1戸

供
給

支
障

時
間

：2
7時

間
7分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
53

20
2
2/

7
/1

9
静

岡
浜

松
市

供
給

支
障

0
0

0

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
連

絡
を

受
け

調
査

し
た

結
果

、
当

該
地

区
の

ガ
ス

管
内

に
水

が
流

入
し

滞
水

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
。

供
給

支
障

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

水
道

給
水

管
か

ら
の

漏
水

に
よ

る
サ

ン
 ド

ブ
ラ

ス
ト

に
て

支
管

 (
5
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
）

に
穴

が
開

き
、

ガ
ス

管
内

に
水

道
水

が
流

入
し

ガ
ス

管
を

閉
塞

し
た

た
め

。
供

給
支

障
件

数
：1

15
戸

供
給

支
障

時
間

：2
2時

間
50

分
支

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
54

20
2
2/

7
/2

1
大

阪
大

阪
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

消
防

か
ら

「建
築

工
事

会
社

よ
り

、
建

築
基

礎
工

事
中

に
、

掘
削

機
で

ガ
ス

管
を

破
損

。
消

防
出

動
。

」
 で

受
付

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

灯
外

内
管

 (
25

m
m

塩
化

ビ
ニ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

 ：
不

使
用

管
）
 の

破
損

箇
所

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

基
礎

工
事

の
た

め
に

ガ
ス

管
と

明
示

さ
れ

た
杭

を
取

り
除

き
、

掘
削

 し
た

際
に

誤
っ

で
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

当
該

他
工

事
施

工
会

社
か

ら
の

事
前

協
議

等
な

し
。

避
難

人
数

：1
8名

避
難

時
間

：5
8分

間
交

通
規

制
：5

8分
間

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
無

敷
地

内
13

A

103



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
55

20
2
2/

7
/2

2
東

京
東

久
留

米
市

交
通

困
難

0
0

0

地
盤

調
査

作
業

員
か

ら
、

「土
壌

調
査

作
業

時
に

ガ
ス

が
噴

し
、

ガ
ス

だ
ま

り
だ

と
思

い
モ

ル
タ

ル
で

復
旧

後
、

需
要

家
よ

り
ガ

ス
が

出
な

い
と

連
絡

が
入

っ
た

。
」と

の
通

報
を

受
付

け
、

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
土

壌
調

査
中

に
、

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

： 
3
0
m

m
) 
を

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
機

械
に

て
損

傷
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
作

業
員

が
土

壌
調

査
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
の

通
じ

て
い

る
ガ

ス
管

は
な

い
も

の
と

思
い

込
み

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
有

無
及

び
位

置
確

認
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
機

械
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

の
一

部
取

替
工

事
を

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

48
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

1
56

20
2
2/

7
/2

6
大

阪
堺

市
交

通
困

難
0

0
0

協
力

工
事

会
社

よ
り

「道
路

面
で

漏
え

い
調

査
中

、
マ

ン
ホ

ー
ル

及
び

水
取

器
の

プ
ロ

テ
ク

タ
ー

に
て

ガ
ス

を
検

知
。

」で
受

付
け

出
動

。
下

水
マ

ン
ホ

ー
ル

に
て

ガ
ス

を
検

知
し

掘
削

調
査

の
結

果
、

本
管

 (
2
0
0
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

 ト
巻

鋼
管

）管
体

部
で

の
腐

食
漏

れ
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
本

管
の

腐
食

漏
え

い
と

推
定

。
金

属
テ

ー
プ

シ
ー

ル
工

法
に

て
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：5
時

間
13

分

供
給

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
57

20
2
2/

7
/2

7
東

京
世

田
谷

区
交

通
困

難
0

0
0

協
力

企
業

よ
り

定
期

漏
え

い
検

査
時

に
道

路
上

で
ガ

ス
検

知
あ

り
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

低
圧

支
管

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

外
的

要
因

に
よ

り
ガ

ス
管

の
塗

覆
装

が
傷

つ
け

ら
れ

、
管

体
が

腐
食

し
た

も
の

と
推

定
。

交
通

規
制

： 
15

分
間

支
管

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
58

20
2
2/

8
/1

東
京

北
区

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
ガ

ス
臭

気
現

場
へ

の
出

動
要

請
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
の

継
手

部
（白

管
： 

25
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

配
管

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

の
継

手
部

が
、

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
漏

え
い

箇
所

上
流

側
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

30
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
59

20
2
2/

8
/2

神
奈

川
横

浜
市

漏
え

い
着

火
0

0
0

需
要

家
か

ら
、

こ
ん

ろ
使

用
時

に
配

管
付

近
か

ら
火

が
出

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

建
物

の
小

型
湯

沸
器

ヘ
露

出
配

管
さ

れ
た

灯
内

内
管

の
壁

貫
通

直
後

の
管

体
（
白

管
：
1
5
m

m
) 
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

、
台

所
用

洗
剤

を
包

ん
で

い
た

ビ
ニ

ー
ル

袋
が

熔
解

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

た
灯

内
内

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

、
炊

事
の

た
め

に
使

用
し

て
い

た
家

庭
用

こ
ん

ろ
の

燃
焼

炎
が

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

も
の

。
漏

え
い

箇
所

の
一

部
取

替
工

事
完

了
。

灯
内

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
60

20
2
2/

8
/3

千
葉

松
戸

市
供

給
支

障
0

0
0

本
管

入
替

工
事

に
伴

う
既

設
管

と
の

連
絡

工
事

の
際

、
工

事
範

囲
内

に
一

般
集

合
住

宅
向

け
の

供
給

管
が

あ
る

こ
と

を
見

落
と

し
、

結
び

替
え

を
行

わ
な

い
ま

ま
既

設
管

へ
の

ガ
ス

供
給

を
停

止
し

た
た

め
、

当
該

集
合

住
宅

の
需

要
家

56
戸

が
供

給
停

止
と

な
っ

た
も

の
。

原
因

は
、

現
地

確
認

の
際

に
位

置
確

認
が

で
き

な
か

っ
た

当
該

供
給

管
に

つ
い

て
工

事
会

社
に

よ
る

更
な

る
現

地
調

査
（事

前
調

査
）の

実
施

と
ガ

ス
事

業
者

に
よ

る
実

施
状

況
の

確
認

を
双

方
で

失
念

し
た

こ
と

に
よ

る
。

供
給

支
障

件
数

：5
6戸

供
給

支
障

時
間

：2
時

間
44

分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

104



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
61

20
2
2/

8
/4

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

建
築

工
事

業
者

か
ら

「更
地

で
杭

打
ち

工
事

中
に

ガ
ス

管
を

破
損

。
」
で

受
付

け
出

動
。

敷
地

内
を

掘
削

し
支

管
 (

50
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

：不
使

用
不

明
管

）の
破

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

を
行

な
わ

ず
施

工
し

た
結

果
、

杭
打

ち
中

に
支

管
 を

破
損

し
た

も
の

。
不

使
用

管
に

つ
き

、
道

路
面

に
て

プ
ラ

グ
止

め
を

実
施

し
 、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

52
分

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
62

20
2
2/

8
/9

千
葉

千
葉

市
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

・避
難

0
0

0

建
築

工
事

業
者

か
ら

、
カ

ー
ポ

ー
ト

解
体

工
事

中
に

ガ
ス

管
を

引
っ

か
け

て
着

火
し

た
が

、
す

ぐ
に

消
火

し
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

作
業

員
が

カ
ー

ポ
ー

ト
移

設
工

事
中

に
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

： 
25

m
m

) 
を

損
傷

し
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

作
業

員
が

ガ
ス

管
表

示
杭

の
位

置
か

ら
お

お
よ

そ
の

ガ
ス

管
埋

設
位

置
を

把
握

し
て

い
た

た
め

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
位

置
確

認
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
、

重
機

で
コ

ン
ク

リ
ー

ト
研

り
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
の

一
部

取
替

工
事

を
完

了
。

避
難

人
数

：5
名

避
難

時
間

：3
時

間
35

分
交

通
規

制
：3

時
間

45
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

1
63

20
2
2/

8
/1

0
岐

阜
可

児
市

交
通

困
難

0
0

0

敷
地

内
に

お
い

て
、

需
要

家
が

テ
ン

ト
の

杭
（長

さ
 2

7c
m

、
直

径
 8

m
m

、
鉄

製
）
打

ち
作

業
の

際
、

地
表

約
20

cm
に

敷
設

さ
れ

た
灯

外
内

管
 (
P

E
管

30
A

) 
を

損
傷

ｘ
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
が

ガ
ス

管
を

確
認

せ
ず

テ
ン

ト
の

杭
を

打
ち

込
ん

だ
た

め
。

交
通

規
制

：1
時

間
35

分
灯

外
内

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

無
敷

地
内

L
P

G

1
64

20
2
2/

8
/1

4
茨

城
北

相
馬

郡
利

根
町

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
工

事
中

に
サ

ン
ダ

ー
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

、
テ

ー
プ

巻
き

し
て

あ
る

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
需

要
家

が
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

上
流

側
立

ち
上

が
り

部
の

灯
外

内
管

（
白

管
：
 2

0
m

m
) 
を

電
動

工
具

に
て

損
傷

さ
せ

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
管

は
道

路
で

切
断

さ
れ

て
い

て
ガ

ス
の

通
じ

た
ガ

ス
管

は
な

い
と

思
い

込
み

、
ガ

ス
事

業
者

に
照

会
を

行
う

こ
と

な
く
解

体
前

に
不

要
な

配
管

等
を

需
要

家
自

身
で

撤
去

し
よ

う
と

作
業

し
た

結
果

、
電

動
工

具
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

上
流

側
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：4

6分
間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

1
65

20
2
2/

8
/1

6
北

海
道

札
幌

市
交

通
困

難
0

0
0

他
工

事
業

者
よ

り
、

歩
道

上
に

お
い

て
地

質
調

査
の

た
め

の
ボ

ー
リ

ン
グ

作
業

中
に

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

と
の

連
絡

を
受

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

ガ
ス

漏
え

い
を

確
認

。
原

因
は

、
他

工
事

業
者

が
ガ

ス
事

業
者

に
連

絡
せ

ず
、

事
前

照
会

と
は

異
な

る
場

所
の

ボ
ー

リ
ン

グ
作

業
を

追
加

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

低
圧

支
管

を
破

損
し

た
も

の
。

交
通

規
制

：3
時

間
25

分
支

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
無

道
路

13
A

105



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
66

20
2
2/

8
/1

8
静

岡
藤

枝
市

供
給

支
障

0
0

0

ガ
ス

管
改

修
工

事
に

て
、

ガ
ス

パ
ー

ジ
作

業
を

行
な

う
際

に
対

象
管

を
作

業
員

が
誤

認
し

、
窒

素
を

封
入

し
た

こ
と

に
よ

り
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
協

力
会

社
が

、
河

川
に

添
架

さ
れ

た
中

間
圧

本
管

の
継

手
部

改
修

の
た

め
、

中
間

圧
本

管
に

窒
素

を
入

れ
て

ガ
ス

パ
ー

ジ
を

行
お

う
と

し
た

と
こ

ろ
、

誤
っ

て
並

走
し

て
い

る
低

圧
本

管
に

窒
素

を
混

入
し

て
し

ま
い

、
供

給
支

障
と

な
っ

た
も

の
。

供
給

支
障

件
数

：6
2戸

供
給

支
障

時
間

：1
2時

間
17

分

本
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
67

20
2
2/

8
/1

8
東

京
中

野
区

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

リ
フ

ォ
ー

ム
施

工
業

者
か

ら
、

基
礎

壊
し

時
に

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
に

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
： 

25
m

m
) 
を

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

リ
フ

ォ
ー

ム
作

業
員

が
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
の

通
じ

た
ガ

ス
管

は
配

管
さ

れ
て

い
な

い
と

思
い

込
み

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
位

置
確

認
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
作

業
し

た
結

果
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
供

給
管

の
一

部
取

替
及

び
灯

外
内

管
仮

設
配

管
を

完
了

。
避

難
人

数
：1

名
避

難
時

間
：2

時
間

33
分

交
通

規
制

：1
時

間
55

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

1
68

20
2
2/

8
/1

8
福

岡
北

九
州

市
供

給
支

障
0

0
0

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

」と
の

連
絡

を
受

け
て

調
査

し
た

結
果

、
当

該
地

区
の

ガ
ス

管
内

に
水

が
流

入
し

滞
水

し
て

供
給

支
障

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
給

水
管

の
漏

水
に

伴
う

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
現

象
に

よ
り

当
該

ガ
ス

管
の

一
部

を
損

傷
し

、
水

道
水

が
流

入
し

た
こ

と
に

よ
る

。
供

給
支

障
件

数
：3

35
戸

供
給

支
障

時
間

：3
7時

間
27

分
支

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
69

20
2
2/

8
/1

8
愛

知
北

名
古

屋
市

供
給

支
障

0
0

0

複
数

の
需

要
家

よ
り

「ガ
ス

が
出

な
い

」と
の

通
報

が
入

り
、

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

地
区

の
本

管
(1

00
m

m
) 

に
水

が
入

り
込

ん
で

付
近

の
需

要
家

 で
供

給
支

障
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

水
取

器
立

管
の

腐
食

箇
所

（ね
じ

継
手

部
）か

ら
地

下
水

が
流

入
し

、
片

ガ
ス

路
線

の
ガ

ス
管

を
閉

塞
し

た
こ

と
に

よ
り

供
給

支
障

と
な

っ
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：8

3戸
供

給
支

障
時

間
：6

時
間

42
分

そ
の

他
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
70

20
2
2/

8
/1

9
神

奈
川

平
塚

市
供

給
支

障
0

0
0

協
力

企
業

作
業

員
か

ら
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
が

圧
力

低
下

に
よ

り
遮

断
し

て
い

る
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
に

よ
る

供
給

支
障

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

水
道

管
か

ら
の

漏
水

に
よ

る
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

に
よ

り
、

近
接

し
て

埋
設

さ
れ

て
い

た
低

圧
支

管
(5

0m
m

: 
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
被

覆
鋼

管
）に

穴
が

あ
き

、
低

圧
支

管
内

に
流

入
し

た
水

道
水

が
周

囲
の

ガ
ス

管
を

閉
塞

し
た

こ
と

に
よ

る
。

供
給

支
障

件
数

：3
6戸

供
給

支
障

時
間

：1
2時

間
59

分

支
管

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

106



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
71

20
2
2/

8
/2

8
福

岡
福

岡
市

供
給

支
障

0
0

0

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
連

絡
を

受
け

て
調

査
し

た
結

果
、

当
該

地
区

の
ガ

ス
管

内
に

水
が

流
入

し
滞

水
し

て
供

給
支

障
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

給
水

管
の

漏
水

に
伴

う
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

に
よ

り
当

該
ガ

ス
管

の
一

部
を

損
傷

し
、

水
道

水
が

流
入

し
た

こ
と

に
よ

る
。

供
給

支
障

件
数

：2
78

戸
供

給
支

障
時

間
；2

6時
間

23
分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
72

20
2
2/

8
/2

9
広

島
広

島
市

供
給

支
障

0
0

0

敷
地

内
給

水
工

事
中

に
、

舗
装

カ
ッ

タ
ー

で
埋

設
ガ

ス
管

を
破

損
し

た
と

入
電

が
あ

り
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
カ

ッ
タ

ー
で

切
断

し
た

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
隙

間
か

ら
ガ

ス
の

噴
出

を
確

認
し

た
。

共
用

灯
外

内
管

（
被

覆
鋼

管
10

0m
m

）部
分

が
破

損
さ

れ
て

お
り

、
安

全
確

保
の

た
め

保
安

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
た

こ
と

に
よ

り
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

へ
の

事
前

照
会

が
な

く
、

工
事

範
囲

に
ガ

ス
管

が
無

い
と

思
い

込
み

、
舗

装
を

カ
ッ

タ
ー

切
断

す
る

際
に

埋
設

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：1

89
戸

供
給

支
障

時
間

；不
明

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
73

20
2
2/

9
/2

大
阪

堺
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

「解
体

工
事

会
社

が
、

敷
地

内
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
破

損
し

た
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
バ

ッ
ク

ホ
ー

に
て

灯
外

内
管

(3
2m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

：
不

使
用

管
)管

体
部

を
破

損
し

た
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

へ
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

敷
地

内
を

整
地

中
、

重
機

に
て

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
破

損
箇

所
上

流
側

で
プ

ラ
グ

止
め

を
実

施
し

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：2
9分

間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
74

20
2
2/

9
/2

兵
庫

尼
崎

市
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

「敷
地

内
で

解
体

工
事

時
に

、
ガ

ス
管

を
破

損
し

、
臭

気
あ

り
。

」
で

受
付

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

（中
圧

A
15

0m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
：管

理
図

面
に

記
載

の
な

い
不

使
用

管
）
管

体
部

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

と
は

敷
地

内
の

中
圧

Ｂ
に

つ
い

て
事

前
協

議
を

行
っ

て
い

た
が

、
破

損
し

た
中

圧
Ａ

に
つ

い
て

は
道

路
上

で
切

断
さ

れ
た

管
理

図
面

と
な

っ
て

お
り

、
事

前
協

議
の

対
象

と
な

っ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

掘
削

作
業

中
に

破
損

し
た

も
の

。
不

使
用

管
に

つ
き

、
敷

地
内

の
破

損
箇

所
上

流
側

で
、

カ
ッ

プ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：3
時

間
58

分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
有

道
路

13
A

1
75

20
2
2/

9
/9

長
野

塩
尻

市
そ

の
他

（負
傷

事
故

）
0

0
2

導
管

工
事

中
に

現
場

監
督

の
ガ

ス
事

業
者

社
員

か
ら

、
作

業
員

が
負

傷
し

た
旨

の
連

絡
が

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

協
力

会
社

作
業

員
2名

が
負

傷
し

て
い

た
。

原
因

は
、

中
圧

の
既

設
埋

設
管

延
長

工
事

に
お

い
て

、
ガ

ス
バ

ル
ブ

閉
の

確
認

を
現

場
監

督
者

が
怠

り
、

協
力

会
社

作
業

員
が

パ
イ

プ
カ

ッ
タ

ー
に

て
エ

ン
ド

キ
ャ

ッ
プ

を
切

断
し

た
と

こ
ろ

、
飛

び
出

し
た

エ
ン

ド
キ

ャ
ッ

プ
が

作
業

員
2名

に
当

た
り

負
傷

し
た

も
の

。
負

傷
者

：重
傷

1名
、

軽
傷

1名
本

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

107



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
76

20
2
2/

9
/9

兵
庫

姫
路

市
交

通
困

難
0

0
0

施
設

従
業

員
よ

り
「昼

過
ぎ

位
か

ら
、

敷
地

北
東

角
辺

り
で

臭
気

を
感

じ
る

と
の

こ
と

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
汚

水
マ

ン
ホ

ー
ル

内
で

露
出

し
て

い
る

支
管

の
腐

食
亀

裂
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

り
支

管
(8

0m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
）
管

体
部

の
腐

食
亀

裂
漏

え
い

と
推

定
。

金
属

テ
ー

プ
シ

ー
ル

エ
法

に
て

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：6

0分
間

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
77

20
2
2/

9
/1

1
熊

本
熊

本
市

供
給

支
障

0
0

0

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
連

絡
を

受
け

て
調

査
し

た
結

果
、

当
該

地
区

の
ガ

ス
管

内
に

水
が

流
入

し
滞

水
し

て
供

給
支

障
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

給
水

管
の

漏
水

に
伴

う
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

に
よ

り
当

該
ガ

ス
管

の
一

部
を

損
傷

し
、

水
道

水
が

流
入

し
た

こ
と

に
よ

る
。

供
給

支
障

件
数

：1
33

戸
供

給
支

障
時

間
；3

6時
間

01
分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
78

20
2
2/

9
/1

3
京

都
京

都
市

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

消
防

よ
り

「該
当

宅
付

近
に

車
が

当
た

り
、

臭
気

も
し

て
い

る
。

」で
受

付
け

出
動

。
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
(2

5m
m

ビ
ニ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

）ソ
ケ

ッ
ト

の
一

次
側

ね
じ

継
手

部
折

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
車

両
衝

突
に

よ
る

、
灯

外
内

管
の

破
損

と
推

定
。

破
損

箇
所

を
取

替
え

完
了

し
、

復
旧

完
了

。
避

難
人

数
：3

名
避

難
時

間
：6

0分
間

交
通

規
制

：6
0分

間

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
79

20
2
2/

9
/1

3
大

阪
岸

和
田

市
供

給
支

障
0

0
0

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
。

」で
受

付
け

出
動

。
調

査
の

結
果

、
水

道
の

漏
水

箇
所

を
特

定
し

支
管

(5
0m

m
 ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

管
50

)へ
の

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
に

よ
る

供
給

支
障

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

水
道

管
(2

0m
m

 鉛
管

）か
ら

の
漏

水
に

よ
る

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
。

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
に

よ
る

破
損

箇
所

を
取

り
替

え
修

繕
完

了
。

供
給

支
障

件
数

：3
74

戸
供

給
支

障
時

間
：5

6時
間

23
分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
80

20
2
2/

9
/1

3
福

岡
春

日
市

交
通

困
難

0
0

0

解
体

現
場

か
ら

シ
ュ

ー
と

音
が

し
ガ

ス
臭

が
す

る
。

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

立
上

り
部

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

業
者

が
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

解
体

工
事

を
行

な
っ

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
灯

外
内

管
鋼

管
無

敷
地

内
L
P

G

1
81

20
2
2/

9
/1

5
大

阪
堺

市
交

通
困

難
0

0
0

水
道

工
事

業
者

か
ら

「水
道

新
設

工
事

中
に

、
掘

削
機

に
て

ガ
ス

管
を

破
損

、
ガ

ス
臭

気
も

あ
る

。
」
で

受
付

け
出

動
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

支
管

(5
0m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）管
体

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

水
道

工
事

業
者

が
、

掘
削

機
（バ

ッ
ク

ホ
ー

）に
て

支
管

を
破

損
し

た
も

の
と

推
定

。
破

損
箇

所
を

取
替

え
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

32
分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
有

道
路

13
A

108



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
82

20
2
2/

9
/1

6
大

阪
大

阪
市

供
給

支
障

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

メ
ー

タ
ー

点
滅

の
復

帰
操

作
を

す
る

も
復

帰
不

成
功

と
の

通
報

を
受

け
、

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
ー

ア
ラ

ー
ム

遠
隔

確
認

シ
ス

テ
ム

に
て

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

マ
ン

シ
ョ

ン
の

複
数

戸
に

お
い

て
マ

イ
コ

ン
メ

ー
タ

ー
圧

力
低

下
遮

断
を

確
認

。
87

戸
が

供
給

支
障

と
な

っ
た

。
原

因
は

、
同

時
刻

に
協

力
工

事
会

社
作

業
員

に
よ

り
供

給
管

を
既

設
管

か
ら

新
設

管
へ

結
び

替
え

る
た

め
の

バ
イ

パ
ス

作
業

が
実

施
さ

れ
て

お
り

、
作

業
員

の
連

携
不

足
で

作
業

の
タ

イ
ミ

ン
グ

が
前

後
す

る
等

に
よ

り
、

一
時

的
に

供
給

ソ
ー

ス
が

な
く
な

り
、

供
給

支
障

が
発

生
し

た
と

推
定

。
供

給
支

障
件

数
：8

7戸
供

給
支

障
時

間
：3

時
間

19
分

本
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
83

20
2
2/

9
/1

8
大

阪
堺

市
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

0
0

0

建
築

工
事

業
者

か
ら

「外
構

工
事

の
際

、
土

間
撤

去
時

に
サ

ン
ダ

ー
で

ガ
ス

管
を

破
損

し
引

火
し

た
と

の
事

。
」で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
破

損
箇

所
よ

り
1m

ぐ
ら

い
の

炎
が

上
が

っ
て

い
た

こ
と

及
び

灯
外

内
管

(3
2m

m
 ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

：不
使

用
管

）継
手

部
を

破
損

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

協
議

等
行

わ
ず

に
施

工
し

た
こ

と
に

よ
る

。
不

使
用

管
に

つ
き

、
本

管
面

に
て

プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
19

分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

1
84

20
2
2/

9
/1

9
兵

庫
神

戸
市

避
難

0
0

0

消
防

よ
り

「木
が

倒
れ

て
ブ

ロ
ッ

ク
塀

が
崩

れ
て

ガ
ス

の
臭

い
が

か
な

り
す

る
。

」
で

受
付

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

(2
5m

m
亜

鉛
引

き
鋼

管
：架

空
）の

ね
じ

継
手

部
破

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
倒

木
に

よ
る

、
灯

内
内

管
の

破
損

と
推

定
。

破
損

箇
所

上
流

側
の

灯
内

内
管

に
て

プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

、
修

繕
完

了
。

避
難

人
数

：5
名

避
難

時
間

：1
時

間
10

分
灯

内
内

管
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
85

20
2
2/

9
/2

1
千

葉
市

川
市

供
給

支
障

0
0

0

同
一

建
物

の
複

数
の

需
要

家
よ

り
ガ

ス
が

出
な

い
と

の
通

報
を

受
け

出
動

。
調

査
の

結
果

、
当

該
高

層
建

物
の

灯
外

内
管

へ
の

差
水

を
確

認
。

全
22

8戸
の

内
、

46
戸

の
住

宅
で

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
ー

の
作

動
に

よ
る

供
給

支
障

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

灯
外

内
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

水
取

器
（立

管
部

：ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

 2
5
m

m
）
の

腐
食

箇
所

か
ら

地
下

水
が

流
入

し
、

当
該

高
層

建
物

系
統

の
ガ

ス
管

を
閉

塞
し

た
も

の
。

な
お

、
腐

食
は

水
取

器
立

管
の

根
本

部
分

（ね
じ

接
合

部
）に

あ
り

、
何

ら
か

の
原

因
に

よ
り

ね
じ

接
合

部
周

り
に

巻
か

れ
て

い
た

防
食

テ
ー

プ
の

隙
間

か
ら

水
が

差
し

込
み

、
腐

食
が

発
生

・拡
大

し
た

も
の

と
推

定
。

差
水

範
囲

の
水

取
器

を
含

む
灯

外
内

管
の

入
替

工
事

完
了

。
供

給
支

障
件

数
：4

6戸
供

給
支

障
時

間
：3

時
間

31
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

1
86

20
2
2/

9
/2

1
東

京
新

宿
区

避
難

0
0

0

需
要

家
か

ら
、

ガ
ス

未
使

用
時

に
風

呂
釜

排
気

筒
付

近
に

て
ガ

ス
臭

い
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
建

物
の

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
）
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
何

ら
か

の
理

由
に

よ
り

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

漏
え

い
箇

所
の

特
定

が
出

来
な

い
た

め
、

ガ
ス

管
口

径
及

び
漏

え
い

に
至

っ
た

原
因

は
不

明
。

避
難

人
数

：5
名

避
難

時
間

：1
時

間
50

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

109



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
87

20
2
2/

9
/2

1
埼

玉
和

光
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
「ガ

ス
漏

れ
通

報
が

あ
り

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

及
び

擁
壁

内
隠

ぺ
い

部
に

埋
設

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

（供
給

管
又

は
灯

外
内

管
（白

管
： 

25
m

m
))
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
漏

え
い

箇
所

の
掘

削
が

出
来

な
い

た
め

、
漏

え
い

箇
所

が
供

給
管

又
は

灯
外

内
管

で
あ

る
か

並
び

に
漏

え
い

に
至

っ
た

原
因

は
不

明
。

供
給

管
及

び
灯

外
内

管
へ

樹
脂

充
填

に
よ

る
漏

え
い

修
理

を
完

了
。

交
通

規
制

：6
時

間
24

分

供
給

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

道
路

・敷
地

内
13

A

1
88

20
2
2/

9
/2

2
京

都
京

都
市

避
難

0
0

0

消
防

か
ら

「増
改

築
工

事
業

者
よ

り
、

ス
ー

パ
ー

駐
車

場
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

連
絡

あ
り

。
」
で

受
付

け
出

動
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

灯
内

内
管

(2
0m

m
 塩

化
ビ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
の

管
体

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

工
事

業
者

が
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
協

議
等

行
わ

ず
に

施
工

し
た

結
果

、
電

動
ブ

レ
ー

カ
ー

に
て

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

も
の

と
推

定
。

破
損

箇
所

を
取

替
え

、
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：1
0名

避
難

時
間

：1
時

間
11

分

灯
内

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
無

道
路

13
A

1
89

20
2
2/

9
/2

3
大

阪
枚

方
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

「消
防

隊
が

現
地

到
着

し
、

ガ
ス

臭
気

を
感

じ
て

い
る

。
」
で

受
付

け
出

動
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

低
圧

本
管

(2
00

rn
rn

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

）に
設

置
し

た
ク

ラ
ン

プ
継

手
上

部
の

ね
じ

プ
ラ

グ
の

腐
食

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

り
ね

じ
プ

ラ
グ

(8
0m

m
) 
の

腐
食

漏
え

い
と

推
定

。
ね

じ
プ

ラ
グ

を
取

替
え

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：3
時

間
00

分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
90

20
2
2/

9
/2

3
愛

知
日

進
市

漏
え

い
着

火
・供

給
支

障
0

0
0

水
道

管
の

漏
水

に
伴

う
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

現
象

に
よ

り
、

水
道

水
が

流
入

し
本

管
を

閉
塞

し
た

こ
と

に
よ

り
供

給
支

障
と

な
っ

た
。

ま
た

、
ビ

ル
ト

イ
ン

コ
ン

ロ
使

用
中

に
着

火
し

、
コ

ン
ロ

下
収

納
の

壁
及

び
フ

レ
キ

管
の

一
部

が
焼

損
し

た
。

原
因

は
、

ガ
ス

導
管

内
へ

侵
入

し
た

水
道

水
の

圧
力

に
よ

り
、

ガ
ス

導
管

内
の

圧
力

が
上

昇
し

、
当

該
ガ

ス
栓

よ
り

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

と
推

定
。

供
給

支
障

件
数

：8
8戸

供
給

支
障

時
間

：9
7時

間
50

分

本
支

管
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

1
91

20
2
2/

9
/2

9
愛

知
名

古
屋

市
漏

え
い

着
火

0
0

3

本
管

（鋳
鉄

管
 2

00
m

m
) 
撤

去
工

事
中

、
ガ

ス
遮

断
を

行
う

た
め

、
既

設
の

ガ
ス

遮
断

孔
を

用
い

て
、

無
噴

出
工

具
に

よ
り

本
管

内
に

ガ
ス

バ
ッ

グ
を

挿
入

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

漏
出

し
た

ガ
ス

に
近

傍
で

の
研

り
作

業
が

着
火

源
と

な
り

引
火

し
た

も
の

。
原

因
は

、
ガ

ス
遮

断
作

業
と

電
動

工
具

を
用

い
て

掘
削

溝
内

の
障

害
物

（
鉱

さ
い

）
を

除
去

す
る

作
業

を
同

時
に

近
接

し
て

行
っ

た
た

め
、

遮
断

作
業

中
に

漏
出

し
た

ガ
ス

に
電

動
工

具
が

着
火

源
と

な
り

引
火

し
た

も
の

。
負

傷
者

：軽
傷

 3
名

（火
傷

 I
度

 3
名

）

本
管

鋳
鉄

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

110



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
92

20
2
2/

1
0/

2
千

葉
船

橋
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

ガ
ス

臭
あ

り
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
の

結
果

、
支

管
か

ら
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
支

管
（5

0m
m

）の
管

体
部

が
腐

食
し

漏
え

い
に

至
っ

た
も

の
。

漏
え

い
箇

所
の

本
修

繕
工

事
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
46

分
支

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
93

20
2
2/

1
0/

3
新

潟
新

潟
市

供
給

支
障

0
0

0

団
地

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

入
電

が
あ

り
出

動
。

現
地

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

団
地

入
口

の
水

取
器

に
ガ

ス
が

来
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

供
給

障
害

が
発

生
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

。
保

安
確

保
の

た
め

、
3
0
戸

の
メ

ー
タ

ー
ガ

ス
栓

を
閉

止
し

て
供

給
を

停
止

し
た

。
原

因
は

、
供

給
管

の
取

出
し

部
と

継
手

か
ら

腐
食

に
よ

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
お

り
、

こ
こ

か
ら

浸
水

し
て

本
管

を
閉

塞
し

た
と

推
測

さ
れ

る
。

供
給

支
障

件
数

：3
0戸

供
給

支
障

時
間

：4
時

間
55

分

供
給

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
94

20
2
2/

1
0/

3
東

京
杉

並
区

避
難

0
0

0

他
企

業
工

事
従

事
者

か
ら

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
水

取
器

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
、

低
圧

水
取

器
立

管
 (
20

m
m

:白
管

）の
経

年
劣

化
に

よ
る

腐
食

漏
え

い
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
外

面
修

理
テ

ー
プ

に
て

応
急

修
理

完
了

。
避

難
人

数
：1

世
帯

 1
名

避
難

時
間

：2
時

間
 1

8分

本
支

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

1
95

20
2
2/

1
0/

4
東

京
立

川
市

交
通

困
難

0
0

0

協
力

企
業

の
検

針
員

か
ら

、
ガ

ス
臭

い
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

設
置

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
： 

20
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
漏

え
い

箇
所

の
特

定
が

出
来

な
い

た
め

、
漏

え
い

に
至

る
原

因
は

不
明

。
メ

ー
タ

ー
位

置
替

え
及

び
灯

外
内

管
の

一
部

取
替

工
事

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

11
分

間
灯

外
内

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
96

20
2
2/

1
0/

5
東

京
大

田
区

漏
え

い
着

火
・供

給
支

障
・交

通
困

難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
工

事
中

に
基

礎
の

下
か

ら
ガ

ス
管

が
出

て
き

て
着

火
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
解

体
工

事
の

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

壊
し

作
業

中
に

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
： 

30
m

m
) 
を

損
傷

し
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
消

火
活

動
中

に
放

水
し

た
水

が
損

傷
箇

所
よ

り
ガ

ス
管

内
に

流
入

し
た

こ
と

で
、

支
管

を
閉

塞
さ

せ
、

近
隣

の
複

数
建

物
に

お
い

て
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
解

体
工

事
業

者
の

作
業

員
が

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

壊
し

作
業

範
囲

内
に

は
ガ

ス
の

通
じ

て
い

る
ガ

ス
管

は
な

い
も

の
と

思
い

、
ガ

ス
事

業
者

に
ガ

ス
管

の
位

置
確

認
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
作

業
し

た
結

果
、

重
機

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：4

5戸
供

給
支

障
時

間
：8

時
間

18
分

交
通

規
制

：1
時

間
59

分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

111



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

1
97

20
2
2/

1
0/

6
東

京
世

田
谷

区
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

付
近

住
民

か
ら

ガ
ス

臭
い

と
い

う
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

不
使

用
供

給
管

か
ら

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

原
因

は
。

継
手

部
の

経
年

劣
化

に
よ

る
腐

食
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

避
難

人
数

：6
名

避
難

時
間

：1
時

間
 4

0分
交

通
規

制
：1

時
間

 2
5分

供
給

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

1
98

20
2
2/

1
0/

8
福

岡
北

九
州

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

解
体

工
事

業
者

が
建

物
解

体
中

、
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
に

て
灯

外
内

管
（
白

管
・
口

径
 3

2
㎜

）
を

損
傷

し
、

漏
出

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

た
こ

と
に

よ
り

、
火

災
に

至
っ

た
も

の
。

原
因

は
、

ガ
ス

事
業

者
に

対
し

て
事

前
照

会
、

及
び

当
日

の
立

会
要

請
を

行
う

こ
と

な
く
、

建
物

解
体

工
事

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
る

。
灯

外
内

管
白

ガ
ス

管
無

敷
地

内
13

A

1
99

20
2
2/

1
0/

9
神

奈
川

藤
沢

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

需
要

家
よ

り
、

ガ
ス

漏
れ

応
急

修
理

し
た

箇
所

よ
り

着
火

し
た

と
の

通
報

が
あ

り
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
強

化
ホ

ー
ス

・水
道

塩
ビ

さ
や

管
、

水
道

バ
ル

ブ
つ

ま
み

が
焦

げ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

調
査

の
結

果
、

応
急

修
理

箇
所

に
は

穴
は

開
い

て
お

ら
ず

、
応

急
修

理
箇

所
と

は
別

の
箇

所
で

腐
食

孔
が

あ
っ

た
。

原
因

は
、

麺
ゆ

で
器

の
茹

で
汁

が
機

器
外

に
あ

ふ
れ

出
る

状
態

が
続

い
て

い
た

た
め

、
付

近
の

ガ
ス

管
の

腐
食

が
特

に
促

進
さ

れ
、

腐
食

孔
か

ら
漏

え
い

し
た

ガ
ス

に
着

火
し

た
も

の
と

推
定

。
灯

内
内

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
00

2
02

2
/1

0/
1
1

静
岡

静
岡

市
供

給
支

障
0

0
0

当
該

地
域

の
需

要
家

か
ら

「ガ
ス

が
出

な
い

」と
の

通
報

が
頻

発
し

た
た

め
、

現
地

に
出

動
し

て
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
広

範
囲

で
供

給
支

障
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

が
判

明
し

た
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

低
圧

本
管

内
へ

の
差

し
水

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

に
お

い
て

官
民

境
で

プ
ラ

グ
止

め
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

を
敷

地
内

か
ら

バ
ッ

ク
ホ

ウ
で

供
給

管
ご

と
引

き
抜

い
た

こ
と

に
よ

り
、

道
路

側
で

供
給

管
の

継
手

ネ
ジ

部
が

破
断

し
、

切
断

面
か

ら
地

下
水

が
本

管
内

に
流

入
し

た
こ

と
に

よ
る

。
な

お
、

作
業

者
は

官
民

境
で

止
ま

っ
て

い
る

ガ
ス

管
を

道
路

側
で

止
ま

っ
て

い
る

と
誤

認
し

て
い

た
。

折
損

さ
れ

た
供

給
管

を
本

管
上

で
プ

ラ
グ

止
め

実
施

。
供

給
支

障
件

数
：5

8戸
供

給
支

障
時

間
：2

3時
間

2分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
被

覆
鋼

管
有

敷
地

内
13

A

2
01

2
02

2
/1

0/
1
3

千
葉

千
葉

市
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
敷

地
内

の
整

地
作

業
中

に
、

埋
設

設
置

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
を

損
傷

さ
せ

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
元

請
け

業
者

及
び

解
体

工
事

業
者

間
で

ガ
ス

管
切

断
位

置
情

報
に

つ
い

て
、

引
継

ぎ
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

重
機

を
使

用
し

て
灯

外
内

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
地

境
部

切
断

に
て

復
旧

済
み

。
交

通
規

制
：1

時
間

19
分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A
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整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
02

2
02

2
/1

0/
1
4

埼
玉

さ
い

た
ま

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

建
築

工
事

会
社

よ
り

、
重

機
に

て
掘

削
中

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

と
の

通
報

を
受

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

を
損

傷
さ

せ
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
敷

地
内

に
ガ

ス
管

が
あ

る
こ

と
を

認
識

 し
て

い
た

が
、

切
断

位
置

の
適

切
な

情
報

共
有

が
行

わ
れ

な
い

ま
ま

掘
削

作
業

を
行

っ
た

結
果

、
灯

外
内

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
地

境
部

切
断

に
て

復
旧

済
み

。
避

難
人

数
：約

80
名

避
難

時
間

：2
時

間
34

分
交

通
規

制
：2

時
間

41
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

2
03

2
02

2
/1

0/
1
4

兵
庫

神
戸

市
交

通
困

難
0

0
0

警
察

よ
り

「通
行

人
か

ら
の

通
報

で
、

道
路

で
ガ

ス
の

噴
出

音
が

あ
り

臭
気

も
す

る
。

」
で

受
付

け
出

動
。

現
場

調
査

の
結

果
、

側
溝

内
に

配
管

さ
れ

て
い

る
供

給
管

(2
5m

m
亜

鉛
引

き
鋼

管
（
防

食
テ

ー
プ

巻
）
 ：

架
空

：
不

使
用

管
） 

の
折

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
側

溝
設

置
の

グ
レ

ー
チ

ン
グ

の
上

を
車

が
通

り
、

グ
レ

ー
チ

ン
グ

が
ず

れ
て

側
溝

に
落

ち
込

ん
だ

際
に

ガ
ス

管
に

荷
重

が
か

か
り

破
損

し
た

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
支

管
面

に
て

プ
ラ

グ
止

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：4

1分
間

供
給

管
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
04

2
02

2
/1

0/
1
5

東
京

八
王

子
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
車

が
ガ

ス
管

に
ぶ

つ
か

り
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

る
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
車

両
が

ガ
ス

管
に

衝
突

し
た

こ
と

で
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

上
流

側
立

ち
上

が
り

の
接

続
部

（
被

覆
鋼

管
：
2
5
m

m
)及

び
下

流
側

露
出

配
管

の
接

続
部

（白
管

： 
25

m
m

)が
損

傷
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
車

両
の

運
転

手
が

、
運

転
操

作
を

誤
り

、
壁

面
に

露
出

配
管

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

に
衝

突
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
管

が
損

傷
し

た
も

の
。

避
難

人
数

：1
4名

避
難

時
間

：1
時

間
15

分
交

通
規

制
：2

時
間

12
分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
05

2
02

2
/1

0/
1
7

静
岡

静
岡

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

「通
行

人
か

ら
建

物
内

で
ガ

ス
警

報
器

が
鳴

動
し

て
い

る
」
と

の
通

報
が

あ
り

出
動

。
当

該
建

物
は

閉
栓

中
で

、
メ

ー
タ

ー
が

室
内

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

灯
外

内
管

の
床

下
埋

設
部

か
ら

の
漏

え
い

と
判

断
し

、
民

地
境

で
プ

ラ
グ

止
め

を
実

施
し

た
。

原
因

は
、

自
然

劣
化

に
よ

る
腐

食
漏

え
い

と
推

定
さ

れ
る

。
交

通
規

制
：2

時
間

01
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
06

2
02

2
/1

0/
1
7

東
京

北
区

供
給

支
障

0
0

0

排
水

管
工

事
業

者
か

ら
、

排
水

管
更

新
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
排

水
管

更
新

工
事

中
に

、
1階

共
用

通
路

の
床

コ
ン

ク
リ

ー
ト

内
に

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（
被

覆
鋼

管
： 

80
m

m
) 
を

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
損

傷
箇

所
修

復
に

時
間

を
要

す
る

こ
と

か
ら

当
該

建
物

の
引

込
管

ガ
ス

遮
断

装
置

を
閉

止
し

た
こ

と
で

、
供

給
支

障
が

発
生

し
た

。
原

因
は

、
作

業
範

囲
内

に
、

ガ
ス

管
が

配
管

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
た

が
、

ガ
ス

管
は

深
い

位
置

に
配

管
さ

れ
て

い
る

と
思

い
込

ん
で

ガ
ス

事
業

者
に

事
前

照
会

す
る

こ
と

な
く
作

業
し

た
結

果
、

電
動

工
具

に
て

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：3

2戸
供

給
支

障
時

間
：3

時
間

35
分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

113



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
07

2
02

2
/1

0/
1
7

奈
良

奈
良

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

「側
溝

付
近

で
ガ

ス
臭

気
が

す
る

。
」で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
及

び
汚

水
マ

ン
ホ

ー
ル

内
で

ガ
ス

を
検

知
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

等
に

よ
る

灯
外

内
管

(3
2m

m
塩

化
ビ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
の

漏
え

い
と

推
定

。
供

給
管

・灯
外

内
管

を
別

ル
ー

ト
で

取
替

え
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：3

4分
間

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
08

2
02

2
/1

0/
2
1

大
阪

高
槻

市
交

通
困

難
0

0
0

警
察

よ
り

「ガ
ス

メ
ー

タ
ー

付
近

に
車

が
当

た
り

、
ガ

ス
管

を
破

損
し

て
い

る
。

」
で

受
付

け
出

動
。

灯
外

内
管

(2
5m

m
塩

化
ビ

ニ
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）管

体
部

（ね
じ

継
手

部
）の

折
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

衝
突

に
よ

り
灯

外
内

管
を

破
損

し
た

と
推

定
。

破
損

箇
所

上
流

部
分

に
て

プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

修
繕

完
了

。
交

通
規

制
：5

1分
間

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
09

2
02

2
/1

0/
2
1

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

定
期

保
安

点
検

者
よ

り
「道

路
下

水
マ

ン
ホ

ー
ル

付
近

臭
気

及
び

ガ
ス

を
検

知
。

」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
下

水
マ

ン
ホ

ー
ル

で
ガ

ス
を

検
知

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
供

給
管

(8
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

）継
手

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
供

給
管

継
手

部
漏

え
い

と
推

定
。

継
手

締
直

し
に

て
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
21

分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

2
10

2
02

2
/1

0/
2
2

静
岡

富
士

宮
市

供
給

支
障

0
0

0

需
要

家
か

ら
「ガ

ス
が

出
な

い
」と

の
通

報
が

頻
発

し
た

た
め

、
出

動
し

て
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
広

範
囲

の
供

給
支

障
を

確
認

し
た

。
ま

た
、

掘
削

に
て

低
圧

本
管

内
へ

の
差

し
水

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

給
水

管
の

経
年

劣
化

に
よ

る
漏

水
に

伴
う

サ
ン

 ド
ブ

ラ
ス

ト
に

よ
る

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：5

1戸
供

給
支

障
時

間
：1

4時
間

7分
本

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

2
11

2
02

2
/1

0/
2
3

長
野

諏
訪

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
車

両
が

ガ
ス

管
に

衝
突

し
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

る
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

車
両

が
ガ

ス
管

に
衝

突
し

た
こ

と
に

よ
り

ガ
ス

管
が

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

運
転

操
作

を
誤

り
、

車
両

が
家

屋
へ

衝
突

し
灯

外
内

管
及

び
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
を

損
傷

し
た

も
の

。
交

通
規

制
：1

時
間

40
分

灯
外

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
12

2
02

2
/1

0/
2
4

大
阪

泉
北

郡
忠

岡
町

交
通

困
難

0
0

0

水
道

局
よ

り
「止

水
栓

の
二

次
側

で
漏

水
し

て
い

た
た

め
に

、
止

水
栓

を
閉

止
し

た
。

離
れ

た
場

所
で

「
ブ

ク
ブ

ク
」と

音
が

し
て

ガ
ス

臭
気

を
感

じ
る

。
」で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
及

び
道

路
面

の
汚

水
マ

ン
ホ

ー
ル

3か
所

に
て

ガ
ス

を
検

知
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

中
圧

B
本

管
(2

0
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

）へ
の

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
を

確
認

し
た

。
な

お
、

供
給

支
障

は
発

生
せ

ず
。

原
因

は
、

水
道

管
(2

5m
m

 鉛
管

）か
ら

の
漏

水
に

よ
る

サ
ン

ド
ブ

ラ
ス

ト
と

推
定

。
交

通
規

制
：5

時
間

57
分

本
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

114



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
13

2
02

2
/1

0/
2
5

東
京

新
宿

区
交

通
困

難
0

0
0

需
要

家
よ

り
「家

の
中

が
ガ

ス
臭

い
」と

の
連

絡
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

解
体

工
事

現
場

へ
引

き
込

ま
れ

て
い

る
供

給
管

の
継

手
部

が
損

傷
し

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
ガ

ス
管

の
損

傷
に

つ
い

て
は

、
何

ら
か

の
外

力
が

加
わ

り
漏

え
い

に
至

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

が
、

外
力

の
加

わ
っ

た
原

因
は

不
明

。
外

面
修

理
テ

ー
プ

に
て

応
急

修
理

済
み

。
交

通
規

制
：2

時
間

28
分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

敷
地

内
13

A

2
14

2
02

2
/1

0/
2
6

東
京

港
区

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

近
隣

建
物

の
従

業
員

か
ら

、
一

ヶ
月

ほ
ど

前
よ

り
一

階
出

入
口

付
近

（
道

路
）
で

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（
被

覆
鋼

管
）
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
漏

え
い

箇
所

の
特

定
が

で
き

な
い

た
め

（掘
削

不
可

）、
ガ

ス
管

の
ロ

径
並

び
に

漏
え

い
に

至
っ

た
原

因
は

不
明

。
避

難
人

数
：7

名
避

難
時

間
：4

時
間

50
分

交
通

規
制

：4
時

間
55

分

灯
外

内
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
15

2
02

2
/1

0/
2
7

千
葉

富
里

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

移
動

式
ガ

ス
発

生
設

備
に

よ
り

仮
設

供
給

中
の

需
要

家
宅

に
お

い
て

、
新

た
に

設
置

し
た

供
給

管
と

既
設

灯
外

内
管

の
接

続
の

た
め

、
供

給
管

の
キ

ャ
ッ

プ
止

め
を

外
し

た
と

こ
ろ

、
漏

出
し

た
供

給
管

内
の

残
留

ガ
ス

が
、

需
要

家
に

て
使

用
中

の
給

湯
器

の
排

気
口

に
流

れ
込

み
引

火
し

、
雨

樋
、

外
壁

、
防

水
コ

ン
セ

ン
ト

、
給

湯
器

を
損

傷
し

た
。

原
因

は
、

需
要

家
に

対
し

ガ
ス

管
工

事
中

に
つ

き
消

費
機

器
使

用
停

止
の

周
知

を
怠

っ
た

こ
と

及
び

、
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

を
停

止
さ

せ
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

。

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
16

2
02

2
/1

0/
2
7

東
京

三
鷹

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

消
防

よ
り

ガ
ス

臭
気

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
本

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
ま

た
、

低
圧

本
管

 (
10

0m
m

：ね
ず

み
鋳

鉄
管

）
に

て
亀

裂
が

確
認

さ
れ

た
。

原
因

は
、

過
去

に
お

け
る

近
傍

で
の

他
企

業
工

事
や

車
両

荷
重

等
に

起
因

す
る

地
盤

沈
下

等
の

影
響

に
よ

り
、

亀
裂

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。
避

難
人

数
：1

2名
避

難
時

間
：3

時
間

 3
0分

交
通

規
制

：3
時

間
 3

0分

本
管

ね
ず

み
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

2
17

2
02

2
/1

0/
2
8

東
京

西
東

京
市

供
給

支
障

0
0

0

設
備

工
事

業
者

か
ら

、
「ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
。

メ
ー

タ
ー

ガ
ス

栓
を

閉
め

て
も

ガ
ス

が
止

ま
ら

な
い

」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
下

水
管

更
新

工
事

中
に

、
床

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ス
ラ

ブ
内

に
配

管
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

：5
0m

m
) 
を

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

な
お

、
損

傷
箇

所
修

復
の

た
め

に
当

該
建

物
の

引
込

管
ガ

ス
遮

断
装

置
を

閉
止

し
た

こ
と

で
、

供
給

支
障

が
発

生
し

た
も

の
。

原
因

は
、

作
業

員
が

作
業

範
囲

内
に

、
ガ

ス
の

通
じ

て
い

る
ガ

ス
管

が
あ

る
こ

と
を

当
初

は
認

識
 し

て
い

た
が

、
作

業
に

夢
中

に
な

り
途

中
で

失
念

し
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

研
り

作
業

を
電

動
工

具
で

行
っ

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
の

一
部

取
替

工
事

完
了

。
供

給
支

障
件

数
：1

55
戸

供
給

支
障

時
間

：7
時

間
27

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

115



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
18

2
02

2
/1

0/
2
9

東
京

練
馬

区
交

通
困

難
0

0
0

建
築

工
事

業
者

か
ら

、
新

築
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

掘
削

作
業

中
に

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
：
 5

0
m

m
) 
を

重
機

に
て

損
傷

さ
せ

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

と
建

築
工

事
業

者
間

で
ガ

ス
管

切
断

位
置

に
つ

い
て

の
引

継
ぎ

が
適

切
に

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
た

め
、

掘
削

作
業

範
囲

内
に

は
影

響
が

な
い

と
思

い
込

み
、

重
機

に
よ

る
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
敷

地
境

界
近

傍
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

15
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

2
19

2
02

2
/1

0/
2
9

兵
庫

神
戸

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

道
路

工
事

業
者

か
ら

「道
路

側
溝

の
改

修
工

事
の

際
、

カ
ッ

タ
ー

切
 り

中
に

破
損

。
」
で

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
臭

気
が

あ
り

、
掘

削
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
 (
25

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
継

手
部

破
損

を
確

認
し

た
。

破
損

箇
所

を
一

部
取

替
え

、
復

旧
完

了
。

避
難

人
数

：5
名

避
難

時
間

：3
0分

間
交

通
規

制
：3

0分
間

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
有

道
路

13
A

2
20

2
02

2
/1

0/
3
0

大
阪

寝
屋

川
市

交
通

困
難

0
0

0

協
力

工
事

会
社

か
ら

「信
号

機
設

置
工

事
の

際
、

ハ
ツ

リ
作

業
中

に
中

圧
1
5
0
m

m
本

管
を

ブ
 レ

ー
カ

ー
で

破
損

。
」で

受
付

 け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
ガ

ス
の

噴
出

音
を

確
認

。
掘

削
調

査
の

結
果

、
中

圧
B

本
管

 (
1
5
0
m

m
ｱ

ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ

ﾄｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

鋼
管

）管
体

部
 の

破
損

を
確

認
し

た
。

粘
土

 ・
テ

ー
 プ

巻
き

に
て

措
置

完
了

。
ア

ダ
ム

ス
ク

ラ
ン

プ
巻

き
に

て
修

繕
完

了
。

交
通

規
制

：5
時

間
46

分
本

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
有

道
路

13
A

2
21

2
02

2
/1

0/
3
1

千
葉

八
千

代
市

交
通

困
難

0
0

0

造
成

工
事

業
者

か
ら

、
造

成
宅

地
で

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

宅
地

造
成

作
業

中
に

、
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
25

m
m

) 
を

重
機

に
て

損
傷

さ
せ

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
作

業
員

が
当

該
敷

地
内

の
宅

地
造

成
作

業
範

囲
内

に
は

ガ
ス

管
は

な
い

も
の

と
思

い
作

業
を

し
て

い
た

結
果

、
重

機
に

て
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

な
お

、
ガ

ス
の

臭
気

を
感

じ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
損

傷
に

気
づ

か
ず

、
夕

刻
以

降
、

近
隣

住
民

か
ら

ガ
ス

の
臭

気
連

絡
で

知
っ

た
が

、
夜

間
に

ガ
ス

事
業

者
へ

通
報

可
能

と
は

知
ら

な
か

っ
た

た
め

、
翌

日
の

連
絡

と
な

っ
た

と
の

こ
と

。
支

管
上

で
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
06

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

2
22

2
02

2
/1

0/
3
1

滋
賀

大
津

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
車

両
が

小
水

路
に

転
落

し
、

水
路

架
管

の
ガ

ス
管

が
折

損
し

て
い

る
と

の
通

報
を

受
け

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

供
給

管
管

体
（亜

鉛
め

っ
き

鋼
管

)か
ら

の
ガ

ス
の

漏
え

い
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
転

落
し

た
車

両
が

水
路

架
管

の
ガ

ス
管

に
接

触
し

た
こ

と
に

も
の

。
交

通
規

制
：4

4分
間

供
給

管
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

116



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
23

2
02

2
/1

0/
3
1

熊
本

熊
本

市
供

給
支

障
0

0
0

需
要

家
よ

り
「複

数
回

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
ー

が
遮

断
し

た
」と

の
通

報
が

入
り

出
動

し
調

査
し

た
結

果
、

当
該

建
物

の
ガ

ス
管

内
に

滞
水

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
9月

11
日

に
発

生
し

た
サ

ン
ド

ブ
ラ

ス
ト

に
よ

り
流

入
し

た
水

が
周

辺
の

本
支

管
に

一
部

残
っ

て
お

り
、

湿
度

の
高

い
ガ

ス
が

マ
ン

シ
ョ

ン
に

供
給

さ
れ

、
外

気
温

の
低

下
に

よ
り

凝
縮

し
て

水
滴

が
発

生
し

た
も

の
と

推
定

。
供

給
支

障
件

数
： 

34
戸

供
給

支
障

時
間

：7
時

間
26

分

灯
外

内
管

塩
化

ビ
ニ

ー
ル

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
24

20
2
2/

1
1/

1
大

阪
堺

市
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
 ら

「基
礎

解
体

工
事

時
に

、
ガ

ス
管

を
ユ

ン
ボ

に
て

破
損

。
」
 で

受
付

け
出

動
。

破
損

箇
所

よ
り

噴
出

音
及

び
マ

ン
ホ

ー
ル

 3
ケ

所
 に

て
ガ

ス
を

検
知

し
た

。
ま

た
、

灯
外

内
管

 (
3
2
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

：不
使

用
管

）継
手

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

が
事

前
協

議
な

ど
の

連
絡

を
せ

ず
施

工
し

た
こ

と
に

よ
る

。
不

使
用

管
に

つ
き

本
管

面
に

て
キ

ャ
ッ

プ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：4
7分

間
灯

外
内

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

2
25

2
02

2
/1

1/
5

神
奈

川
横

浜
市

交
通

困
難

0
0

0

近
隣

の
住

人
よ

り
、

「隣
の

工
事

現
場

で
ガ

ス
臭

い
」と

の
通

報
が

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

解
体

工
事

現
場

に
お

い
て

灯
外

内
管

が
損

傷
し

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

事
前

に
ガ

ス
事

業
者

と
打

合
せ

し
た

内
容

が
、

解
体

業
者

内
で

十
分

に
伝

わ
っ

て
い

な
く
、

重
機

に
て

ブ
ロ

ッ
ク

塀
を

解
体

中
に

灯
外

内
管

を
引

っ
掛

け
破

損
さ

せ
た

も
の

。
交

通
規

制
：1

時
間

45
分

灯
外

内
管

鋼
管

有
敷

地
内

L
P

G

2
26

2
02

2
/1

1/
5

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

「解
体

工
事

中
に

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ー

で
ガ

ス
管

を
破

損
し

た
。

」
で

受
付

け
出

動
。

灯
外

内
管

 (
15

0m
m

亜
鉛

引
き

鋼
管

：架
空

管
）管

体
部

の
大

割
破

砕
機

に
よ

る
破

損
及

び
ガ

ス
噴

出
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
解

体
工

事
業

者
が

事
前

協
議

な
ど

の
連

絡
を

せ
ず

施
工

し
た

こ
と

に
よ

る
。

不
使

用
管

に
て

道
路

面
で

プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：2
9分

間
灯

外
内

管
鋼

管
無

敷
地

内
13

A

2
27

2
02

2
/1

1/
6

東
京

板
橋

区
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
通

行
人

か
ら

道
路

上
で

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
32

m
m

) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
漏

え
い

箇
所

の
特

定
が

出
来

な
い

た
め

、
漏

え
い

に
至

る
原

因
は

不
明

。
敷

地
境

界
近

傍
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

25
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

117



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
28

2
02

2
/1

1/
7

埼
玉

ふ
じ

み
野

市
交

通
困

難
0

0
0

測
量

業
者

よ
り

、
測

量
作

業
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
が

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

灯
外

内
管

が
損

傷
し

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

測
量

業
者

が
境

界
杭

を
探

索
す

る
道

具
で

あ
る

大
き

な
ピ

ン
状

の
も

の
を

敷
地

境
に

差
し

、
境

界
杭

を
探

索
し

よ
う

と
し

た
と

こ
ろ

誤
っ

て
灯

外
内

管
を

損
傷

し
た

も
の

で
あ

り
、

測
量

会
社

が
敷

地
内

に
お

け
る

ガ
ス

管
の

有
無

に
つ

い
て

意
識

せ
ず

、
ガ

ス
管

の
位

置
を

確
認

せ
ず

作
業

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

る
も

の
。

灯
外

内
管

の
破

損
個

所
を

入
れ

替
え

復
旧

済
み

。
交

通
規

制
時

間
：不

明

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
13

A

2
29

2
02

2
/1

1/
7

長
野

諏
訪

郡
下

諏
訪

町
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

、
車

両
が

ガ
ス

管
に

衝
突

し
ガ

ス
が

漏
れ

て
い

る
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

車
両

が
ガ

ス
管

に
衝

突
し

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

運
転

操
作

を
誤

り
、

車
両

が
家

屋
へ

衝
突

、
近

傍
に

あ
っ

た
メ

ー
タ

ー
立

て
管

付
近

に
衝

突
し

灯
外

内
管

立
上

が
り

部
を

損
傷

し
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
。

交
通

規
制

：4
2分

間
灯

外
内

管
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
30

2
02

2
/1

1/
8

東
京

八
王

子
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
1階

薬
局

付
近

で
ガ

ス
の

臭
気

が
す

る
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

設
置

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
： 

50
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

設
置

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

が
、

経
年

劣
化

に
よ

り
腐

食
し

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
交

通
規

制
：1

時
間

19
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
31

2
02

2/
1
1/

1
1

滋
賀

野
洲

市
供

給
支

障
0

0
0

水
道

工
事

業
者

が
重

機
（バ

ッ
ク

ホ
ウ

）に
て

道
路

を
掘

削
し

た
際

、
誤

っ
て

ガ
ス

導
管

（
供

給
管

）
を

破
損

し
、

ガ
ス

漏
え

い
事

故
が

発
生

し
た

。
供

給
管

の
漏

え
い

で
は

あ
っ

た
が

、
水

・
土

等
が

管
内

部
に

侵
入

し
た

可
能

性
を

考
慮

し
、

本
管

バ
ル

ブ
を

閉
栓

し
た

た
め

、
43

戸
で

供
給

支
障

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

水
道

工
事

業
者

が
供

給
管

付
近

を
掘

削
し

て
い

る
際

、
当

該
供

給
管

に
気

付
き

、
供

給
管

間
際

ま
で

掘
削

を
し

よ
う

と
重

機
（バ

ッ
ク

ホ
ウ

）を
操

作
し

た
と

こ
ろ

、
目

測
を

見
誤

り
供

給
管

を
損

傷
さ

せ
た

も
の

。
供

給
支

障
件

数
：4

3戸
供

給
支

障
時

間
：1

時
間

25
分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

有
道

路
L
P

G

2
32

2
02

2/
1
1/

1
4

埼
玉

川
越

市
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

0
0

0

水
道

工
事

会
社

よ
り

、
「ガ

ス
管

を
損

傷
し

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

」
と

の
通

報
が

あ
り

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

本
管

（ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
 2

00
m

m
）が

損
傷

し
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
水

道
工

事
会

社
が

誤
っ

て
水

道
管

を
損

傷
し

た
事

か
ら

水
道

管
修

理
の

た
め

予
定

に
な

か
っ

た
ガ

ス
管

周
辺

を
重

機
で

掘
削

し
ガ

ス
本

管
（P

E
管

）を
損

傷
し

、
噴

出
し

た
ガ

ス
に

、
付

近
で

使
用

し
て

い
た

電
動

斫
り

機
に

よ
り

着
火

し
た

も
の

。
損

傷
部

の
ガ

ス
管

入
れ

替
え

及
び

本
管

内
の

水
抜

き
作

業
を

実
施

し
復

旧
済

み
。

交
通

規
制

時
間

：不
明

本
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
有

道
路

13
A
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整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
33

2
02

2/
1
1/

1
7

千
葉

四
街

道
市

交
通

困
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
擁

壁
解

体
作

業
中

に
、

擁
壁

内
に

配
管

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
：2

5m
m

)を
重

機
に

て
引

っ
掛

け
た

際
、

供
給

管
（白

管
：2

5m
m

)が
引

っ
張

ら
れ

た
こ

と
で

接
続

部
が

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

元
請

け
業

者
が

作
業

範
囲

内
に

切
断

済
の

ガ
ス

管
が

あ
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

た
が

、
解

体
工

事
業

者
へ

切
断

位
置

に
つ

い
て

の
引

継
ぎ

が
適

切
に

な
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
に

よ
る

も
の

。
支

管
上

で
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
29

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

2
34

2
02

2/
1
1/

1
8

東
京

杉
並

区
交

通
困

難
0

0
0

電
柱

設
置

工
事

会
社

よ
り

、
ガ

ス
臭

気
が

あ
る

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
ス

コ
ッ

プ
に

よ
り

低
圧

供
給

管
が

損
傷

さ
れ

、
ガ

ス
が

漏
出

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

電
柱

設
置

に
際

し
て

作
業

範
囲

に
ガ

ス
管

が
埋

設
さ

れ
て

い
な

い
も

の
と

判
断

し
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
の

有
無

及
び

位
置

確
認

の
照

会
を

行
う

こ
と

な
く
掘

削
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

低
圧

供
給

管
(3

0m
m

:ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）を

損
傷

し
た

も
の

。
交

通
規

制
：1

時
間

05
分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

無
道

路
13

A

2
35

2
02

2/
1
1/

1
8

愛
知

豊
田

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

電
気

工
事

業
者

に
よ

る
パ

イ
プ

シ
ャ

フ
ト

内
で

の
電

力
メ

ー
タ

ー
取

替
工

事
に

お
い

て
、

電
カ

メ
ー

タ
ー

を
取

外
す

際
に

、
絶

縁
キ

ャ
ッ

プ
が

電
線

か
ら

外
れ

、
灯

内
内

管
 (
20

m
m

) 
に

電
線

充
電

部
が

接
触

し
短

絡
し

た
こ

と
に

よ
り

、
孔

が
あ

き
着

火
し

た
も

の
。

原
因

は
、

電
気

工
事

業
者

が
、

電
カ

メ
ー

タ
ー

を
取

外
す

際
、

絶
縁

キ
ャ

ッ
プ

の
紐

を
一

緒
に

引
っ

張
っ

た
た

め
、

絶
縁

キ
ャ

ッ
プ

が
電

線
か

ら
外

れ
、

灯
内

内
管

に
電

線
充

電
部

が
接

触
し

短
絡

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
。

灯
内

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

2
36

2
02

2/
1
1/

2
2

東
京

台
東

区
交

通
困

難
0

0
0

通
行

人
か

ら
、

「道
路

で
ガ

ス
臭

い
よ

う
な

気
が

す
る

」と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
25

m
m

) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
漏

え
い

箇
所

が
特

定
不

能
（掘

削
不

可
）の

た
め

、
漏

え
い

に
至

る
原

因
は

不
明

。
地

境
近

傍
で

切
断

措
置

を
完

了
し

復
旧

済
み

。
交

通
規

制
：1

時
間

22
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
37

2
02

2/
1
1/

2
2

大
阪

茨
木

市
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

0
0

0

建
築

工
事

業
者

か
ら

「新
築

工
事

中
、

サ
ン

ダ
ー

に
て

ガ
ス

管
を

破
損

、
着

火
し

た
。

」
で

受
付

 け
出

動
。

建
築

工
事

業
者

に
て

消
火

済
み

で
あ

る
こ

と
確

認
。

掘
削

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

 (
4
0
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

 ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

）管
体

部
の

破
損

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

建
築

工
事

業
者

が
事

前
協

議
な

ど
の

連
絡

を
せ

ず
施

工
し

た
こ

と
に

よ
る

。
破

損
箇

所
を

一
部

取
替

え
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

9分
間

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A
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整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
38

2
02

2/
1
1/

2
3

北
海

道
北

広
島

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

他
工

事
業

者
が

住
宅

建
設

の
た

め
バ

ッ
ク

ホ
ー

を
使

用
し

掘
削

中
に

導
管

（
灯

外
内

管
）
を

折
損

し
ガ

ス
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
。

原
因

は
、

建
設

業
者

が
ガ

ス
事

業
者

に
事

前
照

会
す

る
こ

と
な

く
掘

削
工

事
を

施
工

し
ガ

ス
供

給
管

を
引

掛
け

切
断

し
た

こ
と

の
よ

る
。

避
難

人
数

：7
世

帯
（人

数
不

明
）

避
難

時
間

：2
6分

間
交

通
規

制
：5

6分
灯

外
内

管
白

ガ
ス

管
無

敷
地

内
L
P

G

2
39

2
02

2/
1
1/

2
7

東
京

荒
川

区
交

通
困

難
0

0
0

消
防

か
ら

、
メ

ー
タ

ー
に

車
が

ぶ
つ

か
り

ガ
ス

漏
れ

し
て

い
る

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

車
両

が
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
に

衝
突

し
た

こ
と

で
、

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

の
一

部
が

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

の
運

転
者

が
運

転
操

作
を

誤
り

、
当

該
建

物
の

外
壁

に
設

置
さ

れ
て

い
た

ガ
ス

メ
ー

タ
ー

に
衝

突
し

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

も
の

。
損

傷
箇

所
の

取
替

工
事

完
了

。
交

通
規

制
：3

4分
間

そ
の

他
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
40

2
02

2/
1
1/

2
9

東
京

江
戸

川
区

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
店

舗
に

車
が

突
っ

込
ん

だ
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
車

両
が

建
物

に
衝

突
し

た
影

響
に

よ
り

、
建

物
内

の
ガ

ス
管

（白
管

： 
15

m
m

) 
の

継
手

部
が

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

車
両

の
運

転
者

が
運

転
操

作
を

誤
り

、
当

該
建

物
の

外
壁

に
衝

突
し

た
影

響
に

よ
り

、
建

物
内

に
設

置
さ

れ
て

い
た

ガ
ス

管
が

損
傷

し
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
。

損
傷

箇
所

上
流

側
で

遮
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

04
分

灯
内

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
41

2
02

2/
1
1/

3
0

東
京

北
区

交
通

困
難

0
0

0

建
設

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

建
物

解
体

作
業

中
に

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（
白

管
 ：

2
5
m

m
) 
を

重
機

に
て

引
っ

掛
け

た
際

、
供

給
管

（白
管

： 
25

m
m

)が
引

っ
張

ら
れ

た
こ

と
で

接
続

部
が

損
傷

し
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
管

表
示

杭
が

あ
り

、
建

物
解

体
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
管

が
あ

る
こ

と
を

認
識

し
て

い
た

も
の

の
、

表
示

杭
近

傍
を

避
け

て
作

業
す

れ
ば

大
丈

夫
だ

ろ
う

と
思

い
込

み
、

注
意

す
る

こ
と

な
く
重

機
に

て
作

業
を

し
た

結
果

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
も

の
。

支
管

上
で

切
断

措
置

に
て

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

08
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

2
42

2
02

2
/1

2/
2

熊
本

山
鹿

市
供

給
支

障
0

0
0

新
築

工
事

中
の

住
宅

に
お

い
て

、
ガ

ス
を

利
用

し
な

い
た

め
灯

外
内

管
を

撤
去

し
て

欲
し

い
と

の
連

絡
が

あ
り

、
ガ

ス
事

業
者

に
て

ス
ク

イ
ズ

オ
フ

工
法

を
行

い
ガ

ス
管

の
切

断
を

行
っ

て
い

た
際

に
、

ガ
ス

管
を

止
め

て
い

た
工

具
が

破
損

し
た

為
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
た

。
中

間
の

バ
ル

ブ
が

無
い

最
も

上
流

の
箇

所
だ

っ
た

為
、

特
定

製
造

所
の

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
、

供
給

支
障

と
な

っ
た

。
供

給
支

障
件

数
：4

0戸
供

給
支

障
時

間
：1

時
間

05
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
L
P

G

120



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
43

2
02

2
/1

2/
2

広
島

広
島

市
漏

え
い

着
火

・交
通

困
難

0
0

0

需
要

家
が

敷
地

内
の

鋼
管

を
ガ

ス
管

と
の

認
識

が
な

く
切

断
機

（サ
ン

ダ
ー

）
に

て
切

断
し

て
着

火
し

た
。

原
因

は
、

露
出

配
管

が
邪

魔
で

需
要

家
自

ら
撤

去
す

る
の

に
、

サ
ン

ダ
ー

で
切

断
し

た
も

の
。

ガ
ス

漏
え

い
箇

所
を

確
認

し
、

テ
ー

プ
巻

き
に

よ
る

修
理

を
完

了
。

交
通

規
制

：3
9分

間
灯

外
内

管
白

ガ
ス

管
無

敷
地

内
13

A

2
44

2
02

2
/1

2/
4

静
岡

浜
松

市
供

給
支

障
0

0
0

当
該

需
要

家
が

敷
地

内
の

防
草

シ
ー

ト
の

張
替

え
作

業
を

行
っ

て
い

た
が

、
既

存
防

草
シ

ー
ト

の
ピ

ン
を

抜
い

た
際

に
灯

外
内

管
埋

設
部

(P
E
管

 2
5A

)よ
り

漏
え

い
が

発
生

し
、

連
絡

を
受

け
た

ガ
ス

事
業

者
が

出
動

。
現

場
到

着
後

、
本

支
管

の
ブ

ロ
ッ

ク
バ

ル
ブ

を
閉

止
し

た
こ

と
で

供
給

停
止

が
発

生
し

た
。

原
因

は
、

前
の

需
要

家
が

防
草

シ
ー

ト
を

敷
設

し
た

際
に

敷
地

内
埋

設
ガ

ス
配

管
位

置
を

確
認

せ
ず

に
打

ち
込

ん
だ

ピ
ン

が
P

E
管

に
刺

さ
っ

て
い

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

供
給

支
障

件
数

：8
0戸

供
給

支
障

時
間

：1
時

間
00

分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
無

敷
地

内
L
P

G

2
45

2
02

2
/1

2/
6

東
京

杉
並

区
避

難
0

0
0

協
力

企
業

員
か

ら
、

ガ
ス

設
備

定
期

保
安

点
検

時
に

敷
地

内
の

汚
水

桝
で

、
検

知
器

反
応

及
び

ガ
ス

臭
気

あ
り

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（
白

管
：

40
m

m
) 

か
ら

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
当

該
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
て

い
た

ガ
ス

管
か

ら
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

漏
え

い
箇

所
の

特
定

が
出

来
な

い
た

め
、

漏
え

い
に

至
る

原
因

は
不

明
。

地
境

界
近

傍
で

切
断

措
置

完
了

。
避

難
人

数
：1

名
避

難
時

間
：5

1分
間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
46

2
02

2
/1

2/
6

大
阪

東
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

よ
り

「近
隣

住
民

か
ら

の
ガ

ス
漏

れ
通

報
あ

り
。

」で
受

付
け

出
動

。
現

場
調

査
の

結
果

、
灯

外
内

管
(2

5m
m

亜
鉛

引
き

鋼
管

：防
食

テ
ー

プ
巻

）の
腐

食
漏

え
い

を
確

認
し

た
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

等
に

よ
る

灯
外

内
管

の
腐

食
漏

え
い

に
よ

る
も

の
。

閉
栓

中
物

件
で

今
後

使
用

予
定

が
な

い
た

め
漏

え
い

箇
所

上
流

部
分

に
て

プ
ラ

グ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

： 
1時

間
6分

灯
外

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
47

2
02

2
/1

2/
7

東
京

杉
並

区
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
引

っ
張

っ
て

ガ
ス

が
噴

出
し

た
た

め
、

タ
オ

ル
を

詰
め

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

解
体

作
業

中
に

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（白
管

： 
25

m
m

) 
の

継
手

部
を

重
機

に
て

損
傷

さ
せ

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

業
者

は
事

前
協

議
に

よ
り

ガ
ス

管
の

位
置

を
把

握
し

て
作

業
し

た
と

こ
ろ

、
事

前
に

確
認

し
た

ガ
ス

管
と

は
別

の
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
な

お
、

損
傷

さ
れ

た
ガ

ス
管

に
つ

い
て

は
図

面
や

工
事

の
履

歴
が

な
く
、

ガ
ス

事
業

者
が

情
報

を
把

握
す

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

。
損

傷
箇

所
上

流
側

で
切

断
措

置
完

了
。

避
難

人
数

：7
名

避
難

時
間

:5
0分

間
交

通
規

制
：4

5分
間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

有
敷

地
内

13
A

121



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
48

2
02

2
/1

2/
7

東
京

文
京

区
交

通
困

難
0

0
0

付
近

住
民

か
ら

、
「道

路
上

で
一

ヶ
月

く
ら

い
前

か
ら

ガ
ス

臭
い

気
が

す
る

」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

設
置

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
：
 2

5
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

敷
地

内
に

設
置

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

か
ら

、
何

ら
か

の
理

由
に

よ
り

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

漏
え

い
箇

所
が

特
定

不
能

（掘
削

不
可

）の
た

め
、

漏
え

い
に

至
る

原
因

は
不

明
。

灯
外

内
管

へ
樹

脂
充

填
に

よ
る

漏
え

い
修

理
を

完
了

。
交

通
規

制
： 

50
分

間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
49

2
02

2
/1

2/
8

東
京

立
川

市
漏

え
い

着
火

0
0

0

定
期

保
安

点
検

員
よ

り
、

道
路

上
で

の
ガ

ス
漏

え
い

通
報

を
受

け
付

け
出

動
し

調
査

し
た

結
果

、
本

管
15

0m
m

 （
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）継

手
部

か
ら

の
ガ

ス
漏

え
い

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
ガ

ス
事

業
者

協
力

企
業

員
が

修
理

の
た

め
の

穿
孔

作
業

時
に

非
防

爆
型

の
電

動
ド

リ
ル

を
使

用
し

た
た

め
、

漏
え

い
し

た
ガ

ス
に

着
火

し
た

も
の

。
本

管
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

2
50

2
02

2/
1
2/

1
0

鹿
児

島
鹿

児
島

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

警
察

よ
り

ガ
ス

臭
有

と
の

通
報

が
あ

り
出

動
し

た
と

こ
ろ

、
露

出
部

灯
外

内
管

 3
2
A

の
可

と
う

管
継

手
か

ら
の

ガ
ス

漏
れ

を
確

認
し

た
。

ま
た

、
保

安
の

確
保

の
た

め
引

込
遮

断
バ

ル
ブ

を
閉

め
た

こ
と

に
よ

り
、

全
戸

保
安

閉
栓

し
た

（閉
栓

戸
数

34
戸

）。
原

因
は

、
可

と
う

管
継

手
の

腐
食

漏
え

い
に

よ
る

も
の

。
避

難
人

数
：(

10
世

帯
20

名
弱

)
避

難
時

間
：1

時
間

47
分

交
通

規
制

：1
時

間
47

分

灯
外

内
管

そ
の

他
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
51

2
02

2/
1
2/

1
2

京
都

京
都

市
交

通
困

難
・

避
難

0
0

0

建
築

工
事

業
者

よ
り

「水
道

メ
ー

タ
ー

桝
が

傾
い

て
い

る
。

水
道

メ
ー

タ
ー

付
近

で
ガ

ス
臭

気
と

部
屋

の
中

で
も

ガ
ス

臭
気

が
す

る
。

」で
受

付
け

出
動

。
屋

内
に

て
ガ

ス
臭

気
を

確
認

。
道

路
面

に
て

供
給

管
 (

3
0
m

m
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）を
ス

ク
イ

ズ
オ

フ
に

て
ガ

ス
を

遮
断

し
、

応
急

措
置

実
施

。
調

査
の

結
果

、
下

流
側

の
灯

外
内

管
に

て
圧

力
降

下
を

確
認

。
道

路
面

に
て

キ
ャ

ッ
プ

止
め

を
行

い
、

修
繕

完
了

。
原

因
は

、
灯

外
内

管
の

経
年

劣
化

等
に

よ
る

漏
え

い
と

推
定

。
避

難
人

数
：5

世
帯

 (
14

名
）

避
難

時
間

：2
時

間
07

分
交

通
規

制
：2

時
間

07
分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
52

2
02

2/
1
2/

1
5

東
京

小
平

市
交

通
困

難
0

0
0

協
力

企
業

か
ら

ガ
ス

臭
気

あ
り

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
支

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
支

管
 (
40

m
m

:ｱ
ｽ

ﾌ
ｧ
ﾙ

ﾄｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

き
鋼

管
）継

手
部

の
経

年
劣

化
に

よ
る

腐
食

漏
え

い
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
外

面
修

理
工

法
に

て
本

修
理

完
了

。
交

通
規

制
： 

2時
間

15
分

支
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

122



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
53

2
02

2/
1
2/

1
5

東
京

中
央

区
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
引

っ
掛

け
た

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
基

礎
解

体
作

業
中

に
、

当
該

敷
地

内
に

埋
設

設
置

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（
白

管
：
 2

5
m

m
) 
の

継
手

部
を

重
機

に
て

損
傷

さ
せ

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
確

認
し

た
。

原
因

は
、

解
体

工
事

業
者

の
作

業
員

は
、

ガ
ス

管
が

あ
る

こ
と

を
認

識
 し

て
い

た
も

の
の

、
解

体
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
管

は
な

い
も

の
と

思
い

こ
み

、
ガ

ス
管

切
断

位
置

を
示

す
表

示
物

を
確

認
せ

ず
に

重
機

に
て

解
体

作
業

を
行

っ
た

結
果

、
ガ

ス
管

を
損

傷
し

た
。

支
管

上
で

切
断

措
置

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

37
分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

2
54

2
02

2/
1
2/

1
5

大
阪

東
大

阪
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

「工
事

現
場

で
ガ

ス
管

を
破

損
。

」 
で

受
付

け
出

動
。

灯
外

内
管

 (
2
5
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

 ：
不

使
用

管
） 

の
破

損
を

確
認

し
た

。
粘

土
 ・

テ
ー

プ
巻

き
に

て
応

急
措

置
実

施
す

る
も

、
噴

出
音

あ
り

。
道

路
面

を
掘

削
し

、
供

給
管

取
出

し
部

で
の

ガ
ス

遮
断

に
て

噴
出

音
停

止
を

確
認

し
、

応
急

措
置

完
了

。
原

因
は

、
建

築
工

事
業

者
が

ガ
ス

事
業

者
へ

工
事

照
会

を
行

わ
ず

に
施

工
し

た
結

果
、

バ
ッ

ク
ホ

ー
で

掘
削

中
に

、
灯

外
内

管
及

び
道

路
面

の
供

給
管

 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）
を

破
損

し
た

と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
道

路
面

で
キ

ャ
ッ

プ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
15

分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

2
55

2
02

2/
1
2/

1
5

大
阪

堺
市

交
通

困
難

0
0

0

近
隣

需
要

家
か

ら
「解

体
工

事
現

場
に

て
 1

5時
以

降
よ

り
ガ

ス
臭

気
を

感
 じ

る
。

」
で

受
付

け
出

動
。

調
査

の
結

果
、

灯
外

内
管

立
管

一
次

側
根

元
 (
25

m
m

ｱ
ｽ

ﾌ
ｧ
ﾙ

ﾄｼ
ﾞｭ

ｰ
ﾄ巻

鋼
管

）
よ

り
ガ

ス
噴

出
音

を
あ

り
。

道
路

面
を

掘
削

 し
、

供
給

管
 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）を

ス
ク

イ
ズ

オ
フ

に
よ

る
ガ

ス
遮

断
に

て
、

敷
地

内
の

噴
出

音
停

止
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
解

体
工

事
中

に
破

損
さ

れ
漏

え
い

に
至

っ
た

 と
推

定
。

不
使

用
管

に
つ

き
道

路
面

で
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

15
分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

2
56

2
02

2/
1
2/

1
6

東
京

豊
島

区
交

通
困

難
0

0
0

建
設

工
事

会
社

よ
り

ガ
ス

臭
気

あ
り

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
低

圧
本

管
か

ら
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
原

因
は

、
建

設
工

事
会

社
が

作
業

範
囲

に
ガ

ス
管

が
埋

設
さ

れ
て

い
な

い
も

の
と

判
断

し
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
の

有
無

及
び

位
置

確
認

の
照

会
を

行
う

こ
と

な
く
掘

削
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

低
圧

本
管

 (
3
0
0
m

m
:

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

）を
損

傷
し

た
も

の
。

外
面

修
理

テ
ー

プ
巻

き
に

て
応

急
修

理
完

了
。

交
通

規
制

：4
時

間
 2

9分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

無
道

路
13

A

2
57

2
02

2/
1
2/

1
9

東
京

千
代

田
区

交
通

困
難

・
避

難
0

0
0

当
該

建
物

の
管

理
者

か
ら

、
居

住
者

2名
よ

り
ガ

ス
臭

い
と

言
わ

れ
て

い
る

旨
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（
白

管
又

は
被

覆
鋼

管
：
 5

0
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

灯
外

内
管

か
ら

何
ら

か
の

理
由

に
よ

り
ガ

ス
の

漏
え

い
が

発
生

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
漏

え
い

箇
所

の
特

定
が

出
来

な
い

た
め

、
漏

え
い

に
至

る
原

因
は

不
明

。
漏

え
い

範
囲

上
流

側
の

一
部

取
替

 工
事

及
び

新
規

分
岐

バ
ル

ブ
閉

止
に

よ
る

保
安

措
置

完
了

。
避

難
人

数
：2

名
避

難
時

間
：2

時
間

10
分

交
通

規
制

：2
時

間
45

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

123



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
58

2
02

2/
1
2/

1
9

東
京

荒
川

区
交

通
困

難
0

0
0

ガ
ス

事
業

者
社

員
か

ら
、

「通
り

が
か

り
に

ガ
ス

臭
気

を
感

じ
た

。
」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

当
該

敷
地

内
に

設
置

さ
れ

て
い

た
灯

外
内

管
（白

管
： 

25
m

m
) 
か

ら
、

ガ
ス

が
漏

え
い

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

た
。

当
該

敷
地

内
に

設
置

さ
れ

て
い

た
ガ

ス
管

か
ら

、
何

ら
か

の
理

由
に

よ
り

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

漏
え

い
箇

所
が

特
定

不
能

（掘
削

不
可

）の
た

め
、

漏
え

い
に

至
る

原
因

は
不

明
。

敷
地

 境
界

近
傍

で
切

断
措

置
完

了
。

交
通

規
制

：2
5分

間

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
59

2
02

2/
1
2/

1
9

東
京

文
京

区
避

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

、
解

体
工

事
中

に
ガ

ス
管

を
引

っ
張

り
損

傷
し

た
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
し

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

解
体

作
業

中
に

、
当

該
敷

地
内

に
埋

設
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
外

内
管

（
白

管
：
 2

5
m

m
) 
を

重
機

に
て

損
傷

し
ガ

ス
が

漏
え

い
し

た
。

ま
た

、
そ

の
際

、
供

給
管

（白
管

：
 2

5
m

m
) 
が

引
っ

張
ら

れ
接

続
部

が
損

傷
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
解

体
工

事
業

者
は

、
解

体
作

業
範

囲
内

に
ガ

ス
管

が
あ

る
こ

と
を

認
識

 し
て

い
た

も
の

の
、

ガ
ス

管
は

道
路

で
切

断
さ

れ
て

い
る

と
思

い
込

み
、

ガ
ス

事
業

者
に

ガ
ス

管
位

置
の

照
会

を
行

う
こ

と
な

く
解

体
作

業
を

行
っ

た
結

果
、

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
支

管
上

で
切

断
措

置
完

了
。

避
難

人
数

：1
名

避
難

時
間

：1
時

間
52

分

灯
外

内
管

白
ガ

ス
管

無
敷

地
内

13
A

2
60

2
02

2/
1
2/

1
9

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

か
ら

「解
体

工
事

業
者

よ
り

工
事

時
に

ガ
ス

管
を

破
損

。
消

防
出

動
。

」
で

受
付

け
出

動
。

灯
外

内
管

(3
2m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

 ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

銅
管

：不
使

用
不

明
管

）の
ネ

ジ
継

手
部

（
管

体
部

）
破

損
及

び
解

体
工

事
業

者
に

よ
る

テ
ー

プ
巻

に
よ

る
応

急
措

置
を

確
認

。
原

因
は

、
解

体
工

事
に

伴
い

側
溝

カ
ッ

ト
を

実
施

し
て

い
た

が
、

同
一

敷
地

内
に

埋
設

さ
れ

た
い

た
灯

外
内

管
（不

使
用

不
明

管
）を

誤
っ

て
バ

ッ
ク

ホ
ー

に
て

破
損

し
た

の
と

推
定

。
敷

地
内

側
溝

際
に

て
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：3

6分
間

 :

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A

2
61

2
02

2/
1
2/

1
9

石
川

金
沢

市
供

給
支

障
0

0
0

集
合

住
宅

の
複

数
の

需
要

家
よ

り
「ガ

ス
の

火
が

弱
い

」と
の

通
報

が
あ

り
、

出
動

し
調

査
し

た
結

果
、

本
管

に
水

が
浸

入
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
封

水
に

よ
る

圧
力

低
下

で
供

給
支

障
が

発
生

し
た

も
の

。
原

因
は

、
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
 1

50
m

m
継

手
部

が
何

ら
か

の
理

由
で

緩
み

，
当

該
箇

所
か

ら
地

下
水

が
侵

入
し

て
ガ

ス
管

を
閉

塞
し

た
こ

と
に

よ
り

，
供

給
圧

低
下

が
発

生
し

た
も

の
。

供
給

支
障

件
数

：4
3戸

供
給

支
障

時
間

：3
時

間
1分

本
管

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

2
62

2
02

2/
1
2/

2
0

京
都

京
都

市
交

通
困

難
0

0
0

需
要

家
よ

り
「ガ

レ
ー

ジ
に

て
ガ

ス
の

臭
い

を
感

じ
た

。
」で

受
付

け
出

動
。

隣
家

閉
栓

宅
前

に
て

若
干

の
臭

気
確

認
。

隣
家

閉
栓

宅
前

の
道

路
面

を
掘

削
後

、
供

給
管

 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）
を

ス
ク

イ
ズ

オ
フ

に
て

ガ
ス

を
遮

断
し

応
急

措
置

実
施

。
原

因
は

、
敷

地
内

掘
削

の
許

可
が

得
れ

な
い

た
め

不
明

。
ガ

ス
使

用
し

な
い

た
め

供
給

管
切

断
部

で
キ

ャ
ッ

プ
止

め
を

行
い

、
復

旧
完

了
。

交
通

規
制

：2
時

間
15

分

灯
外

内
管

不
明

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

124



整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
63

2
02

2/
1
2/

2
0

京
都

京
都

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

 「
道

路
面

に
て

ガ
ス

臭
気

が
す

る
。

」で
受

付
け

出
動

。
道

路
面

（
車

道
、

歩
道

上
）
で

ガ
ス

臭
気

及
び

ガ
ス

を
検

知
。

道
路

面
を

掘
削

し
、

供
給

管
（2

5m
m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
鋼

管
：
不

使
用

管
）
の

本
管

取
出

し
部

ス
ト

ッ
パ

ー
に

て
ガ

ス
を

遮
断

、
下

流
側

で
ゲ

ー
ジ

降
下

あ
り

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
供

給
管

も
し

く
は

灯
外

内
管

か
ら

の
漏

え
い

。
不

使
用

管
に

つ
き

本
管

面
に

て
プ

ラ
グ

止
め

を
行

い
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：2

時
間

28
分

供
給

管
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

き
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

2
64

2
02

2/
1
2/

2
1

大
阪

高
槻

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

 「
付

近
住

民
か

ら
の

屋
外

臭
気

通
報

。
」で

受
付

け
出

動
。

当
該

宅
の

メ
ー

タ
ー

立
管

付
近

で
ガ

ス
を

検
知

。
灯

外
内

管
 (
32

m
m

亜
鉛

引
き

鋼
管

）立
管

根
元

の
管

体
部

腐
食

漏
れ

を
確

認
し

た
、

粘
土

 ・
テ

ー
プ

に
て

応
急

措
置

済
。

鉄
セ

メ
ン

 ト
、

防
食

テ
ー

プ
巻

に
て

修
繕

完
了

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

 り
灯

外
内

管
管

体
部

の
腐

食
漏

え
い

に
よ

る
も

の
。

漏
え

い
箇

所
 を

取
替

え
、

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：3

5分
間

灯
外

内
管

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
65

2
02

2/
1
2/

2
1

兵
庫

神
戸

市
交

通
困

難
0

0
0

警
察

よ
り

「通
行

人
か

ら
マ

ン
シ

ョ
ン

入
口

付
近

で
臭

気
あ

り
と

通
報

。
」
で

受
付

け
出

動
。

マ
ン

シ
ョ

ン
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
地

中
部

に
て

ガ
ス

を
検

知
、

マ
ン

シ
ョ

ン
の

引
込

み
管

遮
断

バ
ル

ブ
閉

止
に

て
保

安
閉

栓
し

、
1
4
戸

供
給

支
障

。
掘

削
開

始
し

、
共

用
部

灯
外

内
管

 (
50

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
継

手
部

漏
え

い
を

確
認

、
粘

土
テ

ー
プ

巻
に

て
応

急
措

置
実

施
。

継
手

を
増

締
め

し
、

復
旧

完
了

。
原

因
は

、
経

年
劣

化
等

に
よ

る
灯

外
内

管
継

手
部

漏
え

い
と

推
定

。
交

通
規

制
：1

時
間

42
分

灯
外

内
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A

2
66

2
02

2/
1
2/

2
1

広
島

広
島

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

ガ
ス

臭
が

す
る

と
の

連
絡

を
受

け
出

動
。

ガ
ス

臭
が

あ
る

た
め

、
 道

路
掘

削
に

て
ガ

ス
漏

え
い

箇
所

（メ
カ

ニ
カ

ル
継

手
部

）を
確

認
し

、
増

し
締

め
に

て
修

理
完

了
。

原
因

は
、

メ
カ

ニ
カ

ル
継

手
部

の
す

き
に

よ
る

ガ
ス

漏
え

い
。

交
通

規
制

：2
時

間
5分

支
管

被
覆

鋼
管

他
工

事
以

外
道

路
13

A

2
67

2
02

2/
1
2/

2
2

滋
賀

大
津

市
交

通
困

難
0

0
0

近
隣

住
民

よ
り

、
ガ

ス
臭

気
あ

り
と

の
通

報
を

受
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
空

地
周

辺
に

て
ガ

ス
検

知
反

応
を

確
認

。
解

体
工

事
後

に
残

存
し

て
い

た
供

給
管

（ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

）
の

継
手

押
輪

部
が

何
ら

か
の

原
因

に
よ

り
抜

け
て

お
り

、
道

路
暗

渠
内

に
ガ

ス
が

流
入

し
広

範
囲

に
ガ

ス
が

拡
散

し
て

い
た

も
の

。
原

因
は

、
建

物
解

体
時

の
振

動
等

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。

交
通

規
制

：4
時

間
40

分
供

給
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

被
覆

鋼
管

有
道

路
13

A

2
68

2
02

2/
1
2/

2
3

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

解
体

工
事

業
者

か
ら

「解
体

工
事

中
に

ガ
ス

管
を

破
損

し
た

。
ウ

エ
ス

で
応

急
措

置
済

み
。

」
で

受
付

け
出

動
。

バ
ッ

ク
ホ

ー
に

て
灯

外
内

管
 (

32
m

m
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
ジ

ュ
ー

ト
巻

鋼
管

：
不

使
用

管
）
管

体
部

破
損

を
確

認
。

ま
た

、
道

路
面

で
調

査
し

た
結

果
、

マ
ン

ホ
ー

ル
で

ガ
ス

を
検

知
。

道
路

面
を

掘
削

調
査

し
た

結
果

、
供

給
管

 (
30

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
 ：

不
使

用
管

）継
手

部
破

損
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
解

体
工

事
業

者
が

、
ガ

ス
事

業
者

に
工

事
照

会
せ

ず
に

施
工

し
た

事
に

よ
り

ガ
ス

管
を

損
傷

し
た

も
の

。
不

使
用

管
に

つ
き

キ
ャ

ッ
プ

止
め

に
て

復
旧

完
了

。
交

通
規

制
：1

時
間

50
分

灯
外

内
管

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ジ
ュ

ー
ト

巻
き

鋼
管

無
敷

地
内

13
A
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整
理

番
号

発
生

又
は

推
定

年
月

日
都

道
府

県
市

区
町

村
現

象
死

亡
中

毒
負

傷
（中

毒
抜

き
）

事
故

概
要

導
管

区
分

管
種

他
工

事
照

会
道

路
敷

地
内

区
別

ガ
ス 種

2
69

2
02

2/
1
2/

2
4

大
阪

大
阪

市
交

通
困

難
0

0
0

消
防

よ
り

 「
近

隣
住

民
か

ら
ガ

ス
臭

気
を

感
じ

る
と

通
報

。
」で

受
付

け
出

動
。

道
路

面
マ

ン
ホ

ー
ル

に
て

ガ
ス

を
検

知
し

た
た

め
道

路
面

を
掘

削
し

供
給

管
 (
32

m
m

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）
継

手
部

に
て

漏
れ

確
認

。
粘

土
に

て
応

急
措

置
を

実
施

後
、

増
締

め
に

て
復

旧
完

了
。

原
因

は
、

経
年

劣
化

等
に

よ
り

供
給

管
継

手
部

漏
え

い
と

推
定

。
交

通
規

制
：2

時
間

21
分

供
給

管
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ラ

イ
ニ

ン
グ

鋼
管

他
工

事
以

外
敷

地
内

13
A

2
70

2
02

2/
1
2/

2
4

大
阪

大
阪

市
供

給
支

障
0

0
0

需
要

家
か

ら
「全

て
の

ガ
ス

が
使

用
不

可
。

マ
イ

コ
ン

メ
ー

タ
ー

も
点

滅
し

て
い

る
。

」
と

の
通

報
を

受
付

け
出

動
。

複
数

の
マ

イ
 コ

ン
メ

ー
タ

ー
の

点
滅

を
確

認
し

、
詳

細
調

査
の

結
果

、
当

該
マ

ン
シ

ョ
ン

全
体

で
圧

力
低

下
が

あ
る

た
め

引
込

み
管

遮
断

バ
ル

ブ
を

閉
止

し
供

給
支

障
が

発
生

し
た

も
の

。
原

因
は

、
支

管
 (
80

m
m

ポ
リ

 エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
）の

経
年

劣
化

等
に

よ
る

継
手

部
漏

れ
箇

所
か

ら
管

内
に

地
下

水
が

浸
入

・滞
留

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
と

推
定

。
継

手
を

増
締

め
し

修
繕

完
了

。
供

給
支

障
件

数
：3

8戸
供

給
支

障
時

間
：1

4時
間

48
分

支
管

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管
他

工
事

以
外

道
路

13
A

2
71

2
02

2/
1
2/

3
1

神
奈

川
横

浜
市

交
通

困
難

0
0

0

消
防

か
ら

、
道

路
で

ガ
ス

臭
い

と
の

通
報

を
受

付
け

出
動

し
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
当

該
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
内

内
管

（白
管

）か
ら

、
ガ

ス
が

漏
え

い
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
原

因
は

、
当

該
敷

地
内

に
設

置
さ

れ
て

い
た

灯
内

内
管

か
ら

、
何

ら
か

の
理

由
に

よ
り

ガ
ス

の
漏

え
い

が
発

生
し

た
も

の
で

あ
る

が
、

漏
え

い
箇

所
が

特
定

不
能

（入
室

拒
否

）
の

た
め

、
漏

え
い

に
至

る
原

因
は

不
明

。
ガ

ス
メ

ー
タ

ー
の

取
外

し
工

事
完

了
。

交
通

規
制

：1
時

間
01

分
灯

内
内

管
白

ガ
ス

管
他

工
事

以
外

敷
地

内
13

A
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（参考１） 

消費機器の区分について 

１．家庭用燃焼器の区分 

区分 区分の説明 区分に該当する機器の具体例 

１．家庭用こんろ 一口こんろの他、クッ

キングテーブル 

 

※詳報に写真等がな

く、形式が確認できな

いものを含む 

 

 

２．家庭用レンジ グリル付きのテーブル

こんろ、二口以上のバ

ーナーが備わったも

の 

 

※ガステーブル、ビル

トインコンロのどちらも

含まれる 

  

 

 

 

３．家庭用オーブン パン焼き等、オーブン

機能単体のもの 

ガスオーブン 

４．家庭用オーブンレ

ンジ 

レンジとオーブンがセ

ットになっているもの 

 

一口コンロ クッキングテーブル 

二口ガステーブル 

 

グリル付き 

 

ビルトインコンロ 
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５．家庭用炊飯器 米飯を調理するもの 

炊飯器 

６．ガスストーブ 赤外線ストーブ、ガス

ファンヒーター 

   

７．その他家庭用 衣類乾燥機や GHP

（ガスヒートポンプ）空

調機など、１～５に該

当しないもの 

 

 

 

衣類乾燥機 GHP 室外機 

赤外線ストーブ ファンヒーター 
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２．業務用燃焼器の区分 

区分 区分の説明 区分に該当する機器の具体例 

１．業務用こんろ バーナーが一口のこん

ろ、鋳物こんろ 

 

※詳報に写真等がな

く、形式が確認できない

ものを含む 

 

  

 

２．業務用レンジ 二口以上のバーナーが

備わったこんろやガステ

ーブル 

 

 

  

 

 

 

３．業務用オーブ

ン 

オーブン機能（調理用

庫内を高温にし、主とし

て対流熱で食材を調理

する）単体のもの 

 

※スチームコンベクショ

ンオーブン…蒸気発生

装置と強制対流用送風

   

一口コンロ 

鋳物コンロ 

ガスオーブン 

卓上レンジ スープレンジ 

ガステーブル 
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機を備えたオーブン 

 

４．業務用オーブ

ンレンジ 

レンジとオーブンがセッ

トになっているもの 

 

 

オーブンレンジ 

５．業務用めんゆ

で器 

めん類を茹でたり、ゆが

いたりするもの 

 

 

      

 

６．業務用中華レ

ンジ 

主として中華料理に用

いる、中華鍋専用の五

徳を備えたもの 

 

７．業務用フライ

ヤー 

油を加熱してフライ及び

天ぷら等の調理をする

もの 

 

 

      

 

スチームコンベクションオーブン 

中華レンジ 

フライヤー 

めんゆで器 
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８．業務用炊飯器 米飯を調理するもの 

  

 

９．業務用グリド

ル 

鉄板等で食品を直接焼

いたり、炒めたりするも

の 

  

 

１０．業務用酒か

ん器 

酒を温めるもの 

  酒かん器 

１１．業務用おで

ん鍋 

おでんの調理及び保温

をするもの 

 おでん鍋 

１２．業務用蒸し

器 

蒸気で加熱調理するも

の 

 蒸し器 

立体式炊飯器 炊飯器 

餃子焼き器 グリドル 
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１３．業務用焼き

物器 

食材を直火または輻射

熱で熱するもの 

  

 

 

 

１４．業務用煮炊

釜 

平釜等を備えた大容量

の食品を煮炊きするも

の 

 

 

１５．業務用食器

洗浄機 

食器･グラス等を洗浄す

るもの 

 

※ガスブースター（洗浄

用の温水を作り出すも

の）一体のものを対象と

する 

 

 

１６．業務用食器

消毒保管庫 

熱風により食器等を加

熱消毒し、保管するもの 

食器消毒保管庫 

焼き物器 

サラマンダー 

回転釜 ティルティングパン 

食器洗浄機（右側がガスブースター部分） 
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１７．業務用煮沸

消毒器 

調理器具等を熱湯で煮

沸消毒するもの 

 煮沸消毒器 

１８．業務用湯せ

ん器 

湯槽内に専用容器を落

とし込み、調理済みの

食品を保温するもの 

 

 

１９．業務用その

他 

衣類乾燥機や GHP 空

調機、ガスアイロンな

ど、１～１８に該当しな

いもの 

  

 

 

 

 

２０．工業用 工業用のボイラーや、

輪転機の乾燥器、陶器

用の窯など 

 

 

湯せん器 

GHP 室外機 衣類乾燥機 

ガスアイロン 
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３．瞬間湯沸器及び風呂釜等の区分について  

区分 区分の説明 区分に該当する機器の具体例 

１．風呂釜 浴槽内の水を加熱する機能（ふ

ろ機能）を有する燃焼器 

 

・給湯器付き風呂釜は、風呂釜

の区分とする（用品省令どおり） 

・土間設置のＣＦ式風呂釜は、風

呂釜の区分とする（用品省令ど

おり） 

 

・なお、ガス事故詳報の写真、ま

たはメーカー図面で判別できな

いときは、ガス事故詳報記述ど

おりとする。 

 

 

 

 

  

 

 

 

２．瞬間湯沸

器（大型） 

瞬間湯沸器のうち、燃焼量が

12kW を超えるもの 

 

※壁掛式の給湯器の区分 

用品省令上では、ふろ機能を有

するものは風呂釜の取り扱いに

なるが、本報告書上では、瞬間

湯沸器の区分とする 

 

・なお、ガス事故詳報の写真、ま

たはメーカー図面で判別できな

 

    

 

 

 

 

浴室内設置の風呂釜 

BF 式 CF 式 FF 式 

浴室外屋内設

置の風呂釜 

CF 式 

給湯専用の 

瞬間湯沸器 

温水暖房専用の 

熱源器 

給湯器付き風呂釜 

（屋外据置設置） 
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いときは、ガス事故詳報記述ど

おりとする。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

３．瞬間湯沸

器（小型） 

瞬間湯沸器のうち、燃焼量が

12kW 以下のもの 

   

 

 

 

４．その他湯

沸器 

貯湯式湯沸器（タンク内の水をあ

らかじめ加温するもの） 

 

  

 

 

給湯暖房器 

貯湯式湯沸器 

（給湯＋ふろ機能 

＋温水暖房熱源） 

ふろ給湯器 

（給湯＋ふろ機能） 

温水暖房専用 

の熱源器 

開放式瞬間

湯沸器 

CF 式瞬間

湯沸器 
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４．末端ガス栓と燃焼器を接続する管の区分について 

区分 区分の説明 区分に該当する機器の具体例 

１．金属管 黒管 （配管用炭 素鋼

管）、白管（黒管に亜鉛

めっきを施したもの）、プ

ラスチック被覆鋼管など 

 

   
 

 

２．金属可とう管 金属（ステンレス）を波型

に加工し、可とう性を持

たせた管  

 

３．強化ガスホー

ス 

内層と外層のゴム層の

間に、鋼鉄線でできた保

護ネットを補強したホー

ス 

 

 

 

 

４．ゴム管（迅速継

手なし） 

ゴム管（ガスソフトコード）

単体のもの 

 

※青色のゴム管と、絹巻

きラセン管は、現在製造

されていない 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴム管 

（ガスソフトコード） 

青ゴム管 

（現在は製造していない） 

絹巻きラセン管 

（現在は製造されていない） 

強化ガスホース （Ｓ型） 

強化ガスホース （Ｌ型） 

金属フレキシブルホース 

白管 プラスチック

被覆鋼管 
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【参考１】ガス栓の安全機構について 

 

１．ヒューズガス栓（過流出安全機構（ヒューズ機構）を備えたホースガス栓） 

ヒューズ機構とは、ガス栓に接続されたゴム管の外れや、何も接続されていない状態での誤開

放等によって多量のガスが流れたとき、自動的にガスを遮断し、ガスの漏えいを防止する機構。

現在製造されているホースガス栓は、すべてヒューズ機構を備えている。ガス栓の種類により、主

に次の２つの方式が使い分けられている。 

 

（１）ヒューズボール 

ガス栓を開閉するつまみを有するホースガス栓に備えられている。 

ａ）構造 

 側面にスリットを持つシリンダーと、ヒューズボールから構成されている。 

ｂ）作動原理 

 通常使用時には、ガスはヒューズボールとシリンダーの隙間及びシリンダーのスリットから流れ

ている。 

 ゴム管の外れや誤開放などによって過大な流量のガスが流れると、ヒューズボールが押し上げ

られてガスの通路部を塞ぎ、遮断する。 

 

 

（２）ヒューズ弁 

迅速継手付のゴム管やガスコードを接続する、つまみを有しないガスコンセントに備えられてい

る。 

ａ）構造 

ヒューズボールと同様の働きをする、ヒューズ弁が組み込まれている。なお、ガスコンセントの

開閉は、迅速継手の脱着によって行う。 

※迅速継手を接続しているとき（ガス栓の状態：開） 

接続具の押し棒が円筒栓をスライドさせガスが流れる。 
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※迅速継手を取り外しているとき（ガス栓の状態：閉） 

スプリングの力によって円筒栓が押し戻され、ガスは止まる。 

 

 

ｂ）作動原理 

ゴム管の外れや誤開放などによって過大な流量のガスが流れると、ヒューズ弁が押し上げられ

てガスの通路部を塞ぎ、遮断する。 

 

 

２．安全アダプター 

ヒューズ機構を有しない既設のガス栓（ホースエンド口のものに限る。）に取り付けるアダプター

で、ゴム管の外れや誤開放などによって過大な流量のガスが流れた場合、ガスを遮断する。ホー

スエンド口の中に挿入する「挿入式」と、ホースエンド口の外に取り付ける「外装式」がある。どちら

も現在は製造されていない。 

 

  

挿入式 外装式 

（ホースエンド口に挿入する。左：ホースエ

ンド用、右：ばねガス栓用） 

（ホースエンド口に取り付ける。写真は

ＬＰガス用） 
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ａ）構造 

安全アダプターは、ヒューズといわれるボールとスプリングおよびシリンダーによって構成され

ている。 

 

 

b）作動原理 

ゴム管の外れやガス栓の誤開放等によって過大な流量のガスが流れると、ヒューズボールに

かかる力がスプリングの力に打ち勝って先端方向に押され、安全アダプターの口を塞いでガスを

遮断する。ガス栓を閉めるとヒューズにかかる力がなくなり、スプリングの力でヒューズは元の位

置に戻る。 
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【参考２】ガス栓キャップについて 

昨今、未使用ガス栓の誤開放に伴う事故が存在していることから、誤開放防止対策として閉栓

カバーやガス栓キャップの導入、装着がなされている。ガス栓キャップには、一定の気密性を維持

することを目的とするキャップと、ホースエンド・コンセント口部に傷や汚れがつくことを防ぐことを

目的とするキャップが存在する。両キャップの使用用途・役割は異なり、構造や気密性が異なるも

のであるため、誤った装着等により、誤開放時のガス漏えい防止効果が得られないケースがある

ので注意が必要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホースエンド口に装着したガス栓キャップ     コンセント口に装着したガス栓キャップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護を目的としたキャップ （保護キャップ）    保護キャップを装着したところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護キャップを装着したガス栓             保護キャップを装着したガス栓 
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（参考２） 

ＢＦ式ふろがまの異常着火事故と安全対策について 

 

１．主なＢＦ式ふろがまの種類  

 主なＢＦ式ふろがまには以下の２つのタイプがある。 

 

ａ）ＢＦ－Ｗ式                    ｂ）ＢＦ－ＤＰ式 
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２．ＢＦ式ふろがまにおける事故のパターン 

  BF式ふろがまにおける事故のパターンには、以下の a)、b）、c)がある。 

 

a）点火操作時 

点火操作の繰り返し又は点火つまみの押しっぱなしで滞留した未燃ガスに引火して異常

着火をする。 

 

b）シャワー・追いだき時 

つまみの誤操作により，放出・滞留した未燃ガスに引火して異常着火をする。 

（例：口火からシャワー等にしようとしたが，つまみの回転方向を間違えて，消火し，生

ガス放出し，再点火して異常着火に至る。シャワー等から口火にしようとしたが，つまみ

を戻し過ぎて，消火し，生ガス放出し，再点火して異常着火に至る。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c）浴室冠水時 

浴室排水口の掃除不足により，浴槽からの排水でふろがまが冠水し，機器内に水が浸入

して，着火しにくい状況となり，放出・滞留した未燃ガスに引火して異常着火や炎あふれ

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＢＦ－ＤＰ式はＢＦ－Ｗ式よりも，横幅が狭くケーシング容積が小さいため，ＢＦ－Ｗ

より生ガス滞留の影響を受けやすい傾向にある。 
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３．2011年４月以降のＢＦ式ふろがまについて 

 ＢＦ式ふろがまによる事故を防ぐため，2011 年４月以降生産するＢＦ式ふろがまについ

て、４つの安全機能を標準搭載するタイプに切り替わっている。これらにより、誤操作等

による異常着火防止等、事故防止に資することが可能となる。 

 

＜追加された安全機能＞ 

ａ）誤操作等による異常着火防止機能 

・口火(たね火)を誤って消火した後の再点火による異常着火を防止する 

ｂ）ふろ消し忘れ防止機能 

・ふろを長時間消し忘れることを防止する 

ｃ）冠水による機器内部損傷・異常着火防止機能 

・ふろがまが水に浸かることに起因する異常着火を防止する 

ｄ）点検お知らせ機能（タイムスタンプ） 

・タイムスタンプ機能により、１０年使用相当で点検時期をお知らせする 

 

＜従来からの安全機能＞ 

・高温出湯防止装置、立消え安全装置、空だき安全装置、過圧防止装置 
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